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⑪本土産磁器

⑫沖縄産施釉陶器
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本報告書は平成 8年度に実施した旧天界寺跡東地区の緊急発掘調査の成果をまとめたものです。

本発掘調査は沖縄県土木建築部から依頼を受け、沖縄県教育庁が分任事業として実施したものです。

出土品の整理につきましては、平成12年度に開所した沖縄県立埋蔵文化財センターが実施し、この

度報告書を刊行することが出来ました。

県民の熱い要望により、復帰後に始まった首里城の復元整備は、正殿、南殿、北殿などの建物を

はじめ、御庭、奉神門などが次々と復元され、威容を誇った琉球王国王城の在りし日の姿を蘇らせ

つつあります。それとともに、首里城周辺の公園整備も進められており、今や首里城は沖縄の観光

名所となっております。

旧天界寺の発掘調査もこのような首里城周辺整備に伴うもので、新設された市道から首里杜館の

地下駐車場への出入り口の新設計画に伴うものです。新設された市道の部分及びその周辺について

は、那覇市教育委員会が発掘調査を実施し、その成果も報告されております。

県教育庁が今回発掘調査を実施した地域は、那覇市教育委員会が発掘調査を行った地点の東側、

首里杜館に西に面する地域であります。この地域は、昭和の初期に造られた石積みの擁壁が 5メー

トルもの高さで残っておりました。そのために、調査前はそれ以前の遺構状況の把握は出来ません

でした。

このような状況で発掘調査を行った結果、石敷遺構、ウマの埋葬遺構、琉球石灰岩の岩盤を長方

形に掘り込んだ遺構、石の階段、石敷遺構など多くの遺構とともに貿易陶磁器など多種多様な遺物

も出土し、往時の天界寺の様子がある程度復元できるような成果を上げることが出来ました。天界

寺は尚泰久王により創建された尚家の菩提寺で、「球陽jや「琉球国由来記」などにも記録されて

おります。本報告書が首里城研究の基礎資料として、活用されれば幸いです。

末尾になりましたが、発掘調査および資料整理の際にご指導・ご助言を賜りました諸先生方、ご

協力を賜りました関係各位に対し心から御礼申し上げます。

平成13年 3月

沖縄県立埋蔵文化財センター

所長知念勇



例 言

l、本書は平成 8年度に実施した、首里杜館地下駐車場入り口新設工事に係る緊急発掘調査の成果をまとめた

ものである。

調査は、沖縄県土木部都市計画課からの分任事業として沖縄県教育庁文化課が実施した。

資料整理作業は、平成11年度までは県文化課が行い、平成12年度からは県立埋蔵文化財センターが引き続

き実施した。

4、本書に使用した 1/25000地形図は国土地理院発行の資料によった。

5、本書に表した高度値ば海抜高である。

6、資料整理にあたり、下記の方々に各遺物の鑑定、または同定をお願いした。記して謝意を表したい。

陶磁器（五十音順）

池畑耕一氏（鹿児島県教育庁文化課）

大橋康二氏（佐賀県教育庁文化財課）

鈴田由紀夫氏（佐賀県立九州陶磁文化館）

手塚直樹氏（鎌倉考古学研究所）

橋本久和氏（大阪府高槻市教育委員会）

石 器…神谷厚昭氏（沖縄県立博物館）

獣骨・魚骨•••金子浩昌氏（早稲田大学考古学研究室）

8、本書の編集は島袋春美、仲典根ゆかりの協力を得て島袋洋が行った。

編集・校正：池原直美、瑞慶覧尚美、玉城恵美利、玉城照美

9、各章の執筆分担は次の通りである。

島袋 洋…•第 I 章-ill 章、第w章、第V章第 1 節、第 4-8 節、第10節、第 15 節、

第VI章

乃•…•第 V章第17節、第19節、第26節

美・・..第 V章第 2節、第 3節、第 9節、第11節、第12節、第 13節、第 16節、 18節、第 21節、

第24節、第27節、第28節、第32-38節、第39節ー1、第40節

田里一寿…•••第V章第14節、第20節、第22節、第23節

古屋聡洋…•••第V章第29節、第30節

藤崎 京……第V章第25節

宮平真由美•…••第V章第31節

金子浩昌…•••第V章第39節ー2

10、遺物の写真撮影は長田剛、宮崎典子による。

11、発掘調査で出土した遺物及び、実測図・写真等の記録は全て、沖縄県立埋蔵文化財センターにて保管して

しヽる。
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第 I章 調在にfる経綽

第 1節調査に至る経緯
復元整備事業の進行に伴い、栄華を誇った琉球王国の王城がありし Hの姿を今に蘇らせつつある。整備事業の

終了した地域の一部公開により、観光地としての賑わいをみせ、観光客も年々増加しているようである。それに

伴い首里城固辺の整備も着々と進められている。首里杜館の建設と地下駐車場の確保、道路の整備、龍諜池周辺

の散策路の整備などが実施されている。首里城の城外、西側にあったとされる天界寺跡もこのような公園整備計

画の中に取り込まれることになったc

首里古地図（第 1図）にみられる旧天界寺の境内を東西に二分するように、ほぼ中央部を南北方向に通る市道

の新設が計画された。その予定路線内には旧天界寺の井戸も範囲内に入っていたため、那覇市教育委員会は開発

部局との調整を行い、旧天界寺の井戸は路線外になるような設計変更がなされた。那覇市教育委員会は変更後の

路線内の発掘調査を実施するとともに、路線外についても県都市計画課の依頼を受けて調査を行い、旧天界寺の

様子を窺わせるような遺物、遺構などを確認している 。また、この地の歴史的な変遷を示すように三殿内の遺構

なども確認してしヽる。

那覇市教育委員会による発掘調査が終了した平成 8年度、県都市計画課から新設道路と玉陵との間、つまり、

天界寺西区に県の公園管理棟の建設を予定しており、予定地内の発掘調査を依頼したいとの調整が県文化課にな

された。観光客も増加の傾向にあり、観光地として賑わいをみせてきている首里城周辺地域の管理をする施設で、

建設場所もこの一帯しかないとの県都市計画課の要請であり、県文化課としても天界寺中区が発掘調査されてい

ること、井戸については那覇市が市指定して現地保存されることになっているなどの諸状況から、発掘調査も止

むを得ないとの判断になった。

県都市計画課と県文化課の調整の結果、発掘調査に係る費用は県都市計画課の方が確保し、文化課への分任事

業として実施することになり、文化課の調査員が確保できた平成 8年 6月から天界寺西区の発掘調査がスタート

した。 しかし、調在に着手して間もなく、県都市計画課の方から管理棟よりも新設道路から首里杜館の地下駐車

場への出入口と首里杜館のエントランスホールの拡張を急ぐ必要がでてきたので、その部分の発掘調査を先にや

ってほしいとの申し人れがなされた。

申し入れがなされた場所は、那覇市教育委員会による発掘調査が終了した場所から首里杜館までの間、面積に

して約800面が対象となった。そこは、昭和の初期につくられたという石積みの擁壁が約 5mあり、その内側の

状況がまったく不明であった。そのため、着手していた天界寺西区の調査を進めながら、擁壁の内側の状況を確

認すると未撹乱の遺物包含層や琉球石灰岩を利用した階段遺構などが検出され、一帯には旧天界寺の頃の遺物包

含層や遺構が良好な状態で残されているものと考えられた。そのため、先に着手した西区の発掘調査を一旦中止

し、東区の調査を実施する必要がでてきた。県都市計画課と県文化課との調整の結果、当初は管理棟建設に伴う

天界寺西区の調査としてスタートしたが、あらためて首里杜館の地下駐車場出入口に係る天界寺東区の調査を先

に行い、西区については東区の調査が終了した後に行うことになり、その際の調査贄用も県都市計画課が負担す

ることでまとまった。平成 8年度の調査は天界寺東区の調査をメインに実施することになった。

第 2節調査体制
発掘調査から資料整理および報告書の刊行まで、下記の体制で実施したc

事業主体.... ・・沖縄県教育委員会

教育長 ・・・・ ・・（巾里長和（平成8年度）

,, ・・・．． • 安室禁（平成9年度-10年度）

り ・・・・・ ・翁長良盛（平成11年度-12年度）

文化課課長・・・ ・大城将保（平成8年度-10年度）

,, . . . . 嘗慎嗣ー（平成11年度-12年度）

文化課課長補佐・ ・日越国昭（平成8年度-9年度）

,, ・・・ ・稲嶺靖子（平成8年度-10年度）
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文化課課長補佐・・嘗慎嗣ー（平成10年度）

ク ・・・・千木良芳範（平成11年度-12年度）

” ・・・・名嘉政修（平成11年度-12年度）

調査事務

文化課管理係主幹・・比屋根正治（平成 8年度）

／／ ・・大浜 節（平成 9年度-11年度）

／／ ・・比嘉満（平成12年度）

／／ 主査・ ・村山佐代（平成8年度-10年度）

// . . 砂川邦子（平成9年度-11年度）

ク 副主査・•新垣敏子（平成8年度）

” 主事・・上原直樹（平成8年度-9年度）

,, ・・裳間清美（平成10年度）

調査主体・・・・・・沖縄県立埋蔵文化財センター（平成12年度）

調査統括所長・・・知念勇（平成12年度）

調査事務 副所長・・知念廣義（平成12年度）

l1 庶務課主事・上原 浩（平成12年度）

ク ・城間千賀（平成12年度）
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第IIjJ: 位閻と環境

旧天界寺は那覇市首里金城町に所在する。首里の町は那覇市の東南側に位置しており、周辺を丘陵や川に囲ま

れた琉球石灰岩の台地（標高70-lOOm)上に展開している。琉球王府の王城である首里城を中心に城下町とし

て栄えてきた地域であり、現在でもそこかしこに古のたたずまいを残している。また、一帯は基盤の青灰色粘土

（クチャ）層と上部を構成する琉球石灰岩の間から流れる湧き水が豊富で、首里城内やその周辺には桶川や井戸

などが見受けられる。旧天界寺の境内にも井戸が残っており、今でも枯れることなく水をたたえている。

王都として栄え発展してきた首里の町であるが、去った沖縄戦で営々と営まれてきた人々の生活の場が焦土と

化し、栄華を誇った王朝文化を伝えていた数多くの文化財も失われてしまった。しかし、復帰後の首里城復元を

望む声の高まりにより、首里城正殿、南・北殿、奉神門、御庭などの復元整備や城内の各門や石垣、さらに、首

里城の外側を廻る石垣の復元整備により栄華をきわめた往時の華麗な城が姿を現わしてきている。首里城の復元

整備と共に、周辺の公園整備も着々と進められ、王府時代の薫りを今に蘇らせつつある。

旧天界寺は首里城外の西方にあって、守礼門の南側から玉陵までがその敷地となっていたことが『球陽』、『琉

球国由来記』や首里古地図 (1773年）などの文献資料から窺える。『球陽』によると第一尚氏の菩提寺として尚

泰久王時代の1450-1456年の間に創建され、伽藍は寝室、方丈、両廊、東房、西房、大門、厨司などを備え、次

代尚徳王の時に大宝殿が建立されたことが伝えられている。また、火災で一度焼失したものの、 17世紀ごろに再

建復興されたことが『琉球国由来記』にみえる。円覚寺・天王寺とともに三大寺と称せられ、琉球処分後の明治

末頃廃寺になるようである。戦後は民家が立ち並び、旧天界寺の面影はほとんど失われてしまったが、守礼門か

ら延びる逍沿いに残された数mの石垣が往時を偲ばせるだけである。

旧天界寺の境内は首里城側の東から玉陵側の西へ傾斜していたようである。その中間付近を新しい道路が通り、

その際に那覇市教育委員会が発掘調査を実施している。今回、便宜的に道路部分を中区、玉陵側を西区、首里城

側を東区と呼称した。

つまり、今回報告する東区は天界寺の東側部分（首里城側）一帯である。一帯は琉球石灰岩の岩盤が所々突出

していた場所のようであり、突出している岩盤を取り込んで利用したり、その周辺では岩盤を掘り込んで土堀や

柱穴などをつくったり、岩盤から立ち上がる石垣など往時から岩盤地帯であったことが窺える。中区では西側に

面を持つ切り石の石積み（高さ約 1m)が南北方向へ延びており、それを境に西側は低くなっている。低くなっ

ている西区では赤土を盛り土し、平場造成を行ったとみられるような造成層が北西側の方へ厚く確認されている。

首里城周辺の公園整備の進行とともに、天界寺を含めた固辺地域の景観も様変わりしてきている。県内でも初

期の頃の寺として、創建されてから永い年月の歴史を刻んできた旧天界寺の境内も地下駐車場への出入口、道路、

管理棟などが建ち、かつての様子を偲ぶべくもない。ただ、中区の切り石積みの石垣や道路と管理棟の間に残さ

れた井戸、玉陵の石垣、守礼門への道沿いに残る石垣など、往時の薫りを残すものが散在するだけである。
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第 2図 沖縄本島及び那覇市の位置
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第皿章 調牡経過

今回の調査は首里城公園の管理棟建設に伴う緊急発掘調査（玉陵に東接する地域を対象）として平成 8年の 6
月から調査を開始した。しかしながら、発掘調査に着手してまもなく、工事計画のスケジュールから首里杜館の

西側一帯の調査が優先されるとの県都市計画課からの要望により、首里杜館の西側（新設の市道から首里杜館の

地下駐車場への出人口及びエントランスホールの拡張）へ調宵地域を変更して発掘調査を実施することになった。

調査対象地域は平成 7年に那覇市教育委員会註］が実施している発掘調査範囲と首里杜館の間に挟まれた区域

（約800mりである。その部分はそれまであった民家との境をなすように約 5mの石垣が積まれ、その高さまで造

成され庭として利用されていた場所である。そのため、調森に先立って、石垣及び造成土の撤去が必要となった。

県文化課と県都市計画課との調整で、石垣の高さ約 lmまでの撤去は県都市計画課の方で行い、その後、文化課

の方で旧天界寺の遺構の残り具合を確認しながら調査に入っていくことになった。

県都市計画課の方で行った石垣撤去で、今回の調査対象区のほぼ中央に琉球石灰岩の岩盤が突出して検出され

た。石垣から首里杜館にかけて、表面の約 lmほどが土で、その下方は栗石様の礫で充埴されていた。石垣を

積んで囲った旧地形に、栗石様の礫を充填して造成し、表面に芝を張っていた場所ということになる。突出し

た岩盤の上面は黒色土が薄く被り、 青磁・ 白磁・染付などのほか瓦、沖縄産の施釉・無釉陶器などが得られてい

る。その部分の発掘調査と並行して、北側、南側の栗石の除去を重機を使用して行った。栗石の除去とともに、

北側、南側とも石列が確認され、旧天界寺の遺構かと考えられた。

このような状況で、今回の調査区域全体にグリット設定を行った。設定にあたっては、那覇市教育委員会が調

査した際の杭を利用し、 碁本的には那覇市教育委員会の設定したグリットをそのまま広げていく形をと った。グ

リットの呼称も同様に行い、西から東へ五十音、北から南へ算用数字を用いて表示した（第 5図）。

石垣擁壁内の栗石を除去していくと、発掘調査範囲のほぼ中央で突出して検出された琉球石灰岩の岩盤を境に

北側、南側では状況が異なる。しかしながら、いずれの場所でも 当初の予想を上回るように未撹乱の遺物包含層、

石垣遺構、岩盤を掘り込んだ遺構、敷石遺構、階段状遺構、石列の溝状遣構、ピット群などが検出され、本地区

における旧天界寺の様子を窺わせるような状況であった。

北側は首里杜館側（東側）から発掘調査を始めたが、すぐに琉球石灰岩の岩盤が露出した。て・とー12を中心

に沖縄産の陶器（壺屋焼きの染付が目に付く）や本土産陶磁器（印判染付が主）などが集中する場所が確認され、

その下部は小礫も多く混ざる状況であ った。西側の方へ掘り進めていくと遺物包含層が確認され、突出した岩盤

の近くに石積みが検出された。遺物包含層を掘り下げていくと、ち・つー12・13グリットにセメントで固められ

た場所が確認された。セメントの広がりの数ヶ所にワイヤーロープが埋め込まれているものの、その下方にも遺

物包含層が潜っており、セメントを砕いて掘り進めた。

その結果、岩盤は東側から西側の方へ低くなり、 遺物包含層は西側へ厚く （約60cm)堆積していることが判明

した（第 6図）。包含層はほぼ水乎方向に堆積しており、全体的な状況からすると、上部は削られた可能性が強

いように思われた。遺物包含最は多くなく、青磁、褐釉陶器などの小破片が主体である。また、突出した岩盤の

近くで検出された石積みは、東西方向に長さ約6.6m、幅約 lm、高さ約0.6mで確認され、東端で北側に曲がる。

東端のコーナ一部から北側の方へはすぐに壊れており、状況は判然としない（第 8図）。西側の方がより損壊し

ている。内面（北面）は岩盤から積み上げており（図版 2)、長方形状 (30X20cm) の礫が利用されているが、

積み方は雑である。外面（南面）は包含層から積み上げ、最下部に長方形状 (30X20cm)の礫が多くみられ、上

部は大小の礫が利用され、積み方も雑然としていた。

石積み擁壁内はほとんど岩盤が露出し、擁壁の西側部分は全面赤土のマージになる。それぞれの面で遺構が検

出された。前者では略長方形状に掘り込んだ土壊が 2基確認された（第13図）。北側のものは長軸が東西方向に

あり、南側のものは長軸が南北方向にある。いずれも壁面を石積みで仕上げている。その南側には前述の石積み

の下方から方形状の土壊（第13図）が検出された。また、石積みと突出した岩盤の間 (40cm-100cm) の下層

（岩盤直上）には瓦の集中部がみられ、西側には両者をつなぐように南北方向の石列が検出された。その石列の

西側に接して方形状の落ち込みを検出。下部及び側面には漆喰を施しているのが確認できた。

北側調査区の中央から南側よりの岩盤の西端部でウマの埋葬遺構（第10図）が確認された。西側は石垣擁壁の

碁礎工事により壊されていた。南北方向に長く穴を掘り、その周辺に柱を立てている。ウマの頭は北側を向き、
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その近くで芭蕉文の碁笥底の皿（第30図15) が出土しており、副葬品の可能性が考えられた。また、突出した岩

盤下方の小さな岩陰部では伊万里焼きの瓶（第43図11) が出土し、その北西側では中央部を礫で仕切ったような

瓦集中の落ち込みが検出された。その他、赤土の地山面には旧天界寺の頃のものとみられる落ち込み部と後世の

ものとみられるものが混在して検出された。

調査区北側の発掘とほぼ並行して行った南側の部分は、重機による表土剥ぎの段階で石垣擁壁内（東側）と擁

壁外（西側）では状況を異にしていた。擁壁内では約 lmの堆積土があり、擁壁外は碁盤の琉球石灰岩や地山の

赤土が露出し、その面に形成された遺構が確認された。擁壁外は包含層の大部分が削られたものと推察される。

つまり、重機による表土の除去後では擁壁のあった所を境に、東側は西側よりも約 lm高くなっている。先に、

東側の堆積土の掘り下げから行った。高く残った石垣擁壁内の西側の縁には南北に延びる石列が 2段確認された

（第 6図）。上層から立ち上がっており、時期的には旧天界寺の新しい頃のものかと考えられた。

同一面で円形状に黄褐色砂の部分がみられたり、その東側（突出した岩盤に接するように）石敷きが検出され

た。また、南北に延びる石列の北側の縁に、それと直交するような感じで突出した岩盤の上部へ昇るような階段

状遺構が検出された（第15図）。このような状況から、この地域に何らかの施設があったものと推察された。さ

らに、掘り下げていくと階段状遺構の周辺は沖縄産陶器を主体とした遺物を多く含む層がみられ、その下方から

一時期古い階段状遺構が検出された。南側は礫混じりの層がみられ、遺物はそれほど含んではいない。

階段状遺構の検出された場所は、岩盤に接するように石積みが部分的にみられ、それを覆う堆積土からは沖縄

産陶器を主体とした多くの遺物が出土している。岩盤の直上から立ち上がる階段状遺構も確認でき、初期の頃か

ら施設が配償されていたものと考えられる。突出した岩盤の近くで円形状に掘り込んだ炭・灰の集中部が検出さ

れた。南側では岩盤直上付近で、ヤコウガイの蓋を立てて、ほぼ等間隔に配したものが確認された（第18図）。

その近くで、アホウドリの骨を箸状に加工（一方を斜めに削る）したものが出土している。

西側の方は、岩盤を若干削り石列を配した溝状遺構（南北方向）が検出され、南側の方形状の石積み化粧を壁

面に施した舛状の遺構に注ぐ惑じになっている（第17図）。南側で検出された東西に長軸を有する隅丸長方形状

の竪穴状遺構（炭・木炭の小破片などのほか石灰岩礫）からも、岩盤を浅く掘り込んだ溝状のものが、舛状の遺

構に注ぐ感じになっていた（第17図）。石列を配した溝状遺構の西側には柱穴様のピットが散在し、その北側に

は南北に長軸を有する楕円形状の大きな竪穴状遺構が検出された（第17図）。

掘り下げていくと、隅丸方形状の竪穴の北・東・南側に小さめの落ち込みが接していることが判った。

また、この地域の南側（那覇市教育委員会の試掘トレンチと南側岩盤の間）の発掘も行った。東側に東西方向

に長軸を有する略楕円形の竪穴状遺構が検出され、その西縁から浅い溝状のものが北側へ延びて北側の舛状遺構

に至る。この竪穴状遺構からはあまり遺物は出土せず、覆土は灰状の黒色土で、人頭大の石灰岩礫が比較的目立

った。その西側には緩やかにカーブしながら傾斜する石費道が、南側に隆起する石灰岩岩盤の下方へ向かうよう

に検出された。約60cmの幅を有す石畳道の縁には30cmほどの石積みが立ち上がる。その上部を覆うように灰色瓦

の堆積がみられたことから、旧天界寺に伴うものかと推察された。

今回の調査範囲のほぼ全面の発掘調査終了のメドが立ったので、北側石垣（綾門大道との境）の延長部の確認

のため、歩道側の調査を行った。第12図に示すように 3列の石積みが検出され、天界寺の寺域の範囲をある程度

掴むことができた。遺構確認の発掘調査を10月で終了し、平面・断面図の作成に 1ヶ月ほどかかり、完掘写真を

撮影して12月初めに天界寺東区の現場作業を全て終了した。

〈註〉

註1.島弘•他「天界寺跡」 「那覇市文化財調査報告書j第42集 那覇市教育委員会 1999.3 

島弘・渡久地政嗣・嘗銘由嗣「天界寺跡」 『那覇市文化財調査報告書』第43集 那覇市教育委員会 2000.3 
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・那覇市教育委員会による調査範囲’． 隈教育委員会による調査範囲
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第W章層序と遺構

第 1節層序
今回の発掘調査範囲は首里杜館からその西側にある石積みの擁壁までが主たる対象地であった。擁壁を撤去

し、造成層を除去した後に、旧天界寺の時期の未撹乱層及び遺構などが確認できた。調査範囲のほぼ中央付近

に琉球石灰岩の岩盤が大きく突出し、それを境に北側と南側で堆積層の状況に違いが認められた。以下、それ
ぞれの層序について略述する。

・北側

石垣の擁壁建築の際の造成土を除去すると、東側（首里杜館側）はすぐに基盤の琉球石灰岩岩盤が露出した。
本区の南側で検出された石積みの北側に黒色の遺物包含層が広がり、石積みと突出した岩盤の間に瓦の集中部
も見受けられた。これらの未撹乱層の上部は後世の撹乱が著しく、本来の層厚は不明である。

石垣擁壁の外側（西側）は現表土下は部分的に基盤の琉球石灰岩岩盤が露出するものの、ほとんどは直接赤土
の地山になり、その面にピットなどの追構が確認されている。

つまり、石垣擁壁内（東側）に未撹乱の堆積土がみられ、石垣擁壁外（西側）にはオリジナルの堆積土は確
認できなかった。東側の未撹乱の堆積土は基本的に 3枚で、ここでは石積みの北側で確認できた堆積層（第 6
図）について簡単に述べる。

第 1層 ー 黒褐色混礫（ジャリ）土層。オリジナルの遺物包含層。つライン以西にみられる。確認でき

た厚さが約50cmで、ほぼ水平方向に堆積。上部は削られているものとみられ、本来の層厚は

不明。遺物の量は多くなく、青磁、染付、白磁、本土産陶磁器、沖縄産施釉・無釉陶器の小

破片やガラス小玉などが出士している。

第2層 ー 黒色土層。つライン以東にみられる未撹乱層で、ジャリをほとんど混人しない。本層も上部

が削られているとみられ、本来の層厚は不明。岩盤の表面に薄く確認され、 10cm前後の原さ

の場所がほとんどである。出土遺物の種類は第 1層と大差なく、 量は少ない。

第3層 一 淡黒色土層。基盤の琉球石灰岩岩盤を掘り下げてつくられている土壊やピットなどの遺構内

の土層である。前者の場合には約 lmの深さを有し、後者の場合には約15cmの深さのものが

多い。遺物の出土量は多くないものの、本土産陶磁器（備前焼、伊万里焼など）、青磁、白磁、

褐釉陶器、瑠璃釉、沖縄産無釉陶器、瓦などが得られている。

・南側

本区も北側と同様、石垣擁壁の内（東側）と外（西側）では状況が異なっていた。東側は造成土を除去する

とlm余の未撹乱の遺物包含層が堆積しているのが確認され、その上面に南北方向に並ぶ石列が 1段、西端寄
りで検出された。また、突出した岩盤に登るような惑じの石段も検出されている。西側は現表土を剥ぎ取ると、

直接赤土の地山や基盤の琉球石灰岩が露出し、その面に溝状遺構、竪穴状遺構、ピット群などが確認された。
つまり、本区においても東側に未撹乱の堆積土が厚くみられ、東側では表土下に直接赤土の地山面や基盤の琉

球石灰岩を利用した遺構が確認されたことになる。東側で確認できた層序を中心に略述する 。基本的に 3枚
（地山、岩盤除く）であるが、部分的な堆積の層も目立った。以下に略述する。

第 1層 ー 未撹乱の黒色混礫（礫の混入かなり多い）土層。やや西側に傾斜して堆積しており、厚

い所で約20cmの層厚を有すが、上部は削られているものとみられる。拳大の礫が部分

的に集中するところあり。遺物は小破片のものが多く、瓦を中心に沖縄産施釉・無釉陶

器、青磁、白磁、染付、本土産陶磁器、タイ産の土器などが得られている。

第2層 ー 未撹乱の黒色混礫（礫の混入は少ない）土層。本層もやや西側へ傾斜して堆積し、層厚

は20-60cm程である。部分的に瓦の集中部などもみられ、沖縄産施釉・無釉陶器、青磁、

染付、白磁、本土産陶磁器など出土旦は多い。

第3層 一 茶褐色混礫土層。第 2層より礫を多く含み、遣物の量が少なくなる。ほぼ水平方向に堆

積しているが、本区全面にみられるわけではない。厚い所で約20cmの層厚を有す。サラサラ

した土層で、基盤の琉球石灰岩岩盤への移行層のようである。
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第 2節遺構

今回の調査により、往時の天界寺の様子を垣間見

せるような多くの遺構が検出されている（第 7図）。

これらの遺構の状況をみると、発掘調査対象範囲の

中央付近に突出する岩盤の北側と南側では若干異な

っていた。それは北側と南側の空間的な広がりの差

などが、考慮されたものかと推察された。検出され

た遺構について、北側と南側にわけて概要を簡単に

述べる。

a. 北側

土堀が 3基、ウマの埋葬遺構、石垣、石囲い遺構、

石積み遺構、ピット群などが検出されている。

・石垣

第 8図に示すもので、本区の南側（突出した岩盤

から約50cm北側）で検出されている。た．ちー14グ

リットにまたがり、東西方向に長く（約 6m)残る。

幅は約1.2m。東側で直角に近いコーナーをつくっ

て北側へ延びるようだが、その部分で壊れており、

北側延長部の状況は判然としない。また、西側には

面を持つ石灰岩礫が数個確認されたが、そこで石垣

の端なのかどうかは明確にできなかった。片側を雑

に面取りした琉球石灰岩礫が使用されており、 20-

40cm大のものが多い。下段に長方形状のやや大きめ

の礫 (30cm前後）が目立つ。東側の方に比較的良好

に残存しており、約60cmの高さを呈す。積み方は割

と雑な感じを受けるが、ほぼ直方向に積み上げられ

ている。西側の方は 1・2段だけ残る。岩盤から積

まれている東側では、部分的に岩盤のはつりも見受

けられる。西側の方は第 2層の下部から積まれてい

る。裏込めの中から第33図25に示す瑠璃釉、第71図

13の陶質士器が得られており、時期的には 3基の土

堀より後出のものと考えられる。

• 石囲い遺構

前述した石垣遺構の西端付近の南側、突出した岩

盤の北側（た一14グリット）で検出されている（第

9図）。岩盤の凹部を利用しており、下面の石敷き、

東・北側の壁面の石積み (1段だけ）が確認できた。

南北に長軸を有す長方形状を呈すものとみられるが、

西・南側の痕跡がつかめず、全体的な状況は判然と

しない。岩盤の露出していない北側部分に 5-20cm 

大の石灰岩礫を敷きつめ、平坦にしている。壁面、

下面とも比較的小さめの礫が利用され、下面には漆

喰を施す部分もみられる。天界寺の頃のものとみら

れるが、機能や時期的な面など判然としない。約

20cm東側には本遺構より後出の石列が石垣と突出し

た岩盤をつなぐように 1段だけ検出されている。
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第10図 ウマ埋葬遺構 （たー12)

・ウマの埋葬遺構

本区のほぼ中央、岩盤露出地域の西側寄りで検出

されている（第10図）。南北に長軸を有す長方形状

（約1.6mX0.9m)に穴を掘り、頭部を北、足を西に

向けていた。頭骨の残りは悪く、歯が若干確認でき

ただけであるが、四肢骨は比較的良好な状態で残っ

ていた。頭部と足の部分は、それぞれ北側縁、西側

縁にかかる感じで検出され、北側は赤土から掘り込

み、尾の部分は岩盤を掘り込んでいる。深さ約20cm

で、底面は平坦面に近い。この埋葬遺構の周囲に平

面プランの想定される柱穴(6本）がみられ、上屋が

かかっていたものと考えられる（第10図）。柱穴の

平面形は楕円形状を呈し、大きさは大体長径約

30cmX短径約25cmで、深さは約20cmである。頭部付 I
近から第30図14に示す染付皿が得られており、副葬 し

品の可能性も考えられる。（第10図中、赤色は下位） 第11図

~-て

〔〕

ウマ埋葬模式図

- ~ 

（想定）
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・石積み遺構

今回の調査範囲の最も道路側寄り、ち．

つー 9グリットで東西方向に延びる 2列の石

積みが確認できた（第12図）。道路側寄り（北

側）で検出された石積みは、調査範囲外の西

側から続く石垣のようで、綾門大道との境界

をなす石垣かとみられる 。地山の赤土面から

積まれているのが確認できた。現在の逍路建

設の際にかなり撹乱を受けたようで、下部の

2・3段程度の残存である 。使用されている

礫をみると、方形状に面取りされた40cm大の

礫や若—干面取りされている小さめの礫が混在

している。この石積みとほぼ平行するように

約 1m南側でも石積みが検出された。一部電

柱穴により途切れるものの、 4m余の長さで

ある 。10~20cm大の小さめの礫が使用されて

おり、積み方は南側で検出された石垣と似た

惑じである。褐色混礫土層から積まれている

ことからすると、北側の石積みより後出のも

のとみられる。

・土壊

第13図に示したもので、本区の岩盤露出地

域の北側、中央付近、南側で確認された。北

側（つー11グリット）で検出されたものは隅

丸長方形状 (2mX1.2m)の平面を呈し、長

軸は東西方向である 。壁面は 4面とも石積み

が施され、特に北壁の石積みが丁寧に積まれ、

残りも良好である。最下部は岩盤になるが、

階段状に東側へ下がる。深さは東側が約90cm、

西側が約70cmを測る。備前焼の揺鉢、青磁、

白磁、褐釉陶器、沖縄産施釉・無釉陶器、瓦、

センなどが出土している。量的にはそれほど多くないものの、 16~17世紀頃のものが主流のようである。

中央付近（ちー11・12グリット）のものは南北に細長い長方形状の掘り込み部とそれに南接して円形状に配さ

れた石積みである。長方形状 (2.4mX 1 m)の掘り込み部は階段状になっており、南側半分が北側よりも深く

なっている。東壁・西壁に石梢みが部分的にみられ、深くな っている南側の東壁の石積みが良好な状態で残る c

深さは南側が約60cm、北側が約50cmである。遺物は瓦類、染付、白磁、褐釉陶器、鉄製品などが出土しているが、

量的には少ない。この長方形状の掘り込み部に南接してみられる円形状の石積みは、 10cmX20cmの略三角形状の

石灰岩礫が利用され、内側に面を有している。内径が約60cmで、石積みは 2段（高さ約20cm)残る。下部は岩盤

が平坦に整形されている。出土遺物は少ないものの第28図8に示した伊万里焼きの染付が得られている。

南側（たー13グリット）で検出されたものは、長方形状 (1.3mX0.9m) を呈すものである 。南北方回に長軸

があり、第 8図に示した石垣に一部覆われていた。岩盤を丁寧に削り込んでおり、下面はほぼ平坦な仕上げで

ある 。深さ約40cm。壁面に石積みは見られない。出土遺物は瓦類を主体に、青磁、白磁、褐釉陶器、瑠璃釉、

備前焼の揺り鉢、沖縄産施釉・無釉陶器、石材、貝などが見受けられる。

・ピット群

多数のピ ット群が確認されている（第19図）。東側の岩盤露出地域より、西側の赤土露出面で鉛中的に検出さ

れている。東側のピット群では馬の埋葬遺構に関連するプランが想定されたが、西側のピット群は平面プラン

の想定されるものは見受けられなかった。西側の赤土面で検出されたピット群は円～楕円形状を呈すものが多
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第12図 石積み遺構 （ち．つー 9)
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くみられるものの、土堀様の比較的大きな穴も見受けられる。大きさや深さは一定でなく （第20図①・②）ま

た、後世の掘り込みも多数みられ、ピット群の詳細は判然としなかった。

b. 南側

石敷遺構とジャリ敷遺構、石列遺

構、階段状遺構、上壊、溝状遺構、

ヤコウガイの蓋築中部、敷石遺構、

・ピット群など多種多様な遺構が検出

されている。

・石敷遺構とジャリ敷遺構

本区の南東隅（せー18グリット）

で検出された（第14図）。岩盤の露出

する標高が高くなる場所で、岩盤の

縁につくように石敷が配されている。

その石敷面の東端には 1段だけでは

あるが、西側に面を持つ石灰岩礫が

並べられており、少し立ち上がる土

留め様のものかも知れない。南北方

向へはほぼ平坦であるが、東西方向

は東へ若干上り気味になる。 10-

40cm大の不定形の礫が利用されてぃ 第14図 石敷遺構 （せー18)

る。本遺構の西側に接するように

e・ 

C~EL~!05.700m c• 

戸三
① 黒褐色浪礫土閲
R 茶褐色混礫土層
＠ マージ混石灰岩礫厖
石 砂利敷
墜 岩盤

0 lm 
I , , , , I 

30cmほど低いレベルで10-20cm大の礫で縁を囲んだとみられるジャリ敷の部分が検出された。残存状況が悪く、

明確ではないが、 340cmX 240cmの長方形状をなすものとみられ、石敷遺構と何らかの関連があるものと想定さ

れる。さらに、その北側には円形状の砂層の部分がみられ、このレベルに何らかの施設があったものと考えら

れる。石敷き遺構はその施設から東側の丘陵の方へ行く裏門のような機能を有していた可能性も想定できる。

・石列遺構

すー16-18グリットで検出されている（第15ー①図）。南北方向に延びる石列で 2段残る。使用されている礫

は10-20cm大の小さめのもので、特に加工を施しているわけではない。未撹乱層の上面から積まれており、旧

天界寺の新しい時期のものかと考えられるが、詳細は不明。

・階段状遺構

中央部に突出した岩盤とその南側の岩盤との間に位誼し、岩盤の上部へ登るような感じで検出されている

（せ• そー16・17グリット）。発掘調査の結果、新・旧の階段、石垣遺構が重複して検出されており、重要な場

所であったことが窺える。最も新しい時期の階段状遺構は第15図に示すもので、先述の石敷き、石列遺構と同

じような時期のものかと推察される。 5段確認され、 1段目の踏み場の長さが約 lm、 2-4段目までは約

0.8m、5段目は不明。現存長3.5m、輻約0.9mである。ほとんど20cm前後の小さめの琉球石灰岩礫が使用されて

いるものの、 3段目の蹴上げの部分にニービ質のものがみられる。補修の痕かと考えられる。 5段目の両側か

ら岩盤へ回かう石列が、 4段目の南側からも同様な石列が岩盤へ向かう。

その下層の黒褐色土（沖縄産の施釉・無釉陶器が主体）を除去すると第15一②図の状況になった。前述の階

段より残存状態は悪いものの、全長が約 4m、幅が約1.6mと広い階段が想定される。また、踏み場の幅は約

60cm、8段が想定される。 5・6段目の南側から岩盤の方へ 2列の雑に積まれた石列が配されている。茶褐色

混礫土層から立ち上がり、新しい階段より高く小礫を積み上げている。旧階段下の土層は階段と同じような傾

斜を示してみられ、いずれも部分的な広がりの層である。出土する遺物にはそれほど変化はみられず、中国産、

本土産、沖縄産の陶磁器が中心である。時期的には17世紀後半-18世紀頃のものがほとんどである。

この旧階段を斜め（北東ー南西）方向に切るように、幅約70cmの石垣様のものが積まれている。北東側は岩

盤に接し、南西側は崩れており端部は判然としない。現存長は約 4m。利用されている礫の大きさなどは階段

-17-



部のものと大差ない。その北側に岩盤から西側へ延びる石垣様のものがみられる。北・西・南面を石積みで囲
んでおり、長さ（東西） ．輻（南北）とも約 lmである。岩盤直上の茶褐色土層から積まれており、高いとこ
ろで約 lm残る。使用されている石灰岩礫の大きさなどは、前述のものと似ている。
旧階段の縁石を除去すると第15一③図のようになった。岩盤から立ち上がる東西方向の石積みの 3段目あた

りに、弧状の石垣様のものが部分的に確認できた。いずれも部分的な検出であり、詳細は不明。 30cm大のやや
大きめの石灰岩礫が用いられている。弧状を呈す礫は両側に面を有し、南側へ延びる。輻は約60cm。

・敷石遺構

本区の南西隅、さー17・18グ

リットで検出されている（第16

図）。南側を東西方向に延びる琉

球石灰岩丘陵の下方に向かって、

北側から東側の方ヘカーブしな

がら、岩盤に沿うように緩やか

に下がる。石畳面の東端部で立

ち上がる石積みは北側へ折れ曲

がり（東側に面を有す）、岩盤の グ／

側に石灰岩礫を積み上げた部分

が約 1m輻でみられ、この部分

に何らかの空間を設けたものか

と想定される 。石費様の面とそ

の両側の縁に立ち上がる石積み

で、石畳様の面はほぼ平坦にな

り、幅は約60cmである。使用さ

れている礫は10-20cmの小さめ

の礫である。立ち上がる石積み

はひかえが比較的長めの礫が利

用され、特に石畳様の東端部付

近のものは大きめの礫が用いら

れている。本遺構の北側は壊さ

れており、状況は不明。現存長

は約 3mである。この一帯はも

ともと洞穴様に大きく窪んだ場

所のようで、石灰岩礫を多鼠に

使用して埋めている状況が認め
第16図敷石遺構 （さー17・18)

られた。北側が約 7cmの深さ、

西側が約24cmの深さで岩盤にな

る。両方とも下部の方に瓦が集中する黒色上が約20cmの厚さで確認され、その上部に石灰岩礫を多く用いて穴
を埋めている状況が認められた。

・土壊

本区の北側寄り、後述の溝状遺構の西側（すー15グリット）で略方形状のものが、舛状遺構の約 2m南側
（し・すー18)で東西方向に長軸を持つ略楕円形状のものが検出されている（第17図）。前者は径が約160cmの方
形状土城の南北両側に東西方向に長軸のある略楕円形状（約70cmX約60cm)の、東側に南北に長軸を有す長方
形状 (150cmX 60cm)の土堀が接している。深さは約40cmで、南側がやや高くなっている。沖縄産の無釉陶器を
主体に中国産の青磁、染付、本土産磁器、キセルなどが出土している。後者は長径が約2.2m、短径が約1.2mを
測る。岩盤のくぼみ部を利用した感じである。底面の中央部付近が盛り上がり、東西両側へくぼむ。東側が約
50cm、西側が約70cmの深さである。西北隅から舛状遺構へつなぐように、岩盤を浅く削った溝状のものが認め
られる。遺物の量は多くないものの、沖縄産施釉・無釉陶器、青磁、白磁、染付、土器、瓦類などが得られて
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いる。灰を多く含む土層である。

せー16・17グリットでも検出されている。せー16では楕円形状のものと円形状のものが接している。楕円形
状のものは南北に長軸があり、長径が約1.7m、短径が約 lm、深さ約10cmである。遺物は瓦類、白磁が僅かに
得られている。円形状のものは直径が約70cmで、深さが約25cmである。瓦類を中心に、白磁、沖縄産施釉陶器、
古銭などが得られているが、量的には少ない。せー17グリットでは、岩盤近くで検出されている。南北に長軸
があり、長径が約 lm、短径が約86cm、深さ約30cmである。灰層が堆積しており、土器、鉄製品がそれぞれ 1
点ずつ出土している。

・溝状遺構

本区のほぼ中央（すー15-17グリット）を東西方向に約 7mの長さで確認できた（第17図）。北端部は後世の
撹乱などにより判然としないが、前述した北側よりの土堀の東側付近までが確認できる。そこから南側の舛状
遺構までのようである。北側半分は約30cmの幅であるが、中央付近から南側にやや幅を広げながら移行し、舛
状遺構の近くでは約60cmの幅となっている。北側から舛状遺構のある南側へ流れる感じで、ほとんどは岩盤を
平坦に整形し、黒色上や赤土面の部分は岩盤の面に合わせた高さに調整して底面をつくっている。両側には内
側に面を持つ10-20cm大の小さめの礫を配列しているが、内面だけを合わせた比較的雑な感じである 。それほ
ど高くないものとみられるが、ほとんどは 1段だけ残り、部分的に 2段の所や礫がみられない箇所がある。舛
状遺構の北側が撹乱を受けており、接続状況は不明である。西側に展開するピット群や土壊などと関連したも
のと推察される。

．舛状遺構

溝状遺構の南側に設けられたもので（第17図）、北側が壊されているものの、内径が約 lm四方の方形状を呈
していたものと推察される。岩盤を掘り抜き、壁面を石積みで化粧している。深さは約60cmで、底面はほぼ平
坦に仕上げられている。

・ヤコウガイの蓋集中部

す・せー18グリットの岩盤直上より検出さ

れた（第18図）。東西方向から北側へ折れる逆

L字状に総数33個のヤコウガイの蓋がほぼ直

線的に並ぶように立って検出された。東西が

約1.5m、南北が約 lmである。用いられてい

る蓋に特に加工はなく、大きさはほぼ一定し

ている。同レベルで石灰岩の小礫が散在し、

東側には 4個の並んだ礫もみられ、また、ピッ

トも配列された蓋の北側に 4個、南側には楕

円形状の大きめの土城もみられ、さらに、近

接する場所からアホウドリの骨を利用した箸

状製品も出土していることからすると、何ら

かの意味を持った場所であ った可能性もある。

・ピット群

ヤコウガイの集中遺構が検出された地域

（す・せー18グリット）、溝状遺構の西側地域

（さ・し一16グリット）におしヽてピット群が確

認されている（第19図）。前者で 6甚、後者で

30韮余り検出されたが、プランを明確につか

めるものはなかった。円～楕円形状の平面を

呈 し、径は30-40cm、深さが15-30cmのもの

が多く見受けられた。特に、西側地域のピッ

ト群は周辺で検出されている遺構との関連が

注意されるものの、詳細については判然とし
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第 1表 柱穴・土壊計測及び出土遺物一覧(1) 番号は第19図に一致 単位： cm 

地 番号 グリット
長 短 深

出土遺物
区 径 径 さ

地 番号 グリット
長 短 深

出土遺物
l区 径 径 さ

2 しー17 42 30 8 37 せー14 52 46 8 染付(1)、沖施釉(1)、陶質

4 すー17 42 30 10 土器(1)

10 すー16 90 62 22 青磁(1)、沖施釉(2)、平瓦 38 せー14 22 20 10 青磁(1)、褐釉陶器(3)、タイ
(2)、石{2) 産陶磁器第41図9、石i61

11 し一16 34 30 12 39 すー13 62 42 20 石(2)

12 しー16 42 36 27 せー14

13 しー16 40 30 12 40 すー13・14 32 26 12 沖無釉(3)、石(1)

14 しー16 30 24 8 41a す・せー13 194 150 38 染付112)第32図15、青磁(J)

15 しー16 30 24 8 第25図10、白磁(5)、褐釉

16 し一16 44 30 15 本土産陶器第50図12 陶器四沖施釉(l!l第53図

17 しー16 54 22 11 40、沖無釉12)第67図63、

18 しー16 40 32 14 褐釉陶器(1)、沖施釉(1)、 丸瓦(8)、平瓦⑳、陶質土

沖無釉(11 器13I、しっくい17)、円盤状

19 し一16 30 24 14 製品第80図17、現代ガラ

20 しー16 29 26 15 
スI1)、石(4)、碑(151

21 さー16 26 21 12 染付11)

22 さー16 40 44 28 41c す・せー13 65 43 34 

23 しー16 20 18 12 41d す・せー13 110 76 10 

24 しー16 40 14 12 42 せー13 60 32 14 

25 すー16 18 24 ， 青磁(!)、沖施釉12)、沖無 43 す・せー13 94 88 5 沖無釉(2)

釉(I)、土器(]) 45 せー13 48 30 4 

26 しー16 22 20 7 48 せー14 l58 50 30 

27 しー15 38 30 ， 49 そー14 76 74 74 白磁第26図20、タイ産陶

28 しー15 68 52 19 沖無釉第67図62 磁器第41図5、瓦質土器

南
32 せー15 90 80 45 染付(9)、青磁(I)、褐釉陶器

側 (II、沖施釉¥26)第54図15、第

＾ 
53図28、第52図17、第54図

14 13、沖無釉(7)第67図60、第

ラ 67図54、色絵第37図3、陶

イ 質土器(,11、舒第87図4、石(2)

第75図11

51a せー13 43 31 8 染付(!)、褐釉陶器I11、タ

イ産陶磁器第41図11、

北
沖施釉(1)、沖無釉(2)第

側
65図14、丸瓦(7)、平瓦(5)、

軒平瓦¥1)、石11)、博(1)

＾ ン 58 さー16 23 10 6 
以 59 さー16 28 18 20 沖無釉(l)、石(li 
南 61 さー16 26 20 3 

14 51b せー13 142 98 12 

ラ 52 そー13 34 25 26 染付(8)第32図10、青磁
イ (8)、白磁(3)第26図12、

~ 

62 さー16 24 l6 10 ン 24、天目茶碗(l}、褐釉

63a さー16 42 34 ， 沖無釉第65図28

63b さー16 42 26 ll 

以 陶器(5/、タイ産半練土器
北 第40図2、沖施釉四、沖

64 さー17 33 20 6 
,_ 

無釉(4)、土器11I、瑠璃釉

67 せー17 30 25 25 博(II

68 せー17 27 22 20 平瓦11)

I 1)、陶質土器12)、コンク

リート(1I、現代ガラス(1)

69 す一17 34 33 10 53 そー14 94 70 12 タイ産陶磁器第41図15、

70 すー17 32 28 12 沖施釉(2),沖無釉(2)、平瓦

71 すー18 86 60 26 陶質(1) (1)、陣(2)、石(2)、石器第90

72 すー18 56 50 63 白磁第26図14、タイ産半 図2

練土器第40図13、沖無釉 54 そー13 60 44 18 

(1)第69図99、土器(I) 57b せー13 73 68 23 染（寸(1)

74 せー14 86 80 25 染付(10)第29図12、青磁 57c そー13 86 68 92 白磁(!)、本土産陶器(I)

染付第33図8、青磁(l)、褐 57d そー13 116 116 16 

釉陶器(1)、本土産磁器第 75 そー12 70 48 21 

46図11、本土産陶器第 76 そー12 34 28 5 
49図25、沖施釉(51、沖無 77 そー12 23 20 5 
釉(7i,平瓦(3)、しっくい(1)、 78 そー12 43 22 10 
土器i2) 79 そー12 198 50 25 碍111

189 せー16 98 70 39 80 そー12 45 24 40 青磁第21図7、第23図10、

190 せー16 170 100 20 白磁(11,丸瓦(2)、平瓦(2)、 褐釉陶器(11)、沖無釉(7)、丸

暉(1) 瓦(41、平瓦(6)、軒丸瓦(1)、

191 せー16 70 67 22 白磁(3)、丸瓦(1)、平瓦(6)、 石(8)、硝(7)、鉄製品(J)

軒平瓦第93図1、沖施釉

12)、古銭(!)、鉄製品(!)、碑 81 そー12 23 19 12 染付(I}、沖施釉(1)、土器

(2) ll) 

192 せー17 102 86 30 土器(1),鉄製品(1) 82 そー12 44 34 24 沖施釉(3)、fi専12)

33 すー14 164 68 l 青磁121、沖施釉(1I、沖無 83 そー12 106 76 7 石(1)

釉(1)、石(3) 84 そー12 22 19 12 

北 34a すー1'l 68 63 18 軒乎瓦第93図3 85 せー12 38 30 21 丸瓦(1I 

側 34b すー14 50 44 34 86 せー12 96 66 ， 丸瓦(1)

35 せー L~ 38 28 7 沖施釉(21 87 せー12 32 29 5 染付(1)

36 せー14 56 26 15 88 せー12 38 28 38 沖無釉(1)
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第 1表 柱穴・土堀計測及び出土遺物一覧(2)
JlifiL・ 

地 番号 グリット
長 短 深

区 径 径 さ

89 せー12 44 24 ， 
90 せー12 46 38 14 
91 せー13 32 20 3 
92 せー12 23 16 10 
93 せー12 56 14 10 
94 せ• そー12 14 4 3 
95 せー12 53 20 16 
96 せー12 38 24 3 
97 せー12 38 28 5 
98 そー12 42 28 26 
99 そー12 39 18 4 
101 そー12 22 16 8 
102 そー12 70 26 18 
103 そー12 33 29 6 
104 そー11 18 ， 5 
105 た一12 40 38 20 
106 そー11 20 18 11 
107 そー11 26 22 10 
108 そー11 64 24 10 
111 た ．ちー11 30 18 17 
113 た一11 100 52 23 
114a そ・た一11 30 28 11 

114b そ・た一11 70 32 20 
北

側l

14 115 そ・た一11 60 30 27 
ラ 116 た一11 113 88 31 
イ

ン

以
117 た一11 17 12 7 北
118 た一11 12 10 36 
119 た一11 44 25 40 
120 たー10 26 24 13 
121 た一10 21 17 16 
122 た一11 18 12 14 
123 た一10 26 21 5 
124 そー10 32 28 42 
125 そー10 30 21 10 
126 そー10 22 18 7 
127 そー10 15 10 3 
128 た一10 16 16 30 
129 たー10 28 28 12 

130 た一10 170 l58 18 

131 ちー11 34 25 16 
132 ちー12 40 36 22 
135 た一12 30 28 12 
136 ちー12 32 16 ， 
137 ちー12 28 26 13 
138 ちー12 32 26 10 
139 ちー11 20 14 7 
142 た一12 32 26 22 
143 た一12 26 24 32 
144 た一11 18 16 4 
145 た一11 16 14 8 
147 た一10 34 28 7 
148 た一10 38 32 15 
149 たー10 48 48 17 

出土遺物

染付(1)、石(1)、鉄製品(1)

褐釉陶器(21

石(1)

染付(!)

土器(I)、碑(41

青磁(I)、白磁12)、褐釉陶器
(2)、タイ産半練土器第40図
9、沖施釉(1)、沖無釉(1)、
土器(21、陣(4)、石器(I)

青磁(!)、白磁121,褐釉陶器
(2)、沖施釉I11、沖無釉(1)、
土器l2)、陣(4)、石器(I)

白磁(1)、褐釉陶器(1)、沖
施釉(3)、沖無釉(4)、丸瓦
(31 

染付(4)、青磁(5)、白磁（］）、
褐釉陶器(6)、沖施釉(1)、
上器(6)、膊(3)

染付(l)、褐釉陶器(J)、
沖無釉(2)、石（］＼貝(1)、
陣(I)

沖無釉(JJ

青磁(1)

染付(I)、沖施釉/J)

沖無釉(1)

旭区 番号 1グリット
長 短 深

出土遇物径 径 さ

150 たー10 36 30 5 
152 た一10 50 34 18 
153 た一9 22 18 3 
154 たー9 46 45 7 
155 た一9 20 18 7 
157 た一9 88 43 38 染付(1)、沖施釉(1)、陶質

土器(1)

158 ちー13 26 24 15 
159 たー12 34 28 20 
160 たー12 34 22 11 
163 たー13 25 20 6 
164 た一13 20 19 10 
167 ちー13 47 40 32 
168 ちー14 70 52 30 
169 ちー13 l62 72 36 
170 ちー11 16 14 7 

北
171 ちー10 12 12 3 

側 172 ちー10 8 7 7 
174 ちー9 43 32 11 

14 175 ちー9 32 28 8 
ラ 176 ち―9 48 38 14 軒丸瓦第92図8
イ 177 ち―9 36 34 23 染付12)
ン 179 ちー9 48 43 20 染付(3)、白磁(2)、色絵第
以

北
,_, 

37図7、遊具(J)、沖施釉(61
、沖無釉(2)、陶質土器（］）、
鉄製品II)

180 ちー9 54 42 13 
181 そー11 126 100 68 染付(2)、青磁12)、白磁(3)、

褐釉陶器印1)第39図23、沖
施釉(2)、丸瓦(6)、平瓦 (3)
、軒平瓦(3)、陶質土器(31、
石(1)、碑(10)

182 ちー9 36 26 35 
185 そー12 29 21 14 
186 そー12 10 ， 28 
187 つー12 68 56 21 青磁(2)、沖施釉(!)、沖無

釉(2)

188 つー13 58 35 26 胄磁(1)、沖施釉(1)、硼I)
194 ちー12 36 34 16 
198 た一13 25 25 20 
203 ちー12 26 20 8 
204 せー14 18 16 15 
205 ちー13 24 13 10 
206 ちー11 194 40 6 

注：① 本表は、柱穴• 土壌の性格を考應し、 14ライン付近（岩盤が突出
している位置）より北側、南側とに分けて構成している 。よって
遺構番号は必ずしも一連ではない。

② 長径は、遺構の最も長い位置を、短径は、 長径に対しほぼ直角に
交差する位留を計測。

③ 出土逍物の「沖施釉」は沖縄産施釉陶器を、「沖無釉」は沖縄産無
釉陶器を示す。

④ ()内の数字は遺物の個数を表す。
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第V章 出士遺物

今回の調脊により沖縄産の施釉・無釉陶器、中国産、ベトナム産、タイ産、本土産とバリエーションに富んだ

陶磁器類の他、士器、陶質土器、瓦質土器、硬質土器、類須恵器、円盤状製品、煙管、骨・貝製品、銭貨、鉄・

青銅製品、ガラス玉、用禍、陶板、石器・石製品、瓦、碑、獅子、貝類、骨類など多種多様な遺物が得られてい

る。これらの遺物は出土状況に偏りもみられるが、 17世紀頃以降のものが主体のようである。タイ産の水滴（第

41図15)や硬質土器（第78図）など注目される遺物も得られている。以下、種別に概嬰を簡記する。

第 1節青磁
総数880点余り得られている（第 3表）。 14世紀の後半-16世紀頃のものが主体をなし、器種的には碗、皿、盤、

鉢、壺、壺の蓋、瓶、水注、香炉、揺鉢、袋物、その他とかなりのバリエーションがみられる。しかしながら、

ほとんどが破片の資料であり、全形の窺えるようなものは少ない。特徴的なものを第21図～第25図に示した。こ

こでは、口縁部や底部などの特徴的な資料が、ある程度量的に多く得られている器種の概要についてふれる。

個々の詳細は観察表に記した。

1. 碗

430点余と最も多く得られている。特徴的なものを第21図に示した。全形の窺えるものは 3・12・13・20の4

点である。文様からみると①雷文帯を配すもの、②蓮弁文を配すもの、③無文に大きく分けられる。① ・②は文

様の形状や方法により、③は口縁部の形態により細分も可能である。図示したものの大きさを文様のタイプと合

わせてみると、①は口径が14-16cm、高台径が約 6cm、高さが約 8cm程度のものが想定される。②は口径が大体

11-16cmの範囲であるが、 12・13cmのものが多い。高さや高台径は資料的に少ないものの高さは 6・7cm、高台

径は 5・6cmのものが普通のもののようで、①のグループよりも若干小さめになると推察される。③は②とほぼ

同じような大きさのものが想定される。

釉は失透気味のものが多く、貰人のみられるものが目立つ。素地は淡～暗灰色のもので、やや粗いもの、やや

細かなものがみられる。

2. 皿

120点余得られており、碗に次いで多い。特徴的なものを第22図に示した。全形の窺えるものは 1・3・5・

24・25の 5点である。 26-28の 3点は本土産磁器の可能性があり、ここではふれない。 1-25までの資料をみる

と、器形（形状）の特徴から①直口口縁皿、②外反口縁皿、③玉縁口縁皿に大きく分けられ、外反口縁皿にはロ

折れ□縁皿、稜花皿、鍔縁口縁皿などがみられ、直口口縁皿には菊花皿が含まれる。文様の特徴からみると、外

反口縁のグループに文様が多くみられる。稜花、鍔縁には草花文が、それ以外には蓮弁文が主流のようである。

図示したものの大きさを器形的にみると、①のグループは口径が大体 8-10cm、高さが約2.5cm、裔台径が約

5 cmぐらいのものが多いようである。②のグループは口径が10-13cm台とやや輻がみられ、高さが約3.5cm、高

台径が 6cmと7cmのものがみられる。③は 4に示す 1点だけで、推算口径は約14cmである。どちらかといえば①

のグループは他のグループより、小振りのものが多くなるようである。釉は失透気味のものが多いものの、透明

なものも碗よりは目立つ。貰人がみられるものもおよそ半数程度である。索地は淡灰～淡黄白色のものが主流で、

細かなもの、粗いものが半々ぐらいの割合のようである。

3. 盤

60点弱の出土で、量的には多くない。ほとんどが小破片の資料で、全形の窺えるようなものはみられない。特

徴的なものを第23図4-11に示した。口縁部資料をみると、①直口口縁‘②[縁口縁、③鍔縁口縁、④稜花形口

縁などがみられる。底部資料をみると、①高台を有すもの、②碁笥底のものがみられる。大きさについては資料

が少なく判然としないが、推算口径の算出できた 7は約16cm、推算高台径の算出できた 9-11は、それぞれ約16

cm、約24cm、約13cmであり、大きさにはかなりバリエーションがあったかと推察される。文様は内面、内底面、

鍔上面が対象で、外面は対象外のものが普通のようである。

内面の文様はヘラ描き、櫛描きの蓮弁文が主流のようである。釉は淡青～暗緑色の失透気昧のものが多く、貰

入のみられるものが目立つ。素地は暗灰～灰白色のやや粗いものが多い。

4. 鉢

20点余得られている。ほとんどが小破片のもので、特徴的なものを第23図 1-3、13・15に示した。 1-3は
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文様を施さないもの、 13・15は丁寧な文様を配すものである。特に、高台外面に雷文帯を配す13の資料は注意さ
れる。大きさからみると、推算口径の算出できた 1・3はいずれも約24cmで、高台径の推算できた13は約13cmを
測る。釉はやや透明度のあるものが多いようで、貫入がみられるものが普通のようである。素地は淡灰～暗灰白
色のやや細かなものが多い。

5. 壺

約50点確認されている。大きく酒会壺、その他に分けられる。全形の窺える資料はみられず、特徴的なものを
第24図1~6・12に示した。 1~ 4・6は酒会壺、 5・12はその他の壺である。ここでは酒会壺の概要についてふれる。
1~3は蓋、 4は身の口縁部、 6は底部の資料である。全体的な状況はこれまでに知られているものと大差な

い。蓋は頂部がやや平坦になり、端部が若干上方へ反る鍔縁をつくる。身の口縁部は数センチの直方向に立ち上
がる頸部をつくり、口唇部を釉剥ぎして整える。底部は端部を丁寧に釉剥ぎして整形し、落とし底である。大き
さをみると、 1・2は身受け部の推算径が約17cmで、 4の推算口径が約21cm、6の推算底径が約17cmである。類
例資料の範疇の中に人る。文様は蓋、身とも外面だけが施文の対象で、草花文、蓮弁文などが丁寧に施される。
釉は深緑色の失透気味のものが主流で、素地は淡灰～暗灰色の細かなものが多いようである。

6. 香炉

12点確認されている。小破片の資料がほとんどであるが、第24図 7は全形の窺えるものである。特徴的なもの
を第24図7~11・13~15・17・18に示した。量的には少ないものの、全体の形状には若干のバリエーションがみ
られる。大きくは17・18の大型のものとそれ以外の小型のものに分けられ、その中での細分も可能である。大型
のものは、 17が口縁部を外反させ、頸部がしまり、胴下半部が丸く膨らむ形状を呈す。その膨らんだ部分に、ほ
ぼ等間隔に乎坦面を設ける。外面の頸部、胴下半部に何らかの文様を施す。 18は腰折れの資料のようで、外面の
腰折れ部上方に凸帯様のものを 1本廻らす。 2点ともやや透明度のある釉で、貫入がみられる。素地は淡灰白色
の細かなものである。

小型のものは、 7に示すものが全体の形状や大きさなどを示すものかと考えられる。口縁は寄口口縁で筒型、
底部は高台を有すもの (7)、3足の千鳥足を付すもの (10・11・14・15) などがみられる。釉は青緑色の失透
気味のものが多くみられ、貰入が入るものが目立つ。

素地は淡灰白色の細かなものである。

第 2表青磁観察一覧(1) 1:Ji位： cm 

固 番 届部位 麗 観察事項 出土地方ロ

口唇部が丸味をもつ直口口縁。外面に宙波拍文部様周の辺、1Jにqf/jtlljにl雄花文を配す。釉1よ脊緑色の失透性の す・せー18
1 もので、比較的厚く施釉される。表而の破 かな気泡あり。 黒色混礫土層

口 14 
馴部の方ナ色らのかれらやるゆや。る文失や様透かは気な外IIカ知面のーのブものを口描．緑く部匝上□沿l.::Jに縁ヘ。口唇部は丸味を帯びるが、斜めの感じになる部分

ちー14
2 もは見深受緑（ ラ描きの雷文帯、その下方に別の文様を配す。釉 石積と岩盤の間

暗黄褐色土層I 

'口巖外付繰"'は紐底部け分外おiJjjが3すお面ほ定だるらすとをけよかIラを．凶うなフ閲露に嗚にク綿胎弁ッ削らはとチ輻まりし逢でのな、て州中．い広い口付で直い縁る逢け口建．部内切弁口上iliiれ籍文'"もてでを沿'いこ配．干笛口るす斜文．昏。釉め<部内l>はには(必淡l削丸つ面iる~昧のに緑。を宵は文色"文中様'のび央のは失るに必外透・花さ面"気が文と台昧約内、'そ"の4経ぷの百む干面園mりに外で幽)み、側をぶそら煽への給れる下1開る内よ方き。う鱚外気にに半味面器9分本の・面"かの文をら

たー13
14.9 黒色土庖

3 口～底 8.3 30-40 
5.8 

第
21 16 

を釉itCス口はク1廿7ン緑縁ブで。色口施を営呈し部てすいはがるや、風がや化、外内の而1/iiた側はめが循か下文濶ががっり長た、斜惑いめに整形されている。内外面とも口唇部直下に雷文
15トレンチウス東横側岩4 ロ 。また、内面は雷文帯以下にも文様が配されている。 レストハ 上図

じになっている。 北側撹乱層
碗

屡
本釉涵ずに面に台娼の取胴よからしうら部りてで胴しのあてい中方るおる央へ．． り部伐内向、接付付体か舒近け而う面。部まの舷でがに全台の狭は面は賛い紗に厚料。目施内くので文、邸あ熔逆．而る行台釉.はも形,;はみ'"樅状昧'ら●を緑のれ状呈色あるにしるの．岩、、失若し・I'透っ干盛か性外りりの側上しもへたがのつ間りで、く＜そ．り．外こで骰に底牒付花面祁け文のが外を周ほ面配縁とをしん部大、ど良をき膨l餘く線斜らくをま全佗1 

てー13
遺物集中部

5 5 底
6.6 

I 

ほぼす直。文線様的はに外外面側にへだIりけ1く1直枚口の口無緑鉛．述口弁営が部認はめ）L昧をもち釉、は内行外緑の色fりではや比や較失的透は気っ昧きり．とした稜を
すー1813.4 

6 有 られる。 逍物礫集層中部
黒色土 20-40 I 

魯ぃ膝有その．とす部釉‘し社年がては文下ほ述深様にとを絞緑狐んは1血的色と外状出膨にで面のし屁らやてと達まし内やい統な．透而る文器い．明下面仇と内肛部縦を口而が囲に位口Fあ認緩戎緑繹るめ線す.の．らn文る切れよ昏をるう配"'。で"すは外』あ：丸。面下る連味。のに統まをもやた孤ものや．っ状糾は太て口文沈い仕緑a線紐上上醤もげみ位端文、ら沈に内．れ線そ1fl本訳．の文全の訓は,体,横に一比の位加致較構沈し的図濯粧て•,1m1文お状瞭りを文な然．應を鳥桜用とら9のをし単しな． 

そー12
12 遺構80

7 口

続矮述の続沈的部線が沈に配ほは線とす一文ん致が、そど、せ膨上のず下ら方、ま方の弁な2に枇い本片も直の一切口沈定りに彫線し1給はりて。の述い口感統な晋じいし部のな。は縦内い丸而の．深<版沈(:I緑線部:上色文のげの文をる釉施様。が外しは、割面大漣とのき弁肛な文文く孤様、を状丁は描を寧口M呈に緑しす施て部沈さい上れ線る端て．文に弁いを孤先る3状本．と縦の連

表採16 
つー148 
瓦礫層
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第 2表青磁観察一覧(2) 単位： cm 

図 悶 器
部位 且9 観察事項 出土地種

10.6 胴部下半か部ら僅上か端にに孤孤状状をの呈沈す線直を口連口続緑し。口唇部は舌状をなす。外面にだけの蓮沈弁線文をを施す。蓮 しー17
弁文は口縁 て施し弁先とし、その下方に縦方向 配す。るい釉ず 崖部黒色混礫土階， 
れもラフなタッチで描かれ、弁先と弁はほとんど一致していない。淡緑色の比較的透明度のあ
が施され、貰入はみられない。

12 胴に部の部分み下が蓮見半弁受か文らけやをられ配やる外し。て側弁いへはる開片。き弁切、先口り彫と緑弁り上のは端よ別部う々にがに右若描側干かが内れ深灼てく気お、幅味り広、に弁ない先る縦は。方口孤向唇状の部を沈呈は線舌すと状部なを分っ呈とて鋸すい歯。る外状。面暗の
つー14

10 口 黒色土層

緑色の失透性の釉。

12 
も隔腰すの部に。で口施の、縁方し口上てか縁端いら部るゆに上。ラるし端フやかなはかしタ内に、ッ孤外孤チ状面をの文描と孤もとく状白直縦のぐ口方連濁口向っ続縁のて文沈。いを口線る配唇。はし部必弁はず先舌しと状もし一を、そ示致のすし下な。方文い様に縦は方外面にだ沈け線蓮を弁ほ文を施

ちー14
向の 間 遺物集中部11 

。釉は暗緑色の失透気ぼ味等の 20-40 

I 

腰"をはは「吉施口淡部付」し昏がけけの、膨は緑部述字科肛ら色弁をま"下の中文ず・に心やにをにI孤やイにHI.メ火状上I緑ーげ下透のジ邸て述右気さへお綬せ'左"至りて文ののる、内い順も、；oその今・開にロのでだ「縦ロ下金．け秘樟方方屯が台を．向地滋口や内の撹に行や側沈つJ部'のの線"く『隔字一・9文文丸をを部は昧様'配と"胴をは外けし卜も外、て底年そつ而4而れで本。とをI終ぞふl1除植組れ台T底きとをはし面全み沈て仕IIにらい線付れみでるでけるあら.区の縦れ1る,,両方。るブ底,しへ。而1,外て,,iすののい而ぼ沈文るのま線様．もる利文はの． 9 

つー14
13.2 瓦礫層

12 7.0 
5.2 

口～底

透腰ののれい蓮が父が削部毀弁がり昧まはな靱文のた比るらもは、沈。較のま弁施ず線的で先釉にを浅心が薄範口施い'"く囲緑し。脆ぇた姪は部．さ後組基けにれに本登方lるtl必的る向。が内台"のに1'外脇に昼11沈111を面口付線こ削と殺しけだもっ、。及け,いてn,,がび付縁楚唇施外け邸形部さ底外は・れはを面"蒻丸て除を台垂い味き斜ぽれる全を位。にのも釉沈に2つ踪の本而線．所よの品の取がう閲台Iりllで兄す縣線はあ受祖るがプるiけが。紺柱ら、る状Tれ． につくり、外底。外面面

つー13・14

13.6 
寧ではない 黒色土層
のバラッキがみら

13 6.1 
釉は灰緑色はの色失合5.25 、その部分

腰皆-か失,れ約透部部てがは2し匹てい膨舌1いる状のら。まるを箇沈ず。呈所外線、す9に底文同。2部曲の本高がはの台1ほ醤方沈はぼ胎は線破直の無損を方よ文配しう向てのしでに`いよあそyうるるのちで。。内あ卜卜カる底が。にり面積逹、に口は弁1緑行本文部緑のを_色固施t端の線すをよが。外う述認で側弁めあへはらるれ折1が枚るり風曲J。化枚外げの完而るた結の外めす奴文かる様口白形緑はくでよ。濶描口］り唇、

さー17
14 0 岩盤凹地埋土

14 口 0-80 

I 

腰のけはの全の部外よ体がう側丸的でをなくあ膨若構るら干図。む深斜は底緑位不部色に明資面の。料まや取た。やり高、す失内台る透底は。気面文方味に様柱1のは状本釉外にのが面や圏厚にや線く蓮外も施弁側みさ文らへれれを開て施るおき。し気り外、、味内畳面に面の付つに蓮けくもお弁り施よ文、儀文びはす付外1るけ枚底。は1面内枚平は面弁坦舘のを。胎文描位の様付くよも

す一18
黒色土層

15 底
6 

第
うである。畳付け部は滑らかである。

胴部からゆるやかな孤を描く直口口縁。口唇部は丸味をもつ。口縁部外面に1本の沈線を廻らす21 14.8 てー12

図 16 だけで、他に文様はみられない。肖緑色の透明度のある釉を施す。 遺物集直中部
岩盤上

I 
碗 腰部がほとんど膨らまず、直線的に外側へ閲く直口口縁。口唇部は平坦にするが、両側の角を丸く

鳳 13.8 つー14
17 している。外面の口縁部に沈線を1本廻らしているが、始点と終点が交比わ較ら的ず薄その部分では2本線 黒色土層

5 になっている。他に文様はみられない。釉は深緑色で透明度があり、 く施されている。
＇ 口

14.8 口緑部上端を外側へ折り曲げる外反口縁。口唇部には浅い凹線を廻らす。文様はみられない。II音 ちー14
18 緑色の失透釉が施されている。 石積黄と岩盤の間

暗褐色土阿

13.4 胴部がゆるやかな孤を描く外反口縁。口唇部は丸味をもって仕上げ。釉、外は反者部灰の緑外色面のが失若透干釉盛。り上 たー13
19 がる。無文。内面に釉をはじいた箇所が認められ、その部分は露胎 石垣上黒色土層中

13.0 
高台際からスムーズな弧を描いて口緑部に至る直口口縁。口唇部は丸<I士上げるが、両側，外の面稜にはは ちー11
比較的明削瞭。高台は方柱状につくり、畳付けは斜めにしているため、内側部が接着する。 遺構13420 口～底 6.1 横方向の り痕が明瞭に認められる。他の資料と比べ薄手のものである。無文。釉は青灰緑色の4.5 失透性のもので貸付けから外底面を除き、全釉である。

高台が全部ナ残的の透る外底明側部度を資が斜料あめり。に腰、外面部底取が面り膨すをら蛇るま。のず外目に面状胴にに部草釉へ花剥移文ぎ行？すす内る底る。。骨面高付に台圏けは付線方近と柱印、状外花底に文つ面をく中配り央す、畳部。釉付にはけ熔は音蕃
せー18

21 
平坦。畳付{ 黒色土層

6.6 緑色で比較
痕、細かい気泡も認められる。釉は割と厚く施釉。

＇ 

底部資料。畳高付台けは内方側柱を状部に分つ的くりに、凹位線付様けには削平り坦i。む母。（寸内け底外面面にを双斜魚位文にを面配取すりしており、畳付けの す・せー16
22 幅が狭い。 込 魚 。釉は青緑色のや 黒色土層

6 や失透気味のもので、外底面を蛇の目状に釉剥ぎする。外底面中央付近には砂目の熔着。 0-30 
＇ 

底底にめよに面部る面だ資圏取け料線がり。と。露高外中胎台底央際。部部外おのに底よ印削面び花りに高は文釉台浅。垂外釉くれ面、は底とに深面熔凹緑部着線色が痕をの原あ廻透りいら。明す。外度。面高の高台あは細いこで蓮。、畳薄弁付く文施けのは釉弁平す尻坦る。で，内基、底そ本面の的外にには側は凹を外線斜

ちー9

23 る台も際の9 。基
石段上黒色土阿

5 

高台側囮らをとし体雑、部そにの面の中境取ににり。印一高花本台文の内を凹側配線はすを外。廻圏底ら線面すはの底始方部点へ資と内料終傾。点高、位が台交付はけわ方側ら柱なが状い屏にa＼つく内り底、砒面付にけは平坦。畳付け
す・せー18

24 底 外 ヽ。一本の幅広圏線 黒色混礫土庖

6 を廻 、そ 印花文を配す。圏線始点終点交わら ，釉は深緑色で比較的透明度 100-110 
がある。

底部状資目状料のに沈。裔釉線台剥をはぎ建す方らるす柱もC状の内にの底つ、面所くにり々、印昼に花釉付文がけを残は配る平す。坦外。。釉底蛋は中付暗央け緑部外色の面で釉を比の若較縁干的に斜透熔位着明に物度面が。取ありし、その上方に
さー17崖部直下

25 凹線 る。外底面を 黒色混礫土序
6.5 蛇の 中 0-40 

＇ 

底部資料。高ナ台のは面方は柱滑状らにかつ。内くり底、昼付けは干露平胎凹坦面。外。を畳底形付面成けのしの釉、印外垂花側れ文をのが斜部配位分さににれ面熔る取着。釉り物しは。、幅が狭くなっ
せー16・17

26 ている。畳付｛ 面は若 青緑色で失 旧階段下石垣横
5.2 透性。畳付け外側から、外底面にかけては露胎。外底 釉 部 。 黒色混礫土陪

＇ 高台が全部残る底部資料。高台は逆三角形状につくる。全体的に外側へ開く惑じで安定惑があ 15トレンチ東土側陪
27 る。畳付けは平坦で、その外側を斜めに面取りする。釉は灰褐色を呈し、文様などの状況はつかめ 岩上黒色

5.2 ない。畳付けから外底部にかけては露胎。焼成不良。 0-10 

底部資料。品台は逆台形状につ灰く褐り色、畳、黄付褐け色は斜め。外底部の縁を深る。く畳削付る。内底面に印花文を つー11
28 配す。釉は失内側透気味のもので、 を呈す部分がみられ け及び外底面は露 黒色土層

5.4 胎。畳付け に釉垂れ。 10-20 
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第 2表青磁観察一覧(3) ljl位： cm 

図 番 器
部位

口径

観察事項 出土地万ロ 種 詞
8.3 直口口緑皿。高台際からゆるやかにカープしながそのら外外側但lへ開く。口昏部は丸味を持つ。高台は厚 ちー13

1 口～底 2.4 味があり、方柱状につくる。昼付けは平坦にし、 側を斜めに面取りする。無文。釉は青緑色の 瓦礫層黒色土層
4.6 失透気味のもので、畳付けから外底面は露胎。I 
10.6 口縁部上端が僅青かに外反。口唇部が丸味を持つ、比較的薄手の資料。外面に幅の狭い蓮弁が丁 すー18

2 口 寧に配される。 緑色の釉が施されているが、白く濶った惑じになり、失透している。 遺物礫集中部
黒色土層20-40

＇ 

外反11く部緑はり小（HI寸、L性火近.版付部に部けが1本がは片の丸平干沈味坦盛線を.り1'僻がtl:付偏びがけりる、I 、のよJIA粒う外JIJ.に上°S:側面成端をにI部F若多1,さ1lがlれ./―•l斜E•iて'i文かめ＼がににヽる施外削。さ釉反るれ。は． て高口淡＼台唇,ヽ ~る,1部-1緑~が0はll色、l.fに丸ilでl沈が味． 完線白を全持がく濁につ1本り火。1俎甜鼎透l然る台•。とt'は外lし付方なiliけi柱いの。

そー13・14
13.8 

状財内底にq,つ火1(1i 
石垣横の石列

3 口～底 3.5 前面黒色土層
7.8 40-60 

から外底而は硲Jlf:1。内外1(1iに細かく密な買入が認められるI 
13.8 玉縁口縁皿。ゆるやかなカープを描いて丁外寧側にに開き、口縁上端部が僅かに肥厚。口唇部は丸味を すー18

4 口 持つ。貸料の全面に淡青緑色の釉が 施される。釉は白く濁り、失透している。口縁部に貫入 地山直上
が目立つ。 130レベル以下I 

11.3 外け反。口は口唇平縁部坦lill直。。外高下底の台面外際の面か，らほぼl池直」線if1的に外、f淡lll外lへ緑反t色i!!部きのF、釉1,¥I=品1を緑にT部稜l釈ををにゆ（ー「施るすやす。かに外は反逆さ台せ形る状。口営部は舌
すー18

状 をf.'I if1il 高 につく 地山直上5 口～底 3.5 付 線をやや深く墳l'jljるIJり。 が台白く潤り．失透。内胚りrfii、とw外 130レベル以下6.2 底面は露胎。I 

を人外得が反ら-LI(1しし緑てIのl' •ヽlllるl?。器形などの詳細は不明．口唇部は丸味を持つ。外面の頸部に凹線様の浅い溝 てー10
6 。無文。淡廿緑色の火透気味の釉がT寧に施されている。内外面に細かく密な貫 馳山直上

12 
口。折状釉を1111は1,深ロす緑柑。折部色りのをlllほ9llミぼf透部が夕1（1昧,iI,: Ol}Jlの!Oもt.)稜1のまはででイ折、く比1りリ校II1ll恥1(げIり外、l外限面反ににさ施蓮せ弁さるれ文。て折、折いり曲り曲げげ部部のお幅よはび約内1cm。口唇部は

すー18
7 舌 面に康草文を配 遺物礫集中部
す る。 黒色土層20-40I 

12.3 
口折1lil。胴部で急な弧を描き、口縁部を折り曲げるように外反させる。折り曲げ部の上面が凹面を とー12

ロ 呈し、若千薄くなっている。凹面の両端は比較的明瞭な稜をなす。折り曲げ部の幅は約1cm。外面 遺物集中部8 
にのみ文様がみられ、片切り彫りによる蓮弁文のようである。釉はガラス質の透明度のあるもので、 0-20 
青緑色を呈す。内外面に貰入がみられる。I 
口t1rlill。腰部からほぽ！側直の方稜向1よにll立)JIIJi(ち。上JIJ,,Jがる。11松部を折り1llJげるように外反させる。折り曲げ部上11.9 し・すー18， 面をほぼ平坦にし、内文を側酉 淡部よ緑り色、折りilllげ部の方がN-い。口唇部は舌状を呈す。外 遺構l
而にだけ無鍋蓮弁文配している。釉は の失透気昧のもので、丁寧に施釉。

＇ 
12 外反口縁皿。腰部がゆるやかなカープを描き、口縁部を折り曲げ、外反。 口唇部は舌状を呈す。外 てー12

10 面に蓮弁文を施す。淡青緑色の釉が丁寧に施されるが、 白く濶り完全に失透。 遺物集中部
黒色土層

第 底部賓料。高台は方杜状に及低びく内つ体くりr(ii・l't付けは平坦で、その外ONを斜めに削るJ 外tfliに蓮弁文の せー18
22 11 弁尻が認められる。内底面 の F端部ぎを。岩内TクrPJっており、1t1底面の緑に稜が廻る。釉は 石敷遵構直上

図 6 淡青緑色で比較的透明度があり．外底而を利I呟lj 卜i面にmいn人がみられる．甜台内側に熔 黒色土階
着物。

＇ 1111 

鳳
底部資料。高台は方柱状に低くつくり、外面は凹面をなすように削る。覺付けは平坦で、その外側 表採

12 を斜位に面取りするが、その幅は一様ではない。蓮弁文の弁尻が高台際まで認められる。内底面は
6 4.8 やや凸面をつくり、中央付近に双魚文が配される。釉は淡青緑色の失透気味のもので、基本的に

は外底面だけを露胎。I 

底苅し剖（濱しに、。施料性す。付逆.け,f台11!かは形ら‘ノ状と外全のJifに低f/i失iいは透屈露し台胎濁を．ふつくる。た畳め付文け様はな平i坦でその外側を斜めに削る。暗緑色の釉を
そー18

13 著丁 その ど判然としない。内外面に細かく密な貫入が 石敷逍構下
5.8 地山直上階I 

底部｝.沈J刊・1料．翡柑施台台しのてはよい逆うる台で。形まあ状たる。、に外内つ邸麻く而面り、のの代ほ巾付ぼ央け中には央花平に文Jl直1を。高台と身の接着部にひび割れが廻っており、
せー17

14 貼り1ナ線のをI 配し、それを中心に内底面を6等分する形で 黒色土府

4.8 
医画 。 径約1cmの円を施す。釉は淡黄緑色で、ガラ 80-90 
ス~•tの透Ill]度のあるものを薄く施釉． 令内加外駁lffiO)縁に沿うように、砂目が熔着。I 

底 底部賓料。高台の状況は不明。花文の中央に「飲」の字を施したものを内底面に配す。釉は淡黄 すー19
15 緑色のやや透明度のあるもので、外底面は露胎。内底面の釉は細かく密な貫入が著しい。 黒色土層

I 

底・部外汀底料而.'弱台は方柱状につくり、畳9寸けは平坦緑。そ色ので外やfJ!lやlを透斜llJめJ度にが削あるり。内底面に印花文を配 つー13・14
16 す の緑に2本の沈線を廻らす。釉は淡灰 、薄く施釉。 畳付けから 岩盤付近

5.4 外必1(11にかけては無釉。 遺構集中部I 
底部資料。高台は方柱状に低く、若干外側に開く。畳付けは斜めにつくる。腰部が急なカーブを描 ちー9

17 く。内底面に花文の中央に「卍」をあしらったものを配し、それを囲むように1本の圏紛を廻らす。内 石段上試掘坑内
体面の下端にも文様がみられる。外面に文様はみられない。釉は淡灰緑色のやや透IV)段のあるも 黒色土阿5.4 ので、外底面だけを露胎。内外面に細かな貰入がみられる。I 
底い部る資。料外。底高面台（は方柱状に低くつくる。覺付けぱ斜めに成形し、尖る。釉は、白く溌り完全に失透し ちー12

18 て よ無釉、内底面は釉剥ぎしている。 黒色混礫土層
7 20-30 I 

底部資料。晶台は方柱状につくり、昼付けは斜位に成形し、内側だけが地に着く。釉は音緑色で失 せー17
19 透気味。高台内側と外底面及び内底面は無釉。高台外面には細かく密な貰入や細かな気泡など 黒褐色滉礫土層

5.9 がみられる。内底面には双魚文が配される。 100-110 
＇ 

11.4 稜が内沈外花線面llllに.に2よ店1りよ卒2り様条外の柚J丈文か(J)れ様度をて合配＼いヽが強い。口昏部は内外而から而収りし、中央部付近で山形を呈す。
たー14

20 す。また、内面の口縁上端には、口緑の形状に合わせた連続弧状文 石積と岩盤の間
ふ釉はガラス質の透明度のある暗緑色． 黒褐色土層

12.6 稜花部かくmI・密l.端。なゆにJ'{る三や入本かがのな竹沈外し線反いがを。認呈めすら．口唇部は平坦にしてい透るが明、度内の外あのるf淡りはl'f丸緑味色をのも釉つ。内面のロ
つー14

21 
IJ 

縁 れるだけである。比較的 。内外面とも 瓦礫層
細 。

＇ 

13.2 口縁部面花が文水はを平端配方部す向に。沿に内折っ脳てり面曲幅のが2m緑るmよに程うはにの阻外盛圏反り線上すをがる1Cり本外部廻反をらつ部すく内.り・i側'、f縁禄のと色稜しのはて比りいl較瞭る的で。文透外様明端は度部外のぱ｝反あ稜部る1釉上諏を面J．fと/. 外
そー11

反部上 土堀内22 
内面にす花
めに施 。内外面に貰入が目立つ。
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第 2表青磁観察一覧(4) 111位 ：cm 

図 貫畠部位 諜 観察事項 出土地
底径

10.6 直口口縁皿。口唇部は丸味を持つ。口唇部外面に若干の間隔をあけて小さな扶りを施し、その部 せー15・16
23 D 分から明縦度位の沈あ線る釉を高台際片まで施し、蓮弁文を内描外出面。と内も面は型押しの蓮弁文が囲饒。淡青緑色のや 岩盤にへばりついた

や透 が破全面にみられる。 も細かく密な貫入が認められる。 黒色土層
＇ 

98 
菊花形皿。型成形のようである。外面及び内面には淡斉緑色の失透気味の釉。外底面は淡脊白 たー12
色の失透釉。畳（寸けとその周辺部は釉剥ぎし、平坦な蛋（寸け部は狭い。口内唇底部面外は面若に干熔の；凹面をつ 馬の頭骨付近より24 2.5 くる。内外面とも口緑部に釉溜り部が帯状に廻り、内面の釉は白ぐ濁る。 着痕や釉 地山直J:.4.6 の剥がれた箇所が数ヶ所見られる。

10.4 
干釉が菊腰花をの施部釉形しが溜皿て膨り。い型部らるみが成が帯、形内、状の白底によく面濁う廻はでるるよあ。。畳りる口明。付唇内瞭け部・に及外の凹び面両面そに側をの深につ周緑細く辺色かるだの。なまけ気失たを透泡雑、花や気に弁、昧釉釉もの剥の若釉ぎ剥干を。が幅大施れ広きし部さい、外はが。底2外目4面立と面ほにのぼ淡口同青縁様白部で色にあの若る

15トレンチ東側
岩上黒色土晒

第
25 2.9 

10-20 
22 

4.8 
つ。

皿 口～底図

訳さる菊血れ．花線付，本て形的近土いllllにに産る外は.がの型釉側、可成釉がへ能形厄中問＂のくにくかもよ細。あ逆かうかるで台るな．あ．形気外る状泡。底現のが面高臼若の料台し状いはか況．低らは祟、く平不J、也畳面明は付が。灰内楕け白は外円色平面形の坦に状や．育をや品呈緑粗台色すいはのとも無みやの釉らやでれの透、細るよ明。うか高度でな台のあ気る際あ泡がるかが釉、ら高みほが台ら施ぼれ外

つー14
7.8 瓦躁層

閏
26 2.4 

5 

6 
I 

成見9内色細受の而釉にけす1111はらるが.れn・口、外'る様"'脳."部のJt·面"の仕佼"に9り的節は舌部薄所淡状の手に;を•1,の戊防1;, 沢9す色に、料即の線応で●）状がh合あがにみるは施泊，ら，逆さ出られれ"な地る・角るい。は』形楼部淡生状分部灰付ががで白けあ行．姓部色り1だの付瀦・内けやけれ庇をやは釉気面別1'味測・にJいlfはにざも。すな円の外りる形面で、。状、そ及釉絹このIIびはかか沿l全勺ならら血1気ゆ本なにる的泡い淡やにが部か肯濁見分緑にる受が。

すー19
15 黒色土階

27 2.9 
7.8 

けられる本J:旅の可能性もある。

11.2 
坦青れ腰る部。白外ほ色が底かゆのは面る失文やを透や様か気やなは味深カみのーくら釉プ削れををるな描施。い外すき。面、釉。口昼かの縁付ら状部内け況が面部、若素にを干淡釉地玉黄剥な緑ど緑ぎか状す色らるにのす。なわ口るるりと縁。と近高部透代台は明のは沈度も方線のの柱様あの状るの可釉にも能をのつ性施がくがりし部、強、畳分外い付的底。けに面はみに平ら淡

15トレンチ東側

28 2.1 レストハウス横岩上

6.8 北側撹乱府

厚様口は露緑のく、胎も上低の。端く内をつ部7底くが本り面若雑安を千に定蛇膨廻惑のららが目むすあ状。。る高に釉。釉台は畳剥際行付ぎ緑かけ。らは色しほ平の-1ぼ7坦や岩直やで盤線透、凹外的明地側に度を内外の斜中側あ位層にるに瓦開も面の集き取、を中口薄り部唇すく出施部る土。をす外の丸。面も覺くの仕の付と上口け接げ縁外合る部面。。かに高凹ら台外線は底

さー17・18
23.8 石垣状追構上1 口～底 (8.4) 黒色混礫土層崖部
8.2 

鉢 外反口縁で口唇部は灰丸白味色をのもやつや。小糸破片のため詳細は不明。淡灰緑色のやや透明度のある釉を と一12
2 薄く施す。 素地は暗 細かなもので、黒色鉱物を割と含む。 遺物集中部

口
24.7 折れ縁を呈する鉢。 口緑部が逆s字状をなし、口縁唇部部、内は面丸口味緑を部帯にびはる細。淡か百な緑気色泡ののや集や中透部明が度の そー17

3 ある釉が施されているが、口唇部から外而の口 見受 撹乱土廣
けられる。

口縁部を帯上び端るのc外面に若干の段を廻らす直口口縁。口唇部はやや外傾し、平坦。口唇部の両側は てー11
4 丸味 。口唇部には間隔をあけて、若干の扶り部を配す。内面には櫛描きの蓮弁文を施す。 岩盤上黒色土層

I 

口緑部を玉縁状に仕上げる。丸味を帯びた口緑部に、間隔をあけて若干の扶りを施す。内面に幅 15トレンチ東偲l
5 広の蓮弁文を配す。深緑色のやや失透気味の釉を施す。 岩上黒色土I呂

0-10 

を線鍔波縁を状配盤しにの、削口内る縁面。部胴鍔資部の料下にヘ。面鍔ラは幅描端はき部に短かよくらる、約端幅部7広mを蓮m若弁の干文箇上戸を）方へ撮み上げる。鍔はは端鍔部上の面方のへ厚く、外端部
つー12

6 口 所を施です段。を深設緑け色る。文様 端部寄りに凹 黒褐色混礫階
のやや透明度のある釉を施す。 10-20 

貰人はみられない。

15.6 稜花形の盤。口縁部寄を折りにり曲げるように外反させ、折り曲げ部外面に花若文千がの認段めをら設れける。口唇部は つー13・14
7 平坦。文様は口唇部 3本の櫛描き文を雑に施し、胴部には白草く る。淡青緑色 岩盤付近

第
盤

の失透気昧の釉が資料の全面にみられる。口緑部の内外面に 濁る部分がみられる。 遺構集中部
23 

， 
鍔縁盤の口緑部。鍔縁部上面は若干凹面をなし、内側の稜は不明瞭。外端部は内傾。釉は者緑 せー17

図 8 色のやや透明度のあるもので、資料の全面に施釉。 黒色土喝
30-50 

鳳
I 

盤やに施失の釉底透し気部た味資か料のど釉。う高かで台は、内は不・低明外く面。つ内かく底らり面外、昼に底付圏面け線のはと縁斜文ま位様でに施のす一釉る部。。外が嚢底認付面めけにら両れ露側る胎のが部稜、が判とみ烈も明瞭。淡青緑色のや
とー12， られるものの、中央部 遺物隼中部

7 14.7 内面圏線 様 、判然としない。
I 

盤の底部資。料淡。高台は低くつくり、昼付けを若干斜めにする。畳付け内側の稜は明瞭だが、外側は す一15
10 

底 やや不明瞭 青緑色の失透釉。外底面に約2.5cm幅の露胎部を廻らし、他は全釉。内底面の文 地山直上
22 3 様は判然としない。露胎部に器面の剥がれが線状にみられる。 遺構80

外状盤側底をにの斜み底面位ら部はれに、資周る面料。縁取。内部碁り底すを笥面露る底の。胎を釉文になは様すす暗はるが緑判。、露II色然要胎部のと部し失のなに透下い、端釉砂。にで粒若、の内干熔而の着、段外痕を面や廻か器らら面す高の。台昼剥内付が側けれ、部外がを細底平か面坦い中に線央しの部、よそにうの施に外釉弧。
15トレンチウス東横側岩

11 レストノ、 上

12.4 北側撹乱層

逆L字状に外反する口緑部浚料。小破片のため詳細は不明。口唇部の度の外あ端る部釉かがら施約さ5れmるm。の釉箇は ちー12

12 口
所で若干の段を設け縁部としている。現資料の全面に深緑色の透明度 黒色土屠
全体的に濁り貝色、細土か層な出気土泡のももみのらとれ接る合。素。地は灰白色のやや細かなものである。さし-17岩盤にヘ 30-40 
ばりついた黒

＇ 

も面露大、胎鉢及高びの。台底内内部面面貨、は内料約底。1c面高mの台浅文はい様逆。は台高、形台構状外図で面な、のど畳判下付然部けとにはし1平な本坦いの。。圏畳淡線付灰をけ緑娼外色ら側のしを、失そ斜透の位釉上にが方面施に取さ雷りれ文。、高を外廻台底外ら面す面だ。よけ外りを
せー15・16

13 底
岩盤にへぱりついた

13.4 黒色土層

＇ 
鉢

鍔廻な刻縁らしみ口、を縁外囲面。胴撓の部さ文せの様、方鍔をへ区上若画面干す及するび。ぼ外深ま面緑る(。鍔部内側の稜は明瞭で、外端部は平坦。鍔外端部に細か
さー17

25 こ施文するがが、構比図較な的ど原不く明。また、外面には凸帯様のものを 崖部黒色混礫土屈
14 口 色の失透釉 施され、全面にみられる。釉は全体

的に細かな色気の泡細がか認なめられ、特に、鍔部に集中してみられる。鍔部の下面に貫入がみられる。索地
は淡灰白 もので、細かい気泡が散見される。

大鉢の胴部。両面に暗緑色のやや透明度のある釉が施されている。貫入はみられない。外面には つー13・14
15 胴 蓮の花が認められ、内面文様は全体の構図不明。 岩盤付近

遺構巣中部
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第 2表青磁観察一覧(5) ljl位： cm 

図
番 ,;"" ;; 

部位 鵡 観察事項 出土地方にコ 種 底径

全体の形状は不明。合子の蓋のような形状の縁に斜め方向に口縁部をつくるc口緑部は約3cm 表採
立ち上がり、若千ラソパ状に開き、口唇部は丸味をもつ。口緑部下端には把手状のものが配された

蓋 ようてある。縁部を廻る2本の沈線は口縁部の付される箇所で途切れる。淡青緑色のやや透明度
のある釉を。索施地してはお淡り黄、内面は口緑部の付されている周辺を除いて露胎。内外面に細かく密な貫入

16 胴
が著しい 白色のやや細かなものである。

第

阻
把手。上部は若干反り気味になり、下部はゆるやかなカープを描く。幅は上部が約2.5cm、下部が約 とー12

23 3.5cm厚味は約1cmである。表而中央付近には縦方向の凹線が、約5mmの間隔をあけて2本施 遺物槃中部
図 され；地てはい淡る灰。淡白青緑色のやや透明度のある釉を施しており、表裏面とも細かく密な貫入が著しい。 0-20 

素 色のやや細かなもの。

鳳
而部る"部。緑をには索なも蹂部地す1胎白本は。料。の黄口施口沈皆白釉9同線部色の部Cのの部がO,両や丸分す間や昧は。綱は拇を淡丸かもか灰ちな味く緑、も密を口色のもな,の象。つ貫_jj•失。入外透がが血●昔,逆,のがし三口外い角昏面J形下勾、口面状約唇のに2四部両櫛1、僅の日内"は箇而こ比張所の較りに口出的2紺本す深部の。く口に範沈施昏さ線され部をれるは遁、が外ら内雑し傾而、でし胴のあ、下" 世l

せー17
13.4 黒色土層

7 17 口～底 (（7.5) ） 60-80 

昇 7.0 

I 

揺るい。。鉢露内の胎面胴部及部はび片暗外。黄面全褐の体色下のを部形呈状はす露な。ど胎索不。地内明は面。淡外の灰面櫛白上目色部はの密にやだにけや施施細さ釉れかて。な暗おも緑のり、色で縦あの・る横失。方透向釉のでも、貰の入はみられな
すー19

18 胴 が認められ 黒色土層
30-50 

甲頂部・鍔緑部は欠失している。身受けの突起部分は下端部の方へ厚さを減じる。も下圏端線部様はの平も坦 てー12
1 内径 で、両側のカドが丸い。推算径は約17.4cm。甲外面の文様よ、構薄図く施は釉不し明て。甲内面に コーラル層

17.4 のがみられる。釉は甲外面に厚く施し、内面の頂部付近に｛ いる。鍔縁下面から身受
けの突起部及び内面中央付近までが露胎。内外とも貫入がみられる。

郡~ 
1とほぼを同有様すな部位を残す資料である。身受けの突起はやや内傾気味につくり、下端部まで同じよ すー18

2 旦 口 内径 うな厚さ 。下端部は平坦で、両側のカドは丸い。突起部の推算径は17.8cm。外面の全面に 遺物礫菓中16.9 文様、構図は不明 c釉は外面に施され、内面は施釉のよう。 黒色土層20-40

鍔緑部の小破片。鍔緑部が若干上方へ反り、端部は丸い。身受けの突起部はやや細めで、ード芍部端ま
北レ15ス側トレト撹ハン乱チウス東層横側岩上3 部を平坦にし、両側のカドを丸くしている。表面の文様、構図など不明。釉は表面から鍔端下端

で施され、鍔下而から身受けの突起部までは露胎。鍔緑上面までは厚く施釉。

口頸部を約1.5cm直方向につくり、その下端から目側丸を味斜を位もっにて面胴月部へ移行する。。頸外部面下の端胴を部若文千様削 つー11

壺
20.4 り込み、境目を強調。口唇部は平坦にするが、両 取りし、蝠が狭い 地山直上岩盤4 口

はく施縦釉方。向口の唇幅部広と沈そ線で区画した中に描くようであるが、構図など判然としない熔。内着面痕よがり，も外面に原 とー12逍物集中部
の外面部は露胎で、内面は釉剥ぎ。口唇部のほぼ全面に 認められる。

痙？の口緑部。直方向に立ち上がる資料で、頸よ凸部帯外様而｛の約1.5cm輻を深めに削りその兼は両判端；に段を す・せー16

需一？ 
口 つくる。上端部は肥厚口緑をつくり、下端部1 こ廻る。削り込んだ部分の文様 り然としな 黒色土層5 

い。暗緑色の失透気味の素釉地をは内淡・灰外白面色に厘く施釉。祖いで貫、小入さがな若気干泡みがら多れる。口唇部とその両側 0-30 
は雑に釉剥ぎしている。 の細かなもの くみられる。

洒ら凹れ会凸る壺が。著の高底し台い部内。資面外料に面。2の本畳蓮の（寸弁沈け文を絣平坦に際すし、。まそ外での面施両はさ側れ深をて緑斜い色位るのに。や内面や面取透はり明。製畳度作付の時けあの部る調釉は整砂を痕原粒がくの施明痕しp が残り、
つー13

は高台 し瞭は、露に内認胎面め。は
瓦礫層

6 罪ギ 底 線を廻らす。面深緑 透明度あ 原く施
16.2 淡青緑色のやや透明度のある釉を薄く施す。畳付け及び両側の斜位に面取りした部分

内面の下端部に底面部が剥がれた痕が残る。

10.0 
腰部で折れ曲り、口緑よ部内や上面や端の斜胴は位内部に側かつらにく内カる底ギ。状文面様に及突はび出見外す受底るけ面。らは口れ露唇な胎部い。を。釉昼若は付千行けく緑ぼ部色めかのるら寄外失口面透口気、口綬味唇。の部高も台、の内。

さ・しー17
第 7 口～底 7.5 は小さく低い。饉付けi 黒色混礫土喝
24 7.0 面の口緑部に施釉し、 石敷直上

図 9.3 口唇部が明瞭にくぼむ寄口口緑。外面口緑上端に1本の沈線を廻らす。釉は青緑色のやや透明 せー17
8 口 度のあるもので、内面胴部は霧胎。 地山直上

鳳
嘉

香炉の底部臼料で、外底面の削りが非常に浅い。釉は青緑色の失透釉で、外面及び内底面に施 さ一17
8 ， 釉しており、底部は露胎。貰入がみられる。 岩盤直凹地内

4 地山上瓦某中部

腰部から下方に三角形状の足を付す。暗緑色のやや透明度のある釉を外面に施し、足の先端部 ちー13
10 底 及ぴ内而は露胎。 石垣裏込め内

6.7 

外底面の削りが非常に浅い。腰部下方に三角形状の足を（寸す。先端部は平坦。腰部のカドは斜 せー16
11 位に面取りし、その上部に1本の沈線を建らす。足部の外面には何らかの動物を描く。青緑色の透 旧階段下の石垣

6.9 明度のある釉が施されており、外底面、足の先端部及び内底面は露胎。 北側横黒色土層

11.4 口緑部上端を水平方向にな外い側。文へ様折はり曲みげ、その端部を若千上方へ撮み上げる。非常に薄手の資 す・せー16
12 ギ,::a: ロ 料で、全体の形状は窺え 。 られず、資料の全面に暗緑色の透明釉が施される。粗い 黒色土層

貫入がみられる。素地は暗灰白色の細かなものである。 0-30 

9.5 口唇部が凹而をなす寄口口縁。口緑部上端が若千内因気味になる。口縁部外面には1本の沈線 せー16
13 口 が廻る。青緑色の透明度のある釉が、資料の全面にみられる。 炭層

農
腰部下方に（寸される足は、破損の為形状は不明。外底面の削りが浅く、縁部を斜位に面取する。 つー12

14 暗緑色のやや透明度のある釉が削」と薄く施されている。内外面に施釉するが内底面の中央部付 黒色土陪
4.4 近、外底面は露胎。 20-30 

底
腰部に千鳥外足を付すもので、先端部は平坦。足の上方には算木文の一部がみられ胴る下。部深か緑ら色内の底失 15トレンチ東側黄岩

15 透釉が内 面に施されるが、外面の方が序く施釉される．千鳥足の先端部、内面 レストハウス横 上
6.5 面にかけては露胎。 北側撹乱層

脚部の資料。下方へやや開き気味の筒状を里す。下端面はややく施平釉坦。を内な外す面。外面の下端部に1 ちー14
16 脚 口 本の沈線を廻らす。釉は灰緑色のやや透明度のあるもので、薄 、下端面に細かく密 遺物集中部

3.4 な貰人が著しい。下端部では釉がはじけている部分もみられる。索地は暗灰白色でやや粗い。 0-20 

(14.4) 口縁に若部千上の端段を折を設り曲けげるように外反させ、頸部がしまり胴部が球状に膨らむ。折り曲げ部上面は端 せー14
17 口 部 緑部として色いのる釉。胴部にはに円厚形く施状釉の凹面部を何ヶ所かに配す。頸部から胴部 地山直上

嘉
の文様は構図など不明。深緑 が、外而 される。

香るに。厚炉折くのれ施腰曲釉部がさのれり資部る料の。ち。約—腰11.4部遺5cがm物折上集れ方中るに部筒、出約状土2タmmのイもプ幅のののとも接の凸合で帯。、様折のれも曲のがをり廻部ら外す面。青を斜位に面取が外りし面てのい しー17
18 胴 緑色の釉 方 岩盤凹地内上喝
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第 2表青磁観察一覧(6) 肌位： cm 

図
番 器

部位
ロ1±

観察事項 出土地可に二l
種

器高
底径

不
口唇部が尖る外反口縁。小破片のため器種は不明。淡肯緑色の失透釉が資料の全面に施され せー17

第24図 19 
明

ロ る。内面にのみ貰入がみられる。素地は淡灰白色のやや細かなものである。 黒色土層

図版

8 小
10.6 器厚が約2mmと非常に薄手。口縁部上端が外反し、口唇部は尖り気昧になる。外面に淡緑色の せー18

20 碗
仁l やや透明度のある釉、外面の口唇部から内面にかけては淡灰白色の透明釉を薄く施釉する。内外 石灰岩礫集中部上

面に細かく密な貫人が著しい。素地は淡灰白色のやや細かなものである。本土産の可能性もある。 面黒色土層40-50

1で水内大.5あ1透注c至mるが気のが.艮味内注、内1の径U狙面約●が?9。のL屈を光O外空1c呈端m而"約'、部●11.短こ1の0の11,J怪cm}み辺j約ぶが'は0"叩.よ4c'赤施り昧m約\す1でを,l0•恥あ.岱Fmるにびm．いなるを殺Jる．測'f而ぐ人る貸9こが．先円料み形端のら状部れドののる端。外文部紫様径の地をが外は連長佳淡結1条が灰し約"て白1 '料約19cm、短往約

ちー9
9cm、短径約1.3cm、 石段上試掘坑内

1 注口 施す。深緑色のやや 黒色土層

青 色のやや細かなもの
内 空HI刹辺赤りを I~ • 

I 

半円形状の筒形の装飾を外面に施す袋物のようであるが、全体の形状など窺えない。淡青緑色の て一11
2 胴 やや失透気昧の釉を内外両面に施すが、外面に原く施釉する。貫入はみられない。素地は淡灰白 岩盤上

色の細かなものである。 黒色土層

高台を方柱状につくり、畳付けの外側を斜位に面取りし、畳付けは尖り気味になる。腰部は膨らま つー14

3 亜~ 底 ず、胴下部に凸帯状のものを廻らす。胴下部の凸帯下方にはラフなタッチの蓮弁文が廻る。凸帯上 瓦蝶層

6 方にも施文するが、状況は不明。高台悦付け周辺部を除き、全釉。釉は淡青緑色でやや透明度が
ある。高台畳付け内側に砂粒の熔着あり。素地は淡灰白色の細かなものである。

胴下半部の資料。下端部の推算径が約10cmを測る。青緑色の失透気昧の釉を内外面に施すが、 とー12
4 胴 外面の方が原<h'i!i釉される。素地は淡灰白色のやや細かなものである。 遺物躾中部

西側畦

高台内側を外側へ開くように削る。畳付けは平坦。畳付け外側を雑に削り、高台外面のほぼ中央 てー13
5 底 部に1本の沈線を廻らす。高台外面から畳付け部には、賠緑色の失透釉がみられる。外底面は露 逍物集中部

6.8 胎にしている。素地は淡灰白色のやや細かなものである。
I 

全体の形状は不明。横断面をみると下端が横方向の、上端が縦方向の長方形状を呈す。上面の せー17
6 把手 ほぽ中央に縦方向の溝が走る。両面とも暗緑色の失透釉が施される。素地は淡灰白色の細かなも 黒色土層

のである。 30-50 
I 

全体の形状は不明。図の左側が多角形をなし、右側はやや扁平になり、輻広くなる。右側が若干J::しー17
7 つなぎ 方にカーブする。全面に暗緑色の失透気昧の釉が施される。素地は灰白色の細かなものである。 岩盤凹地内中層

瓦渠中部

幅が著約し2cしmの扁平状の把手。表面に4本の浅い沈線を配す。釉は白く濁り、全面に細かく密な貝人 つー10
8 把手 ヽ。表面には細かな気泡も見受けられる。索地は灰白色のやや細かなものである。 地山直上消掃中

第 瓶 ハの字状に開く脚の破片かとみられる。外面には段々になるような削り痕がみられる。外面の文様 たー14
25 ， 不明 は、判然としない。内外面に淡青緑色の失透気叫の釉が施される。両面とも細かな貰入が目立つ c 岩盤にへばりついた

図 素地は淡灰白色のやや細かなものである。 黒色土層

全体の形状は不明。ほぼ等問隔で幅広の浅い凹線様のものを廻らす。淡青緑色の失透気昧の釉 す・せー13

旦 10 を施す。内外面に貫入がみられる。素地は淡灰白色のやや粗いものである。 遺構41

， ＇ 釣り錦状の形状が想定されるものの、全体の状況は不明。資料の下端部の推算径は約13cmであ つー13
11 る。文様などはみられないc両面に淡青緑色のやや透明度のある釉が施されている。索地は淡灰 黒色土層

白色のやや細かなものである。
， 

胴 何かを型づくったもののようであるが、形状は不明。ほぼ全面に細かな文様が施されている。両面 た一13
12 に賠緑色の失透気味の釉が丁寧に施される。細かく密な貰入が目立つ。素地は淡灰白色のやや 石垣上黒色土中

細かなものであるが、橙褐色を呈す部分も見受けられる。

形状不明。表面に陽刻の文様を配す。資料の表面巾央付近に横方向の陽刻線を配し、その下方 ちー13

13 
に渦巻き状、上方には左傾の斜線と点描を組み合わせている。中央付近の右端には装飾を貼り付 瓦礫層黒色土層
けた痕跡が認められる。内外面に暗緑色の失透気味の釉を施している。素地は淡灰白色の細かな
ものである。

7.6 
口縁部上端が丸味を帯び、若干膨らむ無頸壺。推算口径からすると小型のものかとみられる。外面 すー18

症ギ と内面の口縁部に灰釉が施されている。口唇部及びその内外面を釉剥ぎし、内面の胴部は露胎。 遺物礫躾中部
14 口 施釉の部分は細かく密な貰入が著しい。素地は淡灰白色の細かなものである。全体的な特徴をみ 黒色土層

ると沖縄産施釉陶器の可能性もある。

そ
正六角形の筒状の形状が想定される。口縁部がカギ状に内側へ折れ曲がり、直径約4cmの円形 せ―-17

15 5.2 を呈す。口唇部は平坦で両側の稜は比較的明瞭。淡青緑色の失透釉が外面から内面の口緑部 黒色土層

闊 口 に施される。内面は露胎。口縁部に近い所は非常に薄い。索地は乳白色の細かなもので、本土産 50-60 
の可能性もある。

蓋付きの小鉢とみられる。口緑端部を段切りして盗受けをつくる。口緑部から胴部の方へ丸味をも せー17

心
7 ち、外面にほぼ等間隔に縦方向の沈線を圃続させる。みかん様の形状をなす。外面には淡青緑色 黒色土層

16 口 の失透釉を施す。内面の状況は判然としない 3 蓋受け部は銹釉を塗布。素地は乳白色の細かなも 80-90 
のである。本土産の可能性も大きい。

そ 角型を呈す底部資料とみられる。器種など不明。下端部の方へ若干聞き気味になる。コーナ一部は そー13
17 ⑱ 底 斜位に面取りする。内外面に暗緑色の失透気味の釉を施す。畳付けは平坦で、その両側を釉剥ぎ 地山直上

する。畳付け部に砂粒の熔着。素地は淡灰白色の細かなものである。

すかしを有する筒状の形状を呈すもののようである。資料の下部にラフな沈線を娼らし、その上方に せー16
亀甲文を描き、その中央部にすかしを配する。その下方約5mmの箇所には、露胎の部分がみられ、 石垣下茶褐色

18 胴 花文を型取ったものを貼り付けている。露胎部は器面を廻り、すかしも配されるものとみられる。亀 混礫土層3層
甲文を施す箇所は淡青緑色のやや透明度のある釉を内外面に施す。素地は淡灰白色のやや細

香 かなものである。

＇ 炉 すかしを有する蓋。緑部を約5mm内側に切り込み、そこから斜め方向に突起部をつくり、身受け部 せー16

内径
としている。身受け部の上方約2cmの箇所から頂部の方へすかしを設ける。すかしの間には草文 石垣下ちー12

19 蓋 があしらわれている。深緑色の失透気昧の釉を表・裏面に丁寧に施釉。身受け部と突起もの部と内接側合を。 黒色土層
16.8 釉剥ぎ。素地は灰白色の細かなもの。そ—11撹乱土堀、す・せ-18黒色混礫土層出土の
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第 3表青磁出土状況

さ・しー17 せ•そー15·16· 17 せそー12-13・1!
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第 2節白磁
白磁は碗、小碗、皿、杯、香炉、壺、瓶等が出土した。各種とも中国徳化窯の型成形が主流で、主に黒色土層、

黒色混礫上層、地山直上から出土し、近世遺構からの出土は少ないようである。
碗は直口口縁と外反口縁があり、直口口縁は、①内底に印花文がある（第26図2・3・4・5)、外反口縁は①内外
が無釉のもの（同図 6)、②内底に印花文（同図 9・10)、③型作りのものがある。
小碗は型押しが多いが口縁が口禿、波状口縁、外反口縁などが見られ、底部は蛇の目釉剥ぎになるものもある。
皿は直口の切り高台、菊皿、型成形、灯明皿がある。小皿の中には直口のベタ底で内面のみ施釉する (26・27・28)
ものは、灯明皿の可能性があり、若干の厚みがみられる。類例は湧田古窯跡計I (N) にある。外反口縁は腰部が
丸味を持つもの、腰折れになるものがあり、後者の方が外反が強い。底部は碁笥底と麻台があり、内底には蛇の
目釉剥ぎも見られる。

杯は直口口縁（第27図25)、外反口縁（第27図26・27・28)、八角杯などがある。
香炉は（第27図33) と32が見られ、後者は小振りで底に孔があり、別の用途も考えられる。
壺は玉縁口縁（第27図31) と胴部（同図29) があり、後者は削りが明瞭に見られる。
瓶は（第27図30) で胴部のみで、龍の沈線文が施されている。

＜註＞

註 1.島袋洋 他 「湧田古窯跡 (N)」「沖縄県文化財調査報告書第136集」沖縄県教育委員会 1999.3 p 35 

第 4表 白磁出土状況

二
卜黒 表 地黒 i!'J さ・し一17 せ•そー 15·16·17 そー13・14 たー12 ちー9 ちー14 ち・つー11 ち・つー13・14
レ色 採 上色 構 開色i叫 ~.Y.1 上部 1n列 壁の迅 馬近直 石土 石の土 北 瓦
ン土 直況 岩盤(U地内 階 階石 而あ構 のよ上 段陪 栢問屑 側 礫
チ焙 撹 上礫 段 段列 にる 頭り ード と黒 畦 屈

乱 -t, 仕 此部
Q) 横下 漆方 i'l'地 M... l , 宕紺

I':'! 
部 集

下 2 哨形 付上 色 依色中

直口 口緑 2 3 2 

タ揺イ建プ戸底部
2 I 1 

碗 l 
口緑 3 I 12 
駒部 5 
底部 l 1 1 

外反 口縁 I I 
直口 口縁 1 

小碗 内辺 胴部 1 l 
型作り 底部 2 5 I I I 

口殺 3 1 3 2 l 
底部 2 I 

疇,, 駁_底部

I I 
切り 3 4 2 ］ 

高台 I I 

2 I l I 

型押
巴底口緑部

2 I 

し
3 19 13 8 7 3 I 7 I 
I lO 4 2 4 I 1 3 

，口胴底～口底部部縁

I 
lIII 

I 
菊皿

2 

2 

内岩 口～底 1 

灯明~ 底部

2 1 1 

1 

口採 2 14 

胴部 4 

底部 4 ， 
壺

口橡 2 *l I 1 
胴部 2 8 4 3 1 I I I 3 

盤 底維 I 

瓶
胴蔀 2 
底部 I 

its 胴部 I 
外反口縁 2 

杯
口～底 I 
胴部

I 
底応 1 

香炉 I I 
型物 底部 I 

口縁 3 

他 胴部 2 19 8 8 22 I I 2 I 
底部 1 

合計 11 102 1 43 47 88 ， I 2 I 15 2 l 1 I I 3 I 
注 ＊浙面四角

-42-

近代遺措

ムロ

~ 一 そー て・と一 計
17 17 11・12-13 

7 

4 

I 2 

16 

5 

3 

2 

1 

2 

I II 

10 

3 

？ 
10 

2 

5 

3 

I 63 

26 

l 

1 

2 

2 

I 

4 

1 

I 17 

4 

13 

5 

2 26 

I 

2 

1 

I 

2 

1 

I 

1 

2 

I 

3 

I 65 

1 

I I I 5 336 



第 5表 白磁観察一覧 (1)
単位 ：cm 

図
番

器種 部位 口径 器高 底径 観察事項 出土地号

直口口縁、 三日月高台。施釉：褐色、貫入。内外底無釉。胎土： せー17旧階段下の石垣
I 口～底 18.2 4.8 5.9 灰褐色。内外に明瞭な翰韓痕。福建・広東か。 横の焼土の炭集中部

110-130 
I 

中。直口口縁。腰部は丸味。胎土：乳褐色。内外面に椀憐痕顕著。 せー16黒色混礫土層
2 口～底 13.9 5.2 5.7 施釉：内外とも底部は無釉。文様：内底「卍」の陽刻、スタンプ。 120-130 

福建・広東か。
I 

3 底 4.5 
高台の外縁削り。施釉：乳褐色、外面ー～高台脇、内底ー無釉。 すー15地山直上
胎土：乳褐色、文様：内底「普？」 。福建・広東か。 逍構48・49

' 

4 口～底 14 4.7 6.2 直口口緑。施釉 ：乳褐色、内外底無釉。文様 ：色'"降福「建得」())陰亥11、 すー18
スクンブ。外面： 帷桜痕が明瞭。胎土： 乳褐 • It. 東か。 方形遺構1

I 

5 口 11.2 前：nn緑，， 施釉： 灰白釉。外而に帷醤痕。胎土 ：乳白色． すー18遺物・礫集中
黒色土層20-40I 

6 口 17 ＜ぴれて外反、断面丸味。外面輔轄痕。施釉：灰白色。胎土：灰 せー16黒褐色混礫土層
褐色、微細粒、気泡有り。

I 

7 底 5.1 
高台外縁削り 。施釉：内外底無釉。胎土：灰白色微細粒、 露胎部 せー16上階段の下部
窯変、赤褐色。

I 碗

8 底 5.6 
高台は内外縁に削る 。施釉：灰釉、外面は腰部～底部無釉。内 せー18黒色土層
底は蛇の目。胎土：灰褐色。皿の可能性もあり。

， 底
品台方柱状。施釉：灰白釉、内外底無釉。文様：内底印花文。胎 しー17岩盤凹地内中層
土：白色。 瓦集中部

10 底 4,3 ベタ高台に若干上げ底。文様：内底中央に「寿」と輪花状に陰刻 とー12遺物集中部
する。施釉：薄い灰釉II要部まで。内底総釉。胎土：灰白色。

＇ 
外反口緑、底部丸味。施釉：乳褐色、外底無釉。胎土：乳褐色。 すー15地山直上

11 口～底 12.9 5.8 5.3 気泡有り。 3-4個のだんごをおいて、根積み、焼成不良のタイプ。

第 産地：中国徳化窯の型作り。時代 ：17世紀。
I 

26 12 口 13.4 口禿、直口口縁。外面に文様の痕。施釉：白釉。胎土：白色粒。 そ-13遺構52
色絵の可能性。

図 ' 

13a 口 11.7 直口口縁。施釉：失透性灰白色。胎土：灰白色、 黒色微細粒。13b せー17黒褐色混礫土層
と同タイプ。

図 13b 底 5.8 
施釉 ：失透fill.灰釉。111:付け無釉。胎土 ：灰褐色。焼成 ：やや應い。 せー17黒褐色滉礫土層

版 14 口～底 14.6 6.1 4.9 
型成形。外反口縁。腰部に削り痕。施釉：青白釉、畳付け無釉。一 すー18遺構72
部火を受けて釉に光沢がない。胎土：白褐色。

10 
外反口縁、 舌状。外面は胴下部に削り、内底は気泡ができ 、ザラ せー16・17石垣周辺の清

15 口 11.6 ザラが顕著。施釉：青白色、内底無釉。器厚 2ffifll。胎土：白色、 掃の際出土崩土中より
気泡

I 

16 口～底 8.5 5 3.9 
型成形。外反口縁、口禿。腰部は丸味、薄手。高台に砂付着。施 すー16・17撹乱層

＇ 小碗
釉：畳付無釉。胎土： 白色。

17 底 5.1 
型成形。 施釉：白釉、外底の一部無釉。胎土 ：乳褐色。焼成：ゃ しー17崖部墓口 ？前面
や悪い。 黒色混礫土層

＇ 
高台は外縁を斜めに削る。施釉：青灰釉、外面ー～高台。内面 さー17・18崖部石垣状遺

18 底 3.2 ー総釉。胎土：白色、 気泡は少ない。破損部の剥離の状況から 構上黒色混礫土層
円盤状製品の可能性。

19 底 4.2 
小。碁笥底。施釉：青白色、畳付け無釉。胎土：乳白色。形状か せー16黒色混礫土層

皿
ら染付の可能性もある。 110-120 

＇ 

20 底 4.2 
碁笥底。施釉：畳付け無釉、貰入有り 。胎土： 白色、気泡有り。 そ-14

追構49

21 小碗 口 12.2 
口折れ。外面に稜線。施釉：乳褐色。胎土：乳褐色。細粒。 せー16旧階段下の石垣

北側横黒色土層10-20

22 口～底 13 4.2 5.6 
中。外反口縁。施釉：灰色、内外底無釉。胎土：乳褐色。 せ-16黒色混礫土層炭

陪上I 

23 皿 底 4.2 
小。碁笥底。施釉 ：灰白色、 内外底無釉。胎土 ：白色細粒、気泡 せー17黒色土層30-50
打り 。

＇ 

24 底 4.5 
三日月高台で、内底は盛り上がる。施釉：灰白色の失透釉。胎土： ちー14遺物集中部0-20
気泡少ない。

25 瓶 底 5.8 
型成形。施釉：乳白色、 畳付け無釉、貫入有り 。胎土： 乳褐色。 15トレンチ東側岩上黒色

土層0-10

26 口～底 6.7 2 3.5 
小。直口口縁、断面は丸味。ベタ底。 施釉： 白色の失透釉、 外 せー17黒褐色混礫土層
面露胎。 110-120 

＇ 

27 
灯明

口～底 8 2.2 3.8 
小。直口口縁、口唇は若干膨らむ。ベタ底、外底は若干上がる。 たー14黒色土陪20-40

皿 施釉：内面灰釉、外底露胎。 胎土：灰白色。
I 

28 口～底 11.4 2.5 5.8 
小。直口口縁、ベタ底。厚手。施釉：外面露胎、内面灰釉。胎土： せー16・17旧階段下石垣
灰褐 横黒色滉礫土層
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第 5表 白磁観察一覧 (2) 単位： cm 

図 番 器種
可＇ 

部位 口径 器高 底径 観察事項 出土地

1 ロ 16.6 
大。 型成形、やや外反。薄手。 施釉：白色の失透釉。胎土：乳白 ちー12黒色土層30-40
色。 気泡が少ない。

万 ロ 14.4 外反。口唇若干膨らむ。 施釉：失透釉、胎土：乳白色、気泡は少ない。 そー17撹乱土堀
' 
3 口～底 12 3 6.4 

型成形。外反口縁。高台外縁削り。施釉：灰白色の失透釉、畳 ち-11遺構134

I !Ill 
付け無釉。胎土：灰白色。

4 口～底 11.2 2.4 6 
型成形。外反口縁。施釉：灰白釉、昼付け無釉、外底内貫人。胎 せー17黒褐色混礫土層
土：灰白色、 気泡有 り。

__L 口～底 7.4 1.8 4 小。腰部に削り。施釉：乳白色、貰入、畳付け無釉。胎土：乳白色。 すー15地山直上

6 口～底 12.2 3 6.4 
型成形。外反口縁、口唇は若干膨らむ。施釉：畳付け無釉。胎 た一12地山直上
土：灰白色。

7 碗 口 12.7 
小。型成形。外反が強い、舌状。腰部は「く」字状に曲がる。裔 たー12地山直上
台断面「く」字状。 施釉； 白釉、蚤付け無釉。 胎土： 白色。

8 口～底 11.4 2.5 5.8 
小。型成形。外反口縁、腰部は碁笥底風になる。施釉：白色釉、 さー17崖部直下黒色混
畳付け無釉。胎土：白色。 礫土層0-40

＇ ， 口～底 9.4 1.5 4.8 
小。型成形。口縁は外反が強く、腰部は「く」の字に曲がる。施 と一12遺物集中部0-20
釉：白釉。畳付け無釉。 胎土：白色。 焼成：かなり 良い。無文。

I 

10 口～底 9.4 1.5 5.2 
小。強い外反、腰折れ。文様 ：内底 「寿」刻文。施釉：畳付け無 せー17黒褐色混礫土層

I 
釉。胎土：灰白色。時代： 16C。 100-110 

11 底 2.3 
小。施釉：乳白色、 貫入有り 。内底は蛇の 目釉剥ぎ。 文様 3本 そー17撹乱土壊
の沈線を口縁～底部に緩やかに施文。胎土：白色。

12 口～底 6.8 1.5 3.8 
型成形。わずかに外反、腰部の張りが強い。施釉： 白色の失透釉、 ちー13遺物集中部0-20
外底無釉。胎土：白色。口唇は研暦。時代： 16C以降。

旦 ロ 12.8 小。稜花、外反口縁。施釉：乳白色、貫入有り。胎土：乳白色。 せー17黒色土層60-80

14a 底 7.1 
中。 14bと同タイプ。菊11Il。施釉：暗灰色、貫人有り。畳付け無釉。 せー16地山直上茶褐色

I 皿
胎土：灰褐色、 気泡少ない。時代： 16C-。 混礫土層

第 14b 口
型成形。口折れ気味、菊1IIl。施釉：灰釉。貰入有り、 釉は厚い。 不明
胎土：灰褐色。気泡有り。

~ 

27 15 口 10.4 
小。稜花、若干外反。施釉：褐色。貫入有り。胎土：乳褐色。 せ• そ 13遺構57-B

図
口～底

小。外反口縁。外而に輔櫨痕。施釉：乳白色、外底無釉、内底 つ-10遺構18416 (10.4) (2.6) 4.3 
蛇の目釉剥ぎ。貫入。胎土：乳褐色。細粒。

17 口～底 8.4 1.9 4.2 
小。直口口縁、扶り高台。施釉 ：乳白色。内外とも総釉。内底に そー18西側畦地山直上

図 目痕。 外面の輔轄痕明瞭。胎土：乳白色。
I 

版 小。腰部に「く」の字に曲がり、底部は切り高台。胴部に面取り せー17黒色土層60-70
18 底 3.5 があり、杯の可能性もある。施釉：失透釉、外面は腰～底無釉、

11 内底無釉、目痕がみられる。胎土：乳褐色。
I 

19 口～底 8.6 2 4 
小。外反気味、腰部の張りはゆるやか、高台は方柱状。 施釉：灰 せー15・16岩盤直下土堀
褐色。内底は蛇の目。胎土：灰褐色、若干の気泡。 内炭集中部

20 碗 底 3.3 
蛇の目釉剥ぎ。胎土：白色。外底の削りは粗い。施釉：腰部まで。 てー12遺物集中部岩盤
小碗の可能性。 直上

21 瓶 胴
手つきの袋物の胴継な ぎ、 急須か。 施釉 ：乳褐色、外面のみ施 せー14地山直上
釉。胎土：乳白色。最大胴径： 8.2cm。時代：明未～清。

22 口～底 6.5 小。稜花皿、腰部彎曲。施釉：青白色。内底無釉。胎土：白色。 せー16地山直上

23 口 5.8 
小。菊皿。口唇はゆるやかな稜花。施釉：白色の失透釉。胎土： せー17黒色混礫土陪

皿
白色。扶りがみられる。 110-120 

24 胴
小。菊lill。碁笥底。 文様 ：外面に蓮弁文。 施釉 ：青白色、外底無 そー13遺構52
釉。 胎土： 白褐色。底径一推算2.4cm

25 口～底 4.2 3.2 1.8 
直口口縁、腰部丸味。 文様：外底に陽刻の花文。型成形。施釉： てー12遺物集中部0-20
総釉、白色。胎土：白色。

＇ 

26 底 2.1 
口は破損。型成形。底部は反る。施釉：白釉、貫入、畳付け無釉。 せー17黒褐色混礫土層

＇ 
杯

胎土：乳白色。焼成：やや脆い。

27 口～底 6.4 3.7 3.8 
外反。底部は厚め。型成形。施釉：白釉。畳付け無釉。胎土：白 ちー14石積と 岩盤の間
色。 黒褐色土層

28 口～底 6.4 4 3.2 
外反口縁。型成形。施釉：白色、畳付け無釉。胎土：白色。 す—15地山直上

追構134

29 
壺か

胴
外面の削りが顕著。施釉：灰白色、貫入、内面のみ、外面は掻き すー18遺構1

瓶 取る。胎土：灰褐色。最大胴径:11.8cm。

30 瓶 胴 文様：龍の刻文。 施釉 ：青白色。内外面。 胎土： 白色。 たー14黒色土層20-40

口唇若干肥厚、底径が小さい。高台が太く胴下部は削りが明瞭 せー17東西畦
31 空- 口～底 9.7 15.6 6.5 に残る。施釉：灰白色、貫入。外面は腰部まで、内面は総釉。胎 黒色混礫土層2層

土：黒色微細粒の混入が少ない。

32 底 5.8 
3足。 底部中央に径2.4cmの孔が見られる。施釉： 褐白色、外面 と一12遺物集中 部西側

I 香炉
のみ。胎土：白色の細粒。 畦

33 ロ 11.4 (10.8) 
「く」の字状に内匂、筒状3 施釉：乳白色、貫入、外面のみ。胎土： すー15地山直上

乳白色。 せー16黒礫

注： （ ）は推算径
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第3節染付

染付は碗、小碗、皿、鉢、杯、瓶、蓋、蓮華などが出土した。

器種別の出土状況を見ると、碗 543個、小碗 143個、皿 216個、鉢44個、杯 19個、瓶45個、蓋3個、蓮華 16

個が出土した。年代別に見ると、古いものは 15世紀（第 28図 15)で、 18世紀から 19世紀（第 29図2、第 32図20)

の物もある。産地別には景徳鎮の他、福建・広東系、滴州窯の量が多い。出土地を見ると、せ• そー 17・18周辺、

地山直上に多く、近代遺構では少ない。

碗（第 28・29図）：直口口縁 (I類）と外反口縁 (II類）に分けられる。

直口口縁には、腰がストレートなものと張るものがある。文様は、外面に山水文（第 29図 1)、人物文（第 29

図 2)、花鳥文（第 29図 3)、唐草文（第 29図 6)などが施される。また、内外に圏線と内底「の」（第 28図 6)、外

面に梵字文（第 28図 1~ 3)、福建タイプの印判手（第 29図 16)、芭蕉文（第 29図5)、波濤文に牡丹唐草文（第 29

図 15)、丸文で蛇の目を施すもの（第 29図 14)、外面は芭蕉文、内面に雷文帯（第 28図23)、外面にラマ蓮弁文（第 29

図 12)などがある。内底には梅に鶯文（第 29図 11)がある。底部が腰折れのタイプには外面アラベスク文（第 29

図 9)、菊唐草文（第 28図21)、圏線と崩れ波文（第 28図5)、波濤文崩れ（第 29図 15)などがあり、いずれも福建

・広東系の 18世紀頃のものと考えられる。

外反口縁は印判手（第 29図21)、腰折れラマ崩れ（第 29図22)、花弁文（第 29図 18)、外面に菊花散らし文（第 29

図 19)、牡丹唐草文（第 29図 6)、唐草文（第 29図7)、外底に「和美」（第 29団22~ 24)、内底は十字文（第 29図 9)、

唐草文（第 29図 4)、外面の胴下部にラマ蓮弁文（第 29図 23)などが施される。第 28図 7は外面に竹文を施し、

腰はストレートに立ち上がる。 4~6は福建・ 広東系である。

小碗（第 28図）：直口口縁と外反口縁がある。直口口縁は外面に梵字文（第 28図 1)、印判手（第 28図 27)、外面に

二段の唐草文（第 28図32)、外反口縁は外面に梵字文（第 28図 17・18)、牡丹唐草文（第 28図31)、内底に鰻頭心

型（第 28図9)がある。

皿（第 28・30図）：直ロ口縁と外反口縁に分けられる。直口口縁は碁笥底で外面は波濤文帯、芭蕉文を施すもの（第

30図 15)、内底に花文（第 30図 17)、月・鳥・芭蕉文の組み合わせ（第 30図 15)、木（第 30図 16)、雲？（第 30図

18)、他に数種類の文様が見られるが、破片のためはっきりしない。外反口縁は底部が薄く、型成形と思われる。

内唇に十字文で内底に花烏文（第 30図 11)、獅子文（第 30図 10)、外面に花唐草文、内唇四方攀文（第 30図 2)、

外面に上下圏線、内底に樹下人物文（第 30図 9)がある。底部は花鳥文（第 30図3)がある。

鉢（第 31図）：鉢は深鉢(1~ 5)と浅鉢(6~ 8)に大きく分けられる。深鉢は見込みが蛇の目になるもの(1~ 3)と

それ以外のタイプ(4、5)に分けられ、文様もそれぞれ異なる。浅鉢はいずれも破片のみである。これらはいずれ

も胎土は乳褐色で焼成不良、文様の発色が悪く、福建・広東系(1~ 3)、淮州窯系(4~ 8)である。

杯（第 32図）：大と小に大きく分けることができる。大は外反し、外面に算木文(1)、外面に花鳥文で内唇に雷文

帯(3)、外面に烏文(4)、外面に松の文様を施すもの(2)がある。小には外面に烈点文(7)、唐草文(8)、内底に圏

線があるもの(5)がある。 6は内底に樹下人物文、外底に「福」の銘があり、 15世紀~17位紀前半の景徳鎮窯産で

ある。

瓶(32図 9~ 19) : 口縁が朝顔状になるもの(9・10)がある。 11・12は頸部で、 13・14は胴下部が膨らむことから玉

壺春瓶と考えられる。口縁の文様は芭蕉文、頸部は唐草文(11)と拳文(12)の二種がある。胴部は牡丹唐草文のみで

ある(13・14)。

蓮華（第 32図20~ 22) : 文様もほぼ類似し、内面に唐草文を施す。湧田古窯跡(I)に報告例がある。

他（第 32図23): 置物の台と考えられる。底の形は六角形を呈する。

蓋（第 32図24)): 型成形の蓋である。かなり薄手で、呉須も鮮やかで、国産の可能性もある。銘款あり。

• 長谷部楽爾・今井 敦「日本出土の中国陶磁j第一二巻平凡社
く参考文献＞
1995.9.19 

・大城 慧•島袋 洋・金城亀信「湧田古窯跡 (I)一県庁舎行政棟建設に係る発掘調査ー」「沖縄県文化財調査報告書」第111集 沖縄県教育委員会 1993.3 

•島袋 洋・金城亀信・豊見山禎「湧田古窯跡 (II)一県庁舎議会棟建設に係る発掘閥査ー」「沖縄県文化財調査報告書j第121集 沖縄県教育委員会 1995.3 

•金城透・仲座久宜・上原清乃 他「湧田古窯跡 (N)一県民広場地下駐車場建設に係る発掘調査ー」「沖縄県文化財調査報告書」第136集 沖縄県教育委員

会 1999.3
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第 6表染付観察一覧(1)
単位:cm 

図
番 器 部位 D径 茄ロロ晶 底径 観 察 事 項 出土地
可に 種

1 ロ 12.8 
麻□D縁。文様：外面一馬と樹木文。内面ーD縁近くに2本の圏線。呉須は鈍 せ—17黒褐色混礫土
い青色。 層100-110

2 口～底 12.6 (6.3) 4.2 
直口口緑。文様：外面ー2本の圏線と人物文、外底ー「大明年造」銘款。内面： と-12遺物集中部
口縁2本の圏線、内底一人物文。呉須は青色。

3 ロ 13.6 直口口緑。文様：外面一圏線と梅樹に鶯文、内面ーロ緑に2本の圏線。呉須は 15トレンチ東側岩上黒

淡青色。 色土層0-10
＇ 

4 11.9 5.9 4.4 
直口口縁。畳付け無釉。文様：外面一唐草文、上下に2本の圏線。内面ー上下 つ-13黒色混礫土層
に圏線、内底一唐草文。呉須の発色が鈍い。 ． 20-30 

I 

5 口～底 12.6 6 4.8 
直口口縁。畳付け無釉。文様：外面ー波濤文と芭蕉文。内面ー上圏線、内底一 せ-17地山直上

牡丹文。呉須は鈍い。 16Cか？。

6 16 7.4 7.2 
直内口口縁。腰部は若干張る。文様：外面一圏線と唐草文。 す-18遺物礫躾中部

面ー上下に圏線。呉須は鮮やか。 黒色土層20-40

＇ 

7 ロ 14.6 
やや外反。文様：外面一唐草文、内面ーロ唇圏線。呉須は鮮やか。 す—18遺物・石礫集

中黒色土層20-40

＇ 

8 胴
腰部が若干張る。文様：外面一盾草文、下部にラマ式蓮弁文。内底一花文。呉 つ-13・14岩盤付近
須は鮮やか。 遺構集中部

~ 

， 口～底 13.6 6.7 5 
直口口縁。腰は曲がる。畳付け無釉。文様：外面一圏線と二段に唐草文とアラ す-19黒色土層
ベスク文、内面ー上下に圏線、内底一唐草文。呉須は鮮やか。 15C末-16C中。

＇ 

10 口 13.2 (6.2) 直口口緑。腰部は張る。文様：外面一雷文帯と草花文、外底に款識。内面ー上 15トレンチ東側岩上黒
下圏線。内底ー草花文。呉須は鮮やか。 色土層10-20

I 

11 底 5,2 畳（寸け無釉。文様：外面ー梅樹文に圏線。内底ー梅樹と鶯文と2本の園線。呉 そ—18石敷遺構下

第 須は鮮やか。 16C。 地山直上

29 I 

図 12 口 11 
やや内鸞。文様：外面ーロ縁にラマ式蓮弁文帯、内面一圏線2本。呉須の発色 せ-18石敷遺構下黒
は悪い。福建・広東系か。 色混礫土層0-10

凰
碗

13 底 4.2 
外反の可能性有り。畳付け無釉。文様：外面一唐草文、胴下部に蓮弁文。内底 そ—11地山直上

13 ー文様有り。呉須は青黒く、素地は乳色。

14 口～底 12,8 6.1 6,2 直口口縁。施釉：外底一畳付けに砂目痕、内底一蛇の目。文様：外面一丸文3個 せ-17黒色土層
と草文、外底ー文字。内底ー丸文。呉須は淡青色。福建・広東系、18C-19C。 80-90 

直口口緑。文様：外面ー波濤文と唐草文。内面一口唇に圏線。呉須は淡青色。 せ-16石垣南側横旧

15 12.2 福建・広東系。 15C末-16C。 階段下茶褐色混礫
土層3層

＇ ロ 直口口縁。文様：外面ー印判手。呉須は淡青色。福建・広東系。 15C-16C。 す・せ-16黒色土層
16 14.8 0-30 

' 

17 13.8 やや外反。文様：外面ー草花文。内面一圏線。呉須の発色は鈍い。福建・広東 と12遺物集中部

系18C。 0-20 

＇ 

18 口～底 15.1 5.5 8.4 
やや外反。器高は低い。施釉：外面一畳付け無釉、内面は蛇の目。文様：外面一 つ-9地山直J::
草花文、口唇に銹釉。内面ーロ唇に圏線。呉須の発色は鈍い。福建・広東系。

＇ 

19 口 12.4 
外反口縁。文様：外面一区画内寿文に花散らし文、蓮弁文、内面一胴下部に圏 ち13地山直上
線。呉須は青黒い。 18C-19C。

＇ 

20 底 6.5 
畳付け無釉。文様：外面ー草花文と圏線、内面一胴下部に圏線。呉須は淡青色。 15トレンチ東側
福建・広東系。時代：18-19C半。 黒色土層

わずかに外反。口唇は銹釉。文様：外面ー印判手。呉須は鈍い。福建・広東系。 さ17・18崖部溝状遺
21 口 13.5 構黒色混礫土層

22 口～底 14.3 7 7 
外反口縁。畳付け無釉。文様：外面は寿文と花散らし文、腰下部に蓮弁文、内底 し-18地山直上

に「仁」。外底「和美」。呉須は淡青色。 黒色土層

I 

23 6.2 腰部はあまり張らない。畳付け無釉。文様：外面に菊花散し文。腰下部に蓮弁 つ-14瓦礫層

文、外底ー「利美」。呉須の発色は薄い。
I 底

24 6.4 
畳付け無釉。文様：外面一寿文、腰下部に蓮弁文、外底「和美」。内面の胴下部 て-13遺物集中部

に2本の圏線。内底一雲文。呉須は鮮やか。
， 

25 口～底 14 8 6.8 
外反口縁。施釉：畳付け無釉。文様：外面ー菊唐草文、内面ー菊文の帯、内底 つ-11黒色土層
ー菊唐草文。呉須は鮮やか。産地：景徳鎮。時代：16C末-17C前。 10-20 

第28図
直口口縁。文様：外面一梵字文、内面一圏線。呉須の発色は黒ずむ。素地：白 た14黒色土層

図版 1 碗 口 12.8 

12 
色細粒。時代：18C-19C。 20-40 

注：（）は推算径、「一」は計測不可、 Cは世紀
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第 6表染付観察一覧(2)
単位： cm 

図 胃昌 部位 口径 器高 底径 観察事項 I 出土地

2 胴
文様：外面一梵字文だが1と若干違う。呉須は淡青色。時代：18C-19C。 さー17岩盤凹地内

礫層120-190
＇ 

3 底 5.8 
腰部は張る。畳付け無釉。文様：外面一梵字文、高台内一圏線。内底一圏線、 たー14黒色土層
文様有り。呉須は淡い。 20-40 

＇ 
直口口縁。腰折れ。施釉：内外面とも腰部まで。文様：外面一渦巻き文。腰部に すー15

4 15.2 6.7 6.6 圏線。内面ー上下に一本の圏線。呉須は黒ずむ。素地：灰白色に黒粒混入。福 地山直上
建・広東系。 逍構31

I 碗
直口口縁。内外面とも腰～底部無釉。文様：外面ー上下に圏線間に不規則な すー18

5 ロー底 [4.8 5 6.8 波状文、内面ー上下に圏線。呉須は茶褐色発色。素地：灰褐色。産地：滝州 石炭層、礫集中部
窯。年代：1590-1630年代。 黒色土層40-50

I 

蛇直口口縁。）J要部は張り、高台は内外縁とも削る。施釉：外面は腰部まで、内面は て一12
6 14.8 5.4 8.4 の目。文様．外面ーロ唇し圏線、内面ー上下し圏線、内底ー丸文。呉須は淡

青色。

7 底 4.4 
腰部は逆「ハ］字状に立ち上がる。貫施人釉有：位り付。け無釉。文様：外面一胴部に草 しー17岩盤凹地内
文、腰・底部し圏線。呉須は淡色。 中層瓦其中部

外反口緑。薄手。畳付け無釉。文様：外面ーロ緑・高台・外底に圏線、胴部に牡 ちー12
8 口～底 10.8 5.9 4.2 丹唐草文、腰部に蓮弁文。内面一口唇に圏線、内底に花唐草文。呉須は淡青 逍構133

色。

＇ ， 4.8 畳付け無釉。文様：外面一腰・高台に圏線、内底一圏線と骰頭心文。呉須は一 さー17岩盤凹地
部黒ずむ。索地：白色粒。 埋土0-80

I 底

10 
小

4.2 型成形あ。文さや様か：内底一人物餞頭心、がま仙人、外底一圏線、「萬福紋同」銘款。 せー16
碗 呉須は 。素地．白色。産地．景徳鎖。時代.16C中～後半0 Jillカも。 暗褐色混礫土階

11 9.6 直口口縁。文様：外面一円点文。呉須の発色は鮮やか。素地：白色細粒子。産 つー12黒褐色混礫
第 地：福建徳化窯c 層10-20
28 I 口
図 12 4.05 直口口縁。白色。文様：外而ーロ唇に禅文。内面ーロ縁に圏線、胴下部に山水 せー14

文。呉須の発色は鮮やか、地は白い。 遺構74

鳳
13 Jill 口～底

型成形。外反口縁。白色微粒子。薄手。文様：外面ー上下に圏線、胴部に丸 表土はぎの際に撹乱
12 9.8 2.1 5.6 

文、外底ー施釉。内面ーロ縁部に四方罪文、内底ー植物文。呉須は明青色。 層中より瓦集栢部

14 7 
外反口縁。文様：外面ーロ縁に圏線が2本、山水文。呉須の発色は鮮やか。杯 表採
の可能性もあり。

ロ

15 10.2 外反口緑。文様：外面一二重唐草文。内面ー上下に圏線。呉須の発色は鈍い。 てー12遺物集中部
素地：白色。

16 底 5.2 
畳底付け無釉。文様：外面一唐草文、外底ー圏線と款識。内面一胴下部に圏線、 15トレンチ東側黒岩上
内 一花文。呉須は淡青色。素地．白色。 黒色土層最上部

， 
贔 外反口緑。文様；外面一梵字文が三段。内面ー上下に圏線。呉須は淡青色。素 すー15地山直上

17 9.4 地：白色。
I 

ロ

18 9.5 外反口緑。文様：外面一梵字文。内面一圏線。呉須は青黒い。素地：白色。 せー18石敷迫梢直
上黒色土層

I 

19 底 4.4 
型成形。腰部は丸い。畳付け無素釉地。文様：外面一梵字文、高台及び内に圏線、 て一12
款識。呉須の発色は青黒い， ：白色。

20 底 5.2 
腰部は張る。畳付け無釉。文様：外面ー菊唐草文、下部に圏線。内底ー菊唐草 た一14黒褐色混礫
文。呉須は涼青色。 土層

＇ 

21 口～底 11.2 6.6 5.3 直口口縁。畳付け無に花釉唐。文草様文：菊唐草文、胴下部は蓮弁文、高台圏線。内面一 13トレンチ東側
口唇に圏線。内底 、外底に圏線と款識。

I 碗
外反口縁。文様：内外面ーロ緑は四方御文。呉須は鮮やか。産地：景徳鎮。時 てー12逍物集中部

22 口 10.1 代：1590年-17C前半。

＇ 

23 口～底 11.6 6.6 4.4 
直口口緑。 文様：外面一胴部は唐草文、胴下部は蓮弁文。内面一雷文帯、内底
ーかたつむり文。

そー17
黒色混礫土層

24 4 型成形。畳付け無釉。文様：外面一唐草文、蓮弁文、外底に「三器口口」銘款。 すー18遺物・礫集中
呉須は鈍い。時代：18C-19C。 黒色土層20-40

＇ 底

25 贔 4.2 
型成形。費付け無釉。文様：外面一胴部は唐草文、胴下部は蓮弁文。呉須は鈍 すー18遺物礫集中
い胄色。 素地：白色。 部黒色土層20-40

＇ 
26 口～底 9.6 5.1 4.1 

直口口縁。畳付け無釉。文様：外面一花文と蓮弁文。外底：「ロロロロ」銘款。 つー13・14岩盤付近
呉須は淡青色。 遺構集巾部

注： （）は推尊径、 「一」は計測不可、Cは世紀
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第 6表染付観察一覧(3)
ljl位： cm 

図
番

旦 部位 口径 器高 底径 観察事項 出土地万に

27 口 7.5 直口口緑。 文様：外面ー菊唐草文。 内面一圏線。呉須は鮮やか． そー17撹乱上堀
I 

28 底 3.35 直口口緑。文様：外面ー菊唐草文。 外底に銘款。内面一圏線、内底一花文。呉 と一12
須は鮮やか。時代：18C-19C。 迫物集中部

I 

第 29 口 9.4 わずかに外反。 文様：外面ー菊唐草文。内面に上下に圏線。呉須は青黒い。時 てー12
28 代：18C-19C。

I 

贔図
畳付け無釉。文様：外面ー菊唐草文、外底ー「ロロロロ」銘款。内面一圏線、内 て一13追物集中部30 底 4.6 

闊
底一花文。呉須は青黒い。 時代：18C後-19C。， 

12 31 口～底 9.3 4.9 4.1 外反口緑。畳付け無釉。文様：外面ー牡丹唐草文、外底に款識。 内面一花文 すー18礫集中部
帯、胴下部に圏線、内底に花文。呉須は鮮やか。時代：19C。 黒色土層40-50

＇ 
32 口 10 外反口緑。 文様：外面ー仙芝文。内面ー上下に圏線。呉須は黒ずむ。素地：白 すー15地山直上

色。時代：19C。 せー16暗レキ

＇ 
33 底 3.9 

畳付け無釉。文様：外面ー仙芝文、底部に款識。内面一胴下部に圏線。内底に すー18遺物・礫集中
花文。呉須は黒ずむ。素地：乳白色。 時代：19C。 黒色土層20-40

1 口～底 11.2 2.6 5.6 小。型成形。外反が弱い。 文様：外面ー牡丹唐草文、内面一圏線、内底ー文様。 つー14瓦礫層

2 ロ 11.9 小。外反口緑。文様：外面ー牡丹唐茸文、内面ー四方禅文。呉須は鮮やか。 て一12追物集中部
黒色土層

3 底 8.2 中。 型成形。文様：外面一唐位文、内底一花鳥文。 呉須は藍色c さー17崖部直下
黒色混礫土層0-40

I 

4 胴 文様：内外面一唐草文。 5に類似し、内側の文様が異なる。呉須はにぶい。 ちー14石積と岩盤
の間暗黄褐色土層

＇ 
5 底 8.6 中。骰付け無釉。文様：内外面ー牡丹唐草文、 内底一圏線と十字文。呉須は鮮 そー17

やか。 4と類似。 撹乱土堀

6 中。外反口緑。 文様：外面一圏線と牡丹唐草文、内面ー草文。呉須は鮮やか。 5 15トレンチ東側レスト
と同じタイプ。 ハウス横岩上撹乱層

ロ

7 19.2 
大。外反口緑。文様：外面一圏線。内面一寿花文。呉須は淡告色。 とー12追物躾中部

0-20 

8 口～底 14 2.7 7.7 
外「志反在口書縁中。畳付け無釉。文様：外而ー上下に圏線。内面は上下に圏線。内底一 てー12追物集中部

第 」。呉須は鈍い。18C-。

30 
I 

図 ， 底 8.1 
中。文様：外底ー「和美」。内底一樹下人物文「志在魯中」 。呉須は淡青色。 18 てー12
C。

闊
I [I[ 

10 11.8 2.4 6.9 
小。外反口縁。昼付け無釉。文様：外面ー上下に圏線、内面ー四方欅文、内底 せー16黒色混礫土

14 一獅子文。呉須は藍色。 層炭層上
I 

11 10.6 2.2 5.8 小。型形成。外反口縁。文様：外面一口縁に2本の圏線、 内面一堺文、内底一花 16トレンチ東側岩上
文。呉須は鈍い。 黒色土層0-10

＇ 
ロー底

小。 直口口縁。腰折れ。畳付け無釉。文様：外面ー無文、外底一款識。内面一 ち―9
12 11 2.5 6.1 圏線とII何部の2ヶ所に文様。 内底一花文。呉須は淡青色。産地：福建省。時代： 石段上黒色土層

18C。
I 

13 13.4 3 7.1 
直口口縁。畳付け無釉。文様：内外面ー上下に圏線。呉須は淡青色。 せー17

黒色土孵60-70
I 

14 底 3 
小。碁笥底。畳付け無釉。文様：外面一芭蕉文、内底一花鳥文。呉須は藍色。 し・すー17

逍構8
I 

15 10.3 2.9 2.9 小。内直底口一口月緑、、碁笥底。位付け無釉。文様：外面ー波渚文と芭蕉文、内面一圏 たー12馬の頭骨付
線、 鳥、芭蕉文。呉須は鮮やか。 近より地山直上

I 

16 10.2 2.8 3.2 小。内直底口口緑、碁笥底。位付け。呉無須釉。文様；外面ー波滑文と芭蕉文、内面一圏 15トレンチ東側岩上
線、 一植物文。 15に類似 は鈍い。 黒色土層0-10

＇ 口～底

17 10.2 2.6 3.1 
小。匝ロロ縁、碁笥底。畳付け無釉。文様：外面ー波洒文と芭蕉文、内面一花 つー14瓦礫層
文をちらす。内底一圏線と花文。呉須は鮮やか。

＇ 

18 11.6 3 5.2 
小。 呉直須口口縁、JI要部は張り、碁笥底。畳付け無釉。文様：外面ー無釉、内面一圏 つー11地山直上
線。 は淡青色。

第 1 口～底 30 12 13.4 わず丸文かに外反、）I要部は張る。施釉：内底一蛇の目、外底一高台無釉。文様：外面 すー18黒色土層
31 ー丸 。内面一圏線。 福建・広東系。

I 

図 2 底 10.4 底部。施釉：内底一蛇の目、外底一畳付け無釉。 表採
I 鉢

鳳 わずかに外反、腰部はあまり張らない。胎土：乳白色、施釉：内面一蛇の目、高台 せー17
3 口～底 31.2 12 12.2 ー無釉。文様：外面ー牡丹唐草文、内面一圏線。呉須の発色は鈍い。福建・広 黒色土階50-7015 

東系。

注：（）はl!H?:f釜．「一」 は計測不可、Cは世紀
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第6表染付観察一覧(4)
ljlf立： cm 

図 胃 器
部位 口径 器高 底径 観察事項 出土地種

4 口～底 20.2 9.45 8 直口口縁。腰部は張る。 文様：外面一蓮池と鳥代。内：1面6C一末帯-、胴17下C初部は圏線 C 内底 つー14
一鳥。粗製の青花。胎土・釉薬の質が悪い。 時 頭。 黒色土庖

I 鋒

第 5 ロ 21.4 直口口縁。胎土：乳褐色。焼成不良。 文様：外面ー化文、内面ー文梯帯。呉須の そー13

31 発色悪い。 地山直上

図 浅鉢。直口口縁。焼成不良。 胎土：乳褐色。文様：内面一花文、外面一圏線。呉
6 33.6 須の発色悪い。産地：中国滝州系。時代：16C-17C前半。

13トレンチ束側

闊 I 

岱 せ一1715 7 口 浅鉢。直口口縁。胎土：乳褐色。文様：内外血―1巻I線あり。呉須の発色悪いぃ
焦褐色混礫上層

「

8 16.8 口緑は2段に外反。胎土：乳白色。文様：外面一唐草文、内底一花文。呉須の発 しー17
色が悪い。産地：中国福建南部洟滝州。時代：17C前-I月末。 迫梢7

1 5.7 外反1-1緑。中。 文様：符木文くずれと鳥文。呉須は鮮やか。産地：景徳鎮。時代： せ•そー13
15C後半-17C前半。 逍構57

＇ 

2 ロ 4.3 小。外反口緑。文様：外面ーロ緑に圏線と草花文。呉須は明青色。
ちー14石積と岩盤
の間黒褐色土層

I 

3 6.8 
外反口縁。 薄手。文様：外面ーu緑に圏線、JI附1部に花文。内面一霜文帯c只須 せー18石敷逍構直
の発色は良い。 上焦色上層

＇ 

4 口～底 6 3.9 2.6 酉ロロ縁。碁笥底。母付け無釉。文様：外面一花文と鳥文。呉須は明青色。
15トレンチ束側岩 1-
黙色上層最上部

杯

腰折れ。施釉：高台内無釉。 文様：内底一圏線と文様有り。呉須は淡青色。
し・すー18

5 215 遺梢1
底

6 
外底に「福J の銘款。呉須は青色。昼付け無釉。 文様：内底一樹-1~・人物文。 産 ちー9

2.1 地：景徳鉛。時代：15C後半-17C前半。 地山直上
I 

7 3.4 1.9 1.7 
型成形。 やや外反。得付け無釉。文様：外而烈点文、高台に圏線。 呉須は青黒 せー17
＼ヽ ゜ 黒色ナ層0-30

I 口～底

8 3.7 2 l.8 型成形。外反。 文様：_uヽに圏線、間に草花文の上に烈点文。呉須は青黒い，
15トレンチ東側
煤色土陪

， 6.6 
文様：外面ーロ縁に圏線と頸部に芭蕉文。 内唇に圏線。呉須は鮮やか。時代： せー17黒色滉礫十．
15C-16C。 I邑110-120

I 口
第

10 6.5 朝顔状。 文様：外面一芭蕉文、内唇に文様有り。呉須は青黒い。 そー13
32 逍構52
図

鳳
11 冠 内外面施釉。 文様：外面一圏線と唐草文。呉須は鮮やか。 遺ちー構11233 

I 

16 12 文様：外面ー四方棒文。呉須は青黒い， 表採
I 

13 瓶 胴
文様：外面一胴部に圏線と牡丹唐草文。呉須は鮮やか。積み痕が明瞭。胴径 ちー11黒色土1醤
11cm。 30-40 ， 

14 内外面施釉。文様：外面一圏線と牡丹唐草文。呉須は淡青色。 たー12地山直」；
［ 

15 底 内外面施釉c文様：外面腰部一蓮弁文と圏線。呉須は鮮やか。 遺す・せー13
構41

＇ 
16 

内外面施釉。 文様：外而に花文？。呉須は淡青色。地は青昧。 産地：景徳鎮系。 せー17地山直上
時代：明未か。

＇ 胴

17 小振りの瓶。外而のみ施釉。文様：外面ー草花文。呉須は淡青色。産地：巾国 そー18西側畦
か。時代：17C?。 地11ii自：上

18 塁 底面無釉。文様：内底に唐草文と帯状に縁どり。 呉須は鮮やか。 18C-19C。 表採

19 瓶 胴 大振りの瓶。文様：大胆な薬文。呉須は鮮やか。 産地：景徳鎮。 時代：17C中菓 せー17黒褐色混礫
-18C。 士層

20 文様：内面の両側、柄に唐草文、内底に花文、外面ー文様有り。呉須の発色は た一14黒褐色混礫
鈍い．時代：18C-19C。 土層

I 

21 虐 胴 底而無釉。文様：内而の両側縁に唐草文、 内底に花文。呉須は鮮やか。時代： すー18遺物礫第中
18C-19C。 部黒色土層20-40

I 

22 
柄の部分。底面無釉。 文様：外面は柄の甚部に文様。内面・内底に唐草文。呉 表採
須は鮮やか。 18C-19C。

そ 置物の台で底面は六角形。 文様：底部近くに2本の圏線。呉須は淡青色。 産地： てー13遺物集中部
23 腐 底 6.4 2.5 8.4 景徳鎖。 時代：15C-17C中（明代後半）。

24 蓋 口～底 10.4 3 4.4 
畳付け無釉。型成形。文様：外面ー上下に囲線と2パターンの南草文。外面に款 と一11逍物集中部
識有り。呉須は鮮やか。

注：（）は推算径、 r-Jは計測不可、Cは世紀
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第 4節青磁染付
小破片の資料が若干得られている。外面に青磁釉（淡緑色、青緑色）、内面に青白色の透明釉を施すもので、

ほとんどが小碗の資料かとみられる。口縁部の 6点を第33図 1-6に示した。全形は窺えないものの、 1-5は

推算口径が約 10cmと同じような大きさを示す。器形的には胴部の方から口縁部の方へ開き気味になるものが主

流のようである。口縁部の形状を細かくみると 1のように上端を若干外反させるもの、 2のように上端部を折り

曲げるように外反させるもの、 3・4のように直口状を呈すもの、 5のように僅かに肥原気昧につくるもの、 6

のように頸部付近からゆるやかに外反するものなどが見受けられる。 6だけが口唇部を尖らせており、他は若干

の平坦面をつくる。

口唇部から内面に透明釉、外面に青磁釉を配すようであるが、 4・5は口唇部の釉を剥ぎ収っている。 4はD

唇部に銹釉を施す。図示した資料をみると外面の青磁釉の方がやや原めに施釉されている。 4は釉の光沢が失わ

れているが、他の資料は光沢を有す。いずれも外面に文様はみられない。 1-3は内面の口縁部に圏線 (1. 2 

は1本で、 3は2本）とその下方に算木文風の横位文 (1は圏線との間の空間が広く、 2・3は狭い）を配す。

3点とも呉須の発色は淡い。 4-6は内面にも文様は認められない。

素地は乳白色の細かなものが多いようである。 1は、ちー13黒色混礫土層20-30から 2は、ちー14遺物集中部

0-20から出土。 3・4は、せー17黒色混礫土層からの出土。 5は15トレンチ黒色土層から、 6は、せー16・17

の石垣周辺の清掃中に出土。

第 5節鉄釉染付
鼠的には多くない。外面に鉄釉、内面に青白色の透明釉を施したものをここにまとめた。小破片の資料が多い

ものの、全形の窺える資料も 3点（第33図 7・9・18)得られている。特徴的なものを第33図 7-18に示した。

いずれも内面に呉須による文様を配している。ほとんどは小碗の資料かとみられるが、 10・12は碗、 15・18は小

杯になるかとみられる。ここでは、それぞれの器種ごとの概要についてふれ、個々の詳細は観察表に記す。

a. 碗

碗としたものは第33図10・12に示した 2点である。器形、成形、厚み、大きさ、施釉状況、素地などの諸特徴

が他の資料とは異なることから、この 2点をここで扱った。いずれも底部資料で、全形は窺えない。推算高台径

が約 5cmで、基本的に高台際から外底面にかけては露胎である。高台は逆台形状にやや厚く、しっかりしたつく

りで、畳付けは平坦でやや内伯する。高台際に 5mm輻の平坦部を設け、そこから外側へ開き気昧に胴部に向かう

ため、腰折れの感じになる。 2点とも内底面に呉須による菊花文を配す。

b. 小碗

今回得られた資料のほとんどが本器種になるものとみられる。第33図 7-9・11・13・14・16・17に示したも

のである。 7はほぼ全形の窺えるもので、 9もそれと同様なもののようである。図示した資料から特徴的なこと

をまとめると、口径が約 8cm、高台径が約 4cm、高さが約 4cmの大きさのものが普通のようであるが、 14は推算

口径が約 9cmと若干大きめである。器形的には腰部がゆるやかにカーブし、口縁上端部を外反させるものが一般

的なようである。

全釉が基本のようであるが、高台畳付けとその外面は釉剥ぎする。外面（口縁部から高台外面まで）は鉄釉、

口唇部から内面と外底面は青白色の透明釉を施している。外面の鉄釉は茶褐色のものが多くみられるが、 11のよ

うに黒味の強いものや13のように黄色味を帯びるものなども見受けられる。釉の原みはほぼ同様である。内面と

外底面に呉須による文様がみられる。内面は口縁部に 2本、内底面の縁に 2本の圏線を配し、内底面に山水文と

いうパターンが目立つ。しかし、 13の内底面には草花文、 14の内面口縁部には四方欅文が施されるなど、バリエ

ーションも若干・みられる。また、 17は内体面に草花文を施したもので注意される。外底面の文様は縁に圏線を 1

-2本廻らし、中央部に文字様のものを配すのが多くみられるが、 8のように圏線だけのものもみられる。呉須

の発色は淡いものが多いようである。

素地は乳白色の細かなものが主流のようである。

c. 小杯

第33図15・18に示した 2点である。推算口径が約 6cm、高台径が約2.5cm、高さが約 3cmで、小碗よりも小振
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りのものを扱った。 18は全形の窺えるもので、腰部がゆるやかにカーブし、口縁部上端が外反するという小碗と
似たような器形を示す。施釉の状況、 高台畳付けとその外面を釉剥ぎすることなど、似た特徴が多くみられ、 15
もその範疇に人る。18は外面に施釉の後、釉を剥ぐように線彫りによる唐草文のような文様を施す。今回得られ
た鉄釉染付の資料で、唯一の外面施文の資料である。内面は口縁部に 1本の圏線、内底面に 2本の圏線と花文を

配し、外底面には文字様のものを施す。内面及び外底面は失透し、 呉須の発色は鈍い。

第 6節瑠璃釉
量的には多くないものの、器種をみると小碗、鉢、瓶、小杯が確認され、 若干のバリエーションがみられる。

ほとんどが小破片の資料であるが、小杯の 2点（第33図25・26)は全形の窺えるものである。外面に瑠璃釉、内

面に青灰白色の透明釉という掛け分けであるが、器種により口縁部上端の状況に若干の変化がみられる。また、
第33図22に示した鉢の資料は内外面とも瑠璃釉が施されている。文様の施されるものは見受けられない。特徴的

なものを第33図19-27に示した。ここでは器種別に概要を略述し、個々の詳細は観察表に記した。

a. 小碗

19-21に示した 3点で、 19・20は口縁部、 21は底部の資料である。いずれも推算径が算出でき、口径は約 8cm、
高台径は約 4cmを測る。それからすると青磁染付や鉄釉染付の小碗とほぼ同じような大きさのものだったかと考
えられる。器形的には口縁部の形状などは似通っているが、高台のつくりが特徴的である。方柱状にしっかりし

たつくりで、畳付けを内傾して平坦に仕上げ、その外側を面取りする。施釉の状況をみると、外面の口縁部上端
から口唇部、内面にかけて透明釉を施し、外面口縁上端部より下に瑠璃釉を施す。底部資料をみると、 畳付けか
ら外底面は露胎で、 畳付けの外側も釉剥ぎしている。畳付け及び外底面を除いて全釉のようであったかと推察さ
れる。

b. 鉢

22に示す 1点である。口縁部がゆるやかに波を打っている感じの資料で、多角形の形状が想定される。口縁部

の方へゆるやかに外反するものであるが、全形は窺えない。推算口径は約19cmを測る。内外面とも瑠璃釉を施し
ている点が他器種との大きな違いである。

C. 瓶

23・24の2点が本器種に属すものである。 23は口縁部、 24は胴部の資料である。それからすると、胴部からス
ムーズにすぼまりながら頸部に至り、 頸部で最もしまり、口縁部がラッパ状に開く器形のようである。胴部以下

は不明。 23の推算口径が約 6cmを測り、 24の頸部の推算径が約 2cmを測る。外面に瑠璃釉、口唇部から内面に青
白色の透明釉を施す。内面の胴部下端は無釉のようである。

d. 小杯

25-27に3点を示した。いずれも直口口縁の資料である。25・26は型成形によるもので、 26は25よりも低いつ
くりである。2点とも全釉で高台覺付け部を釉剥ぎするが、 26は口唇部も釉剥ぎしている。また、 2点とも外面

及び外底面に瑠璃釉を施し、内面だけに透明釉を施している。いずれも高台内側に砂粒の溶着が認められる。 25
は口径、 高台径、高さとも約 2cmを測り、 26は口径が約3.5cm、高台径が約 2cm、高さが約1.5cmを測る。27は型
成形ではないようである。口唇部を釉剥ぎしている。
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第 7表鉄釉染付観察一覧 単位： cm 

図 番 器種 部位
口 底

器lロ口J 観察事項 出土地
図版 号 径 径

直線的に外側へ開く外反口縁。口唇部は平坦。高台は外側へ開き気味につ た一14

くり、鐙付け外側を斜位に面取りする。畳付けは平坦。口唇部直下から高 茶褐色礫土
台外面には茶褐色の釉、口唇部から内面と外底部には青白色の釉を施す 層

7 口～底 7.7 3.6 4.3 3 内面の口縁部と内底の縁部に 2本の圏線を施し、内底面には山水文を配
す。外底面は 1本の圏線と中央部に文字のようなものが施される。呉須の
発色は比較的良好である。外底は釉がはじけた部分が見られる c 素地は乳

小碗 白色の細かなものである。全釉だが高台畳付けとその外側の釉を剥ぐ。

＇ 7・9に類する資料の底部とみられる。内底面の文様はモチーフ・構図など 7. せー14

8 底 4.1 9と同様。外底面は縁部に 2本の圏線だけを配す。高台は逆三角形状、畳付 遺構74

けは平坦。畳付けとその外側を釉剥ぎする。素地は乳白色の細かなもの。

器形、大きさ、施釉の状況、文様の種類と構図、素地などの特徴は 7とほと せー13， 底 (7.7) 3.6 (4.3) んど同じである。本品の方が若干薄くつくられ、丁寧なつくりのようであ 地山直上
る。

12と似たタイプの底部資料。高台は逆台形状、畳付けは平坦。高台際は約 5 つー14

mmの平坦面をつくり、そこから外側へ開き気味に立ち上がる。外底面は中央 瓦礫層

10 碗 底 5.2 
部が尖がる。高台際までの外面は黒味の強い鉄釉。内面に青白色の釉を施
し、高台および外底面は露胎。内底面には呉須による菊花文を施す。呉須
の発色は比較的良好である。内底面も中央部が若干尖がる。素地は灰白色
の粗Hのもので、黒色の鉱物や細かな気泡などが散見される。

高台脇で大きく破損しており、上部の状況は不明。内底面、外底面の呉須 さ・しー17

による絵付けは 7や 9と同じようなモチーフで発色は鈍い。高台外面から腰 岩盤にへば

第 11 小碗 底 3.7 
部にかけては暗茶褐色の鉄釉。内底面・外底面は淡青白色の釉が施され り ついた
る。高台はやや外側へ開き、畳付けは平坦。昼付けの両側を面取りし、そ 黒色土中

33 の部分と昼付け部は露胎。畳付け部には熔着痕もみられる。素地は乳白色

図 で細かく、 7と同じような原味を出す。

底部の破片。現資料からみると、高台は逆三角形状、畳付けは内傾して平 15トレンチ
図 坦。高台際は約 5mm幅で水平方向に削り出し、そこから直線的に外側へ開き 東側岩上

版 ながら胴部へ移行する。高台際の折れ曲がり部には 1本の沈線が僭る。外 黒色土層

17 12 碗 底 4.5 面の黒色味を帯びた鉄釉は高台脇までの施釉で、水平の削り出し部から高
台および外底面は無釉である。内面は青白色の釉が施され、内底面に呉須
による菊花の花弁が 7枚認められる c 呉須の発色は鈍い 3 素地は灰白色の
やや粗いものである。

底部資料であるが、小破片のため詳細は不明。外面に黄灰色の鉄釉、内 せー15

13 底 3.4 
面、外底面は淡青白色の釉が施される。内底面には 2本の圏線と草花文、 岩盤にへば
外底面には 2本の圏線とその中に文様の 1部がみられる。底面部、腰部とも りついた
幅 3mmほどの薄手の資料である。素地は乳白色の細かなものである C 黒色上層

＇ 小碗 腰部の方から外側へ開きながら口縁部に至り、口緑部上端で外反する。ロ つー14

唇部は舌状。外面に茶褐色の鉄釉、口縁部から内面へは淡青白色の透明釉 瓦礫屈
14 口 8.6 を施す。釉の掛け分けの仕方は他の口縁部資料と同様。口縁部内面には呉

須による四方禅文とその直下に 1本の圏線を施す。発色はやや鈍い。素地
は乳白色の細かなものである。

口縁部上端が外反し、口唇部は丸味をもって仕上げている。外面にやや明 そー17

15 小杯 口 6.0 
るい茶褐色の鉄釉、口唇部外面から内面へは淡青白色の透明釉を施す。ロ 黒色混礫土
縁部内面には呉須による圏線が 2本認められる。呉須の発色は淡い。素地 層
は乳白色の細かなものである C

本品も 7・9に類する資料の口緑部破片。薄手の資料で、口唇部は平坦。外面 せー15

16 口 7.4 
茶褐色の鉄釉は口縁上端部付近までで、そこから内面にかけては淡青白色 岩盤付近
の透明釉が施される。口縁部内面の 2本の圏線は境目が不明瞭。素地は乳白 黒色上層

小碗
色で細かい。

I 

胴部破片で全体の形状は不明。厄さ 2mmほどの薄手の資料。外面は淡褐色の ちー12畦

17 胴部
鉄釉、内面に淡青白色の透明釉を施す。内面には呉須による文様がみら
れ、内体面に草花文、内底面の縁に園線の一部が認められる。素地は乳白
色の細かなものである。

腰部が膨らまずに、口縁部の方へ開き、口緑上端部が僅かに外反。口唇部 せー17

は尖がるつ高台は直線的につくり、畳付け外面を斜位に面取りする。畳付 地山直上
けは平坦であるが狭い。高台外面から口唇部直下までの外面は黄茶褐色の
釉、口唇部外面から内面と外底面は青白色の釉を施す。黄茶褐色の釉は黒

18 小杯 口～底 5.4 2.4 2.9 
色の微粒子を密に混入し、青白色の釉は風化のためか白く濁る。全釉であ
るが、高台骨付けとその内外面の釉を剥ぎ取る。外面には口唇部直下に 1

本の圏線が、体部には草花文が線彫りにより描かれている。内面には口縁
部に 1本の圏線、内底面には花文が呉須により描かれている。また、外底
面に施されている呉須による文様は判然としない。素地は灰白色のやや粗
目のもので、細かな気泡が散見される。外面より内面の釉が厚い。

注： （ ）は推算径
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第 8表瑠璃釉観察一覧
単位： cm 

図 番l器 位罰 ロ 益ロロ

胃 観 察 事項 出上地号種 径 晶

腰部の方からほぼ直線(1りに外側へIJHき、 II~ 点t端を折り返すように外反させ、上端
部をわずかに玉緑状につくる c そのため、に1悸部は丸11~1 を帯びる。玉椋部ド方までの つー1119 8.4 外面は瑠璃釉を施し、 (j_緑部から ,,、Jlhiへは淡骨白色の釉を施す。両面とも釉は光沢 北側叫

口
を有す。瑠璃釉はやや黒味を帯びた発色。索地は乳白色の細かなもの。I 
腰部からほぼ直線的に外側へ開きながら口緑部へ向かい、」．端部を岩干外反させる。

20 小 8.4 外反部 F方か ら外面は瑠璃釉。外反部」．．方から口唇部、内面へは淡青白色の釉を施 せー14
碗 す。両面とも光沢を有す。瑠璃釉の発色は鮮やか。素地は乳白色の細かなもの。 地山直上， 

高台I深からゆるやかな弧を描いてII即1部のガヘ立 ち上がる 。高台外面はやや内側へ人
るようにつくり 、饉付けは内傾してf:t:上げる 。そのため、畳付け外側だけが地につく ，せー17

21 底 4.2 外面に瑠璃釉、内而に淡青白色の釉を施す。高台の下端部を釉剥ぎし、僭付けから外 黒色 Iゴ暫
底部は露胎。外而の瑠璃釉はあざやかな発色。素地は乳臼色の細かなもので、気泡が 30-50 
散見される。

現白料でみると Jllnj部から II縁部にゆるやかに外反する。 口唇部は丸昧をもつ。口唇

22 鉢 口 19.2 
部の方へ若干同 さを減じる 。現資料の全面に瑠璃釉を施す。釉はガラス質で透明惑 て一12
を有す,)!同部が波打つ惑じ で仕上げられており、それに合わせて口緑部もゆるやか 逍物集中部第

33 な波状を呈すc素地は乳白色で細かい。

図 ラ ッ パ~Rに外側へI削 く もので 、 u唇部は舌4)1 を •, ~す。IIり料II先端を塙に｀外ffiiはJftl叫 せー161[1階段
・23 口 6.2 釉、内血ば淡肖白色の釉を施す。両而とも ：filrは加Jむを hす 。索地は乳,・,色(/)やや卦IIか 下の石桓北側

鳳
なものである 。 横地山直ト
現臼料をみると外反する口縁部から緩やかにすぼま る頸部をへて、ナデ阿を星す悩17 瓶
形が想定される e外而に瑠璃釉、内面には失透気味の淡吉白色の釉を加す。内而の 1, ちー13

24 胴 方で硲II合の部分がみられ、Jlliil部以下は無釉0)可能ヤIもある c釉は光沢をイ1す，内面に 黒褐色牒混り
は成形の際の痕跡が明瞭に残る 。 ~qi部と屑部のつ なぎ,-, はやや厚 くなる 。索地は乳 1函
白色のやや糸Illかなものであ る。

堕成Jf:み II渋部がやや丸昧を沿ぴ、 II緑部へほぼ1れ線的に、'f.ち I・.がる II緑 卜．端部が
代［かに外反し、 II~ 和 11は尖 (')ら（昧。底1f1iflllは'l;・Jllで .111.. , 部とほぼ1,,Jじlげ味を (-jすふj

25 2.0 2.0 1.8 合は低く、 f,'ト外f![IIへ開 き、逆 豆 り状につくる』'/:f,J・けは'V・J几外1fliから外條にかけ 不明
てJlV/瑚釉、1lyj部から1J、llf1iはl'I磁釉。外1「1iはやや濶った感じであるが、内1(fiは光沢を
イiすnn付けの11、J側に溶lr物が認めら れる 索地は名Ll'I色の細かなものである。

口～ 'W成Jfみ 泊j台際から級やかな •i!li を 4'i',れヽ てII縁部に千る。II象虹ISI: 端が（代かに外反す
底 る。IJH部は尖り氣昧につくるが、釉を掻き収 ってII: I: げて l¥るため柑 Fの 'I1f1iを

杯 つくる 。 li~f(fj/111ぱ洲く、 • l'·J I Iにしてし＼る。邸台部は行 l二外側へ!Ji]く感じで逆 ：角状に
せー1726 3.6 1.5 1.7 つくる.1'/:1中げ部はなにかII)(,Jfきに利JI!されたようで平J1!1iliをつくり、Jfl.lり痕を残
県色土晒すc外1(11および外底1『は耶硝釉'1)、Jrliiには白凶磁IJ!il釉が施されて lヽ る釉は風化のためか、

令体的に I'lく潤っ、た磁感'{'じである。・i'/:付けの に溶召物が認められる。索地は乳l'I
色の利IIかなもので いこ・,,;,;む，

＇ 胴部からゆるやかな弧を描しヽて口緑部に至る 。 1 :_ 1 唇部は釉剥ぎし、若— I'の平血をつ
27 口 くる C [_J緑部I・.端が（位かに外反する 。外面は瑠叫釉、内1£Liは白磁釉を施す。釉は光沢

ちー12
を有すふ終地は乳白色の細かなものである 。 地山直」••

注：法鼠の項の「一」は計測不可

第9表 青磁染付．鉄釉染付．瑠璃釉・翡翠釉・ベトナム産陶磁器出土状況

＼ 
|、 "m" 地 迅 さ・しー17 せー15・Iii・17 そー13・1↓ そーJ'j た一14 ，，ー13・I! っー11つーII 近 ィ、
レ色 山 構 岩い石岩上 岩 I・ 岩い石のよ 地 瓜 姻あ

恐 冊悶 黒 辿 瓦 北 代 明ン士 l自 俄た灰俎隅 侠屈倣た垣I深り I.Ii 色 而る 色 杓 紅 阻l 俎
チ陪 t. に黒岩 r~ 付に煤 m1出 伯．況 に方 閑 色

1/i晶
況 梨 悩 旺 描 合

ヘ色耽地 近 へ色辺土 上媒 漆形 ii, 條 ,i, 且Iば1翔 1!、1 煤 ば土の IM 土 喰辿 I. 紐 出 上 部
り屈粘 色り層柑i土 培 V) t,'t, 祈 I: 色 屈
つ 部’’ つ揺,1, 内 冴
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第 7節ベトナム産陶磁器
外底面に鉄釉を配しているところから本項で扱うことにした。 2点得られており、第34図 1・2に示した。 1

は青磁碗の底部資料で、推算高台径が約 4cmを測る。高台際からほぼ直線的に胴部へ移行するもので、高台は方
柱状につくり、畳付けは平坦。内外面に黄緑色の釉が施されているものの、白く濁り、失透している。高台畳付
けを釉剥ぎし、その両側を面取りしている。高台脇に蓮弁文の弁尻が認められる。

2は全形の窺える皿で、推算口径が約11cm、推算高台径が約 6cm、高さが2.3cmを測る。高台際から腰部が僅
かに膨らむ外反口縁。外面に菊の花弁をイメージしたような文様があしらわれ、それに対応するように口縁部も
波状を里す。高台畳付けを除き全釉のようである。ライトブルーの釉を白化粧の後に施しているが、光沢は失わ
れ、内外面とも釉の剥落が著しい。

第 8節翡翠釉
総数15点余得られており、特徴的なものを第34図3-12に示した。 3-11は皿の資料で、 12は瓶の胴部とみら

れ、 7・8・11は全形の窺えるものである。他の口縁部・底部資料もあわせてみると、口径が11-14cm、高台径
が6cm前後、高さ約2.5cmのもの (3-9) とそれよりも小振りのもの (10・11)がみられる。いずれも白化粧
を施した後にライトブルーの釉を外底面を除き全釉するという特徴がみられる。
3-9は腰部が僅かに膨らみ、口縁部が外反し、高台は逆三角形状に内側にすぼまるものである。ほとんどの

口縁部が水平方向に折れ曲がるが、ゆるやかな外反のもの (4) も見受けられる。図示したものは総て無文の資
料で、口縁部や内底面などに釉の剥落部が多い。また、 7・8は内面に火を受けた痕跡もみられ、 8は別の個体
の破片が内面に熔着。 3がつー14黒色土層、 4がせー16地山直上、 5がそー17撹乱土壊、 6がさー17黒褐色混礫
土層、 7がそー11撹乱土堀、 8が不明、 9がせー17黒色土層からの出土。
11は全形が窺えるもので、推算口径が約6.5cm、推算底径が約3.5cm、高さ約 1cmを測る。胴部が若干膨らみ、

口縁部は水平方向に折れ曲がるように外反する。高台は逆台形状で、畳付けは若干の平坦面をつくる。外面にだ
け蓮弁文を配す。 10も逆台形状の高台をつくる。文様は、小破片のため判然としない。 10はちー11黒色上層、 11
はせー17黒褐色混礫土層から出土している。

12は外面に線彫りによる草花文を施した瓶の胴部とみられる資料である。小破片のため詳細は不明。外面にの
み白化粧の後、ライトプルーの釉を施している。線彫りの部分は緑味をおびる。釉の剥落が著しい。そー11撹乱
土堀からの出土。、三ノ ー一贔ニd
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第 9節天目茶碗
出土点数は 26点で口縁部、底部の形態で分類した。

口縁部ーA1 : 口唇部がくびれるもの

A2: 口唇部のくびれが強いもの

B : 口唇部が内髯し、内部に段をなすもの。

底部ーイ 1: 浅い上げ底

イ2: 糸切り底

ロ：浅い高台

胎土一①：灰褐色で中国系

② ：乳褐色で I瀬戸天目」に酷似（第35図8、10) のものもある。

出土状況は第10表に示した。これによると、さ・せー17、遺構 57にも複数の出土が見られ、遺構の時期を知る

手がかりとなる。以下、第10表出土状況、第11表観察一覧に詳細は記述する。

第10表天目茶碗出土状況

~ ,;,. 
lH さ・ さし-1,すJj せ16 "・" そIi 1:11 つ.?-13 ll ち．， らII',-14 
ぷ．、ンq1; 岩珈l他山 籍旧 里色障r,It i 閂色 叫き 11 岩世1すi'iTifl 阻色 hf,'t 

不合
地内Jt 面L 色混

68上り0§- 固岱和..贔叡）6• ） 
温社 土昂 ,A椙菜中 上閏 土屈

< '",, ' 
WJ 阻計

II 貨巾音 辺日 往土 土層 的一 茄 色土 ば',
57 阿 io 屈

I惜
叫、 I ？ I I ; 
1釦... ~ I I I J 

uA Uli 1 2 I ！ .I 

且
I'=' I 1 I I 4 
2 匹斥 I I ？ 

B 
□1, I l I 
l●'. I I 

I~ ィIばI rm I I ？ 
•,~ I I 1 

"● u 1 ！ ？ 
今，It I 1111 11 ; 2/ I 1111 I II II 11 11 11 2 ! ?i 

第11表天目茶碗観察一覧

M 番 畠 観 叙,T， 車 項 I 出—1-_ 地号

口径唇12.2 A1口ま.I―1、唇内は而1位はか総に釉く，び胎れ土、 廿：要明部灰は褐1位色かとに暗張灰る柑， 色底が部サは ~. If底，チ釉，j色/;I な黒る色が黒主色でlあlUるが1ご1舒のくびれに鉄釉が残る 施釉 外而はl器,.:i: 5.9 腰部で ンドイ・1 こ 粒況入 百tiiと岩烈の間111'1焚褐色土層4.3 

2口径12.4胎B.土口：昏は褐l柘色どでし．．と内同部•に•個役（木をかなすs 施釉．外1hiはロ-hl1下部、内面は総釉 釉色は黒色が主で口昏のくびれに鉄釉がみられる 151、レン チ束f!llf岩上灰.l , 
第 :J 11径11.CiA1。口軒はくびれ、胴部11片-fl享くなる ．施釉 外而は口~!委部、内而ぱ甜釉 釉色は鉄釉 胎土 1火褐色で底部近くは気泡がみられる つ— 1 1地 111 虹上岩9化
35 

4 ! 反径 3.6 イ2,fl要は削り、角をなす，糸切り」此胎土．灰氾色、黒細粒を(!/(かに混人 施釉 外而11n-11没部、内血は総fillで迅iiヽ．釉色 似釉 た-40/.1.¥色_I灼120-40図
5 ri:,t至 4 口，底部は浅1沿i台、 1禅I・ 施釉，外IHiはII要部に鉄釉を掛ける ：Ji;[(jjは総釉 さー17岩烈1"11世堪u-

図 6 A粒2を,少I」拭朽出は人大．きくくびれて浅く、底部は丸くなる 釉色 内外面ともCl唇が黒色で、胴部にかけては茶褐色．胎土 1仮褐色、白色lUI そ— 17黒色混牒 f·.焙版

19 7 B 器面外面の削I)は明瞭施釉．外面はI1-ij笈部.I勺1(riは総釉釉色.'!.¥荼色で淋い胎土 J火ru色.17色illl粒を少：，t湛人 1、1り1

8 底叫器高I至至1264.3.0 4 A1 ij要部に鉄釉が掛かる 梵洪鉄釉胎土．乳白色瀬戸天目に酷似c せ • そー13氾桶57

9 IこIf桑ILG A1, 口唇は丸味へ胴部は厚手施釉 1こI昏0)くびれの部分でまだらになる 釉色 荼氾色胎土 乳褐色 せ• そ—l'l逍椛57

IOりぷ径 5.1 イ 底部は上げ底、器面閥棺は 1四；，胎土、乳褐色 r勺面は稔釉でl'iぃ．釉色 ．屯色． せ-17黒褐色混媒土弓

ij;_j立：rn1 

2
 

二
第35図天目茶碗

0 5cm 
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第10節 三彩・銅緑釉・褐釉磁器・宜興窯

. - *ノ
量的には多くない。小破片のものがほとんどで、全形の窺えるようなものは見受けられない。ほとんどの資料

は白化粧が施され、緑釉だけが認められるものの、釉の剥げ落ちた資料が目立つ。また、素地は細かく、黒色・

白色の鉱物を含むものが多く見受けられる。器種的に明確なものは鉢、瓶、水注、 蓋、置物などが確認されてお

り、特徴的なものを第36図1~7に示した。個々の細かな特徴については観察表に示したとおりで、ここでは全

体的な概要について簡単に述べる。

鉢は 1・2に示したものである。それからすると、底面部から直線的に外側へ開く器形で、口縁部の端を外反

させるようにつまみ上げる。口縁部内側の径が約19cmを測る。底面部を除いて、施釉の対象になっていたかと推

察される。内面の方が丁寧に施釉されるようで、内定面には線彫りの文様を配す。

4・5・8・9は瓶の資料とみられる。これらをみると、口縁部は外反、底部はベタ底のものである。施釉の

対象は外面だけのものが多かったかとみられ、文様は線彫りのものが主流だったかと思われる 。

6・7は注口の資料であるが、長さに若干の差がみられる。 6は上面と側面に沈線が施されている。全体の形

状の違いと思われる。外面だけが施釉の対象である。

10は円形の水注の蓋である。甲部の径が約3,5cm(現存長）、身受け部の径が約 2cmを測る。身の口縁部の径も

約 2cmと想定される。中央部には撮みが付されたようである。甲部だけが施釉の対象となっている。 11~14は型

物の資料とみられる。 13は他の 3点とは異なる感じで、小型のもののようである。いずれも施釉の対象は外面だ

けのようである。13は黄色の釉の使用も認められる。

2. 銅緑釉

量的には多くない。ほとんどが小破片の資料で、第36図15・19-22に特徴的なものを示した。個々の詳細は観

察表に示したとおりである。 15・22は青味の強いもので、 19-21は緑味の強いものである。 素地をみると 15・19
は淡灰白色のやや粗いもので、 20-22は淡黄白色で細かく、黒色鉱物を含むものである。19の鉢形の底部資料を

除くと、施釉の対象は外面だけのようである。器種的に明確なものは鉢 (19)、蓋 (20・21)、壺 (22)の 3種で、

15は大型の袋物が想定される。

15は透かしや表面の飾りなど特徴的であり、注意される 。 2色の釉が認められる。19は内底面に陽刻の薬が認

められるもので、高台畳付け部だけが露胎となっている。20は甲部に放射状の沈線を配する蓋で、鍔縁部は破損

している。 21は若干の縁部がつくられる蓋で、身受け部は21よりもやや長く、上部まで施釉される。 22は壺の胴

部破片である。

3. 褐釉磁器

1点だけ確認でき、第36図23に示した。外反碗の口縁部資料で、薄手のつくりである。首里城などからの報告

例が増えてきつつあり、注意される資料のひとつである 。詳細については観察表に示した。

4. 宜興窯

量的には多くない。近年、注目されてきた茶具類である。茶褐色の細かな素地で、白色微砂粒を含むものと含

まないものがある。いずれも器表面にば泥釉が施され、器肌は滑らかである。第36図24・26-31に示したもので、

確認できた器種は小碗、急須、 蓋などである。 31に示した蓋の資料だけが黒味を帯びた器色で、他は茶褐色を呈

す。個々の詳細については観察表に示した。

24に示した小碗は口縁部に細かな雷文帯を廻らし、 26の急須の底部資料の外底面には文字が認められる。28の
底部資料かとみられるものには、内底面に草花文が配されている。 29はやや大きめの撮みで、中央部に小孔を設

けている。 30は四角形の、 31は円形の蓋である。
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第12表 三彩・銅緑釉・褐釉磁器・宜興窯観察一覧l1 l りし位 ：Ctn 

図 番 悶
布uu 

部位 口径 器晶 底径 観察 事 項 出土地号 種

胴部からほぼ直線的に外側へ開きながらU縁祁に向かい、口縁部上端が斜め上 せー17

1 方へ張り出し、口唇部を広くする。口唇部は1川面をなし、内側の稜が明瞭である。 地山直上
「l 外面の口唇下約2cmの箇所に沈線を廻らす。沈線は破片の左側では2本、右側で

鉢
は3本認められる。現資料では緑釉だけがみられ、外而はほとんど剥げ沿ちて＼ヽる
ものの、内面は未だ光沢を打す。淡黄白色の細かな素地で、巣色粒を多く含む。

， 

I 2 底
鉢の底部資料とみられ、内底面に線彫りの文様を配す，釉はほとんど呆I)げ治ちて ,f, 明
いる。外底血は黄褐色を昆す。素地は暗灰色の細かなもので、黒色粒を多く含む。

I 

小破片のため詳細は不明。口唇部を丸味を持って仕上げる。外面のu緑部に1本 ちー13

3 の沈線を廻らす。内外面に白化粧土の上に緑釉を施しているが、状態は悪い。口 黒色混犀1~ ,臼
僻部は完全に浪ljげ落ちてtヽる。索地は淡災白色の細かなもので、黒色粒が散見さ 20-30 

口
れる。

： 
小破片のため詳細は不明，推彿径は約1cm。I・端祁力面lijf!!IIへ張り出すc口唇部は た一14

4 彩 3 丸昧をもち、外側の稜は明瞭である。資料の全面に緑釉がみられるが、外側の稜の 腔梨中部
不 部分は社］吼IJげ洛ちる。索地は淡黄i'...I色の非常に細かなものである。

I 明
底部資料。小破片のため粘種は判然としない。ベタ底で底而部に白釉がみられる。た一14

5 底 5.4 
底面部からの立ち上がり祁に2本の沈線を側らす。その上方に沈線による文様を 石柏と岩盤の1趾
配す。外面にのみ緑・黄・黒味のある釉が施される。1J、Iiいは筏胎。黄褐色の細かし、 黒褐色土）営
索地で、_l,I・刊色粒を多く含む。

約2cmの注口の資料。上面に約1Cl11の間1料を間けて短沈線を配し、左いに先端部 せー17
6 注口 までの長沈線を1木づつ施す。つくりは雑である。釉は剥げ落ちており、 'I'll然としな 黒色—1-.陪

tヽ。糸地は淡位白色の釧かなもので、黒色粒が散見される。 0-30 

注uの資料で先端が折れ間がるもののようであるが、先端部が1妓損。ド端部は身 すー17

7 i↑ 注u との桜祈部付近から1妓損。内側の孔は―Iヽ・端部の方がimi平になってしヽる。白化1ltを よ採
施してから緑柚を涸＜！池すc界川の非I]げ沿ちる;'j¥S分も見受けられる。淡黄i'I色の紅11か
な索地で、黒色・白色の鉱物が散見される。

>
股のn緑部i判料とみられる。緩やかに外反するもので、口唇部外側のカドを明瞭に つ一9

8 瓶 U 
つくる。内側は丸昧を帯び、その部分に沈線を廻らす。外而に郎っぱの文様がみら 地山直上
れ、その部分に赤昧を弗びる釉が残る。内外而ともほとんど釉が剥げ落ち、索地の,牙,.,フ,. 

百""5 面が出ている。淡灰(I色の釧かな素地で1滋質に霜む。
36 
図 ， 瓶 馴 外1/Jiに見：草文を配す）fl{の）IH部資料 。 内 l~iはw\\Hf, 。 現資料では(I化1!iの上に緑釉 すー14

鳳
だけが認められる。淡黄灰色の釧かな素地で規色鉱物を比較的多く含む。 瓦（裸層

水注の器とみられる。q.1部は平JE!につくり、中央部に撮みを設けるが撮み部は1妓 つー1420 厖 ~ 損。）甜l縁部は欠けてtヽる。身受け部は逆台形状につくり、卜端1(1iは{j:1・-11りむ。甲部 凡篠/1',;:
10 撮み にのみ緑釉が施され、邸木的に甲部 Hflfから身受け部は露胎。部分的に釉亜れ

畠 がみられる。やや淡¥,t登街色の細かな索地で黒色の鉱物の他、粒0)粗い白色鉱
物が散見される。

岡物の破片のようである。小破片のため詳細はイ.;!IJJo表而が施釉の対政のようで す一15
11 IJ~I あるが、釉は剥げ沿ち、白化粧j-_が残る。衷而は却If,。淡黄灰色の細かな索地で、 地山府」：

赤色• 白色の鉱物を含む。

瞳物の1成1『のようである。1底面から111"1部までの資料であるが、全体の状況は窺えな し一17

12 底
＼ヽ。1¥1./物のようで底iru部に合わせt:lとみられる痕跡が認められる玖卜血にのみ緑釉 岩舟卸LIIJJ也内,J,J¥Ii
がみられ、底1fii部、内而は彩胎。外而の文様の1111部は釉が非I]げ落ちている。黄灰 凡秘•-1-• 部
色の利IIかな索地で、赤色・白色の鉱物を合む。

不
瓶

小型の袋物のようである 。 I氏面部から若—r真っ直ぐに'°'ち上がり、そこから胴部が ちー14
叩 丸く膨らんでい緑部の方へすぼまる』厠部中央（、」近に汁口様のものがみられる。 瓦隊層

13 M叶 外底面はllllr'りが著しし＼。/lliil部―F端と1氏部の境uに横位の沈線、/llul部にほぼ筈問
隔に縦位沈線を施す』ゴ緑部は判然としない。ilD様の部分は黄色、HH部は緑色
の釉が施されてtヽ るが、胴部はほとんど剥げ落ちている。｝底面部、内面は露胎。!J'i・
灰色の細かな索地で、赤色鉱物などを含むc

＇ 

鳥製の尾の部分かとみられる合わせUから 1岐損。外面に若—・ドの間隔を開けて沈 たー13

14 尾
線を加し、その沈線間を短沈線で埋める。下面はやや平」且にしている。部分的に緑 伍垣―ド黒色混礫
釉がみられるものの、ほとんど剥げ沿ちてしヽる。内面は露II台。L貨灰色の細かな素地 I: 層
で、赤色・白色の鉱物を含む。

<不
銅緑釉のすかし彫りの破片で、大物の袋物のようである。かなりWIかな細Tーが施さ 不明

15 LI れている。緑 · 鼓 •黒昧を帯びた釉が配されている。淡灰白色のやや粗い素地で、
明

細かな気泡が目立つ。

角liltの口緑部資料。口縁部がほぼ直線的に外反。n唇部は平坦にfJ上げ、両側 しー17
16 Ill] 口 のカドは比較的明瞭c外面には細沈線が部分的に施される。資料の全面に緑釉が 岩盤Iリ1地内中｝薔

施されている。索地は灰白色の細かなものである。近代のもののuJ能性もある。 瓦梨中祁
I 

不
壺の振とみられるc甲部を弧状に仕卜．げ、鍔縁を波状につくる。甲頂i面にはブリッジ しー17明
状の把手がつくようである。甲T員部から下端部へ縦位沈線を施し、下端部で枝分 岩盤凹地内上陪

17 蓋 「］ かれするように鍔縁へ別方向の沈線を描く，甲部から鍔縁部下面まで緑釉を施し、
身受け部内面は露胎である。素地は灰白色の細かなもので、小さな気泡が目立つ
。近代のものの可能性もある。

注：法拭の項 「一」は引測不可
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第12表 三彩・銅緑釉・褐釉磁器・宜興窯観察一覧(2) 単位.cm 

図 番 賃昆部位 口径 命"口尚 底径 観察事項 出土地昇J 

18 不
袋物の胴部片。外面にほぽ等問隔に縦方向のI川線様の文様を配し、泥釉を施し ちー13

脹 胴 てしヽる泄l線様のものは胴上部から施されている,I川部は殆ど釉が剥げ落ちている 地山直上明
。内面は露胎c素地は橙褐色のやや粗いもので、部分的に1火褐色を呈す。

高台除からほぼ水平方向に外側へ開く底部資料。内底面はほぼ平用。高台は方 ちー9

19 鉢 底 ， 柱状に約1.5cm。昼付け部は平坦。内底面に明瞭な依花文を配す。僻付けを除き、 石段上黒色土層
全面に銅緑釉が施される。高台内側の釉は細かな気泡が目立つ。素地は彼白色
のやや粗いものである。

甲中央部が凹むもので、鍔緑部は破損して＼ヽる。身受け部はほぼ垂直につくり、約 せー16

20 
8mm。身受け下端は平Jf!面をつくる。甲部には凹線が放射状にほぼ等間隔に配さ 昭褐色滉蹂土層

9.3 れる。現資料では甲部にのみ銅緑釉が施されている。素地は淡戟白色のやや粗
いもので、黒色鉱物を含む。

器 底
銅 甲部はほぼ平坦面をつくり、端部が丸味を持って若干外側へりいり出す。身受けの そー13

21 緑
6.5 

部分はほぼ具っ直ぐに約1.5cm。下端部は斜めにつくり、若干の凹面をなす。甲部 地山直」．．． 
釉 から身受けの且11まで、やや濁った感じの銅緑釉が施されてし＼る。身受け下部から

内血は露胎3 素地は淡黄白色の細かなもので、黒色鉱物の微粒子を含む。
I 

小破片のため詳糾lは不明，表而に濁った銅緑釉がみられ、裏面は霜胎。裏面は丁 て一13
芍（なナデ満照が行われ、滑らかである。表面に縦方向の凹線様のものが、ほほ等 遺物槌中部

22 ,"',"¥,; ( 胴 間隔に配され、 I杖片上部では明瞭であるが下半部はナデ消される惑じになってい
る。破片の周緑部では釉の剥がれが目立つ。索地は淡妓白色の細かなもので、黒
色鉱物などを含む。

~ 
口緑部がゆるやかに外反する碗。口朽部は平川で、両恨11のカドは明瞭。文様はみら せー17

23 碗 I.I れなtヽ。卦常に薄＼ヽつくりで、黒l休がかった釉の上にII音茶褐色の褐釉を薄く I字 烹色土層
に施す。黒昧がかった釉は外面よりも、内面の方に厚く施してしヽる。素地は淡灰白 60-80 

閤 色の細かなものである。

宜
腺部がほとんど膨らまなしヽ直口口縁。Cl唇部の方へ）厚さを滅じ、 LJ唇部は舌状に てー12

24 
削"窯I 虐 ロ 6.8 仕上げる。外面のu縁部上端に細かな宙文帯を配す。胎土は非常に釧かな粘-,-_

を用tヽ ており橙褐色を呈す。表装血には、さらに茶色昧の強し、ii鼓を塗布して、滑ら
かな器HILを整えている。

胴部が丸味を帯びる内飼口緑。口唇部は水平で平坦。内側に二笠辺デ角形状の せー14
第

不 斎但r
凸帯を貼り付け、器受けとしてしヽる。ド端部に貼り付け痕を明II~に残す。文様はみ 遺構7436 25 u 5.6 られず、堺而の潤整は非常に7寧で、滑らかな樅11/lを布す。外而の方がより丁淑

図
Iリ］

な調照。器表血及び内部とも暗荼褐色を呈す。り合上は刹IIかな粘 Tを用いており、

闊 白色の微砂粒を混人する。

底部肖料。丸く膨らんだ）11,1部から、碁笥庇様に消らかな縁部をつくり、外底面にな 不明20 宜 る。底面部の緑部にゆるやかな山形の凸帯を廻らし、丸昧をもって仕上げている。26 
固翌‘" ‘ ’ l ‘ 嘉 底 5.4 外底面に文字が3行書かれている。索地は非常に細かく暗茶褐色を呈す。表 ・裏

面には茶褐色の泥釉を施している。

円形の燕。甲部は中央部のhへ若干盛り上がり、端部の約5mm幅を平坦にしてい ちー13
1-1 る。中央部に撮みがつくようであるが1杖損しており不明。身受け部は先端部の方へ 地山直上27 芙"''・• I 3.4 すぼまるようにつくり、約1cmの長さを有す。索地は非常に細かく、暗茶褐色を屯す底

灌紗表而は黒昧が強い。
， 

底面部を岩干削り出し、外底而を平tRにする底部資料のようである。内底面には ちー12

富
花文と症が認められるが、全休の構図は小明。資料の下端と右端は文様を囲むよ 烹色 ti函

28 底？ うに配される沈線に沿うように破損して＼ヽる，上端部に小さな穴が間＼ヽて＼ヽたとみ 20~30 
られる痕跡が認められる。索地は非常に細かく、II幻茶褐色を呈す。器表lffiは茶褐

宜 色を呈し、内面は滑らかな仕上げであるが、外面はそれほどでもない。

悶 盃との核蔚面から約1cmまでは内側へくびれ、そこから上部へは半円状を星す。巾 しー17

29 蓋 撮 央部に約5mmの円形の小孔が穿たれている。外面は非常に滑らかで、丁寧なつく 崖部溝状逍構直

み
3.2 1.8 りである。釜との接着面は杓干の平坦面をつくるが、内而の調整は意識されていな 上黒色混礫土層

い。素地は赤味を帯びた茶褐色で細かく、白色の砂粒を多く含む。
＇ 

＇ 菰

口緑部が四角形の賂の船の資料で、身受け部は F端の方へすぼまる。下端部は すー15

30 
平JF!面をつくる。甲部の緑は約5mm幅で直方向に平坦に仕上け、そこから頂部の 撹乱層

胴 方へ斜め方向に向かう。角の部分は明瞭な稜を有す。岱面調整はT寧に行われ、
特に外面は滑らかな仕上げとなっている。索地は暗茶褐色の細かなもので、白色
黒色の微砂粒を多く含む。

甲部の縁を約1.5cm下方へ折り曲げるようにつくる。折り曲げ部は僅かに外側へ膨 そー18

盈 らみ、 ド端名11を •枡l ・・外 仙lへつまみ /1\ す感面こじ！で！で，＼昧f綽:I :の」部．：俄げにいる1 本。泥ドの釉端沈を部線施はをす平廻。坦索ら面をつくる
西側畦31 底 5.6 が、 内側のカドは丸昧を帯びる．甲部は平 す。中央部 地山肛上

に撮みを設けるもののようである。内外1/iiC 地は茶褐
色の細かなもので、白色の微砂粒を含む。

「l緑部がL字状陵をに比外較反的すlるもので、ヒ端部をやや厖めにつくる。11笛部は丸昧を せー15・16
僻び、外1/iiの稜 り1瞭にfl:1::. げる。「111_1下約'.3cmの局所にJcmtw;iの11!1部を 岩盤にへばりつし 、

32 ィ＜
昇

設内け、その上）iにかぷるように幅約1cmの凸僻を廻らす。特徴的なLI緑部をつくるS た黒色土層
明

口 31.4 iTiiの櫛口はその凹部まで施される，内外而とも「l緑部だけに県昧のある釉を施し
て！ヽ る。身訓地は/.U味の強しヽ細かなもので、微砂粒を密に含む。本土J殺陶悩の可能
性もある．

注：法屈の項「一」は計測不可
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第11節中国産色絵
中国産色絵は徳化窯、福建・広東系のものが出土している。器種は碗、小碗、杯、皿、壺、蓋、瓶等がある。

その一部を図示した。（第37図）

碗は 1- 4でその内、福建・広東系は1-3である。いずれも釉は青昧である。出土状況は碗が口緑部 4個、胴

部 2個が出土している。小碗は外反口縁 (3個）と直口口縁 (4個）、胴部 (10個）底部 (3個）がある。皿も外

反口縁 （図9・14)と直□口縁（図13)があり、図13・14は型成形で徳化窯で、 18世紀のものである。後者の口縁

が4個、胴部が 1個、底部 1個である。瓶は胴部が 3個、杯 2個、菟 2個が出土してしヽ る。

第12節黄釉磁器
鉢と小碗がある。第37図17は鉢で黄釉を施す。・外底は白釉。素地は白色。景徳鎮窯で16世紀ごろ。底径5.8cm、

つー10地山直上から出土。

図18は小碗で外面に黄緑釉を掛け、唐箪の沈文を全面に施す。外底に款識があり、 19世紀以降の物。底径3.6

cm、そー13地山直上の出土。

図12は銅版転写であるため第16節で報告する。

第13表 中国産色絵観察一覧 単位 ：cm 

図 祐 協種 1音Iボ,:
I 1/f 

形態 I 文様 I 施釉 I 索地 ,'I', I・．地界，・ )沿J叉，i:'f:; 

14 外反n縁 c 口縁に圏線、胴部には丸窓に竹 釉は肖釉。 灰白地。 て-12
1 u-底 6 文と緑色で草化文。II要部に赤で 追物即l噂1;

6.2 述弁文。 黒色 l:f:1I 

直口LI柑。 ，Ji．、で蜻、黄緑で丸文を施す。 釉は1打1h" 灰,:c,地。14.2 せ-17
2 碗 LI 全体の柚図は雲屯文の1iJ廃竹；

が考えられる。
I 

2に類似。 赤で渦巻き文、部分的に黄も施 釉は肖界llio内昧は 灰白地 せ—15
3 層1 され、草花文とみられる。 無釉。 気泡がみ 逍構32

られる C

釦 III隊。， 外1(1iの I・.下に赤で圏線、その訓 釉は灰白色で1付 白地。 す—15
4 筒碗 1-1 に赤で筏状の文様、緑で薬を配 面の「l唇は8mmほ 池Lil直 1-.

する。 ど無釉。 遺梱30

8.4 外／又口奇以， 肖で叫認c 釉は白釉。'-'唇は 白地。 せ—17
5 11 型成形。 fiJf靡し無釉。 黒色—,-_陪

60-80 
I 

一」 型成形。 内底に「瑞」の逆文字。内血に 白釉。 白地。 さ17・18
6 底 茶で草文` 『． 柑部石)fl状遺梢_[.

小碗
3.5 }悲色混1薬 —I ·. 陪

やや外反c 1ゴ緑近くに畠文帯。色は剥げる。 白釉。 1'-1地。 た-9
第 7 11 逍構17937 
図

， 
小杯に近し‘• 外而に化、竹の文様を絵付け。 畳付け無釉、高台 白地。 そ—13 · 14壁面の漆喰

鳳
8 底 型成形。 全体に戟釉を被せさらに一部沈 の内側に内1rri砂 のある方形逍梢内

3.9 文を施する 目C

21 14.2 外反口縁。 外而に唐坪文、）氏に肖で款識と 、ド/:f,J・1t1!民界叫。 白地。 せ-16， 
17-/氏 3.4 邸成形。 問線。内面の口緑に圏線、内底 黒褐色滉綬土附

7.4 
＇ 

に草花文。赤、緑を配す。

内版に寿文で緑、赤を配す。 外底無釉。 白地。 せ-18
10 底？ 石灰岩楳集中部

、り．：！色十．屈I 

尚台断面は逆ニ 内而に並弁様文。肯と赤。 竹付け無釉c 白地 c て—11
11 版 角）Iゑ 逍物梨中部

8.6 0-20 
I 

12.6 直口口縁。 赤色で銅版転与：。 白釉。 白地。 て-12
12 1lll 2.5 咽成形。 （本」．：産炭器0)術脱転’ぅ＇の頂へ） 遺物集中部

7.4 0-20 

11 匝口n縁 c 僅かに青が残る。文様の描図は 釉は白釉。畳付け 白地。 せ-17
13 2.1 邸成形。 不明c 無釉。 黒色上暦

n-1氏
6.6 

I 

12.4 型成形c口縁は（童 内面に菊花、単花文を黄・緑 ・ 釉は白釉。口唇、畳 白地。 す18
14 2.9 かに外反、「l禿。 赤で配色c 付け無釉。外底は 造物硬集中部

7 
I 

18世紀徳化窯。 蛇の目釉剥ぎ3 黒色土居20-40

8 型成形。僅かに外 内底に赤で文様。 釉は白釉。外豚無 白地。 て-11
15 2.1 反。 釉。 遺物集中部

5.6 0-20 
壺か耽のI阿部 C 内 胴下部に青で圏線、緑と赤で辿 釉は青釉。 白地。 せ-15・16

16 '血ギ• r 胴 面に輛梃痕。 弁文。 岩盤にへばりついた
黒色上層
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第37図 中国産色絵・黄釉磁器
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第13節褐釉陶器
褐釉陶器としたものは、従来の中国産をいうが、その他に産地不明のものもこの中に含めた。器種は壺、播鉢、

急須、瓶、その他が出上している 。

出土状況は総数1,969個でその内、壺は l類の破片が最も多い。特にしー17地山直上での出土が多く、次に
つー14黒色土層、ちー13黒色混礫土層が多い。鉢 5個、 揺鉢は31個である。詳細は第 表の通りである。
壺類については口縁部の形態により、 下記のように分類 した。更に I類については口縁部の幅で細分した。

I類：口縁部伽面が四角形（口唇幅15-30mm) で有頭

II類 ：三角形に肥厚 し、 無頸

川類：口縁部断面が四角形（口唇輻が15mm以下） で有頸

w類：口縁部断面が蒲鉾状で有頸

V類：無頸

擢鉢は内彎し、肥厚する タイプ（図18) と若干外反するタイ プ（図16) がある。

急須は片手（図19)、両耳（図20) がある 。前者は最近の資料から、 「属箪」社1の資料が提示 されている 。
水注（図15) は薄手で把手、瓜型で中国の例18-19世紀、 官興窯の可能性が考え られる 。..ti 

瓶（図22) は口縁部は破損し、外面は段々になる、 頸の太い（頸径4.1cm) タイプで18-19世紀で、中国の可能
性が考えられる。..I 2 図21はかなり薄手 (1.7mm) で長頸の水注の可能性がある。

蓋・香炉は細片のため、 集計のみを行った。

＜註＞

註 1. 森逹也「店物煎茶器一、急焼・湯鋪・涼炉につし＼て一巾田幅建とヘトナムの知見から一」 「陶説』第五六七号 l1本陶砒協会 2000.6. lp30-36 

註 2,鈴Ill山起）、・（竹賀県立九州陶磁文化館）の教示。

第14表褐釉陶器出土状況

こ
レト 採表

税"色+・ 既™ '店色月
地1州1・1 逍I情

こー1; さ・しー17・18 す一凶 せ • そー15 ·16 •17 *l *2 だちー14 たー13 ちー9 て・と一 ち・つ一

月
界凡部佑中蟷上'屯況""既色咽也 l状追構,S Ii 黒色陪l 患沼祐色上咽 枷ク和」1"II,、I●"石m叩'」桟~'"'"eI 」砥段の肖下9坦ィ，込め内炎 ,:  i 中部

そI た. 

積と/-i岩盤の問 焦褐森色 垣下伍 J括部ヽIU• 直J:. Ll也l >
11・12・1313・14 ノ ・

12 7 チ 悦乱

塁崖 I 展

不 弁・ 12 明13・ 
, 13 
141・ 4 

I ii社 J 2 2 I 3 I I l 4 3 19 
I l!Fli祁 89 29 157 16(! 210 275 :l 20 !) 5 16 94 68 12 22 I 5 4 ti tos 16 7 l 125 16 110 167! 

底部 I 3 I 2 2 I 10 
II 「It~ I 1 
UI 

旦峠 2 I 2 1 I 7 
り~nふ I 

1 
~' 

n段 I l 2 I 3 8 
馴Rli J I 2 
口投 I I 2 ¥I 
叫 2 1 I 5 I 

I II~ I I I 3 
壺 小 9叶部 1 3 I I I 2 ， 

底部 I 1 I 1 I I (, 
I 茶／黒lilJ馴郎 2 1 3 I 2 I I I ., " 、1 2 I 25 
1L1f1!1 胴部 2 2 I 2 I 8 
無FILL 馴rt I 2 2 I l 8 n段 1 l !) 2 I 14 

泊."JI I 2 3 
吋 l I Ii I 3 l 1 2 I I 2 1 15 36 

不明 耳 I 3 I 5 
把* I I 
底郎 I 3 l 4 8 I I 2 2 2 1 I l 2 30 
劇隅 1 

I 
ロー底 I 1 

揺鉢
I I t'~ 2 l 2 I 8 I 2 17 
11<>1部 I I I 2 I l I l I ， 
底部 I I I I 4 

I¥' I口殺 I I 
鉢 Uli! 3 3 

口～府 I I 
急須

n一底 1 I 2 
171¥! 2 1 3 

水注 口縁 7 I I 1 9 
類部 I 1 

版 馴部 I I 
h°(部 l I I 3 

盈
l 」 ,~

I I I mみ /1 II 11¥l 1 l 
黒香炉 '. 即 I~祁 I I 
その他 口Ii¥ l 1 

胴r,i: l 3 I 26 I 32 
合~t 103 42 180 177 241 328 3 I 29 14 6 24 110 84 16 25 1 6 7 8 243 18 8 1 140 20 135 1969 

注 *I:そ-1213 14石lfl横の石列前面．屯色＋屈
*2: た・ち-12・1314黒色土階・黒褐色況珪土層茶褐色混媒土帯
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第15表褐釉陶器観察一覧
単位： cm 

図
番 昌 部位 口径 器高 底径 (器mm厚) 分類 観 察事 項 出上地ぢ『コ

含形したむ態稜。：器口線唇面。施幅調釉3竪.5cmと大きく、逆L字の口縁、頸部は＿条のはっきり
16トレンチ東側

I 21.8 12.2 I① ：内外面とも茶褐色。索地：灰色、2-3mmの石英を 岩上黒色土層
面調整：ー。焼成：良好。 0-10 

＇ 
形態：口唇幅2.7cmで、口縁部は方形だが、内唇部がでる、頸部は て-10地山直上
ゆるやかに張り、肩部に至る。施釉：外面茶褐色、掻き取、り赤で褐斑色が物あ と-12遺物集中部

2 ロ 36.4 8.2 I② る。内面は頸部に横し撫でて施釉。素地：茶褐色、石英
質を少鼠含む。器面調整：頸部はヨコ撫で、肩部は叩きの痕。焼成：

＇ 

良好。

形態：口縁断面は逆L字状で肩部は撫で肩、頸は二条の稜線。施 そ-11
3 18.4 7.6 I③ 釉m：表前裏後面のと石も英濃少緑量釉。で器火面を調受国けたため気泡が多い。素地：灰褐色、 撹乱土堀内

2m 整：肩部は叩き痕。焼成：ややもろい。
' 

4 底 15.2 6.4 I③ 
形態：あげ底。施釉：茶褐色、 内外面施釉。素地：茶褐色～灰褐色、 と-12
石英少鼠2mm以下。器面調整：饒櫨痕明瞭。焼成：良好。 遺物集中部

形態：肩部は張り、底部でかなり窄む。施釉：外面は黒褐色、内面 て-10
第 5 胴 5.9 I③ は青緑色。明素瞭地。：茶だ成褐：色、石英1mm前後少量。器面調整：胴下部は 地山直上
38 輔饂痕が 焼良好。
図

形態：口唇幅1.7cmで口縁部断面は2段に外反する、頸部は緩や せ-17

鳳 6 16.8 7.9 I④ かな稜線。施釉：内橙外面とも茶褐色を示すが、内側の口唇は釉が 礫集中部
薄い。素地：灰～ 褐色、石英2mm前後。器面調整：ョコ撫で。焼 90レベル

22 
I 

成：やや良い。

形態：口唇幅1.6mmで逆L字状、頸部に2本の稜線。施釉：内外面 そ12地山直上
7 14.2 5.7 II とも茶褐色。素地：明灰色。器面調整：頸部はヨコ撫で、肩部に叩き。た14暗褐色土陪

~ 

壺
焼成：ー。

形態：口唇幅2.1mmで楕円状に肥屏。施釉：内外面とも茶褐色。素 つ-12
8 13.2 10.0 JV 地：乳褐色。器面調整：ョコ撫で。焼成：ややもろい。 黒褐色混礫層

ロ 10-20 

形態は茶：口褐唇色幅釉0.9cmで三角状に肥｝享、無頸。施コ撫釉で：外。焼而成と内面のロ 15トレンチ東側， 10.8 5.5 唇 。泰地：乳白色。器面調整：ョ ：やや良 岩上黒色土層
tヽ。 0-10 

V 形態：口唇幅1.3cmで三角状に肥厚、無頸の壺。施釉。素：外地面：桃は褐茶色褐、っ-10

10 5.8 色、内面は頸に若干釉のあとだが碁本的には無釉 遺構184
2mm前後の石英少量。器面調整：肩部は顕著に輛轄痕。焼成：良
好。

＇ 

lla 8.8 5.9 N 形態：口縁部断面は蒲鉾状、幅は0.8cm。施釉：外面とも濃緑釉、内 そ-17
面は頸部が薄い。素地：灰褐色。器面調整；ョコ撫で。焼成：良好。 撹乱土漿

llb 胴 7.1 N 形態：最大胴径38cm。施釉：内外面とも浪緑釉。素地：灰褐色。器 そ-17
面調整：内面はヨコ撫で。焼成：良好。 撹乱土塙

形態：口縁破損、四耳壺。施釉：口縁部～胴下部は黒釉、胴下部～ 15トレンチ東側岩上
12 底 (34.0) 12.6 ill 底部白釉。素地：白地。器面調整：ー。焼成：良好。 黒色土層0-10

I 
そ17黒色混礫土層

形態：口縁部幅0.8cmの方形、頸部は3.3cm。施釉：表裏面に薄い そ-17
13 口 11.4 5.0 他 茶釉。素地：茶褐色、1mm以下の白色粒を混入。器面調整：両面に 撹乱土煽

輔櫨痕。焼成：良好。

形態漏：灰人：小～。赤販焼褐り成。色：施良．釉器好：面．外調f(ij整は自然釉．は外雑駁紬無痕釉、,1瞭,,rm、はm失iii透l後.f此の索
せ-16

14 底 9.8 4.1 i也 ： 11111ド惰1, Iリ」 lm 化少 黒色土層
粒 0-20 

形態：口唇は方柱状で肩が張る。瓜形で把手は木の枝をモチーフ せ-17黒色土層60-

15 査口～底 7.7 16.5 10 3.5 したもので径1.3cmを測る。口縁部と肩部に沈線文を施す。施釉： 80さ-17・18石垣状
自然釉。素地：茶褐色。器面調整：型押し。焼成：良好。 遺構上焦色混礫土

第
層崖部

摯 形態口唇幅1.1cm内部肥厚で櫛目幅2.2cm、粗い。競施粧釉痕：無。焼釉成。素：や せ-1739 16 口～底 15.5 (7.0) 9.2 L字 地：灰～茶褐色、黒•白細粒多鼠滉入。器面調整： 黒色土層
図 5.5 や良好。 60-80 

＇ 

鳳 は 形態：櫛目幅2.0cmで粗い。施釉：両面無釉。素地：桃明褐瞭色、、膨れ有、 し17岩盤凹地黒色
17 底 10 7.5 石英粒少塁混入。器面調整：外面胴下部は輔幅痕 底はザ 混礫土層

23 ラザラ。焼成：やや良好。 20-70 

18 ロ 19.6 5.9 肥厚 形態：櫛目地幅：橙約褐2.色0cm前後で口縁は内彎し、肥厚。施釉：失透の褐 15トレンチ東側
色釉。素 。器面調整：ョコ撫で。焼成：やや良好。 黒色土層

形態：片手、上げ底、注口は真っ直ぐで沢iい。施釉：外面は胴下部、 せ-17
19 6.5 7.6 6.4 3.5 片手 内面は消口鹿縁櫨部痕ま。で焼。成素：地良：灰褐色、黒粒、石英粒の混入。器面調 黒色混礫上層

盈口～底
整：浅し 好。 110-120 

＇ 

形態：短い頸部下(1.3cm)内で面双は耳斑のにタ施イプ釉、。最素大胴径17.0cm。施釉：透 つ-14
20 9.4 (9.9) 5.9 双耳 明釉、外面は胴 部、 素地：桃～黒褐色、石英1 瓦礫層

mm前後。器面調整：表面は翰鑢痕明瞭。焼成：やや良い。

胄
形態：口縁で一段外反する、かなり薄手、把手は0.7cmの帯で作る。 さ17岩盤凹地内

21 口 5 1.7 施釉：内外面に薄い茶釉で内面は斑。素地：茶色、0.5mmの細粒を 地山直上瓦集中部
少鼠混入。器面調整：輛櫨痕。焼成：良好。 190-220 

22 瓶 底 (4.1) (15.4) 7 0.8 
形態：頸部が太い。施釉：ー。素地：ー。器面調整：ー。焼成：ー。 て-12遺物集中部

0-20 

23 壺 胴 4.4 形態：断面が整「：若く」干にの曲指が圧る。痕施。釉焼：成無：釉良。好素Q地：灰色、1mm前後の砂 そ-11
粒。器面調 遺構181

注：（ ）は推箆、「ー」は計測不可・「観察事項」の「一」は、不明あるいははっきりしない。
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第14節 タイ産半練土器

半練は黒色粒・赤色粒などが混入され、焼成

が良好であり、色調は橙褐色の器面に灰黒色の

素地がサンドウィッチ状に挟まっているのが特

徴である。今回の調査では蓋と身が出土してい

る。それぞれの特徴を下記に示した。

1 • 蓋
蓋は全て落とし蓋で、底面から端部へ膨らみ

第16表 タイ産半練土器出土状況

I~ 器種

チンレ卜 黒土層色 地予山 遺構

す-18 せ-15・11>・17

礫土石部黒灰磨集岩色中
茶褐旧色階段煎下色混 黒混層褐廂土色黒土混色礫層 黒色土

混層程3屠土礫土層 層

蓋 沿損み郡
I I 

I I I I I 3 
UI' 

壺頚., 3 I 2 I I I I 

不明 "'底iロ
I l l 

I 
e. H 3 • ? ? I• ワ 』I z 

た・H ち・と・11'12
落上ち込 黒遺 不明 合!t 
み面 色物

土集
陪中

2 
•I 12 

I I 
I I Z 

10 
I 4 

1 
1 •I 1 ， 32 

ながら至るもの（第40図 1-3) と外反しながら至るもの（第40図 6) に分けられる。また、端部の突起の仕上

げ方法がいくつか確認できた。第40図 1は端部を折り曲げて先端部の突起を断面三角形状にT寧に成形したもの

である。第40図2は端部を折り曲げて先端部の突起を断面隅丸二角に成形したものである。第40図3は蓋の端部

を折り曲げて先端部の突起を肥厚させたものである。撮みについては第40図 4の宝珠が確認できたが、撮みと端

部の相関関係が窺える資料は確認できなかった為、詳細は不明である。

2. 身

身はたたき目の胴部片が確認できた。第40図7・8は胴部に膨らみを持つ壺の胴部で、第40図9-13もヒヤジ

ョー毛遺跡（註 1)の類例から壺の胴部と考えられる。また、第40図7・14・15は類例が確認できなかったが、

胎土・素地の特徴が半練の身と類似している為、今回は半練と同じ移入系土器の範疇で捉えて本貢で扱った。県

内で出土する半練の身は蓋と比べて出土数が少ない為、半練の蓋がタイ産大型褐釉陶器四耳壺と対応するという

説（註 2) があるが、今回の調杏では半練の蓋・身ともに量的に少なく詳細は不明である。

〈註〉

註 1: 金武正紀ほか「ヒヤジョー毛遺跡」「那覇市文化財調査報告書第26集」那覇市教育委員会 1994年

註 2: 金武正紀「沖縄出土のタイ・ベトナム陶磁j「貿易陶磁研究」第11号 日本貿易陶磁研究会 1991年

第17表 タイ産半練土器観察一覧 単位：cm 

晶 番号 器種 部位 端径 形態的特徴 器色 ？昆入物 出土地

1 
14.2 突起：断面二角状 表・袈：橙褐色 赤色粒 すー19

＇ 
素地：灰色 白色粒

2 
13.3 突起：断面隅丸状 表・裏：橙褐色 黒色粒 そー13

＇ 
端部 斐地：灰色 臼色粒 遺構52

13.4 突起：折れて肥厚。器面があ 表・裏：黄褐色 赤色粒 15トレンチ東側
3 ばた。 素地：灰色 白色粒 レストハウス横岩上北側

＇ 蓋
撹乱層

4 
表・裏：橙褐色 赤色粒 しー18

＇ 撮 み
素地：灰色 白色粒 地山直上黒色土層

5 
表・裏：橙褐色 赤色粒 せー16

第 I 
素地：灰伍 臼色粒 黒褐色温礫土層

40 6 端部 口縁部が外反して底部に至 表•製：黄褐色 黒色粒 せー17東西畦

図
る． 素地：灰色 白色粒 黒色混礫上層2層

7 頸部 たたき痕が明瞭に残る。 表・裏：黄褐色 黒色粒 た一14

鳳
臼色粒 落ち込み上面（瓦集中部）

8 
たたき痕が明瞭に残る。 表・裏：黄褐色 赤色粒 せー17

24 I 
素地：灰色 黙色土層

， たたき痕が明瞭に残る。 表・裏：橙褐色 赤色粒 遺構114

＇ 
素地：灰免 白色粒

10 たにた煤き付痕着が明瞭に残る。内面 表・暴：橙褐色 黒色粒 せー17

I 
壺

黒褐色混礫土層
たたき痕が明瞭に残る。 表・裏：橙褐色 黒色粒 せー16・17

11 脈l 旧階段下石垣横
黒色混礫上層

たたき痕が明瞭に残る。 表裏：黄褐色 白色粒 せー16

12 石垣南側横旧階段
茶褐色混礫土層3層

13 
たたき痕が明瞭に残る。 表・裏：黄褐色 白色粒 すー18地山直上

遺構72

14 底
表：灰褐色 白色粒 せー15・16岩盤

＇ 不明
裏：淡褐色 黒色土層

15 脈同
胴部：波状凸帯 表：橙褐色 白色粒 た一13

裏：灰色 黒色土屠
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第15節 タイ産陶磁器
総数で230点余の出土であるが、ほとんどが小破片の資料で、 全形の窺えるようなものは見受けられない。器

種的にはほとんど壺形になるもののようであるが、 15に示したものはなにかを象った袋物のようである 。最近、

タイ産の褐釉陶器については出土例も増え、沖縄のひとつの特徴的な傾向として、比較的特定の器種にまとまり

をみせて出土することが指摘されている。今回得られた資料も同様で、壺の資料の中に僅かに他の器種が混ざる

程度である 。特徴的なものを第 図に示した。以下、壺とその他に分けて概要を記し、詳細は観察表に記述した。

1 . 壺

ほとんどが本器種に属する。得られた資料からすると、大きさにバリエーションがあるものとみられるが、全

形の窺えるものがなく、サイズでの判別は困難であ った。ただ、第 図に示した資料をみると、器厚や推算径な

どから 1・2・4-11は大きめのもの、 13・14は小さめのものになるかとみられる。大きめのものが主流のよう

である。推算口径の算出できたものをみると 1は約15cm、 2・4・5は18-20cmほどの大きさに収まるようであ

る。14は約11cmである 。推算底径の算出できたものをみると、 8-11は20cmを超すもので、 13は約11cmである 。

器形的には口縁部が外反するものが主流のようで、ラッパ状に大きく開くものが目立つ。しかし、 14は直線的

にやや内傾するように立ち上がる頸部を有するもので、異なる形状を呈す。また、底部資料をみても 8-11に示

すもの（底面部から直線的に外側へ開いて立ち上がる）と13に示すもの（底面部の立ち上がりで一旦くびれる）

で形状が異なっており、大きさによ って器形が異なるものもみられるようである 。

口縁上端部の状況をみると、玉縁状につくるもの (1・5)、端部の上端をつまみ上げるようにするもの

-4)、方形状に肥厚させるもの (14) などがみられる。

文様については判然としないが、 6の資料をみると頸部下端に断面が三角形状を呈す凸帯様のものが廻り、肩

部の上方には数本の沈線を廻らし、その部分の 4箇所に外耳を配している 。その他の状況をみると概ね次のよう

(2 
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な特徴があげられる。①施釉範囲は基本的には外面の頸部から胴下半部までが対象、②暗～赤灰色の素地で、
黒・白の砂粒を多く含む。

2. その他

本項で扱うものは、第41図15・16に示した 2点で、壺とは明らかに異なる形状を示すものである。いずれも破
片のため全形は窺えないものの、文様の配賞、施釉の状況に意図的な装飾が感じられる。 15は型つくりになるの
か内面に押しつけたような痕が明瞭に残る。破片の下端部には合わせ目のような痕跡も見受けられる。上部には
管状につくったものを差込、口の部分をつくっているようである。何かを象ったもののようである。素地は灰白
色の磁質のもので、黒色鉱物を多く含む。 16は底部の資料で、推算の底径が約11cmを測り、底面からの立ち上が
りは若干内側へくびれるものの、ほぼ筒状に胴部の方へ向かう。底面からの立ち上がり部に鉄釉を約 1cm幅の線
状に塗布している。細かな粘土質の索地で、粒の大きさにバラッキのある黒色鉱物を含む。文様、素地など特徴
的であり、注意しておくものと思われる。 嬉》
一附記一

第41図15に示したものは、何かを象った型作りのものかと推測したが、文章校正巾に
「タイ・カンボジアの陶磁」ill図録の中に掲載されているno.98白褐釉人物水滴（シーサッチ
ャナライ P81) に類似するものであることが判った。図録に掲載されている資料は15-
16世紀頃のものとされ、高さ7.2cm、幅5.9cmのようであり、それほど大きなものではない
ようである。この種の賓料は県内でも初めての報告例とみられ、図録に掲載されている写
真を参考資料として示した。

＜註＞
註1.「タイ・カンボジアの陶磁」（尾崎 直人編）福岡市美術館 1996年9月

第41図15

参考資料m

第19表 タイ産陶磁器観察一覧 (1)

番 器 部
口径

徴 器面調整図 器高 特号 種 位 底径

14 8 上端部を玉縁状に肥厚させる外反口緑。外端面は平面を意識している感じであ
I る。現資料の全面に施釉されている。黒褐釉が施されているが、口唇部から口縁 不明

内面部は釉が剥げており、黄色味を呈す。内外面に細かく密な貫入が著しい。

＇ 
第 口縁部がラッパ状に開くもので、口縁上端部を鍔縁状につくる。上端部を両側41 

から捐み上げるようにしており、内外涌のI.IIみ上げ部直下に若干の凹部が渥る。図 20 
撮み上げ部は丸く仕上げている .,,包釉は外而だけが対象のようで、外端部は釉 器面調整は両面とも2 壺 ロ
剥ぎし内面は対象としていないようである，しかし、その部分にも釉のみられ 判然としない。図
る部分が見受けられる。釉は黒褐釉が厚く施されているが、釉がはじけている版

25 箇所も2ヶ所見受けられる。

口縁部がラッパ状に開き、上端部を鍔縁状につくる。外端部は丸味をもってつく

18.6 
り、先端部を両側から損み上げるようにして成形している。撮み上げ部はそれほ

内外面とも帷幌痕がと高くなく、尖沿部は比較的平J且rfJiをなす mみ上げ部の直下には両面とも若干3 
の凹部が廻る 。外皮部の外瑞而や口棟内面にも釉がみられるものの、基本的に みられる。
は外面の頭部中央付近から以下が施釉の対象になっているものとみられる。黒
褐釉を割と薄く施している。内面に長さ約8nm、幅8mm長方形状の溶沼物あり。
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15 

素地・滉入物

内外面に近い部分は薄く灰
黒色を呈 し、中央部は暗茶
褐色を呈す。サンドイッチ
状となっている。やや細か
な素地で、白色の砂粒を密
に含む。

内外面に近い部分はそれ

ぞれ黒色を呈し、中央部は
暗茶褐色を呈す、いわゆる
サンドイッチ状になってい
る。やや細かな素地で、白色
の砂粒を比較的多く混入す
る。

内外面に近い部分は薄く 黒
味の強い部分があり、中央
部は暗茶褐色を呈す C やや
細かな素地で、赤色粒のほ

か白色砂粒も散見される 。

単位.cm 

出土地

せー16・17
石垣周辺の

消掃の際/.IJ
土崩土中よ

り

ちー11
遠構134

つー10
地山直J:



第19表 タイ産陶磁器観察一覧 (2)
単位： cm 

因 番器 部 口径
特 徴 器面讃整 索地・混入物 出土地

号種
位 益ロロー品4 — 

底径

口緑部上端を丸昧を持って肥厄させる。頭部は口縁部の方へすぼまり、口縁部

内面が上部になるぐらい口縁部上端を折り曲げる。頭部下端で骰損しており、

19.4 
それ以上の状況は不明。口唇部から頑部にかけては基本的には施釉の対象とな 内面一頚部下端に観 暗灰色の粗い素地で不揃い

4 ロ— っていないようで、その部分は無釉の部分や薄く釉のかかる部分がみられる。 翰痕を残す。外面一 の粒の大きさの白色砂粒を そー14
本来は黒味の強い釉のようであるが、口唇～預部は白<i蜀る 。内面は口緑部に 割と丁寧なナテ斜整 多く含むほか、赤色粒が散 遺構49
薄く釉のかかる部分が多 tヽ ものの、無釉の部分も見受けられる c預部以下は露 を施す。 見される s

胎のようである。内面の口縁部上端には長さ約2,Sc皿幅約4mmの目跡や浴着物が

みられ、堕ね焼の痕跡を残している？

頸部が内測へゆるやかな曲線を描きながら立ち上がり、月部はそれほど張らな 内面の調整は割とT
いc頑部下端に1本の凸帝を廻らし、その部分が段を有すような仕上げとなって 寧。頭部はよくナ デ 赤灰色のやや細かな索地

そー14
5 いる，その凸帯から約3cm下方に5本の沈線を廻らし、その沈線上に外耳を配し られており、肩部は で、白色砂粒や赤色粒のほ

遺構49
ている。釉は外面にだけ黒釉が施されるものの、凸帯の上方約1cmの所から上方 幅の狭い向転痕がみ か黒色粒も散見される。

頸 は無釉とな っている 。 られるこ
I 

頭部がゆるやかに内側ヘカ ープしながら立ち上がる。ややナデ府を呈す大型壺
内面にみられる料整 赤灰色のやや細かな索地て

(i の頸部資料。表面にのみ施されている釉は風化し、気泡が著しく元の釉甜をと
痕はそれほど T寧で 、白色の砂粒を密に含むほ

つー14

とめていない。頸部下端に 1木の凸帯を廻らしている 2その凸弗の約3cm下方に 瓦礫層

外耳を貼り付けて＼ヽたようであるa
はな 1ヽ。 か、赤色粒が散見される。

外面は混入物を引き

大型壺の底部か』底面からやや間きながら胴部へ移行する ，立ち上がりの稜は
ずった跡が多く残る

ものの｀器面はなめ明瞭。外底面は砂の痕が全面に残りザラザラしている。中央部付近に赤い斑点
らかである 。内面も

暗灰色。部分的に赤灰色あり
せ • そー 14i 様のものが2ヶ所にみられる c現資料は両面とも施釉0)対象外のようであるが｀ 。白色砂粒のほかやや粒の

24.2 外面には楕円形状の釉の斑点が多くみられ、内面は底面0)緑や中央部付近に釉
同様な痕跡が多 くみ

粗い黒色粒を含む。
逍梢48・49

のかかる部分がみられる。
られるほか、底面部

や胴部に剥落した部

分がみられる，

＇ 

壺の底部資料か。外底面からの立ち上がりの稜は割とnn瞭だが、凹凸が数ヶ所
外面は凹凸がみられ

るものの、器Allは割 黒灰色のやや細かな素地て
第 8 みられる。外底面もl!!I凸が多くみられる。外底面から胴部のガヘ外側に間きな

と滑らかである 。内 白色砂粒のほか、赤色粒が
表採十そー11

宰」、，. がら立ち上がる 。内必面ぱ部分的に焦釉かみられるものの、1まとんどが剥洛し、 視』し上壊内41 20.8 面は剥落部が著しく 散見される c
底 製作時の面を残さなし，。外面に釉はみられない。

状況は不明。
図

大型壺の底部か。底而部の方がV.ち上がり部よりも薄い仕上げとな っている っ 外面は比較的T~な

図
外底面には砂粒の跡がほぼ全面に残る。底面からの立ち上がり部は比較的明隙 削りを行っている 。 暗灰色のやや粗い素地。細， な稜を有す。外面は釉のかかる部分は見受けられない. r1~面は輔乾痕に沿うよ 内面は饒乾痕の凹凸 かな白色砂粒のほか黒色粒

せー14

瓶 20 4 うに釉がみられ、内底面にも釉がみられる。意識し ているのかとうか判然とし が繰り返すようにみ を含む。
遺構38

25 ない。釉は白<i蜀っている。 られる s

＇ 
内・外面とも閾整はそ

そー17撹乱大型壺の底部とみられる 。底面部は胴部よりも薄くつくられ、立ち上がり部は れほどT寧ではない
土壊＋て一比較的明瞭な稜を有す。底面部から約5cmまでは若干外側へ膀らみ気味になり、 が、器肌は比較的滑ら

赤灰色のやや細かな素地で

10 そこから内側へゆるやかなカープを描くように外側へ開き 気味に胴部へ移行 かである。内面の底部
白色の砂粒を密に含むほか 11.:l~! 廣内＋

27.4 する。施釉は胴下半部までのようで、そこから底部にかけては碁本的に無釉の 付近には粘土の重な
赤色粒が散見される。 そー11撹乱

ようである ,,,,面は施釉の部分は見受けられない。 土堀内
り部なともみられる。

ラッパ状に開く口縁部汽料。端部を玉縁状につくり、上端部を上方へ撮み上げ

ll 口 るようにして＼ヽる 。そのため、口緑端部に1析而が三角形状の緑がめぐる惑じで 外面に饒輯痕が明 灰白色の細かなもので馬色 せー13

ある 。口録外面の上端部から内面には施釉されないようである ,f開は熙褐釉の 瞭。内面は不明。 の微砂粒が散見される： 遺構51
ようであるが且し化のためか釉の状態は悪い。

ブリ ッジ状の外耳で、厄さは約I.Semoやや上向きにつくられたもののようてあ 馬灰色のやや細かな素地で
12 I[ る。碁本的には内側中央部は無釉で、外佳11から上下0)やや内側に施釉（見える部

比餃的ー「寧に形をつ
白色の砂粒や、赤色粒など

そー14

分）。表面は剥げ落ちている。釉は屈化のためか白く濁っており、釉色など不明。
くってしヽ る ，

を滉入する。
岩盤直上

壺の底部とみられる。底而部から4,皿ほとは外側へ立ち上がり、そこから 一旦内 すー15
13 底 側へくびれてから胴部の方へ立ち上がっていく cくびれ部の上方まで外面は施

内外面とも判然とし 暗灰色の細かなもので、白色
遺構30

10.6 釉され、以下は露胎。内面は破片の全面に釉が施されている。釉は黒褐色の釉。
なし％ •黒色の微砂粒がみられる 。

0-20 
I 

球状を描くようなゆるやかなカープの胴部が頑部下端まで至り、そこから直線的に内ft(j 肥厚部外面には粘土

l0.8 して頭部が立ち上がり、口緑部上端を略方形状に肥厚させる。口唇部は平坦な部分と を貼り付けた痕跡を残 暗茶褐色のきめ細かな素地
そー1714 口 丸昧を帯びる部分がみられる。肥原部外面のやや下寄りに浅い凹線様のものを配し し、内面は凹凸が見受 である 。粒の不揃いな白色
撹乱土壊

ているふ頁部から1コ唇部、内面は無釉のようであるが、頭部には削り残された釉もみら けられるなと、器面調 粒の混入が目立つc

れる。胴部には失透性の黒味の強い釉を薄く施している。 整は比較的雑である。

外面は非常に丁平な

破片のため、全体の形状は不明。先端部に筒状（外径約14c皿内径約0,8cm、長さ約 ナデ仕上げで、滑らか

2cm)のものを本体から約1cmとびでるように取り付けて 1ヽ るが、本体部との接着 な器肌である。削りの

不
は雑であるっその部分に近接して、約6叩 1の:rLが穿たれているようである C線彫 部分は灰白色の紫地 灰白色のやや細かな素地で

そー14
16 

明 りによる縦横の沈線により文様を描き、その間に鉄釉を施す部分（面を持つよ の色であるが？その他 、磁箕である 。白色、黒色の
遺構53

そ うに塗るところと斑点状に配すところあり）と、削りの部分により全体を描写し は赤味を帯びる。内面 鉱物を多く含む。

の ているようである。内面は無釉で、下端部につなぎ目が認められる』5-16Cの は外側へ押しつけた

他 資料とみられる。 ような惑じの指跡など

が明瞭に残る。

＇ 
底面部から若干内側へくびれるように立ち上がっていく っ器種は不明。底面か

内外面とも丁寧な調 暗灰白色の細かなもの。粒
せー17

ら約6皿幅の浅い段をもうける。そこを含め、底面から1cm幅は鉄釉を塗布して 黒褐色混媒
16 底

いる。底面部も同様。その鉄釉の上方には、黄色味を帯びた褐釉が施される。内
整。器肌滑らかであ の大きさの不揃いな黒色粒

土層 100-
74 

面は無釉のようであるが、内底面の緑に黒味の強い釉の部分がみられる 。
るご を比較的多く含む。

llO 
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第16節本土産磁器
本上産磁器は17・18世紀頃の肥前系磁器、近代以降の型紙摺り、銅版転写、ゴム印、クロム青磁、瀬戸美濃系

などが出土した。肥前系磁器は青磁・染付があり、器種は碗・小碗・鉢・猪ロ・ 蓋 ・瓶・合子・香炉・ 杯などが

出土した。型紙摺りなどの明治以降のものは、て・と一11・12の遺物集中部から一括して出土し、他の共伴遺物

も含めて、戦前～戦時の生活遺物の指標になると思われる。以下、遺物を概略し、詳細は観察表に示した。

1. 肥前系磁器

く青磁＞第42図30、31は鉢の口縁部と底部で内面にヘラで文様を施す。時代は1630-40年代のものである。

く染付＞碗、小碗、皿、鉢、猪口、合子、香炉などがある。

碗： (I)直口口縁でいわゆる丸碗で、山水文（第42図26、28)、草花文（第42図12、25、27)、蛸唐草文（第42

図16)、腰部に蓮弁文（第42図21)、渦巻文と蓮弁文さらに窓の中に家屋と青海波文があり、呉須の発色は濃い

（第42図14)。(II)直口口縁で筒碗（第42図13、18)、(ill)外反口縁などがある。

小碗： (I)外反口縁（第42図24)、(II)筒状（第42図17、8)、(ill)蓮弁文（大橋 6)at!、(N)有段口縁（第

42図23)等がある。

皿：大、中、小のサイズがあり、大は型成形（第42図10)、蛇の目凹形高台、内底に植物文（第42図5) 中は

(I)直口口縁で内底に蛇の目釉剥ぎ（第42図11)、型成形で山水文（第42図7)、内底に唐草文（第42図9)輪花、

蛇の目凹形高台（第43図2) に唐草文を施すもの。また、（第43図3)は同じ輪花であるが、 菖蒲文を全体に施文、

葉の一部には上絵で緑色の葉が施され、色絵の範疇に含まれ、せ• そー13遺構57、す・せー16黒色土層0-30cm、

たー14黒色混礫土層、せー17の黒色混礫土層の出土のものが接合できた。遺構の時期を知る手がかりとなる 。

(II)外反口縁（第42図10)。(ill)有段口縁（第42図6)。小は型成形で(N)輪花（第42図4)、(I)直口口縁（第

42図8)、(V) は角皿で内面に丸散文（第43図1) がみられる。

鉢： (I)外反口縁（第42図29) で大振りで内外面の全面に文様を配する。 (II)輪花（第43図5)で18世紀頃の

もの、（第43図4) は唐草文と蓮弁文の組み合わせ。

猪口： （第42図19)そば猪口である。

蓋： (I) (第43図7) はリボン状の撮みで胴部は膨らみがあり、筒碗の蓋と考えられる。（第43図20) は蓋の

可能性あり 。II(第43図6)は大振りの蓋で鉢か壺類のものと考えられる。

瓶： (I)頸部に如意頭文の連続文と胴部に捻牡丹花を配す（第43図11)。すー15地山直上遺構74から出土。

(II) は筒状の徳利の底部と考えられ、外面に二重唐草文を施す（第43図15)。(ill) は胴部に膨らみを持つもの

（第42図12、21)。

合子： （第43図9、10) は方形で、 蓋の上面に動物文らしきものが施される。

香炉：唐草文で呉須の発色は悪く、陶器質の胎土で、内面も施釉され、碗の可能性もある（第43図19)。

杯： (I)やや外反で渦巻き文（第43図13)、(II)直口で腰が丸くなる（第43図14、17)、（皿）腰折れ、ロク

ロ成形。（第43図18)、(N)筒底（第43図16)。

く青磁染付＞第43図22は皿で型成形で内固気味である。

2. 印版手

＜型紙摺り＞碗、皿があり、文様は一つのパターンを三回繰り返して摺る。碗の一部に内面に径 3-5mmの目痕、

皿の外底は蛇の目凹形高台になり、近代の窯人れの法が分かる資料である。

碗：碗は外反口縁 (A) と直□口縁 (B) に分けられる。

外反口縁 (A)①外面に菱形の窓、内唇に文様帯の組み合わせ（第44図13)、②窓を持つもので、ア：地文に紐

と松、丸窓の中に鶴、 a:内唇に領と梅の文様帯（第44図5)、b : 内唇は吉祥文字の文様帯 （第44図4)。イ：五

弁花と菱形の窓、内に鶴、 吉祥文字、内唇は竹、松、梅の文様帯（第44図8)。ウ：地文に値と松、五弁花の窓の

中に菖蒲文、 a: 内唇の文様帯は菊花文（第44図9)、 b : 内唇の文様帯は松、竹、梅の文様帯（第44図6)。

工：地文と丸窓、窓の中は日の丸と海軍の旗が交差 し、内唇は「JAPAN」の文字を時計回りに配した文様帯。

ォ：地文と将棋型の窓内に草花文と吉祥文字の 2種の組み合わせ、内唇は松・竹・梅の文様帯。③総文様の構成。

ァ：星状の五弁花を大小の組み合わせ、内唇は梅花文の文様帯、イ：竹文を全体に配す。内唇は竹文の文様帯。

ゥ：花（五弁）唐草文に腰部に蓮弁文、内唇は菊花文。エ：地文と帆船と鳥文の組み合わせ、内唇は鳥文の文様

帯。オ：菊唐草文、内唇は逆三角形（烈点）の文様帯。力：牡丹文を大きく配し、内唇に花文。キ：花唐草文で

あるが、花、唐草文とも簡略化し、腰部に八宝様の文様配す。内唇は花文をかなり略化する。イ・カ：には腰部
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に文様帯がない。

直口口縁 (B) は小振りで、 (a)腰部は丸味があり、器高は低い。 (b)腰部は折れ気味、器高は aに比べて
高い。文様は、①外面は菱形の窓、内唇に文様帯の組み合わせで窓内の文様は下記のように細分できる。ア：窓
の内に花のみ（第45図4)、内唇に欅文、イ；草花文に内唇に禅文崩れ（第45図7)。ウ：菱形文と内唇に逆三角文

（第45図8)。工：鶴文と内面は上下に圏線（第45図1)。②文様を2.7-3.2cm幅で縦に区画するもので中の文様で細
分する。ア：烈点文と山水文の組み合わせ（第45図11)、イ：菊花草文（第45図10)、ウ：虫文（第45図6)、オ：

第45図3は蛸唐草文と「福寿」の組み合わせで第45図5を略化したもの。第45図2は内唇にも同様な文様帯を施す。
③文様と縦に蛸唐草文で区画し、吉祥文字を入れる。内唇に文様帯を持つもの（第45図2) と配さないもの（第
45図5) がある。④文様のパターンが総文様風にするもの。ア：蛸唐草文と青海波文、花唐草文を全体に配置す
るもの（第45図9)、イ：山の窓に菊花文の組み合わせ（第45図16)、⑤文様を区画しないもの。ア：唐草文、
ィ：菊文はモダンな感じがする。（第45図15)

碗のA・Bとも内底に文様あり、これを含めた分類をやると煩雑になるので内底のみをここで分類する。あ：

草花文（五弁単花）（第44図4,11)、い：円内に菊花、五弁花など複数の組み合わせ（第44図5、6、7、8、9、12、14、
第45図2、3、6)、う：鶴文（第44図8、10)、え：カタツムリ様文（第44図1、3)、お：全体に草花文（第44図15)。

皿：口縁は直口口縁、輪花で、底部は蛇の目凹形高台、文様は外面は窓 3個、副窓 3個付くものもある。釉は

外底の蛇の目部は無釉で内底に直径4mmの目痕が 5個みられるが第46図1にはない。文様は蝶（第46図5) と花が
あるが、花は基本的に 3個のパターンを施すが窓が扇になる。①大小の窓の組み合わせ、②窓と花の組み合わせ、
③大きい窓の組み合わせがみられる。内底の文様は花模様第46図1のものと綾杉と径4.5mmの円内に菊と梅を組み

合わせたパターンが数種みられる。外面の文様第46図1,2のように具象のものから第46図3のように簡略化した
ものがある。

からこ

小碗：直口口緑に腰折れ、外面に唐児井2がみられる（第46図6)

香炉：筒状。火取かもしれない。（第45図18、19) いずれも白化粧。文様は上に波文、下に蓮弁文の文様帯、
胴部は竹文 (17)、築と花文(18)、花文 (19) に数種の文様をあしらう。素地は乳褐色で陶器に近い。

段重：沖縄ではこの器種はあまりない。重ねて使うため、口唇と底部の縁は釉を掻き取っている。（第45図20)

＜銅版転写＞飯碗、小碗、皿の器種が出土している。

碗：飯碗（第46図16)、菊葉文は桃色と緑色の組み合わせ。

小碗：直口で菊葉文（第46図20)黄色と紺、総唐草文。

皿：大きさは、小 (10cm台）、中 (14cm台）があり、型成形で、口縁は直口口縁と輪花がある。釉は青、緑、

赤が使われている。文様は①中央に菊花文とその周りに花と蝶を交互に配す（第46図9)②中央に吉祥文とその

周りに牡丹唐草文を配す（第46図10)、③は 6区画し、文字 I詩吟壱百斗口」「底灌季口白」「口道朝誰天車」

「底陽殿三検斗」「ロロロ・・・・」がある。（第46図8)④ 3個の窓に風景画（第46図12)、⑤長方形の重窓に草花
文、他は欅文、⑥6区画してそれぞれに山水文、鳳凰、草花文などを描く。⑦扇状窓を（第36図12)がある。

合子：大振りで方形になり、蓋に唐草文を施す（第43図9)。

くゴム印＞飯碗、小碗があり、小碗は直口口縁、皿は10cmの大きさで内面に総唐草文（第45図12)を施す。
く産地不明＞

小碗：外反口縁で腰折れになり、内外面とも総文様。（第46図18)

蓋： （第43図20) は呉須が猥く、産地は不明でおそらく型紙摺り等と同じ近代のものと考えられる。

＜瀬戸美濃＞（第46図19)の小碗が出土している。

くクロム青磁＞皿、小碗、小杯、香炉などがみられる。ここでは下記について図示した。

皿： （第46図15) は小1II1で内面に鶴を緑釉で施文する。小碗は直口と外反口縁があり、文様は呉須で下絵を付
けたものが数種類あり（第46図8、23) はその一つである。杯： （第46図22) はいずれもトビガンナで加飾する。

小結：本土産磁器は型成形、蛇の目凹形高台がある。皿の大きさは小 (10cm前後）と中 (15cm前後）大 (15cm

以上）は本土産磁器のサイズは統一されているようである。蛇の目凹形高台は18世紀後半にみられる技法で、型
紙摺りは砥部焼に代表される。砥部で型紙摺りが作られるていることからこれらの集中する「て・と一12・13遺

物集中部」の年代が想定できる。

＜註＞

註1.大橋康二 『古伊万里の文様』 初期肥前時期を中心に 理工学社 1994.5.15 

註2.下中 弘 「やきもの事典』 平凡社 1984.12.5 
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第20表 本土産磁器観察一覧 (1) 単位： cm 

図 番
ぢロ 種類 器種 部位 口径 命ロp 晶• 底径 観 察 事 項 出土地

1 13.2 形態：型成形。文様：外面に店草文と圏線、内面と内底に草花文。呉須： て—12
淡青。施釉：昼付け無釉。 遺物集中部

＇ 
2 9.8 文様：内底に雲 と呪原と捻化文。呉須：鮮やか。施釉： 畳付け無釉、砂目、 し-17

外底内に飽痕。素地：白地。 崖部石灰礫層
I 

3 底 8.4 形態：蛇の目凹形高台。文様：内底ー山水文。呉須： 青の濃淡打り 。施釉 と-11
：外底一蛇の目部無釉。素地：白地。時代： 1740-1780年代。 焦色t層0-10

＇ 
4 5.7 分類：小N。形態：型成形、輪花。文様：内底ー山水文。呉須：青黒い。施釉 せ-18石灰岩媒隻

：倍付け無釉。素地：淡青。 巾部黒色＿一I・.層
I 

5 (7.9) 分類：大。文様：外面ー店草文と 高台に圏線。内面ー植物文。呉須：鮮や し-17店部石灰岩
かな肯。素地：淡肖。 礫尼

＇ 
6 llll 1:1 15 形態：有段口縁。文様：内面の緑に呉須をベースに半菊化文、内底に文様 た-14

有り。呉須：鮮やか。素地：白地。 黒色土層20-40
＇ 
7 脳 7.5 形態：塑成形。文様：内底ー山水文、箪で描き彩色する。呉須：淡青。施釉 せ—17黒色土層

：慨付け無釉、砂目。 80-90 
I 

8 17 10.2 分類：小 I。形態： 直□n縁、II要部は削りが明II釈に見られる。文様： I人」外面の「l唇 15トレンチ策側岩上
に淡い輻広の固線が見られる。呉須： 灰色。施釉：貰人hり。染付かも。 黒色土培0-10

， 15.8 3.6 7.4 分類：人ー。形態：直口口緑。文様:内血ーロ緑に同線と花文、内底一‘盈龍 せ-17黒色I屈
文。呉須：淡肖。施釉．・登（寸け無釉、 貰入有り 。素地：乳褐色。 60-80 

10 
口～

15.4 3.3 4.4 分類：大。形態：外反口緑。文様：内1fil- 1-下に圏線とその間に牡丹文、内 せ-18石灰岩媒保
底 底ー草化文。呉須：淡肯。施釉： 僭付け熊釉。 中部黒色土）晋

I 

11 13.5 2.6 7.5 分類：中。形態：直口U緑。文様：内而に花文。呉須：淡者。施釉： 個（寸け す•せ-18
無釉、砂H、内｝氏一蛇の H。素地：乳白色。産地：波It兄。 黒色祝礫:l—．粕

I 

12 底 5.8 分類： I C形態： 直口口緑。文様：内面一圏線、内底に花文。呉須：鮮やか ぜ 15岩盤（、」近窯
な肖。施釉：畳付け、｛！暉l。素地： 白色。 色—I:屈， 

第 13 11.8 分類： II。形態： 直r:,口縁。文様：外面ー銀杏偲と「期」文。呉須：青黙い．せ18石灰岩礫梨「,,
42 施釉： 11唇釉剥ぎ。素地．・乳白色。 部黒色――l-.40-50
図

14 8.6 分類： 1形態： f([「1111ふ文様： 外irli-1:!こ渦丸楼部に述弁必酎池(J)窓/1)111に家Hと1'1せ 18ti敷逍構直

鳳
肥前 海液文.Iり柑に・,Jl文盈呉須： ,'1-i'i闊く柚がI'/.ぃ襟地： 乳1'1色 時代 ：1820-1860年代 [. 黒色土｝藩

15 
染付

碗 ロ 10.9 
分類 ：1、形慇： 11'(f..l 1-lt丸文様： 外1(1j-l,'(文、1)、11/1i-',H文帯．呉須： 1'i'!,t.! せ-17黒褐色混礫

26 ＼ヽ゜ 土暫90-100

16 8 
分類： I。形態： 直口口緑。文様：外面一蛸唐草文、内面―[l_lj方禅文。呉須 12トレンチ東側
：肖烹い。素地： 白色。

I 

17 7.4 分類： l。形態：直口口緑。文様：外面一如意碩文 と動物文、II要折部に草 た14賠褐色1-.40
文、内面ー f-.下に圏線。呉須：淡青。素地：乳白色。 -50+せ—17暗篠

I 

18 10.8 分類： II。形態：「打UIごl緑、「l唇が若干釧くなる 。文様：外面に如意頭文。 と11黒色土層
呉須：鮮やかな青。施釉：口唇に釉剥ぎ。素地：乳i'I色。 0-10 ， 

19 そば 口～ 7.5 6.3 4.2 形態：直CIII縁、輪化ぶて様：外面一唐草文でII要部に蓮弁文、外底に款識、 と-12
猪口 底 内倍は禅―文、内底に文様hり 。呉須：鮮やかな肖。 逍物柘111名rs

I 

20 小碗 3.6 形態：籾成形。文様：外面一II要部に菰弁文、晶台に圏線。呉須：飾やかな て-16暗褐色滉礫
青。施釉：骨付け無釉、砂日。素地：白地。 土層

I I 

21 碗 l氏 5.8 形態：型成形。文様：外面ーIJ央部に辿弁文と圏線、内面に圏線。呉須： 肯 せ-17黒色土暦
黒色。施釉：総釉、外而に貰入有り 。素地：乳白色。 30-50 

' ＇ 
22 鉢 7.2 形態：型成形。文様： 外面ー山水文。外底一圏線、内底一花文。呉須： 鮮や し17岩盤凹地内

かな肖。施釉：僅付け無釉。年代： 1655-1670年代。 中層瓦梨中部
I 

23 碗 12.0 分類： I¥八形態： 有段口緑。文様：内外而とも段ドに 2本の圏線、II和1部に文 つ-13-14岩盤i寸
様有 り。呉須： 青～青黒い。施釉： 貰入有 り。素地： 淡育。 近追構集中部

I I 

24 小碗 9.4 分類： Iぐ形態： 外反□縁、薄手。文様：外面ーロ緑に圏線と ILi水文。呉須 す—15地山直上
：淡青。素地： 白色。 遺構30

＇ ＇ ロ

25 10.4 分類： I。形態：直口口緑。文様： 外血一花文、内倅ー禅文。呉須： 不詳明。せ-17黒色十．層
素地：乳白色。 80-90 

I 

26 10.8 分類： I。形態： 直口口緑。文様： 外而は山水文、内唇に青海文帯。呉須： す15地1.11直上＋

碗
青色。素地：乳白色。 す-18黒色土層

I 

27 (4.4) 分類： い 文様： 外而ー1;'i花文。呉須： 淡行。素地： 乳l'I色． す-18遺物礫集中
部

' 底

28 5.2 分類： I。形態： 直口口緑。文様：外血ーロ唇に文様帯と山水文、高台に せ-13地山直上
文様帯、内底に山水文。呉須：淡青。施釉：畳（寸け無釉。

＇ 
29 I鉢

口～ 15.6 6.8 8 分類：し形態：外反IJ縁、蛇の目凹形高台3文様：内外面とも蛸唐草文と亀甲文を全 せ-17黒色.J層
底 而に配す、外底一款識、内底ー草花文2呉須： 青黒～青。施釉：外底一蛇の且部無釉： 30-50 

注： （ ）内は推算径、出土地の項の＋は接合
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第20表本土産磁器観察一覧 (2)
単位： cm 

図胃 種類 器種 部位 口径 益""―晶 底径 観察事項 出土地

4第2 30 ロ 22 形態：直口口緑であるが僅かに玉縁。文様：内面にヘラで文様。呉須：淡 す—15

図＇ 
肥前 鉢

緑青色。施釉：外面一貫入有り 。素地：乳白色。 遺構30

版図 3 1 青磁
底 分類：角。形態：不明。文様：内底にヘラで薬文。色：淡緑青色。素地：乳 ち-9石段下黒色

26 白色。 土層

I 8.2 2.1 5 分類： I¥', 形態 ：型成If灸文椋 ：外rliiに1l1t文で11、J駁に1蘭文、内i(ljに丸散文．呉須： すせ-18黒色混
外1前は淡 i'f 、,,~底は-NJ.Hい．施釉： n保に紡釉．素地 ：乳色．時代 ：l7C中． 礫土層100-110I 

2 口～ 14.8 4.5 ， 分類：間形態：直日口緑、輪花、岱i;/J)甘凹形高台。文様 ：外面に肘草文、外底に款識「D仁DD」、内 せ-17

Jill 
底 面は菊唐梓文、内底は花の迎絣文と竹丸呉須：淡脊施釉：外底一蛇の目裔台無釉，繋地：淡青。 黒色土層

＇ 
分類： W。形態：型成形、直口口緑、輪花。文様：外面一唐草文と圏線、内 せ•そ-13

3 14.2 3.8 8.6 面の菖蒲文、築の一部を上絵で緑色の薬 2本入れる。呉須：鮮やかで呉須 遺構57
の濃淡をうまくいかしている。施釉：璧付け無釉。素地：淡青。

＇ 肥前
鉢 底 文様：外面一唐草文と蓮弁文。呉須：鮮やかな青。施釉：畳付け無釉c素 ち-9石段上黒色4 染付 12.4 地：白地。 土層I 

5 深鉢 口 13.6 
形態：内彎口縁、輪花。文様：外面に唐草文と II要部に圏線、内面は山水文 つ-13・14岩盤付
か。呉須：外面は青黒く 内面は鮮やか。素地：淡青。時代： 18C。 近遺構集中部I 

6 胴 文様：外面ー菊唐草文と撮みの周辺に圏線を配する 。呉須：淡い青がベ す-15地山直上
ース。施釉：内外面とも施釉。素地：裏ー白地。 遺構57

＇ 
蓋△

7 
口～

10.2 
形態：リボン状の撮み。文様：外面ー 2本の圏線と文字。呉須：淡青。施 と-12

底 釉：合わせ部無釉。 逍物槃中部I 

8 小碗 底 3.6 
分類： n。形態： 'W成形、筒状、JI要折れ．文様： 外而ー文・f:と 1悶綿、 ,i~底に ち-13
化文 呉須： 淡，'f。旋釉： n付け熊れ11.rdlll 石垣裏込め内

， 銅版
合子 口～ 形態：方形、大振り、角は面取り 。文様：外面一唐岸文。呉須：鮮やかな青 ち—9石段上黒色
の蓋 底 。施釉：合わせ部は無釉。素地： 白地。 土層第

43 
合子 口～ 形態：方形、縁部は 4ITIJTI。文様：蓋の上面に動物文か。施釉：盈受け部無 て—13

図 10 底 6.8 2.0 6.5 釉。素地：白色。 遺物集中部.' 

旦11 口 4.1 
形態：長領の1枇で口緑は僅かに外反、最大胴径16cm。文様：領部に如意頭文の連続文、 せ-14遺構74
胴部に捻牡丹花文。呉須：淡肯。施釉：外面及び内面の一部施釉。素地：乳白色c ＋た13地山直上

27 I 瓶
分類： Ill文様 ：菜文。呉須 ：鮮やかな 11f'"施釉 ：内外llliとも施釉時代： し-17崖部墓口？12 胴 17C巾～後． 前面黒色混礫土陪

13 口 6.6 
分類： T。形態 ：ft'iかに外反。文様： 外1(1i- i/,·,\咎 き文。呉須： 鈍('• と-12

遺物集中部杯

14 胴 分類： 恥 形態： ,u:u11縁、II要部凡昧。文様： 外1(1ilこ植物文。呉須： 沿淡で し17岩盤凹地内
肥前 表現。素地 ：淡，'1。 上層
染付

瓶 底 分類： II。形態：筒状、徳利の可能性有り 。文様：外面に二重唐岸文。呉須 せ—1215 4.0 ：淡青。施釉：畳付け無釉、内面も施釉。素地：淡青。 撹乱
＇ 

16 3.2 
分類： IV • 形態： 枯笥1.i:~ 、 ti'i~)(。 文様： ,~1線。呉須 ； 淡 1り 。 旅釉：竹：付け無 て-11
柚t緊地 ：乳色。 東側畦I 

17 杯 底 2.2 
分類： n。形態 ：型成形。文様：外面ー山水文か、高台と外底に圏線。呉須 ち—12黒色土層
：淡出施釉：畳付け無釉。素地：淡青。 10-20 

＇ 
18 2.6 

分類： m。形態：腰折れ。文様：外面一高台に圏線、内面に圏線と内底に せ-17
文様有り。呉須：淡い。施釉：外底無釉。 黒色混礫土層

＇ 

19 火収 底 7.8 
形態：筒状、型成形、陶胎。文様： 唐草文と圏線。呉須：澗った青。施釉： 表採
畳付け無釉、内部も施釉が有り碗とも考えられる。素地：乳色。

20 不明
碗の

底 2.8 
形態：型成形。文様：外面に草文、内底に円文。呉須：濃青。施釉： 畳付け せ—17黒色土層

燕 無釉。素地：乳色。 80-90 

21 
肥前 瓶 胴 分類： Ill形態 ：1,tk肘r~9cm.文様 ：外ffijに耕lいク ッチで1'1i11Ji杖文と窓0)糾み合わせ つ-12黒褐色混礫層

染付？ 部に 1;q~文允呉須： i炎し 1;!(が1公施釉： Iりmi無釉．繋地： 乳色 時代： 17Cか 10-20 
青磁

皿 口～ 形態：型成形、内樹。文様：外面一唐草文と腰部に 2本の圏線、内底は白 す-1522 染付 底 10.4 3.7 6.7 地草花文。呉須：淡青。施釉：饉付け無釉。内面は青磁釉、素地：淡青。 地山直上

分類： A③ゥぇ。文様：外面一花（五弁）唐草文と腰部に蓮弁文、内唇に菊花 首里杜館横菫機に
1 13.7 5.3 5 文の文様帯、内底に動物文。呉須：鮮やか。施釉：畳付け無釉、内底に 5個 よる表土剥ぎの際

第 の目痕。素地：白地。 黒色土層中より
44 ＇ 
図. 2 口～ 13.2 5.6 5.2 

分類： A③カ。文様：外面ー牡丹唐草文、内唇に文様帯、見込みに動物様文。 て-12迫物集中部
型紙 碗 底 色：滲む、淡青。施釉：畳付け無釉、 5個の目痕（径4.4mm)。素地：白地。 0-20 

鳳
I 

摺り
分類： A③すえ。形態：やや外反、腰部は緩やかに立ち上がる。文様：外面ー菊唐草文、腰 て—12迫物集中部3 14.7 5.9 4.9 部に文様帯を配する、内唇に逆三角形の文様帯。色：鮮やか。施釉：畳付け無釉c 0-20 28 

＇ 

4 13.8 5.9 5.2 
分類： A②7bあ。文様：外面ー丸窓に鶴、地文に松竹梅文、内唇に吉祥文の と—12
文様帯、内底に単花。 遺物集中部

注： （ ）内は推算径、出土地の項の＋は接合

-82-



第20表本土産磁器観察一覧 (3) 単位： cm 

図番
ぢに 種類 器種 部位 口径 器高 底径 観 祭 事項 出t地

5 13.5 6.3 4.8 分類：A②7aい文様：外面ー竹と松に丸窓IJ)巾にK向きの鶴、I要部に＝．角文帯、内唇一松竹梅IJ) て-12逍物隻巾部
文様帯、内底に複花文c呉須：鮭やかC施釉：畳付け無釉、 5個の甘痕(ii0.5暉）3素地：乳白色， 0-20 

I 

6 13.4 5.5 4.9 分類： A②ウbい。形態：直口口縁。文様：外面ー五弁花窓の中に花文、地文 て-12遺物集中部
に松竹文、内唇は松竹梅の文様帯、内底は複花。 0-20 

』

7 13.4 5.2 5.2 分類： A③い。文様：外面ー竹文、内唇ー竹文、内底一複花文。呉須：鮮や と12逍物集巾部
か。施釉：畳付け無釉、目痕なし。素地：白地。 0-20 

I 

8 12.8 5.2 4.6 分類： A@イう形態．・外反口殺。文様：外面ー1i.弁花を菱形の窓に観と古祥文をはめる、内 て-12遺物梨中部

第 ―- 口～ 底は右luJきの鶴星呉須： 絆やかな百，旋釉：僅付け無釉、内底に 5個の目根，泰地：白／軋 0-20 

44 ， 底
13 5.4 4.9 分類：瓜⑳りaいc文様：外血ー五弁花窓の中に花文、地文は松・竹、骸部に て-12遺物躾中部

図 二角の連続文、I村唇は菊花の文様帯、内底複化。 0-20 
.' 

版図 10 13 5.3 4.7 分類： A②すう 。文様：外面は地文と将棋形の窓に草花文と』祥―文字の 2 種、内唇は松 • 竹 ・ 梅 IJ) 文様 て-13
帯、I付底は左向きの鶴文。色：談肖色農釉： 晋f,jけ無釉、内底―J個の目低素地：乳色 逍物集中部

2s ~ ー
分類： A③7紅形態：外反叫克文様：外血は総文様で星状の花と腰部に蓮弁文、1'1悴に梅 と12遣物見中部11 14 5.7 4.8 
化と内側は単花色：淡い肖c廃釉： 畳付け無釉、内底に日！良胎土：乳色で陶質っぱいこ 西側畦

I 

12 13.8 5.6 4.5 分類： A③lい。形態：外反が強い。文様：外面ー地文と帆船と烏文の組み合わせ、 て-12逍物集中部
内唇は鳥文の文様帯。色：滲む、淡肯色。旅釉：畳付け無釉。素地：白地。 0-20 

13 口 14.5 分類： A①。文様：外面一没形の窓に菊花文、内唇に菊花文の文様芥れ色： ち13逍枷梨中部
淡い青。素地：白地。 0-20 

分類： A②且ヽ 。文様：外面は地文と丸窓の中には、日章旗と旭日旗の旗が ど12逍物北中部
14 口～ 14.4 5.8 5.2 交差し骸部に烈点文帯、内悟は「 .JAP A NJの文様帯、内底に複花文。呉 西側IJJJ

底 須：鮮やか。施釉：畳付け無釉、日痕有り 。素地：乳白色。
I 

15 13.4 5.7 4.9 分類： A③キお。文様：外面ー料玲：文の筒略化、II晏部は八＇上＇様の文様、外低一款識、 I付唇一 と-12
花文、内底に圏綿と花文 t色：淡い。施釉：賢付け無釉、I付底目痕。素地：白地c 逍物集中部

I 

1 11 4.6 3.8 分類： Ba①エ。文様：外而ー烈点文で菱形の窓その中に「鶴」左向き、内而一 つ-12黒褐色混礫

口～ /-. I、．に圏線。呉須：絆やか。施釉：僻付け無釉、内底一蛇の目 。 陪10-20

底
2 型紙 11.4 5.8 4.1 分類： Bb③い。文様：外面一蛸料草文と「h前昌」の組み合わせとII要部に並 と-12

摺り 碗 弁文、内悴も同じ、内底文様有り 。呉須：鮮やか。施釉： 畳（寸け無釉。 逍物鉗中部

3 底 3.8 分類： B③い。文様：外面一蛸唐邦文と「幅寿」と組み合わせが簡略化した 表採
もの。呉須：鮮やか。施釉： 畳付け無釉、内底に径・1mmの目痕。

I 

4 10.2 6.1 4.2 分類： Bb①7。文様：外面一菱形と化の組み合わせ。色：鮮やかでベタと と12逍物躾中部
している。施釉：目痕有り。 0-20 

I 

5 lゴ～ 11.7 5.5 4.7 分類： Bb⑳形態：｛菫かに外以のようにもみえる：文様：外血一蛸唐単文と「福寿」の組み合 と12辿物梨中部
底 わせ、内唇は無文。呉須：鮮やかな骨施釉：高台無釉、1他の甘釉剥ぎのあと白化粧。 0-20 

6 10.4 5.8 4.3 分類： Bb②ウ。文様：外面ー文様の区画幅2.7cmと狭くなり区画内に縦位 15トレンチ東側岩上黒
に虫文、内面ーニ角文、内底一圏線と草花文。呉須：鮒やか。 色J:_層最 t部

7 口 10.4 分類： Eb①化形態：直口口縁、l要折れ。文様：外面は菱形内に菊花文、内 と12遺物集中部

第
面に欅文の組み合わせ。色： 青は鈍い。 西側畦

I 

45 
8 口～ 10.1 5.7 4.2 分類： Bb①仇＼形態：直[_[[コ緑、全体に歪む＼文様：外面一婆形文の組み合わせ、内唇 と-12逍4勿集中部

図 底 に文様、内底ー菊文。呉須： @rやかC施釉：高台ー白化粧を削り口痕が引胤 西側畦
・＇

図版 9 10.1 分類： Bb④7。文様：外面一花胆草文、青海液文と蛸店草文の組み合わせ、 と12遺物集中部
内面に三角文。呉須:inやか。 西側畦

29 I 

10 口 10.8 分類： Bb②イ。形態：直口口縁。文様：外1/1iー文様を輻 3cmで区曲し菊花 ど12逍物其中部
草文、内面一三角文と胴下部に圏線。呉須：鮮やかな青。 西側畦

＇ 
11 10.4 分類： Bb②7。文様：外面は幅 3cm前後で区圃、地文と山水文、内面は逆三 そ13・14壁面に洛喰

角文。呉須：鮮やか。 のある方形退構内
＇ 
12 底 5.4 分類 ：A⑤ア。形態： l要部は張る 。文様：外面ー旧草文、内底に大柄の草文。 と12遺物杭中部

呉須： 鮮やか。施釉：目痕有り、畳（寸け無釉。 西側畦
I 

13 ロ 10.9 分類： Bb⑤ァ。形態：直口口禄。文様：外面一花肝草文、文様のタッチが丁 て-13
西型 。 遣物集中部

I 

14 口～ 11 5 3.9 分類： Ba⑤了。文様：外而一花唐草文、内唇に菱形の文様帯。呉須：鮮やか て-13
底 。施釉：内底に釉剥ぎ。 逍物集中部， 

15 口 11 分類： Ba⑤イ。文様：外面ー菊花文と丸文の組み合わせ、内面一圏線。色： と12遺物某中部
淡青色。 西側畦

I 

分類： Eb④イ。形態：厚手、商台は高く逆「八」字状で腰部は張る。文様：山 て-13
16 口～ 11.4 6.2 5 で窓をとり中に松と家を配しそれ以外は菊文と青海液をあしらう 。呉須 遺物集中部

底 ：淡肯色。施釉：畳付け無釉、内底蛇の目。素地：乳褐色。
I 

17 香炉 口 10 形態：筒状、内彎。文様：縁に波の文様帯、胴部に竹文。呉須：淡い青か。 て-12遺物集中部
施釉：白化粧、内面ー白化粧のみ。素地：乳褐色。 黒色土層

注： （ ）内は推算径、出土地の項の＋は接合
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第20表本土産磁器観察一覧 (4)

・=I I器種I部位卜叫 器裔i底径 l

単位： cm 

型紙
指り

第
46 

30 

観察事項 出土地

10.21 8.1 
香炉I口～

底
9.6 I 7.8 I 9.4 

段*I誓 I11 I 4.5 I 9.8 

12.s 1 3.1 I 7.4 

口-I 14.2 I 4.1 I 9.5 
皿 I /氏

13.4 I 3.6 I 8.9 

形態 ： 筒~);、 I六閏 文様： 」 ·. ードに文様滞、他型紙のス＇レが兄られる 色： 沿て-12遺物集中部10 I 
淡が(-jり。施釉： (―l化枇、外底無釉、内而！附釉。素地： 乳褐色。 0-20 

形態： 蒲訊lり附 文様： K下に文船If,胴部に I『] をベースに俯 ·i戌蝶などを大小0)(りて—12遺物集中部
であしらう 色： 鮮やかな*II • 旋釉： 白化粧，外ij'(無釉、 Jl➔if1 i無柚沼緊地：乳褐色 0-20 

形態：直口口縁。文様：花唐草文（焦げ茶色 ） と四方禅文（青色）の組て—12追物艇中部
み合わせ。色： 焦げ茶と青の二彩。施釉：口唇は無釉、底部の縁も無釉。 0-20 

分類：①。形態：直口口縁、輪花、蛇の目高台。文様：外面一唐草文と圏線 (II要 と-12逍物集中部
•高台）、内面ー菊花文を ベースに 3 個の窓、口唇部はコパルト施釉。色：鮮や
かな紺色。施釉：外底一蛇のH無釉、 H痕は雁認できない。素地：白地。

圭亨苔;；□喜戸言芯喜詈盈言ご□1 ;〗：二：：
12.8 I 3.5 I 4.8 I 分類： ふ形態： 直口口緑、輸化蛇の H 高台。文様：外血一肘芹文、内而一扇状窓て—12遺物某中部

の内植物文。施釉： 内底に 5個の暉、外底一蛇の目無釉素地： 白地。 1。-20
I底 7.8 I分類：①。形態：蛇の 目高台。文様：外面一腋部と 高台に圏線、内面ー兄 Iて-12

込みに蝶を且担。施釉：外I氏一蛇の目無界肌素地： i'I地。

8
 I 

，
 
I 

10 

111銅版 IJill 

12 

I 

13 

2
 

ー
翌
は
比

銅版

小碗I17 - 8.3 3.6 3.2 形態：直口口緑、II要折れ、蛇の 目高台。文様:外血一唐児と肯海液文と蓮せ-17黒色上層
！（（ 弁文、内底に1も文。施釉： 高台無釉。素地：白地。 80-90 

益 lロ- 8.9 2.6 4 形態：直n口縁、腰部は（笠かに肋ら む、高台の断而は「ハ］の字11く。文様：外而ー星状のて-12遺物集中部
底 弁に効化又、外底に款識、内料一伴文、/Aj脳に荀文施釉：伐付け無利1こ秦地：白地, 0-20 

11 2 7 分類： ③形態：直日1J椋閉成l條文様：外面ー熊文、内血ー6[;{画,,,に文字濯II今心甘斗・□」「底 と-12退物集中部
洲李n白J「D叡）は大車」［底尻切こ検斗」「ODD・・・・↓色：青巌釉： IJ料にT-i柚 0-20 

10.8 2.1 6.6 分類．・ ①。形態 ：il'f. ロ「l糸汰型成形。文様：外血ー無文、内面ー中央に菊花文とて-12迪物染中部
その周 りに花と蝶を交互に配す。色：濶った胄。施釉： 僻付け無釉。 0-20 

口- 11 2 6 
分類： ②。形態： 直uu緑、型成形。文様：外而ー無文、 内面ーロ緑欅文と と12迫物媒中部

底
判丹唐悼文に「壽」。色： 青釉。施釉： 口唇銹釉、昼付け無釉0 0-20 

10.8 2.1 6.6 形態．．直口U縁、型成形。文様：外面ー無文、内面一菱形と内底に窓で梅，ち-13遺物集中部
竹・菊，菖蒲を施す。色：緑釉。施釉： 僅付け無釉。 0-20 

11.2 I 2.3 I 6.6 I 分類： ①。形態： 直「I口緑、刑成形。文様：外而ー！！！（文、内面ー 3つの窓内て-12遺物北中部
に風景両。色： i蜀った緑。施釉： L)唇に銹柚、社付け無釉。 0-20 

14 I 3.5 I 7 I 分類： ⑥。形態：［自い,-,縁、蛇の H高台。文様： 6区画の中に風景画、鳳應と-12造物躾中部
文、花文など。色： 青釉。施釉：蛇の日高台無釉。 西側畦

llll I口～
底
i叫 2.5I 7.4 I分類： 信 形態： 直：CIIコ縁、型成）I多。文様：外ffli-J!紋、内面ー扇文様を主て-12

し配する。色：赤色。施釉：管付け無釉。 追物梨中部0-20

I I I 

14 IゴムfliI llll 11コ底- 110.s 1 2.4 I 6.2 

15 クロム 1ffi 口底～ 1 10.s 1 1.9 I 6.4 第 肯磁
46 
園 16 銅版 碗 鸞 I11 I 4.6 I 6 

版図 17 ゴム!ell小碗 u底- I 8.6 I 4.9 I 4 
30 

18 産地 小碗 口底- I 10 I 3.6 I 4 不明

漸―-・
小碗 口～19 美濃}―’ 底 8.5 3.8 3.1 

20 7.8 4.7 3.8 

← 銅版 小碗 口～

21 
l氏

8 4.6 I 3.8 

22 6.8 2.7 I 2.4 
← 

クロム
小碗 口～

青磁
底 8.8 4.6 3.1 23 

24 I他 瓶 底 4.9 

注： （ ）内は推符経、出土地の項の＋は接合

形態：直i::JU緑、型成形。文様：外面ー無文、内而一花店草文。色：淡肯。と-11焦色土層
施釉：畳付け無釉、LI唇は銹釉。 0-10 

分類：小。形態： 直口口隊、隈成形。文様：内而に上絵（緑）で鳥文。色： と12
内底は白釉。施釉： クロム宵班、＇晋 付け無釉。 辿物使中部

形態：直口口縁、型成形、If要部ス トレート。文様：外面に菊（ ピン ク色） と12逍物梨中部
と薬（緑）の組み合わせ。施釉： 畳付け無釉。 0-20 

形態：直n口緑、型成形。 文様：外面に蝶と「壽」で 3 パタ ー ン。色：紺色 。 ち—13黒色土層
施釉：悦付け無釉。 20-30 

形態：やや外反、腰折れ。文様：内外面に 1111芝文、口唇は紺色。色：紺色。せ15岩盤にへばり
施釉：僻付け無釉。素地： 貰人有り。 ついた黒色土層

形態：直口口緑、型成）杉、II災折れ。文様 ：4ヶ所に施文。施釉．・骨付け無釉と-12遇物築中部
、口唇銹釉、内底に薄く施文有り 。 0-20 

形態：直口口縁、型成形。文様：花（黄色）葉（紺）の 1パタ ーン、「素,.1」と12
ロ」の款識。施釉： 畳f,Jけ無釉で砂が若干付着。 追物梨中部

形態：虹口口縁。文様：外面ー総花唐草文、内而ー無釉、外底ー「称泉」の銘と-12迫物集中部
款有り。色：鮮やかな青c施釉： 口唇銹釉。 0-20 

形態：直口口縁、腰はストレー ト。文様: トピカンナ。色： 絆やかな肯釉。 ど12
施釉：外底無釉。 逍物梨中部

形態：直口口緑、i要折れ、蛇のH凹形高台。文様：トビカ ンナ。色： 鮮やかて-12追物集中部
な青緑釉。施釉：蛇の目高台無釉。 0-20 

文様：上杉、胴部は松 ・ 小花の文様を中央、両脇1こ禍丸の窓、中は梅 •竹扇を紅色で抜き、襄面に阜 て-12逍物集中部
文を配す～腰部に蓮弁文を施すC全体に上絵の後に金彩を施すこ施釉：外底無釉，内面無釉， 0-20 
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第17節本土産陶器
本遺跡からは、西H本の諸地域で生産されたと考えられる本土産陶器が、日用生活雑器を中心に出土した。主
な例を挙げると、備前焼の揺鉢、見込みに刷毛目模様を施す肥前の皿• 関西系の色絵陶器・鮫肌釉の薩摩焼など
があり、中世から現代にかけて幅広い年代の資料が得られている。資料整理の結果から、天界寺には時代によっ
て、持ち込まれた焼物の生産地が異なる傾向があり、第47図のような変遷を見ることができる。
本節では、中世に遡る可能性のある備前焼と、近世所産である本土産陶器（その他の本土産陶器）に項目を分

けた。後者については便宜上、種類別に大別しその中で産地別に資料を紹介する。すべての図化した資料につい
ては、第21・22表に詳細を記載する。

A 備前焼（第48図）

播鉢と壺が得られている。播鉢は器形の特徴から I類.II類に分けられる。 I類は、明らかに備前焼の特徴を
有するもので、 II類は器形や櫛目の調整が若干異なるものである。

備前焼の上は、最初は山土が用いられ、次第にヒヨセと呼ばれる鉄分の多い、田んぼの土 （田土）が取り入れ
られるという経緯があり（註 1)、今回得られた備前焼にも 2種類の土質をみることができる。素地の色が鈍い
桃褐色や灰色を呈し、白色や黒色の粗い鉱物を多く含んでいるのがおそらく山土で（第48図 1-4)、素地が白
っぽい桃褐色で層を成し、鉱物の混入も僅かな、滑らかな質感をしているのが田土（同図 5・6)ではないかと
思われる。

(1)播鉢

I類（第48図 1-6) : 口縁部の断面形が逆『く』の字に折れ曲がり、内面の櫛目が放射状櫛掻き条線になる
タイプである。第48図 1-4は素地が粗く砂粒などを多く含む。器外面は表面がナデ調整されるが、 2-4はや
や輸轄痕が残るような調整である。同図 5・6は器外面の輔轄痕が明瞭に残り、素地は滑らかな質感で、含まれ
る砂粒も僅かである。

I類を備前焼の編年（註 2) に相対すると、 1は口唇が先細り、器形や外面の器面調整の様子から N期後半ま
で遡る可能性があるが、 2-6は輔櫨痕が明瞭であるなどV期の特徴を有している。
II類（第48図 7・8) : 口縁下部に鍔が作られ、羽釜のような形状をしている資料である。素地は粗く砂粒な

どが多く含まれ、第48図 1-4の資料と素地の特徴が共通している。備前焼の分類で紹介しているが、産地が異
なる可能性もある。備前焼の編年からみると、櫛目を交差させるのはV期終末にみられるものであるが、器形は
V期に分類されるものでは類例が確認できない。沖縄県内の那覇市銘苅原遺跡（註 3)で、同型資料が報告され
ているが、銘苅原遺跡の資料は櫛目が放射状櫛掻きき条線で本項の II類と異なっている。
(2)壺（第48図 9)

壺の底部が得られている。素地は灰色を呈して層を成し、白色と黒色の鉱物を含み、山土と田土の特徴が融合
したような素地である。

第21表備前焼観察一覧
単位： cm 

図 胃盈 器種 部位 口径 盆.. 古回 底径 生産地 時代 観察事項 出土地

口唇部は平坦に仕上げ、口唇先端は上向きになる。本櫛目は放射
つ-131 口 28 15c後半？ 状腑がき条線で、正確な櫛目の本数は不明だが、 6 の櫛目が

入っている。索地は灰褐色で粗い白色粒が含まれている。 瓦狸層
I 

口唇部を内面に向かって平坦するが、先端は先細りぎみに成形
2 l5c後半～ している。櫛目は放射状櫛がき条線で、櫛目は11本，索地は内 つ-14ロ 31.5 外面はにぶい橙色だが、中は灰色で、粗粒の砂粒や黒色鉱物が 瓦礫層16c 

含まれている。
I 

口唇部を内側に向け、口唇先端は厚く成形される。素地は灰褐3 口～底 27.4 12.2 l3 15c後半～ つ-14

備前
l& 色で粗い砂粒を含む。放射状櫛がき条線で櫛目は 8本である。 黒色土層第

口唇部を平坦に成形し、外面は帷褪根を残している。索地は灰15c後半～ つ—13·1448 4 口 28 褐色で粗い砂粒を含んでいる。放射状櫛がき条線で櫛目は 9本 岩盤付近遺構集中部16c 確認できる。図

誓
播鉢 口唇部は内側に向き、四角形に成形する。外面の輸櫨痕が残る

5 ロ 22.5 16c-17c 
内面の口唇部と胴部には自然釉がかかる。索地は灰褐色で滑ら つ-14図
かな質惑があり、祖い砂粒は僅かに確認できる程度である。櫛 瓦礫屠叛 目は先端部分で確認できるのは 8本である。I 

口唇部は内側に向き、四角形で平坦に仕上げる。外面は饒饉痕
31 

ち-116 ロ 25.2 16c-17c が明瞭である。素地は灰褐色で滑らかな質惑があり、含まれる
砂粒は僅かである。櫛目は10本確認できる。 遺構134

＇ 外面口縁部の下方に鍔を持つ器形。素地は灰褐色で粗い砂粒を
た-13黒色土層＋つ-107 口 33 5 16c-17c 多く含む。櫛目は 8本で櫛目同士を掛け合わすように描かれ
地山直上

I 備前？
る。

外面口縁部の下方に鍔を持つ器形。索地はにぶい橙褐色で粗い8 ロ 37 16c-17c 砂粒を多く含む。櫛目は 8本で櫛目同士を掛け合わすように描 つ—10

かれる。 地山直上
I 

器両面ともに暗褐色を呈し、索地は灰色で粗い質惑で、砂粒が， 
寃- 底 29,3 備前？ 不明

性かに含まれる。 一部タタキのような痕がある，
13トレンチ東側
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B その他の本土産陶器

(1)施釉陶器

本土産施釉陶器は薩摩や肥前などの九州系と、九州以外の産地が考えられる陶器を関西系として分類した。

本項では、時代の古い順・産地別に資料をまとめたため、同じ九州系でも、近世の肥前及び九州系を I類、近世

から近代の時代輻を持つ薩摩焼をm類に分けた。 II類は陶器の特徴から九州以外で生産された可能性が高く、ど

ちらかといえば関西方面の可能性があるという点で関西系として分類した。近世は庶民の日用生活雑器として、

陶器の需要と供給が発達した時代であり、近畿地方を中心に京焼の影響を受けた民窯が地方の至る所で築かれて

いる。その為、没個性的な日用雑器が量産され、商品として広まったので生産地の特定は困難なのが現状のよう

である。

I類（第49図1-16) : 肥前・九州系。小碗・ 碗・皿が得られている。肥前内野山窯の胴緑釉碗 (7)

前の京焼風陶器の皿 (11) など、 17世紀から18世紀の資料が出土している。

II類（第49図17-23、第50図24-29) : 関西系。小碗．碗・皿・土瓶・急須・壺・ 蓋・鉢・香炉と様々な器種

が得られている。 (21)は瀬戸美濃系の可能性がある色絵皿の破片である。 17-23は18-19世紀、 24-26は19世
紀～近代である。

m類（第50図30-36) : 薩摩焼。急須・土瓶・瓶・土鍋・香炉などが得られており、鮫肌釉が特徴の竜門司焼

(30・34)や白薩摩の土瓶 (31)などがある。年代は30・32-35が18-19世紀、 31・36は19世紀である。そのほ

かにも、大正～昭和期の茶碗等が出土しているが、紙面の都合上割愛した。

(2)素焼陶器（第51図1-3) 

3点の低火度で焼かれた陶器が得られている。墨書入りの焼物・仮面・人形があり、すべて近・現代の遺物が

集中して検出した地点（て一12・11付近）からの検出で、資料の年代も近世から近代にかけての関西系のものと

考えられる。

(3)焼締陶器（第51図4-18) 

薩摩焼と産地不明の焼締陶器が得られている。器種は鉢．揺鉢・壺・蓋などがみられ、以下、産地別にして概

略を述べる。

産地不明（第51図4・5) : 年代は不明だが、出土状況から近代から現代の資料と思われる。同図 4は大黒天

の型物で、器物の胴部に貼り付けられていたものであろう。第57図5は、陶管類のジョイント部分と考えられる。

陶管の類例として那覇市御細工所跡（註 4)で出土した陶管があるが、それよりも本遺跡出土の資料は直径やサ

イズ等が大きいようである。

薩摩焼（第51図6-18) : 揺鉢．鉢・壺・甕．瓶・蓋などが得られている。素地が粗く、砂粒を多く含む特徴

があり、外面の色調がオリーブ黒褐色や艶のある茶褐色を呈するものがある。鉢類の胴部は薄く成形されている。

年代は近世～近代の資料である。第51図 6は沖縄産無釉陶器に器形の類似資料があり（第69図91・92)、琉球の

焼物と薩摩焼の関わりや影響を窺わせる。
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第47図 本土産陶器 産地・時代別 変遷
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「やきもの備前」 柳生尚忠 山阻新聞社 1995年

［備前焼」 間壁忠彦 ニュー・サイエンス社 1991年

「銘苅原遺跡」 那覇市教育委員会 1997年

「御細工所跡J 那覇市教育委員会 1991年

く参考文献＞

「陶器講座3 日本ID・ 江戸前期」永竹威雄山閣 1971年

園器講座4 日本N・ 江戸後期」永竹威ほか雄山閣 1972年

「日本陶磁の一万二千年」 矢部良明 平凡社 1996年

（註1)

（註2)

（註3)

（註4)
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第22表本土産陶器観察一覧 (1) lll位： cm 

図 号番 分類 器種 部位 口径 器高 底径 生産地 時代 観察事項 出土地

l 底 3.9 l8c-19c 
素地1よ灰色で内面は白化粧をし、外内面とも全面に透明釉を掛 そ-17

九州産
ける。 黒色混礫土層

2 小碗 口～底 8.4 5.4 4 18c-19c 
素地は乳白色、白化粧を施し透明釉を掛ける。覺付け底面を除 せ-17
いて全面r釉薬が掛かる。 黒褐色混礫土層

3 口 8.7 九州産9 不明
索地は肌色、釉色は灰白色で小さなあぱたがみられる。高台は せ•そ-17
釉が掛からないようである。 遺構57

4 口 11.2 肥前？ 17c? 
示焼風陶器のような雰囲気をもつ。索地は乳白色で、内外面に せ-17
黄色味を帯びた灰釉を掛け、外面に鉄絵で草花文が描かれる 。 黒色土層 60 80 

5 底 4.2 肥前 17c前～中 索地は灰色、内外面に鉄釉が掛けられるが、高台部分は無釉で す-15
I 削りは粗い。 地山直上

6 底 4.4 
肥前

17c後-18c 素地は肌色、内外面に飴色の鉄釉を施す。底部から高台は無釉 さ17崖部直下黒色混
I 碗

内野山窯 で削りは粗く、見込み中心は凸状になっている n 株土層 0-40

7 底 4.4 
内野山 17c-18c 素地は灰白色、内面は透明釉、外面は銀緑釉がかかる， せ•そ-17

I 銅緑釉 遺措57

8 口 11.2 
福岡か 18c-!9c 素地は灰白色、釉は黄色味を帯びた透明釉で見込みは蛇の目釉 せ-16

I 肥菰？ 剥ぎされる。 黒色混礫土陪炭層上， 口 11 九州産 近代
索地は白色、透明釉を全面に施すが、口唇内部は釉が掛からな さ—17 18注部敷石イコ
＼ヽ， ウ黒色混礫土居

10 胴 1625-1650 扁乎な皿で全面に褐釉を施釉するが、見込みには唐草と幾何学 さ16
文を叫刻し白化粧で描かれる n 索地は暗褐色である 。 遺構22

11 底 1680-1700 
凩焼風陶器。見込みに鉄絵で山水文が描かれる皿である c 内外 せー164.6 

肥前
面に灰釉を施すが．底部から高台にかけては無釉。素地は乳白 黒褐色混礫土層第 色。 高台内中心に丸い印刻が入っているような部分が残る。

49 見込み、畳付けに積み菫ねの砂目痕が残る 。晶台内面が凸状に
図 12 

は
底 4.4 l7c前 なり索地は灰白色で全面に透明釉が施されるが、釉が還元し

た-14

たため発色が黒ずんでいる。
暗褐色土層 40-50

図 13 底 4.2 九州産 17c-18c前 素地は乳白色、性（寸け以外全面に灰釉を施す。 せ-16

版 皿 黒褐色混繰土層

32 見込みに刷毛目装飾を施す＿彩手の可能性のある大振りの皿で
あるく高台の造りは祖雑で、底部から高台にかけては無釉、淡

14 底 8,6 肥前 17c中～後半 桃褐色の素地が露呈する。焼成の際に積み重ねるための砂胎溜 つ-14
だんご重ねの痕が見込み部分に 7個、畳付けにも一部分残る。 瓦媒層

~ 

15 ロー底 23.6 5.2 11.5 九州産？ 江戸時代
素地は橙褐色と淡褐色が層状にみられ、全面施釉されるが暗褐 さ17

I 色と黄白色の掛け分けになる 。 岩盤凹地内埋土 0 80 

17c後半～
索地は赤褐色、底部を除く全而に灰釉を施釉し見込みは釉薬

すー18L6 口 28.2 肥前 のただれがみられる。高台部分が角張ると 18世紀前半に時代が18c前半
絞られる。 地山直上

17 小碗 口～底 8 4.05 2.5 関西系 18c 
絵付けの色は剥げ落ちている。索地は灰白色で、白化粧を施し す—18 遺物礫集中部

I 透明釉を掛けている。 黒色上層 20 40 

18 口 11.6 17c 
器内外面に灰釉を施す。索地は灰色。胴部が丸味を帯びた器形 せ-15-16岩盤にへぱり

碗 関西系
である。 ついた黒色土層

19 口 10,9 18c-!9c 
素地は乳白色、外面に草（箇？）が鉄絵で描かれ透明釉を施す。つ-11

黒色土層 20 30 

20 底 3.8 関西系 18c? 
色絵。索地は灰白色、畳付け以外全面に透明釉、見込みに赤色 す-18

皿
の絵付けが部分的に残り卒花類が描かれていたとみられる。 地山直上 130レペル以下

21 底
漸p

18c-19c 色絵。素地は白色、透明釉を掛け見込みに黒の線描きと緑色の せ•そ-17
美濃系？ 絵付けがされる。草花類、葉の図柄になるものとみられる。 遺構57

22 鉢 底 5.8 関西系 18c後:-J9c
索地は青紫がかった灰色で、外面底部から高台を除いては灰釉 と—11
を施し、見込みに陰刻のような部分がみられる。 南OO畦

23 土瓶 底 6.5 関西系 18c後-19c
素地は灰白色、見込みに白化粧の上灰釉を掛ける 。外底面には ち-13
煤がつく n 黒褐色礫混り層

24 急須 口～底 6.8 7 6,4 関西系
19c後半～ 索地は橙色を呈し、器壁は薄い。柿釉を施し低下度で焼かれた て-12

近代 ものである。 遺物鉛中部

25 口 15.2 関西系？ 19c 索地は灰白色、外面と内面の口縁部に黄褐色釉を掛ける。 ち—13
I 黒褐色礫滉り層 0 10 

~ 究
塩壺などに使われる壺。対になる蓋も出土している。索地は11/l と12遺物集中部西側

26 口～底 l0.4 17.1 9.3 関酉系 l9c-近代 色、内外面とも灰釉を施す。 畦＋ち-14岩盤付近遺物
其中部I 

27 蓋 口～底 16.2 4.1 4.4 関西系？ 近代？
鍋類の蓋と思われる。索地は乳白色で灰釉が施される。 て-13

遺物奥中部
第

50 28 鍋 ？ 11.8 関西系 19c以降
行平鍋。素地は乳白色。口唇部分は無釉でほか全面、黄色がか と-12
った透明釉が施釉される。 遺物集中部 0 20 

図

29 香炉 口 10 関西系 19c-近代
線香立て。素地は灰色。白化粧をした上に透明釉を掛けるが貫 と-12
入が景色になっている。 遺物集中部 0 20 

岱図
急須 口～底 6.4 7.8 5.8 

薩摩
l灰後～近代

器壁は薄く、器外面は鮫肌釉を施し、索地は暗茶褐色。 た13黒色土層＋
版

30 
龍門司焼 す・せ-13遺構41

33 白歴摩で、チョカと呼ばれる酒入れ用の土瓶。索地は白色で透 し-17藝口？前面黒色混
31 口 薩摩 19c 明釉を施す。 礫土層崖部＋つ-13・14

岩盤付近遺構集中部
' 

32 
土瓶

耳 18c後-19c
白薩摩の可能性。索地は白色、釉は青味を帯ぴた透明釉。 せ-17

蔭摩？
黒色土層 0-30

33 底 5.8 l8c-19c 
索地は紫泥色、底面を除いて外面と見込み一部に透明に近い灰 と—12

I 釉が掛かり 、光沢を帯びた発色になっている。 遺物集中部西側畦

34 口～底 7.4 薩摩 l8c中～近代
緑褐色の鮫肌釉の瓶C 内部にも灰釉が掛かるが、索地は黒灰色

と—13
I 瓶

に底面は淡褐色。

35 口 6.4 蔭摩9 l&後-19c
素地は白色、外面に透明釉を掛け、胴部に耳が付く． と-11

黒色土層I 

36 香炉 口～底 13.8 8 ll 薩摩？ 19c 
線香立て。 白薩摩。素地は白色。 外面と内面・ロ舷部は透明釉 ち—13
を掛ける。見込みには灰が付芍している。 黒褐色礫況り層

第 I 袋物 胴 関西系 近代
外面に墨書、沈線、直径約 3mmの孔がみられる。索地は肌色 て-11

51 で外面は無釉である。 遺物集中部 0 20 
図

一2 素焼
胴 関西系 近代 仮面の目と鼻の部分。素地は肌色で僅かに黒色の微粒子が含ま て-12

れる。外面は無釉で、内面全面に布目痕がある。 遺物集中部 0 20 

鳳 型物 振り袖の看物を付けた人形で、全体的に色落ちしているが、帯

34 3 胴～底 2,8 不明 近代～現代 は藍色で着物は黄色系の彩色を施す。索地は灰白色。型作りで とー12

中は空洞。 遺物集中部
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第22表本土産陶器観察一覧 (2) 単位： cm 

図 号番 類分 器種 部位 口径 器高 底径 生産地 時代 観 察 事 項 出土地

型物 胴
壺．鉢などの胴部に、大黒天を型押ししたもの，索地は赤褐色 し184 不明 近代～昭和？ で、白色の徴砂粒が含まれる。外面には暗茶褐色の釉が施され

地山直上黒色土層
る。

＇ 
5 士管？ 口 23.2 不明 近代～現代

土管類で、内面し約 3mm幅の凸凹が刻まれ、部分的にセメン と-12

＇ 
トが付着している。素地は赤褐色で黒色の微砂粒が含まれる。 遺物集中部

器全面に灰釉を施すが、口唇部内面上端は釉剥ぎされ索地の桃
褐色を呈する 。索地は内側が桃褐色、外側が甘灰褐色、口衿部 ち-13

6 口～底 29.2 17c前 の器壁の原い部分は中央が灰色である。粗粒の砂が滉入し、器
石垣裏込め内

墜は開部で約 5mmと薄い。櫛がきは 4本単位で放射状で、梱

橘鈴
と櫛の間隔は上位で測ると約 5mm程度である。

＇ 
7 底 17c前

橘井の底面。櫛目は 5本で交差するように人っている。素地は せ-17

＇ 
黒褐色で砂粒が多く混入する。 蹂集中部 90レペル

慎頃
索地は橙褐色だが、器表面は暗褐色を呈する。粗粒の砂が多く

せ-17
8 口 38 17c 混入し、器壁は約 7mmで原みがある。 ffi1は 3本と 6本を交互

に交差するように入る。
黒色土層

＇ 花鉢。全面に灰釉れが掛桃褐けられ、オリープ黒褐色を呈するが、ロ
て-12， 

口 23.2 不明 棧上面は釉剥ぎさ 色である。口採部縁は波状突帯に装飾
され、胴部には波文の沈線が施される。 遺物集中部

第 ＇ 花鉢。胴部に蔓草の貼付文が付けられる。外面と内面上部まで
51 10 口 29.7 不明 茶褐色の釉が掛かり、素地は橙褐色で白色や黒色の徴砂粒が多

さ17・18敷石イコウ

鉢 ＜滉入される。 黒色混陪土層
図

＇ 
II 口 九州産？ l8c-19c 

器内面と口縁部上面を除いた外面に、暗茶褐色の釉を施す。素 16 I、レンチ東側岩上
地は桃褐色で黒色と白色の粗砂粒を多く混入する。 黒色土層 0-10

図 ＇ 
12 盟 口 30.8 17c 

索地は内側が暗茶褐色で外側が橙褐色、器外面はII音褐色を呈す た-13
版 る。白色の砂粒が多く滉入する。 退構161

34 13 胴 不明
胴部に＿条の突帯を巡らせる。外面は暗褐色、内面は灰色。索 た-13
地は赤褐色で砂粒や黒色鉱物が混入する 3 黒色土層 40-50

鉢？14 酎 不明
胴部外面に凸帯と縄状の貼9寸文を施す。内 外面にオリ ープ黒 15トレンチ東側岩上
褐色を掛ける c 索地は1こぷい赤褐色で砂が多く混入される。 黒色土屈最上部

薩lft? 胴部に凸帯を巡らす。器壁は約 3mmと頑い。内外OOに1辰釉を
せ — そ -1315 胴 不明 施すが、外面は雑1こ掛けられている。索地は灰色で微昂の砂粒

が含まれる。 逍構57

＇ 
16 ロ・胴 14.6 不明

外而・内面ともし灰釉を施す，素地は赤褐色、白色の砂粒を多 て-12
＜滉入する c 胴部の器壁は約 5mmと薄い。 遺物巣中部岩盤直上

＇ 
17 底 8.7 不明

内外而ともにオリープ黒褐色の釉が掛かり、索地は灰褐色で徴 さ1718崖部溝状遺
砂粒が含まれる，胴部は薄く作られる。 構黒色混媒土層

＇ 
[8 壺 底 19.6 薩屯 l7c 

外而1よ橙色、内面は暗褐色。内外面の多面釉（？灰釉？）を掛 し17岩盤世1地内中層
けた部分は灰黄色を呈する。内面にはタタキ成形の痕が残る。 瓦集中部

rn 底 14.5 不明
外而は暗褐色、内面には自然釉が掛かっている。索地は灰色で た-14
砂粒や赤褐色の鉱物が含まれる。 黒色土陪 20-40

20 底 12.5 薩摩？ 不明
器内外面とも褐釉が掛かる c 素地は内側が桃褐色、外側は黒褐 と-12
色で粗い砂粒が多く含まれる。 遺物集中部

21 底 21.5 不明
外面に横方向に刷毛Hが人る。器両面にJ火釉が掛かり、索地は せ-17

橙色で砂粒が多く含まれる。 黒色土暦

22 瓶 頑 帷摩？ 17cか18c
口緑が外反する版類の領部と思われる。外面はオリープ黒褐色 せー16

＇ 
の釉が掛かる。索地は灰色で、粗砂粒を多く混入する。 地山直J:

23 悉 口～底 15.5 2.3 19.2 隧摩？ 不明
姦上面のみオリープ黒褐色の釉が施される。素地は赤褐色で｀ た-13
砂粒を多く含んでいる。 黒色土層 40-50

第23表本土産陶器出土状況

｀ ．屈..

卜黙 地姐
ベ 1. ~ ザ・ I ~ · 6・ 7 1セ・ l :J•' "-17 た・ち.1・ • :1 -,. ..、 .. ;,. . . , 不

レ色 111 構 柑浪柑黒 岩層黒 岩つ土患炭黒附地 地 ,¥(11M 硬東陳黒 石前 .'!l 地吊黒 石料紐 炭瓦 黒 南 地 沿i

ン土 直 部森部色 盤色 盤い層色層粕 111 山褐 梨西．七色 垣面 色 山 褐 /j] 侶中 粕篠 色 □II 山 物 II/] 
A ロチ序 ~- 直」：溝混 凹泄 にた混-~ 色直 商色 中畦居十． 横患 混 直 色夷 1寸部 肝i 士 Jjc 直 集

F陪 j)く牒 地餞 ヘ黒疎沿ー1.: 上洪 部洪 2 培 の色 ,¾! 上 混込 近 粕 _l ,1, ,ll 

黒追上 内 J.:ぱ色土蹂 硬 色階 石 I. r. 荘め 迅 部
色 構罰 上序 り 培土 土 沿 列杓 l:7i 1 内 構

ば I I 2 
I I 

lffi I I I I I 5 
九 版 1 I l 3 

州 鉢 I I 2 
絹 l 1 

香炉 1 
急須 2 I 2 
土瓶 1 l 2 

肥 小碗 I I 

前
碗 1 2 
uu I 

＇ 
， I I I I I I 7 

施
小碗 1 I 

釉 碗 1 I 
lffi I I 

関 壺 I 3 

酉
鉾 2 1 

香炉 I I I 
急須 I l 
+. 瓶 I I 
小碗 I I 

不 碗 I I I 3 
rm I l 2 

明 鉢 l 1 
急須 I 1 

A• If) l 2 l 
I]ヽ、It I 4 2 8 I 2 0 0 l I 2 I 

゜
I 0 I 3 I 1 0 3 0 1 1 2 2 3 0 5 3 50 

I僭1i1 塙,~ fi 15 I I I I l 39 65 

隧
Jill 1 I 
壼 I 3 1 1 1 1 2 4 l4 

I!/ 
鉢 2 2 

焼 拙鉢 1 2 I I I fi 

締 不 苔 I I 
鉢 I l 

明 r益鉢 I I 

不明 I I 2 4 8 
小 at I 12 D 16 

゜
I I I I 

゜
0 0 1 0 2 0 3 

゜
0 2 I I 0 0 I I 0 I 3 50 99 
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第18節沖縄産施釉陶器
沖縄産施釉陶器は碗・小碗・小杯・ 皿・鉢・鍋．壺・急須・洒器・水滴．蓋・ 瓶・灯明具・火取・香炉・

施釉の方法によって I類ー白化粧を施してないもの（灰釉： a、鉄釉： b、黒釉： C) II類ーカケワケは外面の
釉色（鉄釉： a、黒釉： b、他の釉： C)、さらに内面（白化粧無し：イ、白化粧有り：口）、皿類ー白化粧を全
体に施したもの（呉須： a、線彫り： b、コバルトあるいは緑釉： C)、IV類ーその他に大きく分類し、さらに
各器種の口縁部・底部の形態で細分した。

．碗

I類は直口口縁 (B) は①腰部の張らない (1・4・6・13) と②張るもの (2・5・12)があり、釉は透明釉（灰色）、
鉄釉、黒釉を施し、フィガキーになる。中には鉄釉で文様を描き (8)、内底に鉄釉 (3) ・透明釉 (9) で丸文な
どがある。また、鉄絵を施すものはすー15遺構57から出土している。

14・16・17は黒釉を腰部近くまで掛け、内底の残りに同釉で丸文をいれる。いずれも畳付けにアルミナを施す。
内底を蛇の目釉剥ぎするものがあり、その内 (15・18)は鉄釉のものは後者より小振りで、外底にアルミナを施す。

II類は玉縁口縁 (21) で白化粧はなく、内面に鉄釉で加飾する。 20は内面に白化粧を施す。
III類は外反口縁 (A)、直口口縁 (B)、玉縁口縁 (C) に大きく分けられる。無文は23は小振りで外反、 21は

口が若干窄まる。 22は玉縁の口など若干の器形のバリエーションがある。外反口縁 (A)呉須で草花文 (24~30)
を施し、 27は内面無文、 26・28・29は内面の上下に文様、 25は口縁と見込みに文様を施す。30は成形も丁寧で、文
様もタッチも薄く、本土産か中国産の焼き物の可能性もある。呉須で丸文 (36~39)で36は内唇にもみられる。
文様は若干異なる。イッチン技法m (41~43)で小振りと若干、形に差がみられ、すべてIII類である。
40は沈線で丸の「弓」を組み合わせ文様を彫り、さらに緑釉施文する。遺構74から出上し、この加飾法の上限を
示すものと思われる。鉄絵で圏線を施したものがせー18石敷遺構直上から出土。
直口口縁 (B)第53図31~35は小振りの碗で呉須と二彩 (35)の加飾がある。 31は呉須で内外面に文様が施され
る。

・筒碗

いわゆる蓋物の碗で45~47で三島手 (45) と呉須絵付け (46)がある。 47は当初、ここに分類したが、胎土、
釉などを観察すると本土産磁器の可能性がある。器形・施釉の具合・文様構図などは46と酷似する。第52図7は
腰が丸く、筒碗に近いが、内面の無釉を考え合わせると瓶の可能性も否定できない。

・小碗

口縁の形態で外反口縁 (A)と直口口縁 (B)玉縁口縁 (C)に分けられ、釉の掛かり具合で蛇の目の有・無、
白化粧有・無等に細分できる。

I類は直口口縁で蛇の目釉剥ぎ (11)、黒釉で総釉（第54図1)である、第54図2・3は灰釉で青磁の可能性も捨
てきれない。

II類は外面は鉄釉 (a) と黒釉 (b)、緑釉 (C)があり、内面を白化粧しないもの（イ） (6・8) とするもの
（口） (7・9)がある。

III類は無文は蛇の目釉剥ぎをするもの (12) と総釉 (12) がある。加飾は①外面に飴釉で薄く、圏線を施す、
②呉須は内底のみ (17)、全面に施釉 (18)する、③イッチン技法iいによる加飾は単色 (20) と二彩 (19)、④面
取りは I3-14は小振りで外反が緩く、総釉で外面の面取りも二段になる。⑤無文がある。また。 II・III類の中
には外底に施釉し、畳付けにアルミナを施し、更に削り調整するものもみられる。
・小杯

第54図23はI類でサイズは染付の杯に酷似。第54図22はIII類で呉須で「幸」「地」の銘。
・皿 （第55・58図）

皿は大（口径20cm前後） ・中（口径12~15cm前後） ・小（口径10cm前後）がある。口縁は外反口縁、直口口縁、
内湾口縁があり、さらに施釉の具合、加飾により細分できる。

小は灯明皿と思われるもの (1・2・3) 同図2は黒釉で外底に炭の痕、同図3は外面は無釉、内面に施釉がある。
同図10は内彎口縁で、器高の比率からすると小鉢とも捉えられる。直口口縁 (9)輪花 (4・18)、同図4はカケワ
ケで蛇の目があり、白化粧はない。文様は呉須で輪花状 (18)鋸歯状 (16)、半菊花文 (15) がある。 15は呉須
で文様を施した後に釉を剥ぎ取っている。同図12は赤絵で、畳付けは打割する。

中は直口口縁 (5・6)、外反口縁 (12・15・16・20)、輪花 (19)、5はフィガキーである。呉須の文様 (19・20)。
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大は外反口縁 (14)、逆「L」字状 (13)。内彎口縁 (21)、イッチン技法田による丸文はフィガキー (13)、線

彫りに二彩 (23)、五彩 (28)、呉須で文様を施す (17・21) し、 14は無文。内彎口縁（第58図25) に内面に鉄釉

で草花文がある。 11は資料整理の段階で沖縄産施釉陶器の皿としたが、入校後、青磁の盤と判明した。
．鉢（第56-58図）

小・深・浅鉢があり、口縁の形態で内彎口縁 (A)、肥厚口縁 (B) は口唇が玉縁、 三角形になる。逆「L」字
状 (C)、外反口縁 (D) は① ②口唇部は上に尖り、③波状口縁がある。この器種は II類のカケワケが多く、

I類のフィガキーのものは少ない。

小鉢（第56図）は31は輪花のカケワケで口唇に段を入れ、胴部は面取りする。25・26は同 lタイプで外反して

• 上がる。文様は内面全面に呉須で区画して草文を施し、 26はさらに、内底に三つ巴文を施す。

深鉢は内湾口縁 (A) はいわゆる「ワンブー」といわれているもの（第58図29)。肥厚口縁 (B) は口唇で丸

く膨らみ、鉄釉で丸文（第57図7・8)、口縁部が外に張り出すように肥厚するもの（第58図19)、内面はイッチン
技法門こよる丸文（第57図9)。断面が三角形に肥厚（第57図13)、内外面に鉄釉で文様、フィガキーになるが高

台に鉄釉を施す。逆「L」字の口縁 (C) で、口唇の幅が① 1 cm前後のもの（第56図27・第57図2・4・5・11・12)、
また、口唇の角度が下降（第58図22・23)、水平のもの（第58図27)。薄手で小振りなもの（第57図16・第58図24)、

ロ唇部が無釉になるもの（第58図27)、口径が27.7cmとかなり大きい（第58図28) ものがある。胴部でカケワケ
の内面に草花文を施したもの（第58図17)、外反口縁 (D) は①フィガキー（第57図3)、白化粧無（第57図10)、

緑釉のカケワケ（第58図18)、口唇が三角形に膨らむ（第57図9)。③波状口縁（第57図15)④は輪花（第57図16)

内面にイッチン技法註！で波状文を描く。底部はフィガキーで、鉄釉に文様を白釉で施し、高台は高く、 畳付けに

砂粒が付着する（第57図 1)。第57図2は内底を大きく釉剥ぎし、文様状にもとれ、外底は腰部まで施釉し、畳付

けに砂粒が付着している。

浅鉢は第58図20である。

・鍋 （第59図）

小は口径が15cm前後で胴部があまり張らない（第59図 1・2)、張りが強い (12) もの、口唇を釉剥ぎしない
(4) ものがある。

中は口径が20cm弱で同図5は浅い。大は口径が20-30cm前後、三島手 (6)、浅い (7)。9-11は底部であるがサ
イズは不明で、丸底 (9)、若干角になる (10)、明瞭な角 (11) がある。 9が底部としては一般的である。

・壺 （第59図）

小は胴部が張るもの（同図13)、ナデ肩（第61図41)、中は口が締まり、胴部が張り（同図14)、また、同図15

は口が広く、あまり胴は張らない。 16は口縁断面がカマボコ状を呈し、大は口径24.8cm、底径も15cm (同図17)

とかなり大きい。同図18は底部は屏く、腰部の削りが明瞭、釉が灰色を呈し、沖縄産施釉陶器以外の焼き物の可

能性もある。主に中が多く、て• と一12・13遺物集中部から多く出土している。

大は数点のみである。

・急須

大・中・小のサイズがあり、さらに側面形により、丸、筒、瓢箪型に分けられる。

小は丸型には1の楕円 (a) 12は二彩、 14は呉須に上絵で草花文、 2は正円 (b) があり、 三島手 (4・5)、
線彫りと二彩の組み合わせ (10)、16は五彩、 9は筒型で三島手、瓢箪型5は肩部は丸味、 6は若干、肩部は角に

なる。 3は二彩である。

中は丸型11は線彫りと呉須の組み合わせ、把手は緑釉、注口は 3つの孔になる。 15は呉須。鍔型17はこのタイ

プの出土はなく、胎土も若干他のものと異なることから本土産陶器かもしれない。

大（第61図18) は「アンビン」といわれているもので主に黒釉が多い。

急須の把手：大・中・小と断面で分類できる。大で弧状の断面第61図19・20、中は第61図23は断面は弧状で二

彩、長方形第61図21、断面がカマボコ状で両端に溝を施し加飾する（第61図24)。第61図25は胴部部に装着 した
ものである。当初、把手としたが、把手のカーブと胴部部の関係をみると別の用途の可能性もある。小（第61図
22) は断面弧状になる。

・片口注口

第61図26は片口注口。類例は器厚は8.5mmと厚い。

• 水注

-99-



第61図28は注口を境に左右に葉文、上下に節を象った竹筒状の水注で、中国の17-19世紀のものではないかと
のこと

・酒器

俗に「カラカラ」と呼ばれるもので、胴部の形が肩に丸味をもつタイプ (A)、角になるタイプ (B) がある。

前者は緑釉（第61図29)、三島手（第61図30)、二彩（第61図33)。後者は線彫り（第61図32)がある。第61図31
は口縁部で朝顔状に外反し、口唇は尖る。呉須の具合から32と同一個体と思われる。

・角瓶

第61図35は方形で内面に布目痕がみられ、角瓶の可能性が考えられる。

• 水滴

胴部が丸になる (37・38・39) もの、筒状なるもの (40)、ソロバン玉状になるものがある。注口がないものは

「フチュクルビン」の可能性がある。

・蓋

撮みの形で高台タイプ (A)、撮みタイプ (B)、撮みなし (C) に分け、さらに Bは撮みの形でイ：丸、口：

リボン、さらに、器種で①・．鍋、② ：壺（アンダガーミ）、③ : 急須、④：筒碗に細分した。

A: 第62図8は大振りで、第62図1・6は高台にアルミナ、第62図4、7は口唇部にアルミナ、第62図6は内面にも白

化粧を施す。第62図11・12は小振りの蓋である。口縁は玉縁（第62図1・5・6)、口折れ（第62図2)
壺の蓋 (26・27)は厚手で、胴部を釉剥ぎし、白化粧して加飾する。鍋の蓋（第62図4) は薄い。

B: 撮みタイプは壺（②)急須（③)、筒碗（④)がある。②は径11.1cmと大きく、 黒釉である。③はサイズは

5.lcm-9.lcmのサイズがあり、加飾も単色（黒釉、呉須）と線彫りに彩色がみられる。第62図20は脚がなくベタ
底である。④筒碗の蓋21・22・23は胴部が膨らむ。 21を薄手で呉須の釉の具合から染付の可能性も否定できない。
C : 1例（第62図24)で壺の蓋。

・瓶

口緑が直口口縁、朝顔状に外反し、底部は高台、上げ底、脚台は低い、高いもの、頸が短頸、長頸になるもの

がある。 1・2は短頸で口唇は若干厚く、 5・9は長頸で直口口縁になり、胴部はあまり膨らまず、加飾は呉須と
線彫りを組み合わせである。 4は口縁部が朝顔状に開き、 6は口縁を一周り大きくし、口唇の周りに呉須を施す。

7は長頸で頸部が竹節状の凹凸をなし、 3は胴部は茄子形に膨らむ。底部は 8・14・15・16・17は低い脚をもつもの
で胴部はなすび形になり、長頸の双耳は花瓶とするものである。 18は器高が若干低く、脚は高い。19は素地が灰

色で釉は貫入がみられ、口径及び形状から本土産陶器の可能性も考えられる。嘉瓶は第63図20の頸部と21の肩部
が出土した。

．灯明具（第63図）

口縁部は内向口縁と直口口縁、底部は糸切り、脚台タイプがあり、前者は同図22は透明釉で底部ば熔着痕あり、
23は黒釉、 24は呉須で仕上げ、口縁は直口口縁である。後者は25で、 26は脚が一回り大きく、透かし彫りである。
27も透かし彫りで器高は低い。破片は黒釉と白釉がみられ、他に緑釉もみられる。

・火取
まだら

内彎口縁 (A) と直口口縁 (B) に分けられる。前者はトビガンナと黒釉を斑に掛けたもの（図なし）、後者

は黒釉に横位に数条の沈線を施したもの（第64図4-8)、呉須で横線（第64図11・12)山水文（第64図10) は染
付か肥前を真似たものか。 三島手（第64図9) でせ•そー13遺構57から出土。
・香炉

第54図24は逆「LJ字状の口縁で白化粧に緑釉を掛けているが、他に黒釉・白釉のものがみられる。

・火炉

内瑚口縁 (A) と筒状 (B)、口唇が窄み、胴下部で「く」字状に折れる (C)、壺形 (D) がある。

Aは①内彎の強い、②は内彎が弱いものがあり、①は径25.2cmと大きく、獣面の双耳がある（第64図19) ものと

口径が14.4cmと小さいもの（第64図20)。②は口径が20cmで厚手（第64図22)である。 Bは口縁を扶り、 3個の内
部突起と底部は真っ直ぐに立ち上がるもので黒釉（第64図14・15・17)、鉄釉（第64図16)、二彩（第64図18)があ

り、後者は径も13.8cmと小さい。 Cは胴上部が三島手を施し、胴下部は飴釉（第64図24)で最大胴径19cmと大振
りである。Dも（第64図25)三島手を施す。C・Dは上等品か。（第64図22) は同図19・22の底部の可能性が考え
られるが、他に24も考えられる。
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第24表 沖縄産施釉陶器観察一覧 (1)
単位 .cm

図番
巧ロ 昌小分類 部1立 口径 器高 底径 観察事項 出土地

1 
I a-B 口～

12.5 6.3 6.4 形態： 口施唇釉直：口で舌状に細くなる、高台一逆台形。文様：無文。釉色：透明釉（灰 す-18遺物石礫集
CD 底 色） 。 フィガキー。素地．暗灰色。 中黒色土層20-40

I a-13 
2 

口～
12.S 5.9 6.1 俎形態付 ：直口1-1縁 器`恥ぱ灰低色い．。文様： J限文。釉色： 透明釉。施釉 ：フイガキー、 せ-14

I 
② 底 けに砂目。素地： 地ill直 1-.

3 底 6.6 形態：乳高褐台逆台形。 文様：内底に鉄釉で丸文。釉色：透明釉。施釉：フィガキー と12
I 

Ia-8 素地： 色。 逍物集中部

4 
① 口～

12.8 5.7 5.9 
形態： 直口口縁、底部はストレート、局台は角、逆台形状。文様：無文。釉色： す-18遺物礫集中

I 
底 透明釉。施釉：内底に砂付着。 素地： 灰色^ 黒色土感20-40

形態 ：11~: ロロ縁、舌．状荼、褐底色部、は張り．角になる◇文様： }!I{文．釉色 ：飴釉。旅釉 ： す 15・16ヽた岩黒盤色に土ヘ5 I c-B 口～ 14 5.6 6.4 フィガキー。素地． 焼成よ tヽ． ばりつし

② 底 層

6 14 6.6 6.4 
形態：直口口緑、腰は微妙に張り、高台はやや摩滅、やや豚手。文様：無文。 し-17岩盤凹層地黒
釉色：飴釉。施釉：フィガキー。素地：橙褐色。 色混礫:I: 20-70 

7 I a-A 底 5.6 形態 ：腰素部地は丸味。文様：腰部に二条の圏線。釉色：透明釉。施釉：フィガキー｀ 16トレンチ東側岩上
I 砂目。 ：灰色、焼成良好。 黒色土層0-10

8 I a-B 口 12.8 形態： 直口口縁。文様： 鉄絵で筆書き。 釉色：透明釉。施釉：フィガキー。素地： せ•そ-13

I 
灰色。 追構57

I a-B 形態：腰が張る、高台丸味、明逆釉台。形施状釉、器：高低い。文様：鉄絵が確認できる、 た-14， 
② 底 7.2 内底に灰釉で丸文，釉色：透 フィガキー、内底に砂が若干付着。 茶褐色礫土層

素地：灰褐色。
~ -

10 I a-B 口 10 形態： 直口口縁。 文く。様釉：外面に鉄り！釉釉でりi釉訊'：(文で釉原がある、内面は1二1唇近くに
幅 2mn1の圏線を描 色 ：透I 。施 フィガキー。素地 ：灰～褐色。

せ-北16側IEI横階地段山下直の石
垣 r.

11 I a-A 口 14 形態：外反口緑。文様： 草文。釉色：透明釉。施釉：内外面施釉、員入有り。素地： せ-16

第一— 乳褐色。 黒褐色混礫土阿

52 12 I b② -Il 口～
13.9 6.5 6.2 

形態： 直口口緑、腰部は若干張る、高台は逆台形。 文様：無文。釉色： 鉄釉。 す-15

図
底 施釉：フィガキー 、底部近くまで施釉。素地 ：灰褐色、輯蝕痕l判瞭。 地山直上

13 
碗 la-B 口～

13.4 6.3 6.4 
形態 ：111(LILI緑。文様： JI!{文。釉色： 透明釉。施釉 ：フィガキー．禁地 ：乳褐色、 遺せ構•そ5-713 

閏 ① 底 緻密。
I 

形態： 玉縁口緑。腰ー丸昧。晶台方薄柱手状，。文様：内底に鉄釉で丸文。 釉色： 黒釉。 す-1835 14 I c-C 底 13.6. . 6.3 6.4 
施釉． フィガキー。素地．乳色、 。 黒色土層I 

Ib-B 
15 口｀ 11 5.9 4.5 形態： 台直脇口に）緑、小振り 、腰部は削内り面。文様：無文。釉色：鉄釉。施釉：外面 す—18

' 

② --高 まで、費付けアルミナ。 一蛇の目釉剥ぎc 素地：屎褐色。 黒色土層20-40

口～ 形態：僅施をか釉塗にる： 外反、腰部は丸い、高台方柱状。文様：内底ー鉄釉で丸文。釉色： せ-17
16 

底 13.2 6.4 6.5 黒釉。 外面ー-1)要部まで、骰付けアルミナ、内面ーJIITII下部まで、児込み 黒色土層
Ic-B は鉄釉 。素地：乳色。
② 形態： II要部は丸味、底部方柱状。文様：熊文。釉色： 累釉。施釉 ：外面一腰ー せ-15

17 底 6.5 高台脇まで、畳付けアル ミナ。内面一胴下部まで、見込みは鉄釉を塗る。素地： 遺構32
乳褐色。

I b-B 口～ 形態： 直口口縁、小振り、腰部は削り、丸い。文様：無文。釉色：着鉄痕釉。。施釉 ： せ-17
18 ② 底 12.4 6.2 5.2 外面ー～高台脇まで、母付けアルミナ、内面一蛇の目釉剥ぎ、溶 素地： 黒褐色混礫土際

灰褐色。 100-110 トー
形態：厚さ 5mm程の玉縁、腰部は丸昧、底部は舌状。文様：内面の中ほどに幅 1

19 11-C 口～
12.9 6.3 5.6 

cmほどの圏線、口唇は施外釉面の黒釉で釉垂れが模様のようになる。 釉色：外面一 遺す-物18礫集中部
底 黒釉、内面一透明釉。 ：外面ー～腰部まで、 内面一蛇の目釉剥ぎ。素地： 黒色土層20-40

乳色。
トー—•

lie-A 口～ 形態：外反口縁、腰部は丸施味釉、渦台は台形状。 文様：無文。面釉一色蛇：外面ー黒釉き、 せ-17
20 ① 底 13.2 6.3 6 内面一透明釉、白化粧。 ：外面ー昼付けアルミナ、内 のH釉剥 、 黒褐色混礫土層

溶着痕。索地：灰褐色。 90-100 ， 

す—18遺物石礫集21 ill-A 口～
12.4 6.4 6.4 形態一：外蛇反の口目緑釉。剥文ぎ様、：溶無着文痕。釉色： 透：乳明白釉色、白化粧。 施釉：外面一畳付け無釉。底 内面 。素地 。 中黒色土階20-40

22 m-c 口～
13.8 6.7 7 形態： 玉縁口縁、大振り 。文様：無文。。釉素色地：透明釉、 白化粧。 施釉：外面一 ち-13

底 費付け無釉、削り。内面一蛇の目釉剥ぎ ：乳色。 黒褐色媒混り層

23 ID-A 
口～

12.7 5.9 5.4 形態：外反口縁、晶台り。方内柱面状一。文様： 無文。釉色：透明釉、白化粧。施釉：外 せ-16黒色滉礫土
底 面一畳付け無釉、削 蛇の目釉剥ぎ。素地：暗灰色。 層炭層上

形態：外反白口緑。 文様：・ 外外面 4つに文様を区画し、半菊花文を 4個配する・。釉白色： せ-16
24 12.5 6 5.8 透明釉、 化粧。施釉． 面一畳付け無釉、内面一蛇の目釉剥ぎ。素地．乳 色、 黒色混礫土層

トー 厚手。 炭層上

口～ 形態： やや外反、腰も若干ぎ文、張。溶釉る着色。痕い：有透ずりれ明。釉も素、2パタ ーン。文様：呉須で草花文、
て-12

25 III-A 
底 12.8 6.3 6.2 内面も草内面花文、内底に施 白化粧。 施釉：外面一畳付けアル 遺物集中部

第一
ミナ。 一蛇の目釉剥 地．灰褐色。

53 形態：外反口縁、 腰の張り(。内は文底弱様一い区蛇。画の文無目様し廂：呉須で草花文、 文様区画あり、 内唇 と12
図 26 13 6.2 6 は圏線の間に縦位にけ烈無点釉文。 、内底有文。釉色：透明釉、白化粧。 遺物其中部0-20

一 碗
施釉．外底一僭付 釉剥ぎ、溶着痕。素地．乳褐色。

屑 口～ 形態：乳外、褐反白色化が強く、腰の張りは弱い。文様：外面ー草花文、内底無文。釉色： せ-16
27 m 底 12.7 5.6 5.8 透明釉 粧。施釉：外面一畳付け削り 、アルミナ。内面一蛇の目釉剥 ぎ。 黒色混礫土陪36 素地： 。 炭層上

28 12.4 形態：外反口縁。 文様：外施面釉ー草：内花外文面と腰部に蓮弁文、内面は口縁と11要部に施文。 せ-15
釉色：透明釉、白化粧。 施釉。索地：乳褐色。 遺構32

ID-A ロ 形態：外反で玉緑状、腰は少し張る。文粧様内。面：施呉は釉須ロで外面は腰部に圏線を配し、 せ-17

29 12.5 
その上は扇状の草花文、下部は烈点文、 縁と胴下部に圏線、口唇は草 黒色土層60-80
文らしきものを施す。釉色：透明釉、白化 ：内外面施釉。素地：乳褐色、
焼成良好で緻密。

注 法量の項の「一」は測定不可、（）は推算径、観察事項のr-」は不明
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第24表 沖縄産施釉陶器観察一覧 (2)
--

図番
方＇ 醤小分類 部位 口径 器高 底径 観察事項 出土地

口～
形態 ： 外反口緑白、皆腰化に粧はl閉張か線。る。施。さ釉文ら様に：内口：外必留而ーは総一ダI釉呉J点須．文薄で、手草か花。な文貫り人、薄布口手り昏で。と染胴素付下地に部：［以乳にせ阿白た1線色？、、

ち-13
30 m 

底 13.6 7 5.8 釉内面一底部と口 。 黒褐色礫混り層

ドー 色： 透明釉、 。

形態釉は：11。圏1口寮線「地へl緑区：、乳画Ul褐iし而色烈・一．点丸文昧、で呉薄須手は。文様： 呉須で施文、 外面は区画が見られる、
と12

31 ill-B ロ 10.8 内唇 薄い。釉色：透明釉、白化粧。施釉：内外 遺物集中部西側畦
面施 。

口～ 形態： 若干外反、断面一舌状、腰は少し張る。文様： 呉須、 2パターンの組み つ-12
32 ID-A 

底 11.9 5.7 4.8 合わせ、内唇ー外面と同じに文削様の 2バターン。釉色： 透明釉、白化粧。施釉： 黒褐色混礫層
内面一蛇の目釉剥ぎ、高台 りが打る。索地 ：乳白色。 10-20 
形態： 直口口縁、l要は張る、小振り、薄手。 文様：外面ーロ縁と胴下部に幅広口～ て-12

33 底 11 5.3 4.8 の圏線。釉色：透・明釉、褐白色化粧。施釉：外面一畳付け無釉、削る 。内面一蛇の 遺物集中部0-20
目釉剥ぎ。素地．灰～乳 。

34 Ill-B 口 10.5 形態：に直呉口須口で縁施、文断。面ー丸.味、 小振り。 文様：外面:内一外呉面須施で釉扇。状に花・文、 内面 13トレンチ東側
I 

ーロ唇 。釉色．透明釉、白化粧。施釉 素地．乳褐色。

形態： 直口口縁、 舌状、同付JI災け色部無で少ぽ釉しかで張削する`る。文様：二彩、 外面ー一つ釉の色構：図、 呉須 て-12
35 

口～
11.8 4.6 6.1 

で葉を描き、その周辺を 他に茶釉で文様を描く。 透明釉、 遺物集中部0-20
底 白化粧。施釉：外底一僭 、内底一蛇の 目釉剥ぎ、 白化粧を残す。

素地：乳色。

一 形態：外反で玉縁状、腰はあまり張らない 文様： 呉須で丸文 内唇は「ハ」の 13トレンチ東側

36 13.6 7.1 6.6 
字に施文。 内釉底色： 透明釉、白化粧。施釉： 外底ーft付け無釉、削り 若干ァル ミ
ナが残る。 一蛇の 目釉剥ぎ。素地 ：灰～澄褐色．

第 37 形態： ．（位かに外反、丸味。）j要はあま り張らない化ナ。粧痕文。。様施素釉：地呉：須のみで丸文、パタ せ-16
Ill-A 口～ 13.8 7 6.4 ーンは 3個。呉須は鮮やか。釉色：透明釉、白 外面ー昼付け無釉、 黒色混礫土層53 

底 削り、 アルミ ナ、内面一蛇の 目釉剥ぎ、ア）レ ミ ：乳褐色、 厚手。 炭層上図←一
碗 形態：外反釉口縁。文様：呉須で丸文 3パターンに下端に点。釉色：透明釉、白 せ-16

版吼3 8 12.6 6.2 6 化粧。施 ：外面一畳付け無釉、 若干のアルミ ナ、内面一蛇の 目釉剥ぎ、アル 黒色混礫土層
ミナ痕。素地：乳褐色。 炭層上

3G 一 形態：外反口緑。文様：丸文、 fh火i一須蛇ぱの鈍Hい府。I釉色 ：透Iり」 :f;th乳. Fl化粧。施釉： 外 せ-16南側畦黒色39 13.6 6.5 6.6 
面一覺付け無釉、アルミナ、内 1iJ!!Jぎ。禁地 色． 土層0-30

一40 旧 口 15.8 形態：外反白口化縁粧、腰は張る。面文一様蛇：緑釉で丸文、 文様の輪灰郭～は乳沈褐線色で。施す。釉色：
透明釉、 。施釉：内 の目釉剥ぎ。素地：

遺す • せ-1 3 
構41

形態：外反口縁。 文様：丸文を 3個配する、青の文は径5-8rnrnの14個、 真ん て-12
41 12,6 6 5.7 中に褐色の楕円の文様、 径2.5-3cmを配する。釉色：透明釉、 白化粧。施釉： 遺物集中部0-20

I 
外面一覺付け無釉、部分的にアル ミナの痕。素地：灰～褐色。

口～ 形態：外反口縁、 腰は張 らない、透。削明文釉り様は、：丸文。を素施地3釉個：配する、 青は17個、 褐色 て-12
42 Ill-A 

底 14.2 6.8 6 29.6mmX20.5mmの楕円。釉色： 白寧化粧 ：外面一骨付けアル ミナ、 遺物集中部

＇ 

削りは雑。内面一蛇の目釉剥ぎ 丁。 褐色。

形態：外反口縁、個施口釉唇真：はん外剥中面離にーす褐昼る色付。のけ文楕無様釉円：の、いわゆる丸文を 3個配すす素る、 青釉の文
せ-16

43 12.5 5.7 5.3 は径5-Bmmの14 文内様径）.8X2.5cmを配 る。 色： 黒色混礫土層

一
透明釉、白化粧。 而一蛇のl=i釉剥ぎ。 地．褐色。 炭層上

44 I a-A 口 11.8 形態： 外灰反褐11緑。級文密様。：内外J(iiに鉄釉で1を1線。釉色： 透明釉．施釉 ：内外而施釉． せ-18石敷迫構直
素地： 色． 上黒色土層

45 Ia―筒 底 5.3 形態：・ 直透口明口釉緑。、腰部・は丸味。～文腰様部：ま三で島、手内、沈線で格子文素と縦・線の組み合わせ。 と-12
釉色． 施釉．外面一 面ー総釉。 地．暗灰色Q 遺物集中部0-20

口～ 形態： 直透口口緑、腰部は丸味、品台の内縁を削る。文様：山水文、呉須は鈍い。 と12
46 ll1一筒 底 10 7.2 6.2 釉素色：・ 明釉褐、白化粧、呉須。施釉：外面一畳付け無釉。内面一蛇の目釉剥ぎ。 西側畦迫物集中部

地． 茶～ 色。

口～ 形態： 透直灰明口白釉口色、縁。気、腰部は丸味。 ：文口様禿：。花外と面葉一文畳を付そけれ無ぞ釉れ、に配す、呉須は鈍い。 せ-18
47 I a―筒 底 11.1 6.5 5.5 素釉色： 泡多い。施釉 内面一蛇の目釉剥ぎ。 石灰岩陳集中部

地： 黒色土層

1 I c-B 底 7.8 4.1 3.8 形態：・ 直外口口縁、舌状、腰部は丸く、 高台は逆台.形。-文乳様褐：無文。釉色：黒釉。
施釉． 面ー～高台脇まで、内面ー総釉。素地．灰 色。 す部ー黒18色遺土物層礫2集0-中40 

2 Ta-B 口～
9.4 4.4 4.2 形態：脇直口口緑、 舌状、 腰部丸い。・暗文褐様色：。無文。 釉色：透明釉。施釉：外面一 し-17岩盤凹地黒

底 ～高台 まで、内面ー総釉。素地． 色混礫土層20-70

3 I a 底 4 形内態面： 高台一台形状・。暗文灰様1：無文。釉色： 透明釉。 施釉：外面一畳付けアルミナ、 と12
ー総釉。素地． 色。 遺物集中部0-20

4 Ia-B 口～
11.6 4.1 4.9 形態：施直釉口口・縁、 舌状、 腰は大きく 丸み、総高釉台。方素柱地状。・灰文色様。：無文。 釉色：透 と-12

第一
底 明釉。 ．外面ー～高台脇まで、内面ー ． 追物集中部

54 口～ 形態： 直口口縁、腰部は丸味、品台方柱状け無。釉文、様肖：無文。 釉色 ：外面ー鉄釉、 せ-17
図 5 llb-B 

底 9.2 4.6 3.4 素内面一透明釉、白化粧。施釉：外面一畳付 IJり、 アルミナ。内面ー総釉。 黒色土層60-80
ドー篇 地：乳褐色。

凰 口～ 形態：外反口縁、腰部は丸い。文様：無文。内釉面色ー：外面ー黒釉、 内素面地一：透茶明褐釉色、 せ-17
6 lie-A 

底 9.1 4.4 4.4 白化粧土は無。 施釉：外面ー～高台脇まで、 蛇の 目釉剥ぎ。 。 黒褐色混礫土階37 
110-120 

一 口～ 形態：外反口縁、腰部は緩粧や：灰。か褐旅色高釉。台：の外縁削り。 文様釉 ：無文。釉色：外面一 遺す—物18礫集中部黒色7 lib-A 
底 8.7 4.4 4 鉄釉、内面一溶透着明痕釉。、白化 外面一畳付け無 、アルミナ、内面一蛇

の目釉剥ぎ、 素地 土層20-40

口～ 形態： 玉縁口縁、高台方柱状、台文脇様ま：無文。釉色の：外目面釉ー剥黒ぎ釉。、 内面一灰透褐明色釉。、 せ-17
8 IIc-C 

底 8.5 4.1 4.2 白化粧無。施釉：外面ー一裔 で、内面一蛇 素地： 黒褐色混礫土層
90-100 ， lid 底 4 形態： 高外台面外一縁畳に付削1り。文様：無内文面。 釉色：外面一緑釉。内面一透f灰明褐釉色、白化粧。 15トレンチ東側岩上

施釉： ナアルミナ。 一蛇の 目釉剥ぎ。素地：暗 。 撹乱蹄

注 法霰の項の「一Jは測定不可、（）は推算径、観察事項の「一」は不明
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第24表 沖縄産施釉陶器観察一覧 (3)
単位： cm 

図 番方ロ 昌 小分類 部位 口径 器高 底径 観察事項 出土地

10 III-B 口～
7.9 4.2 4 形態：直口口緑、舌状、腰はストレート、原手。文様：肖佃沖貞文剥。釉色素地：透：明釉、 て-12

底 白化粧。施釉：外面一畳（寸け無釉、アルミナ。内面一蛇の ぎ。 乳色a 逍物集中部0-20

11 I a-A 口～
9 4.7 4 形態：内高面台は内側が深い。文様：無：灰文褐。釉色：透明釉。施釉：外而ー一高台脇 と12

底 まで、 一蛇の且釉剥ぎ。素地 色ュ 遺物躾中部0-20

― 
12 8 4.1 4 

形態：外反口緑、腰部は膨らまない、 底部は逆台形。文様：無文。釉色：透明釉、 た14岩盤にへばり

＇ ill-A ロー 白化粧。施釉：外面一畳付けアル ミナ、内面ー総釉。素地：褐色。 ついた黒色土庖

13 
底

8.2 3.8 3.6 形態：外反口緑。文様：無文。素釉地色：灰透褐明色釉。、白化粧。施釉：外面一畳付けア せ-15
ル ミナ。内面一蛇の目釉剥きS。 : 追梢32

14 8.1 4.7 4.0 
形態：外反口緑。文様：面取り、 2段。釉色：透明釉、白化粧。施釉：外面一 せ-17
畳付け無釉~ アルミナ、内面ー総釉。素地：乳色。 黒色土層80-90

15 m 口～
8.8 4.4 4.2 形態：外反口縁。文様：面取り 。釉色：剥透ぎ明。釉素、白化：乳粧褐。施釉：外面一昼付け 遺せ-構15 3 2 底 無釉、削り、アルミナ、内面一蛇の目釉 地 色。

＇ 
16 8.4 4.2 3.8 形態：削外反口縁。文様： 面取り 。釉色：透：茶明褐釉色、白化粧。施釉：外面一僭付け せ-17

盆 無釉、 り。内而ー蛇の目釉剥ぎ。素地 。 暗褐色混礫土層
第ドー

形態：外反が強く、外面は溝状になる、腰部は丸＜、贔台は低い。文様：外面 ち-13
54 17 8.1 4.1 3.4 ー無文、内底に花文。釉色・ ：褐透色明。釉、白化粧。施釉：外而一畳付け削り、アル 黒色土層20-30
図， ミナ、内面ー総釉。素地．灰

版図 1 8 
形態：外反が強く、れ化、!粧)災内。部は丸く、H2屈fff木台ーとがば内1:(氾.Ij-(i~ ヽ 。 文様ア：1 1~外ル1fli面ミははナ兵ぶ、氏t1花内の面文発か、 釉垂れ

て-12

9.9 4.8 5.1 
が強く文様が不明II rrtUこlむI線 に丸文、 色が悪い。 遺物巣中部
釉剥色：透明:flh、1'1 素旅地釉：ク 1: ナ削り 、 一蛇の目釉37 

ぎのあと溶符瓜布り。 ：）火褐色．
~ 口～ill-A 

底 形態：外反が強く暉朝顔＿。状、腰は外丸面味。文様：斑点が 5個内区にh苗剥釉ぎで。英一彩地。 と12
19 8.6 4.1 3.8 釉色：透明釉、白イ 。施釉： 一畳付け無釉、内面一蛇の目fl : 遺物其中部0-20

灰褐色。

20 8.4 4.2 3.4 形態：外反口縁、腰部は緩外や面かー。文様：丸文 3個単色、の呉目須釉の剥発色はよい。釉色： て-12
透明釉、白化粧。施釉： 儀付け無釉、内面一蛇 ぎ。素地：乳色。 逍物媒中部

形態：朝顔状に釉外色反、・ 腰はストレート 気味、贔台は逆台形状。文様：口唇に圏 と-12
21 9.6 5 4.2 線面（薄一い蛇飴の釉目）。 ．透明釉、色白化粧。施釉．外面一畳付け削り 、アル ミナ、 遺物鉗中部0-20

内 釉剥ぎ。素地：乳 。

22 ID-B 口～
6.1 2.9 2.7 形態：直口口縁。文様：呉須：白で灰「幸色」。、「地」。釉色：透明釉。施釉：外而一畳付

遣と物12梨中部西側畦
杯

底 け無釉、内面ー総釉。素地
口～ 形態：外反口縁。文様：無文。 色釉。色：透明釉。施釉：外面ー～腰部まで、内面 つ-13・14岩盤付近23 I a-A 
底 3.8 2.3 1.9 

ー内底僅かに無釉。素地：灰乳 遺構集中部

24 炉香 I b 口 8.75 形態：逆「L」字状、頸部はしまる 。文様：無文。釉色：鉄釉。色施細釉粒：口唇に白 し-17
化粧、外面ー施釉。内面一口禄下 2cmまで。素地：乳白色、 黒 混人、3 崖部黒色混礫土層
形態：直口口緑、 7mmの突起、 1個。文様：無文。釉色： 黒釉、僅付けにア せ-17

I Ic- 口～
10.8 3.5 4.8 ル ミナ。施釉：外底一口唇のみ、内底一蛇の目釉剥ぎ、溶着痕。素地：乳褐色。 煤褐色況礫土層

＇ 
灯明 底

100-110 

2 10.7 2.7 5.6 形態：直口口縁、外面に炭がぎ付、着溶。文様：無文。釉色： 黒釉。施釉：外面ー～ せ-18石灰岩篠集

ドー 胴部 まで。内面一蛇の目釉剥 着のあと a 素地：阪褐色。 中部黒色＋．層

3 
m 口～

10.1 4.5 形態：直内面口口縁。文様：無文。 釉芦：透明釉、：白乳化色粧c。施釉：外面一口唇のみ す•せ-18黒色混礫
灯明 底 3.5 

施釉、 一蛇の目釉剥ぎ、 高台'-炭痕。素地 。 土層100-110

一 lib-
4 

口～
9.7 2.3 3.8 

形態：輪花。文様：無文。釉色：外而ー鉄釉、内面一透明釉、 白化粧。施釉： た-14
小 底 外面一畳付け無釉、内面一蛇の 目釉剥ぎ。素地：灰褐色。 黒色土層20-40

5 
Ib- 口～

12.8 3.8 5.8 
形態： 直口口縁。文様：無文。釉色：鉄釉。施釉：フイガキー。素地： 茶褐色。 と-11

中 底 黒色十．磨0-10
Ia- 形態：直口口緑。文様：無文。 釉色：透明釉。施釉：フイガキー。 素地：乳褐色。 15トレンチ東側岩上6 中A 口 12.6 

黒色土層最上部

7 
口～

7.2 形態：晶台は粒状。文様：内底：灰に白丸色文。か。釉色：透明釉。施釉：フ ィガキーの
黒せ-色17上庖0-30I a- 底 あと内底に丸文を施釉。素地ドー

中 形態ー。文様：無文。釉色： 透明釉。施釉：外面ー一腰部、内面一蛇の目釉剥ぎ。第 8 底 せ—167.6 
素地：灰褐色、緻密。 0-30 

55— 
似I9 ill 

口～
11.7 4.1 4.4 形態：直口口縁。文様：無文。 釉色・：灰透褐明色釉，、白化粧。施釉： 口唇に銹釉、外 せ-17

― 

底 面一畳付け無釉、内面ー総釉。素地． 。 黒色土層

鳳10 
Bil m-,」ヽ 口～

11.4 4.4 5.4 
形態：内均口縁。文様：無文。 釉色：透明釉、白化粧。施釉：外面一畳付け無釉、 せ-17

底 内面ー総釉。素地：乳白色。 黒褐色況礫土層
38-

形態：稜花。文様： J照文。釉色： 緑色。施釉： 内外i而施釉．泰地： 灰褐色． せ-1711 青磁 口
黒色上層30-50

口～ 形態：外反口縁。白文化様粧：赤施絵釉内外面面に一赤畳とi格子文、内底に 5弁花を金と赤で施す。 と12
12 皿ー小

底 12.9 3.5 6.2 釉色：透明釉、 。 ： 付け無釉、打割した惑を受ける。素地： 遺物集中部0-20
褐色。

L3 
1 a- 口～

23.2 9.7 形態：逆「L釉」字状・、晶台は高い。文様：内面にイッチン技法、 黒釉で丸文、白 せ-17黒褐色混礫
大 底 7 

釉で圏線。 色．透明釉。施釉．フ ィガキー。素地．褐色。 土層90-100ト―
口～ 形態：外反口縁。文様：無文。灰釉褐色色：透明釉、白化粧。施釉：外面一畳付け無釉、 せ-15岩盤にへばり14 m-* 底 23.4 10.8 7 

内面一蛇の目釉剥ぎ。素地： ついた黒色土層トー
形態：外反口縁。吝芸樟須： 呉施須／釉で：内外面面に半菊花文を 4個と内底「→」を施文目釉。釉色 ： て-12

15 
口～

11.2 3 5.5 透明釉、白化粧、 。 一畳付けアルミナ、内面一蛇の 剥ぎく 遺物集中部
~ 

皿ー小
底

素地：乳色。

16 13.2 3.5 6 形態：外反口縁。 文様： 呉ミナ須、で内鋸面歯一状蛇にの施目文釉。 釉色：素透地明釉・、～白灰化色粧。、呉須。 と12
施釉．外面一畳付けアル 剥ぎ0 • 乳 。 追物集中部0-20

17 [Ilー大 口～
22.2 5.1 13 

形態：内対口縁。文様： 呉須で草文。 釉色：透明釉、白化粧。施釉：外面一僭 せ-16黒色混礫土
底 付けアルミナ、内面一蛇の 目釉剥ぎ。素地：乳褐色。 層炭層上
口～ 形態：施輪釉花：。文様：呉須で半円と 点の組み合わせを繰り返す乳。白釉色色。：透 明釉、白18 rnー小 10.2 3.25 4.6 と-12
底 化粧。 外面一畳付け無釉n内面一蛇の 目釉剥ぎ。素地： 遺物集中部0-20

注 法饂の項の「一」は測定不可、（）は推算径、観察事項の「ー」は不明

-103-



第24表 沖縄産施釉陶器観察一覧 (4)
. ・-Ill位： crn 

同番
方rコ 昌小分類 部位 口径 器高 底径 観察事項 出土地

形態：輪花、波状。文様：内面一呉須で緑に鋸歯状に施文、外面ー無文。釉削色： せ-16
L9 13.8 3.8 6.8 透明釉、白化粧、呉須。施釉：外面一畳付け無釉、内面一蛇の目釉剥ぎ、 り。 黒色滉礫土庖

mー中
口～ 素地：仄褐色。 炭層上
底

形態：内外mの反1旗一が透。強l素リいl'fl地。h、文白様イ ：呉須で内面に莱様文、 4パターン。釉色：外面一透
せ-16

20 15 4.4 6.4 明釉、 ヒ粧。施釉：外面一畳付け無釉、内面一蛇の目釉剥ぎ、 黒色混礫土辰
アルミナ ：乳色。 炭層上

皿
「I- 形態：外反が強い。文様：内而ーロ縁に烈点状に施文. 11、J底にも文様ぎ。釉色 ： て-12

21 
底 24.6 7.5 10.4 透明釉、白化粧。施釉：外面一畳付けアルミナ、内ffriー蛇の1--J釉；{:I] • 索地： 遺物躾中部0-20

灰褐色。
＇ 
22 

rnー大
ロ 22 形態：外反が強い。文様：草花文。釉色：透明釉、白化粧。施釉：内外面施釉。 て-12

素地：灰褐色。 遺物集中部一
23 底 12,6 形態：ー。文様：内面に輪花文。釉色：透明釉、白化粧。施釉：内面一蛇の目 と12

釉剥ぎ。素地：乳色。 遺物槃中部0-20
第

le-小
「1- 形態：内逮口ー縁総。釉文。様素：無文・。釉色：焦釉。施釉：外wi--腰部まで骨付けア 15トレンチ東側岩上56 24 底 11.8 5 7.6 

ルミナ、内面 地．灰～乳色。 黒色：t層 0-10l苅―
口～ 形態：外反して直状。文様面 ：内面に呉須で区画し文様を施す、呉須は鮮やか。 そ13・14石垣横の. 25 
底 16.7 6.8 6.4 釉色：透l肝釉。施釉：外 一昼付け無釉、内面一蛇の H釉剥ぎ、アルミナ痕。 石列前面黒色土見 皿一深

素地：乳色。 層40-60
39 形態： 25に同じ。文様：内面に 4区画して 1とと I,'(文、内底に面巴文、共組は鈍('o て-1226 底 6.5 釉素色：透l明釉、白化粧、呉須。施釉：外面ーn付けJll¥:ftlt、内 一蛇O)i-1釉剥き'> 遺物其中部0-20

地：乳色。
＇ 
27 鉢皿ーC

口～
19 8.8 7.4 透形態 ：「L施」字釉の：j~1 {1 n'$_o1-文1'H様t ： 口緑を主に令緑にの！ーI·~I~t釉iで刺描ぎく。 、11.J/j・いもイiり。釉色 ： て-12豚 IIJJ柑I, ク け無釉、内1fli-蛇 。素地 ：乳褐色。

形態：外反口縁。文様：線と多彩の組み合わせ、彩色は特に規則性は認められ て-11
28 皿ー大 口 22.1 ない。釉色：外面一透明釉、内而ー五彩、白化粧なし。施釉：内外面施釉。素地： 追物狐中部0-20

灰乳色。
＇ 

形態：輪花状、口縁に段をつける、附li'illも6分測され釉る．口唇はきざみめが施 せ中-部18黒石色灰＿＋岩．庖礫其29 14.4 される。文様：内面に緑釉で}~外咲ffi化il旭を釉つ，け、 /Jll餅：I灰iす褐る色． 色 ：外面一失透釉、内
卜

lliー小 l」 面一緑釉と失透釉。施釉： I I。索地 。

30 14.1 形態：外反が強い。文様：緑釉と白釉で変化をつけて/Jll飾。釉色：緑釉、気泡 せ-17
が見られる 。施釉：内外面施釉。素地：白灰色。 黒褐色混礫—1-.階

3 1 小鉢 lib ロ 15 形内態面：輪花、 口唇に段を入れる。内文外様面： 1ll改；、 I伽l部はl而取り色．。 釉色： 外面ー鉄frll. ち-9
ー透明釉、白化粧。施釉： /ii!iflli。禁地 ：111'1灰 石段I:煕色十．屑

Ia- 形態：薄手。文様：外面ー鉄釉と白釉で丸十字文、内而ー胴下部に鉄釉で圏線、 せ-17
I 不 底 10,2 内底ー丸文。釉色：内外面、透明釉。施釉：フィガキー、畳付けょに砂粒。素地： 黒色土層60-70

灰褐色。

形態：逆釉「LJ字、口唇幅9.9mm、高台の高さ 3.5cm。文様：ー。釉色：内外面、 せ-17
2 I c-C 口 26.9 15.2 9.6 黒釉。施 ：外底～腰部まで施釉、砂粒有り、内底は蛇の目を大きく削り、文 黒色土層60-80

様のようにも見える 。素地：乳褐色。
＇ 

Ia-D 形態：外反口緑、 口：透緑明断釉面。舌施状釉。文様：外面ー鉄釉で：二灰条褐の色圏。線をセットで 3 さ-15・16岩盤にヘ3 ① 口 22.4 ヶ所配すか釉色 ：フィガキー。素地 ばりついた黒色土
層

4 I a-C 口 27.3 形態：逆施「L釉」字：、口唇幅9.9mm。文様：内面一胴文に鉄釉で、 2本の圏線。釉色： せー17
透明釉。 フィガキー。素地．乳褐色。 黒褐色混礫土隊

5 
l a-C 

口 27.9 形態：逆透「明L釉」字。、口唇幅9.701111。文様：外面ー無文、内面ー上下に鉄釉と白釉で、圏線。 せ—15① 釉色： 失透、気泡。施釉：内外面施釉。素地：灰褐色、博手4.1mm。 岩盤付近黒色十．層
6 23.4 形態：肥厚、浙面丸昧。文様：イッチン技法で丸文。釉色：透明釉。施釉：内 せ •そ-13

口 外面施釉、フィガキーか。素地：灰褐色。 遺構57第
7 I a-B 27.1 形態：口唇肥厚。文様：外面ー鉄釉で丸文を軸にした。釉色：透明釉。施釉： 16トレンチ東側岩上57 内外面施釉。素地：灰褐色、テンパーで若干、 一部膨らむ。 黒色十．層0-10(:i<j ＇ 

鉢 宝 形釉態 ：I I也 )1•り/.l 、加勝部施釉は膨； らむ、 1閲台の硲さ30.6nlJ11。文様：鉄釉で丸十字文を施す。 せ-168 25.5 13.7 10.4 
色： 透 fl フ fガキー，泰地：灰褐色、器淳4.4mmと薄い。 黒褐色混礫土層版図一， 11 a-D 

ロ 25.2 形態：外反し二角状に膨らむ。。文禁様地： ー：褐。釉色 ：J"/.外G而.3nーun！、1.-l平1h.I人Jl(iiー透fl/j釉、 そ-13① 白化粧なし。施釉：内外面施釉 色、 (,;"i 。 地山直上40, ー

I a-D 形釉態： 外反II緑、 11柑 r',守洛膨I以らむ．文様： 無文。釉色 ：透1リ1釉．旅釉 ：内外1f1iせ-15・16岩盤にヘ10 ① 11 25.8 施 ，素地： 灰色、緻密、 5.6四。 ばりついた黒色土
層

＇ 

形態：釉逆で「L圏」線字。、 口唇9.7n1n1。文様失透：外夕f(fjじー払鉄施釉釉と：1臼内釉外で面丸施文f□l 内面ー惰I:.） . 1ド,に鉄 ち-1111 25.2 釉薄と白 釉色：透明釉、 、 ii。素地 ：I 色、 地山直上[a-C 口 手。

12 
① 

25.5 形態：逆「L」字、口唇幅9.6mm。文様：外面ー鉄釉で草文。釉色：透明釉c 施釉： せ-17
フィガキーか。素地：乳白色， 黒色十．層50-70

形態：口縁は肥厚、 1析面は二角:2r形ヶ-,色所、物1に1疫収配部iiすはと入張る、。る乳。釉白色文色様：。透：い釉ずれも釉鉄釉で、 外而
せ-18

13 I a-B 口 25.2 13.2 9.2 ー丸文 3ヶ所、内面ー藤花を 1リl 。施 ： j¥沿台に鉄 石灰岩礫集中部
トー 釉を塗る、フィガキー。素地 黒色土層

14 
llc-D 

ロ 24.7 形態：外反口縁、断面ー丸昧。文様：外面一斑文か。釉色：外面一飴釉、内面 て-12① ー白化粧のあと飴釉。施釉：内外面施釉。素地：褐色。 逍物揉中部ト―

15 
lla-D 

口 形態：液状口縁直になる。口文唇様ま：外而よ白に釉沈。線禁文地。門：＂”色．褐：外而ー黒釉、内而一 せ-17③ 透明釉、白化粗有り c 施釉： で9 色、器/!/.5.9mm。 黒色土層60-80＇ 

16 
rrc-D 

口 形態：輪花、断面は丸味。文様：釉内側ーイッチン技法で波状文。釉色：外面ー黒釉、 せ-17CD 内面一透明釉、白化粧なし。施 ：内外面施釉＾素地：乳褐色、器厚4.9mnlo 黒褐色混蹂十戊弓
注 法鼠の項の「一」は測定不可、（）は推算径、観察事項の「一」は不明

-104-



第24表 沖縄産施釉陶器観察一覧 (5)
1llf:i!: cm 

図番
号 旦小分類 部位 口径 器高 底径 観察事項 出土地

17 Ileロ 胴 形態： 薄手。 文様：村内外面面に施鉄釉釉。で素草地花文。 釉色：外面ー黒釉、内面一透明釉、 せ-16黒色混礫土

トー 白化粧有 り。施釉： I : 乳灰色。最大胴径25.0cm。 層炭層上

18 
Ileロー

口 24.6 形態：外反施口縁釉。文様： 無文。 釉素色地：外面一緑釉、内面一透明釉、白化粧有 り、 せ-17
D 貫入有 り。 ：内外面施釉。 ：乳褐色。 黒色土層

一l9 TICイー
ロ

形態： 口唇が張り出す、薄手。 文様：無文。 釉色：外面ー黒釉、内面一透明釉。 14トレンチ東側
B 31 

施釉：内外面施釉。素地： 灰褐色。
＇ 
20 

I a-D 
口 23 

形態：外反 して口唇は上部に上がる。文様：無文。釉色： 透明釉。施釉：内外 12トレンチ東側
浅 面施釉。素地：灰褐色。， 

口～
形態： 品台が31.7mmと高い、 4ヶ所に 6nlnlHIJ後の穿孔。文様：無文。釉色：外 た-14

21鉢 Ileイ
底 29.4 14.5 11.5 面ー黒釉、内面一透明釉、白化粧無し。施釉：外面一高台途中から無釉、 昼付 岩盤にへばりつい

けアル ミナ。内底一蛇の 目釉剥ぎ。素地：乳褐色。 た黒色土層

第 形態：逆「L白」字状、「L」‘字下に下がる。文様：無文。釉色：外面ー黒釉、内面 さ15・16
58 22 23.8 11 8.8 一透明釉、 化粧有り 。施釉：外面一畳付けアルミナ、内面一蛇の目釉剥 ぎ。 岩盤にへばりつい

1妥I>-- 素地：灰褐色。 た黒色土階

. 23 II Cロー 口～
27.8 14.9 12.6 形態：逆「L」字、 若干外下面がーる。文様：無文内。面釉一色蛇：外面ー黒釉、 内面一乳透褐明色釉。、 せ-17

版腐I._ C 底 白化粧有 り。施釉： 畳付け無釉、 の目釉剥き＇。 素地： 黒褐色混礫＋．層

形態： 逆釉乳褐「、L色白」字状、 薄手、腰部は張る 。文様：無文。釉色：外面ー黒釉、内面 た 14岩盤にへばり
•II 24 22.6 9.9 8.8 一透明 化粧有り 。施釉：外面一畳付けアルミナ、内面一蛇の目釉剥 ぎ。 ついた黒色土層

素地：乳色。

25 llll l ロ 18.4 施形態釉：内内樹口緑、口縁浙面は方形。文様：内面ー鉄釉で草花文。釉色：失透釉。 せ-17
： 外面施釉。素地：乳灰色2 黒色十層 30-50

26 ITc-C 口 19 
形態：逆「L」字状、幅13.5mm。文様：無文。 釉色：外面ー黒釉、内面一透明釉、 と-11
白化粧。施釉：内外面施釉。素地：｝火褐色。 南側叫；

Il cロー 口～ 形態： 逆「施L釉」字：状、腰部は張る。文様：無文， 釉色：外面ー黒釉、内面一透明釉、 ち-14岩盤付近逍
27 

鉢 C 底 20.4 9.6 ， 白化粧。 口唇無釉、 條付けアル ミナ、内底一透明釉、 白化粧。素地： 灰 物集中部

ドー 褐色。

28 
Ilaイー

口 27.7 形態：照「L釉」字、 口唇幅23.9n皿 文様：内し。面施の釉口唇：内に外鉄面釉施と釉白。釉素で地圏線。釉色： せ-17

一
C 外面ー 、内面一透明釉、白化粧無 ：灰褐色。 黒色t隅

29 Uc-A 
口～

20,5 9.3 8.6 形態：内彎口縁、口緑浙面は舌状。無文釉様、：熊文。釉色：外而ー黒釉、内面一透
追て-物12集中部底 明釉、 白化粧。施釉：外面一畳付け 内面一蛇の目釉剥ぎ。素地：灰褐色。

1 Ile 口 [4.4 形態：胴は唇膨釉ら剥まぎな。い素。地文：様早：無文。釉色：外面ー黒釉、内而一透明釉、白化粧。 す-15
施釉：口 L褐色、焼成ややJj危い＾ 撹乱層

2 IC 口 18.7 形態：内唇が弧釉り出：す、胴部は張らない。文様：無文。釉色：外面一褐～茶釉、
内面一飴釉。施 口唇釉剥ぎ。素地： 灰褐色。白粒漑人。 ちfi-段9k黒色 —u爵

3 19.4 形態 ：焼薄成手良。文様： 無文。釉色： 内外面、鉄釉。施釉： I―I,]外1/1i施flh。禁地 ：l火 て-12

lb □ 
褐色、 好。 追物集中部

4 17.6 形態：口緑の張施釉り出：内しが外短面い施、界 口縁断面は若干、内側に張り出す。文様：無文。 た-14

一
釉色：鉄釉。 h。素地： 灰褐色。 焦色土層20-40

5 
I b-

口 形態： 浅い、蓋受け部は短い。文様：無：灰文白。釉色：内外面、鉄釉。施釉：外面 っ-13・14岩盤付近
中 17.3 

一胴下部無釉、内面ーロ唇無釉。素地 色、焼成良好＾ 遺構集中部

一 形態：胴から底部は浅：外鉢面状施。文様： 二島手、 トピガ ンナと圏線の組み合わせ。 さし-17岩盤にヘ
6 I ロ 32.8 釉色： 透明釉。施釉 釉、内面は無釉。素地：灰褐色。 ばりついた黒色土

鍋
中

形態：口縁の張り出しが長い、口唇幅1.5cmと広く、厚手。 文様：無文。釉色 ： す•せ-18
7 mー大 ロ 23.6 内外とも透明釉と臼化粧。施釉：内面ーロ辱部は白化粧、他は透明釉。素地 ： 黙色土層 0-30

一
乳白色。

第 8 胴 形態：胴部はかなり・張る。文様焼：成無良文好。、釉白色色：鉄釉。施釉：外血一胴部まで施釉、 て-13
59 ~ I b- 内面ー無釉。素地．灰褐色。 粒少屎混人＾最大胴径15.5cmo 逍物紐中部

図， 小
底 形態：胴部が張る。文様：浮：無文。釉色：内面ー鉄釉。施釉：外面一底部無釉、 せ-17

内面一薄く 施釉。素地 L褐色、焼成やや良い。最大胴径14.2cm。 黒色士層60-80トー一

閏10 IC 底 6.4 
形無態釉：底面は平らになる。文様：無文。釉色：内面ー黒釉。施釉：外面一胴下 せ—17
部 。素地：荼褐色。 黒色十J腎0-30

42'― 
形態：底面は角を持ち平ら になる 。・灰文一様乳：無文。釉色：鉄釉。施釉：外面一胴 た-1411 Ib 底 9.6 

＇ 
下部まで施釉、内面ー施釉。素地． 褐色n 黒色十．層20-40

12 Iー小
口～

13.6 形態：胴部はかなり張る、外而は削りが明瞭。文様：無文。褐釉色色、 ：透明釉。施釉：
逍ち掬13紐中部0-20底 外面一胴下部まで施釉。内面ー内昏部釉剥ぎ。素地：灰 黒色細粒。

I c- 形態：口縁はしまり胴部が張る、縦耳 .j個。文様：肩部と四耳の中あたりに二 す-18
13 

小 口 7 条の圏素線。釉色：内外面、黒釉。施釉： 口唇にアルミナ、内側の頸部は施釉し 遺物礫集中部

ト―
ない。 地：乳色。 黒色土層20-40

口～ 形態： 口はしまり、断而は方形状に外に張る 、縦耳 4flill。文様：縦耳の中あた せ-17
14壺 IC 

底 11.2 17.7 10.3 りに二条の圏線。内釉側色ま： 黒釉に。施施釉釉。：口唇アルミナ、外面一JI要部から高台無釉、 黒色土層60-80
畳付けに溶着、 だら 素地：灰褐色。

一15 口～
11.4 16.4 ， 形態：縦耳 4個。文様：耳の中あたりに二条の圏線。釉色：飴釉。施釉： 口唇 と12

一
Ic- 底 釉剥ぎ、 畳付け無釉。素地：灰白色。 遺物集中部0-20

16 
中

口 形態： 口は若十、外反 しカマポコ面状施、釉縦。耳素4個。文様： 耳の中あたりに二条の す-1511.5 
沈線文。釉色：黒釉。施釉：内外 地：乳色。 地山直上， 

I c- 口～ 形態：口唇は外に張り出しながら内対する。文様：無文。 釉色：黒釉。施釉： さ17岩盤凹地内地
17 大 底 24.8 15 外面ー昼付け無釉、内面ー施釉、口唇部は釉剥ぎ。素地：乳褐色、器厚18.4nm1 山直上瓦集中部

゜
190-220 

形態： 器厚16.3mmと屏く、腰部の削りは明瞭。文様：無文。釉色：灰褐釉。施釉： つ-14
18鉢 底 7.3 外面一腰部～底部、無釉。内面ー施釉。素地：橙褐色、 白色粒混入、 育磁の可 瓦礫層

能性もあり、焼成弱い。

注 法量の項の「ー」は測定不可、 （）は推締径、観察事項の「一」は不明
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第24表 沖縄産施釉陶器観察一覧 (6)
単位 ：cm 

図番
号 昌小分類 部位 口径 器高 底径 観 察 事 項 出土地

lb-
耳 6.5 形態：丸型a。文様：把手に}JII飾ー 2個、形は股将・人棋/!fo塑l径．釉色： 黒色。施釉 ：外I伯 つ-10I 小

地山直上清掃中ー施釉、内面ー施釉。素地.'火褐色、緻密。 l 1.9cin~ 
2 Id-

胴 形態：注口は縦に孔を 2個。文様：無文。大釉胴色径：1鉄2.9釉1。施釉：外而ー施.i:tl1、1勾 せ-17小 面ーロ唇の一部。素地．灰褐色、緻密。最 . cm. 黒褐色混礫土層＇ 
3 5.2 形態：瓢箪型。文様： 二彩（青と黄）。釉色：透明釉、白化粧。施釉：口唇は釉 不明

＇ 
剥ぎ。素地：灰褐色。

4蘭
IIIー小 口

形態：丸型。 文様：菊花スクンプ＇と沈線の勺而組ーみ無合釉わせを白化.粧IピIのi茨後色に2 施す。釉色： す-18
4.2 透明釉、 白化粧。 施釉．外1/11-I旭釉• I , 素地 ． 遺物礫媒中部

黒色土階20-40
5 

Ia-
口 7.2 形態釉：・ 丸型。文様：二内島面手一、花のスタン・ プと圏線の組み合わせ。釉色：透明釉。 そ-17中

黒色混礫土層施 ．口唇ー無釉、 頸～。素地．灰褐色。

6 口 6.4 形態：瓢箪型。文様：無文。釉色：鉄釉l．転施l伽釉11： ,,m111り、 外J(ij-/j囮fill. 内1(11ち11Ib- ー無釉、頸部のみ施釉。素地：灰褐色。 怜9.ficnl. 黒色土階10-20小 形態：瓢箪型。文様：無文。釉色：鉄釉。施釉：口唇削り、外面ー施釉、内面7 口 せ-175 
ー無釉、口唇の内部に若干有り 。素地：灰褐色。 黒褐色混礫土層

8 水注 I a -
ロ 9.6 形態：筒型。文様：三島手、圏線と格子文の組み合わせ。釉色：外面一透明釉、 そ-17／」ヽ 内面ー黒釉。施釉：蓋受け部無釉。素地：灰褐色、緻密。 黒色混礫t附腐， ロ 5.6 形態：丸型。文、様外：トビガンナと呉須の組み合わせ。白釉化色粧：透明釉、白化粧。 と11

図— 施釉：口唇無釉 面ー施釉、内而一頸部施釉、他は 。素地：乳色。 黒色土階0-10rnー小

ロ五
形態：丸型b、注口は 2 孔、底は平ら。 文様： 線彫りと 二彩の頁部組～み底合部わ。せ•。釉色： ち-13屑10 6.4 8.6 7.7 透白明釉、白化粧。施釉：外面ーロ唇削り、無釉、内面一頸 素地：灰 西側畦黒褐色礫

色。 混り層43 
mー中 最大H形釉態色： 丸透Iり叫！、Iif:I (I Iは1113:oイL施。釉文様： ：線彫りと呉須の糾み合わせ、把手の周囲は緑釉。 て-1211 口 7.9 

15.4 : h、 化 外1(1iーロ唇釉剥ぎ、内面ー白化粧c 素地：乳白色。 遺物梨中部0-20
口～ 形態：丸型a。文様：青と緑内でtfii波―状11に悟施無文釉。.釉色J'-：1透化1割り閲Ir、1'1 ftl茶恥褐施色釉― ： 111/-i せ-18石灰岩礫集12 Illー小 底 6.8 8.2 7.8 無釉、外面一腰部～無釉、 他は I~ 索地 ： 褐色。 巾部上面黒色土層

40-50 

や角須‘ 口～ 形態：丸型。。み文釉。様色素：肩部に線で唐草文と共胴組部のにriJlJtの窓を配し小に外化,rii文―、さら す-18石炭層礫共13 mー大
底 8.6 12.5 10.8 に呉須で施釉 ：透明灰釉褐、色白。化粧、 発色は悪い。施釉： 施釉、 中黒色土層40-50

内面一頸部の 地：

14 mー小
口～

(6.3) 形態：丸型b。文施様釉：上内絵外で草花文、色は不明。釉色：外面一呉須、内面一透 せ-17底 明釉、白化粧。 ： 面施釉。素地：褐色。 黒色土層0-30ト―

15 口～
(9.4) 形態：丸迎b、注口は 5 回穿：外孔面し大孔に 。 内文面様ー：無~i父の。み釉:fl色： 外1/ITー呉.糾． 内 て-12胴

遺物鮨中部， 阻ー中 面一透明釉、白化粗。施釉 ー施釉、 l」 1, 浪ljぎ．緊地 ．乳色。

LS 底 8.4 形態：丸型釉。文様：無文。釉色：ー外透面明一釉腰、部白ま化で粧呉。須素、 腰：部灰は～白乳化色粧。、内面一 た-13
白化粧。施：外面一呉須、内面 地 地山直上

16 [Iー小
口～

5.6 形態：丸型b。よ文白様イ： 1i彩、梅花文。乳釉色色：透明釉、 白化粧。施釉：内外面施釉、 す•ぜ18黒色滉礫胴 外面の胴下部i ヒ粧なし。素地： 。 -t鼻層Ib-[7 口～
6 形態： ）11n· rns内·e-ff~ii~,~、注口は 3 孔・ 。 ～文橙様色：無文。 胴釉径色1 ：鉄釉。施釉：外面ー～ せ-16・17中 胴 胴下部 まで、 1ー無釉。素地．灰 。最大 5.9cm。 黒色.+層

Ic- 口～ 形態：外直面ロー短頸、口縁の外縁を削 る、 注「l は3.4cm。 文様 一： 畑}f~文.f.il。釉11、Jl色(IIー：よ施り消釉1,. せ-1718 
大 底 10 16.2 10.3 施釉： 一腰部途中まで施釉、口唇縁部、周辺無利K外底 1、 。 黒色土層30-50

素地：乳～灰褐色。ドー

形態： l"I柑部は外!JUIに斜文めに削る｀ 釉鼎l 部に張釉る令。、if1施i)j'に~釉部1池か釉：釉らす1は1る1o11外部。にかけて 行干張 せ中部-18上石面灰黒岩色礫土集層
口～[9 

le- 底 10.9 11 17.6 りながらゞlち I:がる。 様 ：無lll、文内。 色： Kし［ 而察は地邸：部より、
ドー 大 芥—F立ち I:がるところまで烈和、 iTiiも禅＜． 灰褐色． 40-50 
20 把手 形態： 。横施浙釉面は弧状、把手輻45.8mm。文様：無文。釉色： 黒釉が主だが茶褐色

ち石段9 ヒ黒色土層を含む ：全面施釉。素地：乳褐色。

21 
le-

把手 形態：横断面が長方形、把手幅35.4mm。文様：無文。釉色：黒釉。施釉：全面 ち—13第
炉須芍‘ 

中 施釉。素地：灰褐色。 石垣裏込め内61 
形乳態白 ：幅21.3mmX厚さ8.0mm。文様： 無文。釉色： 透明釉。施釉： /r,ffi]施釉．素地： し-17阪l22 Iー小 把手

色。 地山直上黒色土層• 一

阪l~I 23 形態：横浙面一弧状、 把手幅34.3mm。文様： 呉須と飴釉の二彩。 釉色： 透明釉、 さ17・18槌部石垣
白化粧。施釉： 全面施釉。素地： 乳白色。 状遺構屑上黒色滉

44 ド＿ 皿ー中 把手 礫土

24 形態：両端に溝を作る 、把手幅2.8mn1X浮 さ15.6nm1。文様：無文。釉色：緑釉。 せ-17
I- 施釉：全而施釉。素地：灰褐色。 暗褐色混礫土層

le- 形態：断面一弧釉状色、・輻29.4mn1、器体部に径26.6岡の孔をあけて杷手を装着する。 せ-1725 中 把手 文様．無文。 ．黒釉。施釉．内面一部分c 素地．灰褐色、白粒少量混入、 黒色土陪30~50
胎上は褐釉の可能性もある 。

砂裔 形態：内彎口縁、断面内に肥厚。器文lf1.様8.：無文。釉色 ：.!Jl!f此 施釉：内外而施釉、 て-13IC 口 17.2 口唇アルミナ。素地：乳褐色、 5mm。 追物集中部

そ
口～ 形態：内!・lflI緑，浙L~i ー内に ·t•r r11巴原。文様： 1!!~ 文底。釉色：内外面とも黒素釉． て-1227の IC 
底 17.8 12.1 10.6 施乳釉： 口怪はアルミナ、外1/11ー一腰部まで施釉、内 一蛇の日 FILLぷI)き＇。 地： 遺物集中部0-20他 褐色下黒色物Y1(牙Ill粒湿人、器厚7.9mm。

注 法量の項の「一」は測定不可、（）は推算径、観察事項の「一」は不明
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第24表 沖縄産施釉陶器観察一覧 (7)

図 酋可 賃小分類 部位 口径 器高 底径 観察事項 出土地

28査 口～ 形態：竹筒状に作り、内唇に・盤釉受け部の張りがある。文様：注口を中心に築の せ-17

底 7.8 11.3 8 文様を左右に配する。釉色 ．緑 。施釉．外面一畳付け無釉。素地．暗灰色、 黒色土陪60-80
白色滉入。

29 ID-A 注口 5 形釉態 ・：注口は短く、先端は下に若干瑚曲する、 孔は9mmを測る 。文様：無文。 そ—11
色 ．緑釉。施釉．外面ー施釉。内面ー無釉2 素地．灰褐色c 撹乱Lt城内

30 I-A 底 7.4 
形態：画台、内緑を削る 。文様： 横位に 2本の圏線とその上部に斜文。釉色： す-18遺物礫集中
透明釉。 施釉：外面ー一腰部まで施釉、内面ー無釉。素地： 暗灰色。 黒色土層20-40

31 ヵ m 口 4.6 形態：朝顔状、口唇は舌状に乳尖～る暗。灰文色様。：内唇部を呉須に塗る。 釉色： 透明釉。 せ-17
施釉：内外面施釉。素地： 黒色混礫土層

— フ-
形態：胴部は「く」の字に曲がる。 文様釉：色胴：上透部明に幾何学文様を線彫りし、灰色 て-12

32 力 l¥'-B 底 8.5 と茶釉を掛ける、線彫りの線は鋭い。 釉。施釉：外底ー白化粧のみ、 遺物揉中部
ラ 内面ー無釉。 素地：白灰色。 0-20 

一第;33 胴 形態：丸味。文様： 二彩治釉とn線施彫釉りを：外口面縁ーを施中釉心。に放射状に施す。釉色： 透明に と-12
白化粧、その後呉須と飴 素地：褐色。最大胴径12.5cm。 遺物集中部0-20

61― ID-A 形態：胴部は丸、晶台は内縁に施削悧る。釉注色口：8mm。文様施：頸部を中心に放射状に と12
図 34 底 7.7 線彫り、その上に呉須と飴釉を 11。 透明釉。 釉：外面一畳付け無釉。 遺物梨中部

鳳35

素地：乳色。 0-20 

仇 I a 底 形態：板状の製品、内底に：灰布褐目痕。 文様：無文。釉色：透明釉。施釉：外面一 す-18

44 施釉、内面ー無釉。素地 色。 石灰岩礫其中部
形態：丸、薄手。文様：無文。 釉色：灰釉。施釉：外面ー施釉、内面ー無釉。 そ-13・14石垣横の

36版 I a-A 胴 素地：褐色、器厚3.2mm。 石列前面黒色土
層40-60

37 le-A 注口
最大胴 形態： )II罪部は丸。文様：無文。釉色： 患釉。施釉：外面ー施釉、内面ー無釉。 た-14

一
6.4 泰地：灰褐色。 賠褐色上層40-50

38 水滴 [ b -A 頚
最大開 形態：胴部は丸。文様：無文。釉色： 茶褐色。 施釉：内外面施釉。素地： 1mm ち-13
5.4 石英混入。 地山直上

39 Ic-A 胴
最大閥 形態紺 ： 水滴か。 文様 ： 無文。 釉色 ： ~.H釉。 施釉： 外面ー施柚、内1(11ー無釉． 蒸地： 表採

一
8 灰色．

40 I c-B 注口 最大II~ 形態：筒状。文様：無文。釉色： 灰～黒釉。 施釉：外面ー施釉。素地：灰褐色、 せ-16
7 白粒を多景含む。 追構190

41蓋 m ロ 5 
形態：ナデ屑。文様：無文。釉色：緑釉。施釉：外面ー施釉、内面ーロ唇ー無釉。 つ-13
素地：灰褐色a 黒褐色礫滉り層

I 14.8 
形態：口唇、玉縁状で胴部に膨 らむ。 文様：無文。釉色： 黒釉。施釉：外面一 せ—17
口唇無釉、 内面ー無釉。素地： 灰褐色。 黒色.+.屑0-30
形態畑釉：口緑は口折れ。文様：無文。釉色：黒釉。施釉：外面ーロ悟無釉、内面2 15.4 つ-9

ドー ー 。素地．乳褐色。 石段[.黒色土層

3 14.2 刃LI多態・:.U：外反rI緑．焼文成様艮：好無。文。釉色： ！．し1釉。施釉： 1 l'r.iは釉剥ぎ。禁地： 灰褐色、 ち-13

' 
細粒温入、 黒色土屈20-30

4 口 16.8 
形態：外反口緑。文様：無文。 釉色： 黒釉。施釉：外面ーロ唇無釉、内面ーロ せ-17
唇アルミナ。素地：灰褐色。 黒色土層

5 18.2 形態：口は玉縁状。ー文ロ様唇：外面一饒趙痕で文様か。釉色： 黒釉。 施釉：外面一 迫せ構•そ5-713 
I c-A 口唇まで施釉、 内面 アルミナ、他は無釉。素地：乳色。

6 ① 16 形!'"I態化粧：n緑一上．択絃褐。 文様： 無ふ 釉色： ~I.\ぷ此 施釉 ： 11柑ーアルミナ.,,、)1(1i- せ•そ-13
．索地 色。 逍構57

7 7 5.6 16.2 
形態：直口口縁、丸味。文様：無文。 釉色：黒釉。施釉：口唇ー無釉、内面一 せ-17
無釉。素地：乳褐色。 黒褐色澁礫土層

形内態面： 高無台釉方，柱状。．文荼様褐 ：無文。 釉色： 黒釉。施釉：外面ー～高台1協まで施釉、 す-18石炭層礫集
8 6.8 

ー 素地．色。 中黒色土層40-50， 
底 形態： 晶台は逆「ハ」字状。 文様：無文。 釉色：黒釉。施釉：外面一畳付けアル せ-15・16， 4.6 ミナ、外底は無釉、内面ー無釉。素地：灰褐色と茶褐色のサンドイッチ状。 岩盤にへばりつい

第 た黒色土層
62....-

形態：施口釉唇ー：外丸面味一。文様：釉三。島内手面、 トビガンナと圏・線の組み合わせ。釉色：透 せ-17
Iii 10 蓋

口 16 
明釉。 口唇無 ー無釉2 素地．灰褐色c 黒色上層0-30

一屑凸 I a-A 口 12.4 
形態： 直口口縁。文様：幅lmn1の三条の沈線。 釉色：透明釉。施釉：外面ーロ て-13
縁近くまで施釉、内面一部分的に施釉。 素地：灰褐色。 遺物集中部

45 I a-A 形態： 高台方柱状。文様：外面に白粘土を不規則に塗り文様と する、高台いわ す•せ-18
12 ① 底 4.4 ゆる昼付け部分にアルミナを施す。釉色：透明釉。施釉：内外面施釉、 畳付け 黒色土層0-30

白化粧。素地：灰褐色。

ID-Bイ 口～ 形態 ： 鍔、 脚は舌状。 文様 ：1疏三-釉3島本手：外1、組面上にー面し～にて鍔撮沈まみ線でをを施中配釉心す。にる素二、地条白：の粘暗圏土灰線を色埋、。縁めに一
し-17

13 ③ 底 5.7 2.5 4.5 条の圏線を配し、その間を縦 る。 崖部菓口？前面
釉色：透明釉、白化粧無し。 黒色混礫土層

I c-B 口～
7.8 3.1 6 

形態：鍔、脚は舌状、孔は撮み横に・灰斜褐めに径6.lmn1。文様：無文。釉色： 黒釉。 せ-17黒褐色混礫
14 イ③ 底 施釉．外面ー～鍔まで施釉。素地． 色。 土層90-100

Ib-B 口～
7.2 2.2 5.4 形態： 鍔無、釉口。縁は角・、脚は舌状。 文様：無文。 釉色：鉄釉。施釉：外面ー施釉、 で 12遺物集中部

15 イ③ 底 内面ー 素地．乳褐色。 黒色上層トー
I-Bイ 口～

6.7 2.7 5 
形態：鍔有、脚は丸味。文様：無文。釉色：失透釉。施釉：外面ー～鍔まで。 す-18

16 ③ 底 素地：灰褐色。 黒色土層トー
ill-B 口～ 形態：鍔、脚は舌状。文様： 十字状に薬。文施と釉格子.文を一対ずつ施し、 そ.の乳上色を 15トレンチ東側岩上

17 ③ 底
， 4.1 6.7 呉須で塗る。釉色．透明釉、白化粧、呉須 ．外面ー～鍔まで。素地． 。 黒色上層最 I:部

|— 

ID-Bイ 施形釉態：・ 鍔、脚は舌状、孔は5.6mm外から内にあける。文様：無文。釉色： 呉須。口～
5.4 2.4 3.5 

て-11
18 ③ 底 ．外面ー～鍔まで。素地． 白灰色。 東側畦

!a-B 口～
5.1 2.3 3.9 

形態：鍔、脚は舌状、孔は中央に3.4mn1。文様：無文。釉色：透明釉。施釉：外 せ-17
19 ロ③ 底 面ー～鍔まで，素地：灰白色， 黒色土層60-80

注 法蜃の項の「ー」は測定不可、（）は推尊径、観察事項の「一」は不明
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第24表 沖縄産施釉陶器観察一覧 (8)
単位 ：cm . -

柊1番号 醤小分類 部位 口径 印"" 古回 底径 観察事項 出土地

20 
Ia-B 口～

6.1 2.3 形釉態色：・ 脚透台1りlな!fllしヽ施4し釉I・mm外外而かーらIi穿輝孔11.c 文勺面様ー：「段！化を形成するこ・と乳に（.,.よって装飾する。 つ-13② 底 . lo . I 粧．素地. I色。 遺物集中部0-20
ill-Bイ 口～

透形その態明1/釉J：J/鍔、こ帷jは'」花知(t文糀くを膨共施ら須釉むで、：施外脚すlfiiも、一短作施い化釉。の、文単内様位而は：ーは21(勺Mとl化と撮飩思み。わ近れ禁く地るに、：2共灰本須色のは．圏淡線いを。施釉色し、： 
す-1821 ① 底 11 
遺茶物礫集層中部

褐色土 20-40 

第泣
]]ーA 口～

11.6 (1.9) 形態：鍔、口唇は台形状・、脚明釉は。内施位釉し丸・味。文様：三島手、 2本の圏線、 その レストハウス横岩上① 底 10 
間しトビガンナ。釉色．透明 ．外面ー施釉。素地．灰褐色。 北側

62 一 III-B 口～
形釉態色：鍔、明口釉唇、角白状化、 脚は施内釉瑚：舌ク樟状i。-文1絲様I：鉄11..釉11fliを-帷!'1ら化す粧`  アク七ントになる。 と12屈 23 ③ 底 8.6 3.3 6.9 

：透 机。 1、 。素地 ：If<. 褐色っ 遺物集中部0-20盈i1 c-C 口～ 形態：鍔外、面口ー縁～脚は舌状。文様：外面のほぼ中央に二条の沈線文。釉色：黒釉。 撹乱版図ー24— ② 底 10.8 (2.1) 6.7 
施釉： 鍔まで。素地：茶褐色。

45 25 
I c-B 口～

U.l 4.3 8.2 形態1(11：}~1人＼打段、ヽ「Hfil格i ーは鍔1りにをI'限すt'll、lぃ脚索は地舌状： 灰。文様 ：無ふ 釉色： 黒釉。施釉 ： て-12
＇ 

② 底 外 ー-j':}まで、 JI II ~ 褐色． 遺物集中部0-20

形態lfx.：窃、1 1柑fりK ll/41は逆く：茶台は褐形沈色線。 、文を焼様ご成条： J／外~池/ll(すi'-[j.。(l)釉閥台近・くを肘，il5mmほ・ど釉,mを掻
と1226 le-A 口～ 11.7 4.2 6.5 きりJJII飾しする、 n素緑地近 色.!.ti釉。 施釉．外 一 11•1 遺物梨中部

② 底 t'ili{111ク｝、払Jtf1i -J!lt.flft。 0-20 I 

形態：口縁断面、角。文様： 2本の圏線。釉色 ：黒釉。施釉：外面ー施釉、胴27 12.4 3.5 7.4 て-12
部を釉剥ぎ、内而ー無釉。素地：乳白色。 追物集中部0-20

1 3.7 形態： 知討1、11抒9皿/II:。サ文様 ：無文。釉色：黒釉。施釉：内外面施釉。素地： せ-17
ト― 口 J1~ 褐色.-Ii英祉人、ザラ ラ。 黒色土層60-70
2 [ C 3 形態：短頸、「L」素に地肥厚・。文様 ：無文。釉色 ：!.lt'Ah。施釉 ：外面ー施釉、 1)、Ji/ii し-17朕部萎口？前

ーロ唇まで施釉。 ．灰褐色。 面黒色混隙士層

― 
最大服l形態：茄子状。 文様：格子文と!.U,f1hの組み合わせ乎釉色： !H;flh。施釉： 外1(1iは し-17崖部墓口？前3 胴
7 部分、内面は無釉。素地：灰褐色．焼成f↓I.I{-, 面黒色混礫土層

4 4.9 形態：長頸で朝顔状。文様：無文。釉色：透明釉、 白化粧。施釉：外面ー施釉、 す-18遣物礫集中
l村面ー～頸部まで。素地：乳褐色。 黒色土層20-40

5 m 「l 2.4 形態釉：・ I外ll頸で11_'1::1 彩III緑11,JI。幻文ー様Il ：青と黄を文互に彩色する。釉色：白化粧と二彩。 せ-16黒色混礫土層
施 , 1(11- 、 化粧。素地．乳褐色。 炭層上黒色土層
施形態釉 ：li類で面朝施鉗釉i~。た。文様 ：口唇に呉須。 釉色：透明釉、白化粧、 呉須を彩色。6 6.6 て-12

ト― ：内外 素地 ：褐色。 黒掲色硬混り層
7 胴径4形態：長頸。文様：灰頭褐部色凸。になり、竹節状。釉色：黒釉。施釉：外而ー施釉。 て-12

― 

IC 頸
内面ー無釉。素地： 遺物某中部

8 苅籾 形態：双茶耳褐、長頸。文様 ：無文口釉色： 黒釉 施釉：外1(1iー施釉． 内Imー無釉。 せ-17東西畦黒色
ド 素地： 色。 混礫土層2陪， 胴

頭径 胴径 形態：長頸。文素様地：・ 呉須と沈線文の組み合わせ。釉色：透明釉、白化粧。施釉： てと-11・12
， m 2.2 6.8 内面ー無釉。 ．灰褐色。 黒色土層0-10
lO 底 4.9 形態：贔台のタイプ、 Ill司部は僅かに張る。文・様乳白：無色文。。釉色 ：透明釉、白化粧。 て-11瓶 施釉．外面一高台無釉、内面ー無釉。素地． 遣物集中部
11 底 4.8 形態：上げ底状、胴部は張る。・，が文褐様色：．熊文。釉色 ：).l情lie施釉： 外rfii-~I炭部

まで施釉、内面ー無釉。素地． せ中部18黒石色灰土岩層礫槃
胴径 形態： I伽l部は乳筒，1k。文様： 無文。釉色： 黒利1.施釉： 外衝一高台無釉、内而一 12トレンチ東側12 IC 胴
!'i 4 無釉。素地 ： 色．

第 13 脚 9.8 形態：脚台、下部は太くなる 。文様： 無文。釉色： 黒釉。施釉 ：外面一斑、内 せ-17黒褐色混礫
63 トー一 面ー無釉。素地：灰褐色。 土層100-110
図 形態：胴は茄子形、晶台は低い脚。文様： 菊花スタン内プ面とー叉無状釉沈。線素の地組み・合わせ。 せ—17I日階段横2列・14 底 7 釉色．透明釉、白化粧。施釉．外面ートピガンナ、 ．灰褐色。 右列下黒色混礫

鳳ドー 土層
底 形態：'双外耳面、一長伶頸、 低い脚。よ文白様イ：粧呉の須みと黄釉で草花文。 釉色：’透茶明褐釉色、白化粧。 て-1346 1.5 6.8 

遺物梨中部施釉． 畳付け～高台9 ヒ 、内而ー無釉。素地． 。

16 胴
最大附 形態：茄子形。文様・：内線外彫面り！と二彩素（呉地須：と灰黄褐釉色）で維花文。釉色：外面一透明釉、 せ-16ill 8.2 内而ー黒釉。施釉． 施釉C 0 黒褐色混礫土層

釉形色態 ’： 1iii リf］釉l核、 白低｛い脚台施。釉文：様外：線彫付りけと「→l．化彩m,m、11m抽とi-黄1照釉淵）Iの組み.合わせ。
17 底 7.4 て-13

．透I ヒ粧" n面一-l'i: '素地．茶褐色。 逍物某中部
18 底 6 形態：長頸。文様：無呉釉須、と 焚J、Jf/l釉iーの無樅釉線。の泰糾み合：茶わ褐せ色。釉色 ：透明釉、白化1ll:。 と12

施釉：外面一畳付け 1 地 ． 遺物梨中部0-20
19 口 5.6 形態：直口口縁。文様：～無乳文褐。釉色：透明釉。施釉：外面ー施釉、内面ーロ唇 っ-1314岩盤付近

のみ貰入有り。素地：灰 色。 遺構集中部

竺瓶嘉
頸部 最大開 形態：長頸。肩部径 6cm。文様： 無文。釉色 ：黒釉。施釉： 内外1爪施fill。素地： そ13・1方4壁形面迫の構漆内喰7.3 灰褐色。 のあるle 

最大関 形態： 2段に膨らむ、最大胴径12.4cm。文様：無文。釉色： 黒釉。施釉：内面 11トレンチ東側21 肩部
12.3 ー無釉。素地：灰褐色、器厚10.7閾と厩い。

22 ill 底 12.3 5.1 形態泊 ：内l牙11紺、糸切り色。。 文様： 無文。釉色 ：透明釉、 r.'if.f.:部はr-1化粧。施釉 ： と12
溶 {-Tり。索地 ：｝仮褐 遺物媒中部0-20

23 IC 宝 4.5 3.5 形素態地 ：内円口縁、糸切り。 文様： 無文。釉色 ：よし＼釉，施釉： 外rn,ー1炭部まで施釉。
：灰褐色。 す部—黒18色遺土物陪礫2集0-中40 

形態：直口口縁、糸切り 。文様乳：呉須を口唇に掛ける。釉色 ：透明釉、白化粧。

竺〗
5.6 5.9 3.6 て-12

施釉：底面のみ無釉。素地： 白色。 遺物集中部0-20

宝
形態：内瑚口緑、脚台一高い、 中竹心：H部け分無は釉炭、が付符し破損白。化文粧様な：無し．文泰。釉色 ： せ-1625 m 5.9 10.6 7.2 透白明釉、白化粧。施釉 ：外面一 m』の内而は 地： 乳 炭黒色混礫土層色。 層上

26 6.0 10.l ， 形態：内内俯外口面緑施、釉脚。台一低い。褐文色様、：脚に透かし彫り。釉色： 淡青釉、脚は泥釉。 て-12
ト― 施釉： 素地：茶 焼成良好。 遺物集中部
27 [I 誓 5.4 6.3 7.0 形態：直口口縁、脚台一低い。t文無様釉：脚台は透：乳か褐し彫色。りe釉色 ：透1リj府Ii、白化粧｀ せ-17

脚は黒釉。施釉：外面一畳付（ 。素地 黒褐色混礫土層
注：法羅の項の「一」は測定不可、（）は推符径、観察事項の「一」は不明
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第24表沖縄産施釉陶器観察一覧 (9)
単位： cm 

庖l番可ロ 旦5 小分類 部位 口径 器高 底径 観 察 事 項 出土地

1 I a-A 口 10.4 形態：内悧口縁口、辱浙か面一舌1部状施。釉文。様： ：無文c 釉色：貰入有り 。施釉：内外面、 そ-17
透明釉、内面は ら 素地：乳臼色仝気泡有り 。 黒色混礫土層

2 I a-B 口 9.8 形態：筒状、内瑚口緑、逆三角形。 文様：白粘土を口唇に施釉し、文様をなす。 せ-17
釉色：透明釉。施釉：内面ー無釉。素地：灰褐色。 黒褐色混蹂土階

3 底 6.2 形態：暗筒状。文様：不明。釉色：黒釉。施釉：外面ーII要部まで、内面ー無釉。 せ-16
， 索地： 灰色、焼成はかなり良い。 階段2t面

4 10.5 7.2 形態：筒施状釉ヽ 口縁断面丸味。文様：底部近くに輻1.5mmの沈線を二条施す。釉色： せ-17黒色混礫土

ト― 口～ 黒釉。 ：外面一高台近くまで。内面ーロ唇のみc 素地：乳褐色＾ 層90-110

5 
底

10.2 8.4 6.8 
形態：筒状、口唇丸昧。文様：口縁及び底部に五条の沈線文。釉色：黒釉。施釉： す-18石炭層礫集

一
外面一腰部まで、内面一口唇部のみ。素地：茶褐色。 中黒色土層40-50

6 口 12 形態：筒状、 2段になる。文様：胴上部に輻広の沈線文を四条。釉色： 黒釉。 せ-17黒色混礫土
I c-B 施釉：外面ー施釉、内面一口唇のみ。素地：白灰色c 層100-110

形態：筒状、口緑浙面は方形。文様：口唇に平行に二条の沈線、 Ill可部は斜めに せ-17

7裔
口～

10.8 6.8 
複数の沈線、まず左上から右―ド一条施し、次に右I:から左下に5躙間隔で数条 黒色士層0-30

底 施す、底部近・くの胴部に：も外幅面2ー-一3Hmn1の沈線を二条施す。中央の沈線.の乳構褐成で
ある。釉色．黒釉。施釉 要部まで施釉、内面ー無釉。索地． 色。

形態：。筒釉状色。文様：胴下部に六条の沈線を横1立に施す、ま沈で線施の釉幅、は2.3mmと輻広 す-18遺物礫集中
8 底 6.6 である ：黒釉に緑釉をかける。施釉：外面ー～腰部 内而ー無釉。 黒色土脳20-40

素地：灰褐色。
ド～―^， I -B 底 6.8 形態：筒状。部文ま様：三島手、外而左右にトビガンナを施す。釉色：灰釉。施釉： せ•そ-13

ト― 外面―-H要 で施釉、内面ー無釉e 素地：荼褐色c 追構57

10 illa-B ロ 9.8 形態：樟w:。文様：外面一呉須で山水文。釉色 ：透明釉。施釉：外面i-内唇施釉、 せ-17北側トレンチ

＇ 

内而ー白化粧。素地：褐色。 黒褐色混礫階段2

口～ 形態：釉直口口縁で斬面は舌状、面内側に剥離が見られる。文様：呉須で口唇部を せ-16
II ID-B 

底 10.3 7.7 7.2 一周。 色：透明釉。施釉：外 一借付け無釉、内面ーロ営下 2cmまで施釉、 黒色況礫土層
他は白化粧、内底は白化粧のみ。素地：乳褐色。 炭層上

I 

口～ 形態：筒付状状け況、無か, 1~:f11らJli11l!、1犬こ内せ舌1てf~1R.i-施。 1'必文1f様t1釉l. lら： 色1'-素U：iI地透で1：1リ~l:fl乳,l ll cm 1i(ifI後化の粗 ラフな圏線を 3本施す。
と12

12 illa-B 
底 10.4 8.4 7.2 釉亜れの 1十 粧。施釉：口唇に釉剥ぎ、 逍物北中部0-20

外面一憐 1'1色。

13 嘉 m 口～
15.4 8.6 形態・： 口縁は～逆朦「L部」字、施胴釉下、部内が面膨一らむ。文様：無文。釉色：緑釉＋白化粧。 と-12

底 追物紐中部0-20第
施釉． 外面ー まで 口唇まで。素地．褐色。

64 14 ， 形態-：筒-状1捩、部底ま部では施斜釉め、になる。無文釉様c：胴上部にlllJ文を施す。釉色：黒色。施釉： て-12

図トー 外面 内面ー 素地：乳白色へ 逍物紙中部
lc-B 底 形態：筒状、高台は釉内側に削る 。文様釉 ： IJln[上部に二条のI拙広の沈線文、明瞭な 13トレンチ東側

鳳
.15 8.8 ケズリが見られる。 色：黒釉。施 ：外面ー～腰部まで施釉、内面ー無釉。

素地：乳褐色。

"― 形態： 筒施状釉、・1 1唇は輻 2 皿の段｀施’り釉j台。に素v~地り。・文様： If災部に、輻沈線条．釉色 ： て-1216 I b-B 底 13.2 
銹利Ii. . 外面ー-ij妥m1まで ．乳出色ニ 逍物紐中部

形態：・簡状、内部に突起 3個と扶りがある: 文様：一条の沈線文。'乳釉褐色色：限釉。 ち-13
17 Ic-B 口 13.8 施釉．口唇ー無釉、外而ー施釉、内面ーLI唇下 2cmまで。素地． 、焼成 遺物組中部0-20

やや良い。

形態：ロー直口で内側に舌状になる、底一腰部は角を呈することから窃台を成 せ-15
すと思われる。文様：文様器而全体に鉄釉で婆形状に文様を配し、その中央部 岩盤にへばりつい

18 ID-B ロ 13.8 16.4 15.2 
に翡翠釉で色を施す。全体にこれらの文様で華やかに仕上がる 。 釉色：緑•黒・ た黒色土層
黄釉で三彩様。施釉：内面は、口縁より 2cm下まで施釉、その下部はアルミナ
を全体に施釉、外面は口縁から腰部まで施釉、口唇にはアルミナを施す。素地：
胎土一乳白色、焼成ややあまい。

＇ 

I c-A 形態：内潤口緑、厚みがあり舌状を呈する 、獣面の双耳。文様：耳の獅子面は す-18

唸 ① ロ 25.2 かなり具政的で、下顎に長く髭が有るのが特徴である。釉色：黒釉。施釉：外 黒色土層
面ー）他釉、内面ーロ唇下 5cmまで。素地：細かい、焼成も艮い。

川ーA 形態：内珂口緑、胴部は張る、ロー舌状。 文様：釉を掛け分け灰三褐彩色風。。釉色 ：20 口 14.4 せ•そ-13
① 緑釉を斑に掛ける。施釉：内外面に翡翠釉を斑に施す。素地： 遺構57

＇ 

21 
I c-A 

口 20 形態：内均の張りが弱い。文様：無文。釉色：鉄～黒釉。施釉：外面ー施釉、 す-18遺物礫集中
② 内面一口唇下 2cmまで1地釉。素地：乳褐色。 部黒色土層20-40

形態：膨らみを持ち二脚が付く、 晶台裏が若干低くなる、脚の付け根は径 4cm す-18
22 I c-A 底 8.4 の丸で先端に細くなる c・文様：灰無褐文色っ釉色：黒釉。施釉：畳付け及び高台裏は 遺物礫集巾部

無釉、脚は施釉。素地．胎土一 、焼成良好。 黒色十倅層20-40

形態唇 ：口縁断面は角を持ち、 「U隔」で字施状しに、扶口り、 突起は斜めにに削。二施る条釉。の文：圏様内線外：三島手、
せ-17

口に菊花のスタンプを2cm間 縁 胴下部 を施し、 黒色土層30-5023 ロ 14.6 その間はトビガンナによる羽状文を数条施す。直釉下色と：透明釉。 面施釉。
I a-C 素地：灰褐色。

卜

形態：胴下部「<J字状に111」がる s 文様： 外面一胴上部は 1、ピガンナと圏線の最大周 せ•そ-13
24 胴 組み合わせ。釉色：内透而明は釉1と飴釉の上 ドの掛け分け。施釉 ：外面一胴上部は透 迫構57

19 明釉、下部は黒釉、 1唇のみ＿素地 ：灰褐色。
＇ 

形態：口唇は外面に「L」字状に軸突/I',する、短頸文様状。を文様：頸部に細透い凸帯文を す-18
25 [a-D 口 15.8 配し、頸部及び胴上部に圏線を に、羽状の 施す。釉色 ： 明釉、文様 遺物礫其中部

は白粘土を埋め、三島手。施釉 ：内外1@Ji!ifll!。素地：灰褐色。 黒色土層20-40

注 法星の項の「一」は測定不可、（）は推算径、観察事項の「ー」は不明
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第19節沖縄産無釉陶器

うわぐすり

本節では、上薬を施さない無釉陶器を甚本的に扱うが、マンガン釉・ 泥釉・褐釉などが施されるものも含まれ

る。その中でもいわゆる「アラヤチ」とも称される焼締陶器を A群、泥釉掛けにイッチン描きの絵付が施される

陶器をB群として分類した。多様な器種が得られたA群のうち、器形のバリエーションがみられた器種について

は、下記のような分類を行った。 B群は瓶と急須が得られている。

沖縄産無釉陶器の出土状況は、黒色土層からの出土が最も多く、次いで、て・つー12・13の遺物集中部から得

られている。遺構で特に出土量が目立つのは遺構30・57で、破片の合計数をみると遺構30から40点、遺構57から

26点出土している。

A群焼締陶器（アラヤチ）

碗・皿・ 急須・瓶・ 壺・甕・播鉢・鉢・火炉などの器種が得られている。窯印の刻まれる資料も数点出土して

おり、数種類の記号が確認できる。素地は基本的に橙褐色や暗褐色を呈し、胎土に砂粒や白色粒・赤色粒といっ

た混入物が僅かに確認できるものが主流であるが、中には器面が艶のある暗褐色を呈し、器壁も薄手で断面に白

土の筋が見られる索地の陶器があり、図番号20・34・36・47・48・71・89・92・93がその特徴を有している。以下、

器種ごとに器形の細分類を試みた。図化した資料の詳細については観察一覧表にまとめて記載する。

碗：口縁部の特徴や器形から 4タイプに分けられる。底部は高台になるものが主であるが、第65図3はややベタ

底に近い。 2の資料は一部欠損しているが、底部内に窯印が刻まれている。

I類一口縁が内舟し、丸碗風になる器形（第65図 1)。

II類一腰から口縁にかけて真っ直ぐに開く、逆ハの字型になる器形。（第65図2・3)

m類一腰が折れて胴部がやや膨らむ器形。（第65図 4・5・7)

w類一口唇部が外反する器形。（第65図6)

小碗：直口でベタ底になる。（第65図 8)

皿：器形から 3タイプに分けられ、 I類は灯明皿の可能性があり、 g. 10には口縁部内に一部煤が付着している。

11・13・14は窯印が入っており、 11は一部破損しているため部分的にしか判らないが、 13は「＼」（図版48-

13)、14は「三ミ J(図版48-14)の記号が刻まれている。

I類ーベタ底になる皿で、少し深皿（第65図 g) と浅皿（第65図10-15)がある。その内15は底がやや丸く

なっている。

II類一底部は高台になる。（第65図16)

m類一底は脚がつく。（第65図17・18)

急須：すべて破片で全形を窺える資料は得られなかった。（第65図19-23)

蓋：径の大きさから、 24・25は小・中型の壺類や急須の蓋として、 26・27は「厨子甕」の蓋としての可能性がある。

I類 ー落とし蓋型。（第65図24)

II類 a一被せ蓋型。（第65図25)

,, b一被せ蓋型で、外縁に鍔を持ち内面には身との滑り止めを有する形。（第65図26)

,, Cー被せ蓋型で、外縁に鍔を持つが内面に身との滑り止めがない形。（第65図27)

瓶：徳利や「ヒラチビ」と呼ばれる器形の瓶類が得られている。 29は「カラカラ」の口縁部である可能性がある。

I類一頸長の徳利形（第65図30)

II類ー「ヒラチビ」または「チュワカサー」と呼ばれる瓶で、下膨れの器形である。（第65図32・33)

壺：口縁形態と器形の特徴から 4タイプに分類した。また壺の胴部資料として特徴的なものを（第66図43-46)

をに図示した。

得られた資料の内34・35・47は小型の壺、その他は概ね中型か大型の壺と思われる。 46は扁壺である。

I類ーロ縁形態が逆L字状で、頸が細長くなるもの。（第66図35・39・41)

II類ーロ縁形態が玉縁状で、頸は短いもの。（第66図37・38・40・42)

m類一直口口縁で、口唇部は丸く成形するが肥厚しない。（第66図34)

w類ーロ縁形態は逆L字状で、口唇断面形は四角形を呈する。口縁部からすぐに胴部へと膨らむ器形。

（第66図36)

甕： 「ハンドウーガーミ」や「ミジガミ」と呼ばれる。器形から 4つに分類を試みた。
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I類一口縁断面形が三角形に肥厭し、口縁部からすぐに胴部へと膨らむ器形。胴部張り出し部分には縄状の
突帯が付く。（第66図48)

II類ーロ縁断面形は逆L字状で口唇上面幅が広い。頸長で胴部へと緩やかに膨らむ器形である。波文と沈線
文の文様と突状の丸文が付く 。（第67図49・50)

III類ーロ縁断面形は逆L字状に屈曲し、四角形状に肥厚する。口唇部の断面形は数種類みられ、口唇上面に
沈線を施すもの（第67図54)、口唇外面に沈線を施すもの（第67図54・55)などが挙げられる。器形
的には口唇部直下で曲がり胴部で膨らむ。胴部には波文と沈線文の文様の組み合わせるもののほか、
さらに突状の丸文が付くものなどがある。

w類一口唇部を水平に成形し、口唇両端が張り出す直口の器形。（第67図56-60)
鉢：本項には「ミジクブサー」と呼ばれる水鉢のほか小鉢・大鉢・花鉢などが含まれ、 4つのタイプに分類した。

I類一口縁部が直口になり、口唇部は上面を平坦に成形する。胴部には装飾が施され、沈線を施すもの（第
68図64・83)や、突帯を廻らすもの（第68図84)浮文で飾るもの（第68図85)などがある。 I類のう
ち、 64は小鉢、その他は中型か大型の鉢である。（第68図64・83-85)

II類一水鉢「ミジクブサー」とも呼ばれ、口縁部は内珂、口唇が舌状になる器形。胴部にば沈線と波状文が
施される。（第68図65-69)

III類ー Il類と同様に水鉢「ミジクブサー」とも呼ばれるものも含まれる。口縁部が内彎し口唇が玉縁状に
なる器形。胴部が無文のものと、沈線や波文を施すものがある。（第68図70-74)

w類一口唇部は逆L字状で、胴部から口縁部に向かって開く器形（第68図75-82)。口唇断面形は数種類の
バリエーションがあり、口唇外面や胴部に沈線を施すもの（第68図79)、口唇上面に沈線を施すもの
（第68図77・78・82)、口唇外面に縄状の文様を施し、胴部にも陰刻文を施すもの（第68図75)などが
ある。

播鉢：口縁部形態から 3タイプに分類を試みた。 I類の器形は本士産陶器・薩摩の揺鉢（第51図6)に類似して
いる点で注目される。

I類一口縁部断面がくの字状に屈曲し、口唇直下には凹みと稜が施される。口唇外縁が口唇直下の稜の延
長線上か内側になる器形。櫛目は碁本的に間隔を空けて施す。器壁は薄手のものが多い。（第69図88
-91) 

II類一口縁部断面がゆるやかにくの字状に屈曲し、口唇直下には凹みや稜が施される。口唇外縁が口縁部
の稜よりも外側にある。櫛目の間隔は甚本的に空けて施す。器壁は I類と比較すると厚手になる。
（第69図92-96)

III類一口唇が逆L字状で口唇幅が広い。口唇直下から胴部にかけてはゆるやかに膨らんでいき、胴部に
凹みや稜は施さない。櫛目は間隔を空けず全面に施す。（第69図97-100)

火炉：火入・香炉と考えられる資料も本項で扱う。全形が把握できる資料は得られなかったが、口縁形態から 4
つに分類できる。底部資料はベタ底と脚の付く資料が確認できた。

I類一直ロタイプ。（第70図101-102)

II類一口縁部はくの字状に折れ、 D唇部が長いタイプ。（第70図103-106)
III類ーロ縁部はくの字状に折れるが口唇部が短いタイプ。（第70図107)
w類ーロ縁部は内瑚、口唇部の断面形が四角い。（第70図108)

その他：器種不明の資料である。（第70図113-121)
B群泥釉陶器

器全体に泥釉を施し、外面にイッチン描きで絵付する。素地は泥質で、器壁は薄手である。（第70図122-124)
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第83表 沖縄産無釉陶器出土状況

ト表 黒黒 地遺 さ・しー17・18 すー18 せ• そー15・ 16・17 せ• そー18た・ち•つ一 て・と一 不
レ採 色色 山構 岩 喜黒 地 溝募土 遺 黒 黒 黒 地

骨農
旧焼 石 石黒 12・13・14 11・12・13 明

ノヽ ・土混 直 盤 色山 状口層 物 色 色 褐 山 階土 敷 敷色

知色＇蒻色坦迫物集儡
岩南迫

出土地 チ悦 層 礫 上 凹 闊混直 遺？崖 礫 土 混 色 直 贔 段の 遺 迫混 盤 側 物
乱 土 地 礫上 構前部 集 層 礫 混 上 下炭 構 構礫 上 畦 集 人ロ

層 内i 土 面 中 土 礫 2土 の集 直 下土 冒 黒中
瓦 層 黒 部 層 土

列層
石中 上 層 色部 計器種・分類 の

贔'!' 
集ヽ 色 層 石 垣部 黒 -1: 
中 混 列 横よ 色 層
部 土 礫 の のり 土

附 間 層 層

口縁 I 3 7 1 2 I 1 1 2 1 20 
碗 胴部 I 4 I 4 2 12 

底部 1 I 2 4 
小碗 II-底 1 l 

大口～底 I 1 

小円語
1 2 3 I 3 2 1 2 1 16 

!Ill 1 3 3 5 2 3 4 1 1 3 1 27 
胴部 1 1 1 ］ I 1 1 7 
底部 4 2 2 l 3 7 4 1 3 2 2 31 
口縁 l 1 I I 4 

急須 胴部 1 I l 2 5 
底部 1 1 

蓋 口縁・!II賠JI I l I 3 
口縁 1 1 1 1 1 1 6 

瓶 胴部 2 3 3 1 1 2 2 1 15 
底部 J 2 1 4 

底口耳緑音II

1 1 2 
大 2 I 1 4 

1 1 2 1 5 

中二底部
2 1 l 1 5 

I 1 
壷

讐戸
1 1 1 3 

小 1 2 1 1 I 6 
1 2 I 1 2 7 

口縁 2 l 2 1 I I 4 1 I 3 2 19 
胴部 10 6 5 7 l 1 3 5 16 I 13 68 
底部 2 1 3 2 4 1 2 4 l 3 6 8 2 39 
ll稼 3 7 6 1 5 3 I I 3 2 2 8 3 45 

砺上し 胴部 I l 2 
底部 2 1 3 

厨子亀 口縁・I阿部 I 2 1 I 5 I 11 

水甕
「L 口縁 6 1 3 8 1 1 12 2 1 1 3 1 11 J 52 
大 胴部 11 5 17 1 1 1 3 1 15 15 2 72 
「L 口緑 6 2 l l 3 7 2 I 2 25 
大 口緑 3 2 1 4 2 2 3 1 18 

鉢 口～肩 1 1 
胴部 6 1 1 1 I 2 I 5 1 19 
底部 l 2 1 I I I 8 15 

水鉗 口緑 2 1 3 2 l 1 8 3 21 
ロー底 1 I 2 

花鉢 口緑 1 I 1 3 
底部 3 3 

胴底口縁部部
6 5 8 5 4 9 1 5 17 7 20 4 19 3 113 

「L」 1 4 1 1 4 2 I 1 1 2 1 19 
1 5 1 1 2 2 3 2 1 18 量ロ脚遣

2 1 3 
1 7 2 4 2 1 1 9 7 10 2 3 49 

播鉢 「<J 4 5 2 2 5 3 2 l 1 1 5 7 5 2 4 49 
2 1 2 2 1 2 2 2 5 1 3 1 24 
1 1 1 3 1 1 8 

不 ＇享底口縁部
1 2 1 6 2 I 4 J 18 
6 l 6 48 11 10 1 2 9 2 1 3 1 1 7 11 l 121 明
1 1 2 4 1 l 1 1 2 6 20 

「く」胴部 1 I l 3 
火炉 口縁 I 1 l 2 1 6 

底部 1 2 I 4 
口縁 1 I 1 1 '~ 8 

その他 胴部 18 l 14 8 6 38 3 j 2 1 8 14 11 2 3 2 37 2 23 5 199 
底部 4 I 1 1 1 2 1 11 

合 計 l09 12 94 105 81 105 23 5 3 1 10 71 42 120 81 3 l 12 14 6 3 168 L3j 2 182 43 1245 
注：第65-70図にある遺物は巣引含めていない（観察ー廃を参考）
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第25表 沖縄産無釉陶器観察一覧 (1)
l)l(j',_: cm 

図番旦勺 員蓋部位 口径 益ロq 古限J底径 器色 索地 観 察 事項 出土地

1 A ロ 12.8 外内面暗茶褐色と暗褐色 黒灰褐色 ナデ消し。丸碗型。外面に窯印のよ す-15I 面は暗褐色e うなひっかき痕あり。 遺構30ト―
両面ともに暗茶褐色。 暗褐色で白い砂粒が微 高台は削り出し。外面、胴部から底 し-17崖部蕊口？

2 口～ 14.4 6.1 6 
口唇部は暗褐色。 熾に含まれる。

部はヘ窯肖印しラ。肖の卯直よ口でうな型口痕。縁外。部面及、び内面は
前面黒色滉礫土階

A 底 ナみデに消窯 高台見込Il 
＇ 
3 14.6 6.3 6.6 

外面灰釉、内面橙褐色と 橙褐色。白色粒と黒色粒 晶台削り器出墜しが。ナデ調整。 直口型。 せ-17
•— 昭褐色 が微星に含まれる。 ベタ底。 厚く頂みがある。 黒色土層0-30

両面ともに暗茶褐色。外 暗茶褐色。白粒を微螢に 丁寧な成形。高台から胴部にかけ せ-174碗 13.2 6.1 6.2 面口唇部に灰釉？が塗ら 含む。 てヘラ削り。17縁部及び内面はナデ 黒色土層60-80
トー一 A lコ～

れる。 調整。直口型。器墜が薄<H要が張る。

m 底 外面、暗褐色。 内面、橙褐 黒灰褐色と暗茶褐色。砂 丁布な成形。 晶台は削り出し 。 た-13
5 13.2 5.9 6.4 

色と暗茶褐色。 粒が少獄含まれる。 外面は高台から）憫部ヘヘ ラで、 黙色土層0-20
U縁部及び内面はナ デ調整。直
[J型。薄<n要が張 る器形。← 

6 A 口 13.2 外面は灰褐色、内面は黒 暗褐色。砂粒が微景に含 15トレンチ束側岩上

一
II' 味を帯びた灰褐色。 まれる、】 黒色土層最上部

7 
A 口～

12.6 5 6 
両而ともに茶褐色。白色 茶褐色で白色粒が微巌に 高台削 り出 し。 ヘ ラ隅整。直口 せ-17II 底 粒が微箪に含まれる。 含まれる。 型e 黒色土庖50-70

8盗 口～
9.8 3.9 3.6 

外面茶褐色。内面橙褐色。 粒茶が褐少色星。白含色まれ粒ると。橙褐色 底面部から胴部はヘラ削直り。口口型縁。と内 さ・ し-17岩盤にへば＿ 底
はナデ消し。ベタ庇。 りついた黒色十層

両面ともに口縁部からII屑I橙褐色と暗褐色。砂粒が T寧な成形。ナデ聞整。口唇部端 し • す-18， 口 l0.85 2.85 6.6 部は煤けていふ底血は 微菰に混ざる。 反りの簿手のilllである。口縁部内 逍構1
橙褐色。 外ともに煤が付着している。
両面ともに桃褐色。 黒灰褐色に中は荼褐色。 ナデ調整。ベタ／底の厚手の」m。 せ-1610 10.5 2.3 5 粗粒子の白色粒が微鼠 直口型。 暗褐色漏礫土駁

に含まれる。

外面は橙褐色と暗褐色。 黒灰褐色の中に茶褐色。 ナデ調幣。ベタ 底。直口型。底 さ17・1811 10.25 2.6 5.6 内面は橙褐色。 白色粒が微拭に含まれる。 部外血に窯印あり 。 崖部溝状逍構黒色
ト― J¥ 混礫土層

I 11IJ面ともにJ底部は茶褐色。 黒灰褐色。白色粒が微屎 外面胴部はヘ ラ削り 。外面口縁 し1712 
口～ 9.65 2.5 5.7 胴部は橙褐色。 口緑部は に含まれる。 及。ぴ直内面ともにナデ調整。 ベ タ 崖 部墓 口？前面黒

， 底 茶褐色。 底 口型。 色混礫土層

第 13
両面ともに桃褐色と朽褐 黒灰褐色。微鼠に砂粒が 丁寧な成形。外面はヘ ラ削り。 す-15

JIil 9.4 2.4 6.8 色。 含まれる。 ベタ 底。庫口型。外面底には窯 遺構3065 
印が入る。屈―

両而ともに黒灰色。 暗茶褐色。白色粒が微凰 丁睾な成形。ナデ調整。 ペ タ氏 せ-13

閏
14 8.4 2 5.6 に含まれる。 で口昏 を薄 く作る 。外底面には 遺構51

窓印がある 。
Jl8 15 10 2.3 2.8 

両面ともし黒灰色c 荼少褐色。れ白色の粗粒子が ナデ調整。丸底で薄手。 せ-16
品含ま る。 暗褐色混牒土層

rn A 底 4.8 
両面ともに茶褐色。

閲(I灰色粒色がとや茶や褐多色く含．剖まIIれかるい． 
ナデ調整。 品台のある皿になる。 器 す・せ-18II 表面はざらつく。 黒色土層0-30ド

両面ともに暗褐色。 暗褐色。 ナデ調整。 口緑部端反り。底は凸状 す-1517 14 2.5 11.4 
I-- A 口～ の足が付く。 逍構30

m 底 両面ともに灰色。 暗褐色。白色粒が少景合 ナデ問整。口橡部は端反り 、脚 西地区 H・I-24石18 14.8 3.2 12 まれる。 がつ く。 垣平而表土 撹乱、
.[-21 22配水管

19 7.4 外色面。表暗面荼に褐や色や。艶1人」が面あ茶る褐。 粒荼子褐が色含。ま（堕れかるに。白色の粗 外面泥釉。轍魃成形。 せ-17
黒色土階60-80トー-

両面ともに桃褐色。 表面 黒灰褐色と桃褐色。白色 外面泥釉。輔韓成形。 せ-1520 
口 9.6 にやや艶がある。 の粗粒子が含まれる。 岩盤にへばりつい._ た黒色土層

須急 ― 両面ともに茶褐色。 暗茶褐色。白色粒が微量 ナデ調整 。口緑部の形 が、沖縄 16トレンチ東側岩上21 8.2 に含まれる。 産施釉陶器のア ンビンと同じな 撹乱附中
ので急須で分類した。ト一

22 両面ともに桃褐色。 桃含ま褐れ色る。。粗粒子の砂粒が ナデ調整。 せ-17
,__ 注口 黒色土層

23 両面ともに橙褐色。 橙褐色。 ナデ調整。饒槌成形。 し17崖部墓口？
前面展色混礫上層

24 A 口～
5.85 2 

両面ともに暗茶褐色 ナデ調整。 し-18I 底
地山直上黒色土層← 

口～ 外桃褐面褐色釉。、艶がある。内面 さ • し-17岩盤にへば25 A 
5.3 4.5 ナデ調整。

ト― Ila 底 りついた黒色土層
蓋 A 外面と鍔は暗褐色。内面 茶褐色。 輸櫨成形。 そ-1726 II 口 14 荼褐色 黒色混礫土暦b 

ドー

口～ 両面ともに暗褐色。 暗含灰褐色。白色粒が少鼠 ナデ調整。 不明27 A 
19.3 8.1 lie 底 まれる。

28 7 
両面ともし橙褐色。 橙褐色。 さ-16口

遺構63暦瓶 6.9 而面ともにこげ茶色 賠褐色 口緑部が跨＃持っ^ 不叩

30 A 胴 両は泥面釉ともに暗艶褐が色あ。表面 暗褐色で白色粒が少菰含 表面ー一部に石灰が付着。 つ-14瓦礫層I でやや る。 まれる。

注 法屈の項 「一」は測定不可、観察の項「一」は不明、出土地の項「＋」は接合、分類の項「A」は焼締、iB」は泥釉

-126-



第25表 沖縄産無釉陶器観察一覧 (2)
単位 ：cm 

図番
万ロ 旦蓋 部位 口径 益""品 底径 器色 素地 観 察 事項 出土地

第麟 一 底 7.1 
外面桃褐色。 桃褐色。白色粒少量。

遺ち物14集中部0-20

両面ともに暗褐色。 暗褐色。 チュワカサー。 と-12. 3 2瓶 A 底 8.4 
遺物集中部西側畦鳳一 Il口～ 外色面。暗褐色。内面暗茶褐 暗茶褐色。 部分的に鞭乾痕が明瞭。 て-12

48 3 3 
底 6.4 19.8 13.2 

遺物集中部

34 A 口
ill 9.8 艶両面ともに暗褐色。表面に

がある。 黒と赤灰色色粒とが暗少褐量色含。ま白れ色る粒。 黒す-色15土遺層梢6300-+吐8017 

35 A 口 8.4 艶両あ面りと，もに暗褐色。外面 暗褐色。 外面艶あり。 て-12
I 遺物集中部

外面黒っぽい褐釉を掛け、 暗褐色。白砂色粒土がが微般量に含A ロ
つ-14

36 20.9 内面上部にも釉が垂れて まれる。 筋状に入 瓦礫層]¥I 
しヽる。 る。

一 両面ともに黒褐色。 暗褐色。 す中黒-18色遺土物層，石礫集37 14.5 
A ロ 20-40 

ト―

両面ともに暗赤褐色。 暗赤褐色。 外反口縁。38 
]] 

12.9 と-12
遺物集中部0-20

A 口～ 両部面と自も然に釉暗が褐掛色カ。外面に 暗褐色。 肩部に3本の沈線を施す。 せ-16暗1褐4瓦色礫混層礫第 39 12.6 12.2 
66-

I 底 一 るヽ。 土層＋つ—

図 40 A 口 12 
両面ともに暗褐色。 暗茶褐色。 楕円形口唇。 と12

・-壺 Il 遺物虻中部

版図 4 1 A ロ 13.35 外面暗面茶白褐っ色ぼ。い暗褐色。内 暗茶褐色。 屑部に7-8本の沈線。窯印あり。 ち-9
I 石段上黒色土層

49― A 口 外内面面桃は褐黒色っ。ぽい桃褐色。 暗褐色。砂粒少鼠含まれ そ-1742 16.6 lJ る。 黒色混礫土層

一 両面ともに暗褐色。 暗茶褐色。 肩間部と胴部に沈線が2本ずつ入り、 と1243 
に月がつく。 遺物楳中部西側畦

一44 両面ともに黒褐色。 暗褐色c 扁部に縄状の凸帯が付く。 つ-14

胴 黒色土層

灰外面は付桃着褐。色。内而は石 暗褐色。 屑凸世市部。に沈線が1-2本、胴部に縄状 つ-1445 
？が 瓦礫層

46 両面ともに灰褐色。 暗褐色。 扁壺。くぼみ部分は黒褐色。 と12
遺物集中部西側畦

47 底 9.4 
外面暗褐色。 内面灰褐色。 灰色と灰褐色。 瓶の底の可能性あり。 層し瓦17媒岩中盤部凹地内中

48 
A 口～

18.2 37.2 14.8 
両面ともに暗褐色。 暗褐色。砂粒が多く含まれ 屑部に沈線。胴部に縄状凸帯。

さ土-1瓦7集岩中盤部凹6地0-内9埋0 l 底 る。

両面ともに暗茶褐色。 暗褐色。 白色粒を少荒含 肩部に波文と丸文。49 29.35 と12

一
A 口 む。 遺物躾中部0-20

50 
II 

35.4 
両面ともに橙褐色。 橙褐色。白色粒が含まれる。 肩部に波状と丸文。

黒す-色18土遺層物2礫0-集4中0部
， 

51 38.7 
両面ともに暗褐色。 暗茶褐色。 頸沈線部とに波窯状印のあ組りみ。合わせに丸文つき。 た-12

遺物其中部0-20
両面ともに橙褐色。 橙褐色。 沈線と波状の組み合わせ。 て-1252 35.6 

遺物某中部0-20
53 A ロ 31.6 而面ともに暗褐伍 暗褐色 肩部に汁線 13トレンチ東側Ill 

両面ともに暗褐色。 暗褐色で中に黒灰褐色。 せ-15
第 54 25.8 

遺構32
67 外褐色面。が暗褐色。内面は橙 橙褐色。 屑部に沈線。石灰の付着っ た-12図 55 54.6 

遺物集中部0-20
翡 外色面。暗褐色。内面暗茶褐 暗茶褐色。 3本の凸帯と丸文。 13トレンチ東側

闊56 51.4 

一 両面ともに橙褐色。 橙褐色。 凸帯と波文。50 57 て-11
東側畦

両面ともに暗褐色。 橙褐色。
黒ち褐13色礫混り庖58 A 口 61.4 IV 

59 40.6 外褐色面。は暗褐色。内面は橙 橙褐色。 凸帯と波文 せ-17
黒色混礫土陪

60 30 
両面ともに暗褐色。 暗が少茶誠褐含色ま。れ粗る粒子の砂粒 凸帯と波文と丸文。 せ-15

逍構32

61 胴
外面は暗褐色。 橙褐色。 沈線と波文。 て-13

遺物集中部

色外面。は灰釉。内面は橙褐 橙褐色。 壺の底部の可能性あり。62 20.3 し-15

ト― 底
逍構28

外黄面白色はに暗変褐色色。と部分的に 暗茶褐色。 遺す • せ-1 3 63 25 
構41

第 64 鉢
A 口 11.8 

両面ともに灰褐色。 灰褐色。 直口口縁で胴部に段を作る。
這す樅1530 68 I 

図 65 15.7 褐外色面褐。色。内面にぶい橙 褐色。 内閂。 す黒 • せ-1 8 

一: 色土思0-20

闊
A 口 外面口縁～胴部は灰黄褐 橙褐色。 胴部の最も張り出した部分に、波状 て—12II 

66 22.5 色。胴部以下と内面は橙 文を施した後沈線を1本施す。 遺物集中部51 
褐色。

注：法量の項「一」は測定不可｀観察の項r-」は不明、出土地の項「＋」は接合、分類の項 「A」は焼締、「B」は泥釉
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第25表 沖縄産無釉陶器観察一覧 (3)
ljl位： cm 

図屈畠蓋 部位 口径 窃0ロー晶 底径 器色 素地 観察事項 出土地

外面灰褐色。 内面口縁 にぶい褐色3 胴部に 2本の沈線を施し、その下 不明
67 口 30.7 ～胴部は灰褐色。その 波状文を施す。

下胴部は橙褐色。

水 A 27.4 13.5 14.9 外赤面褐灰色褐。色。 内面にぶ にぶい赤褐色。 胴す部。に 2本沈線の間に波状文を施 と-1268鉢 II し、 遺物鮨中部西側畦口～
底 外面は口縁～胴部赤褐 橙褐色。 胴部に沈線を施した後、その下に と12

69 27.2 14.1 14.5 色、胴部以下と内面は 波状文を施す。 西側畦遺構集中部
橙褐色。

蟷 A ロ 14.8 7.5 10.2 
両面ともに灰黄褐色。 灰赤褐色。 無文。 ち-13

皿 黒色上層20-30
両面ともに灰黄褐色だ 灰褐色。 肩部に沈線を施す。 つ-13・14

71 21.6 が、 口tて唇褐部釉分。 から内面 岩盤付近追構集中
にか1 部

灰外分面の褐付灰着色。。 内面は石 にぶい赤褐色。 口唇部直本下に線波状ぶ文ぁがあり、 その72 A 口
そ-11

下に 2 の沈力 る。 撹乱上堀内
ill 両面ともににぶい赤褐 橙褐色。 口唇と胴部に波状文。 す-18追物礫集中

73 20.35 色。 部黒色土層 20-
40+表採

74 
口～ 外底面面はにぶい赤褐色と にぶい赤褐色。にぶい 口唇部下に波状文 表採
底 は黒褐色。 橙褐色。

外面は灰赤褐色。内面 にぶい赤褐色。 逆L字状の口縁で口唇縁部は縄状 せ-17
75 口 33 はにぶい赤褐色。 に縁取られる。胴部は印花文。 76黒色土層60-80

― 

と同一個体と思われる。
外面は灰赤褐色。内面 にぶい赤褐色。 75と同一個体。胴部に縄状の凸帯 せ-15・16

第 76鈴 胴 はにぶい赤褐色。 と印花文。 岩盤にへぱりつい
税｝

た黒色土層
l咎l― 外面橙褐色。口唇と口 橙褐色。 口唇上面に沈線を 1本施す。 す-18

欝
77 口 30.8 縁部内面は暗褐色。内 石灰岩礫集中部黒

面胴部は橙褐色。 色土層50-70
51 A 

外面胴部～底部橙色。 橙色。 口唇上面に沈線を 1本施す。 し—17II'口～
78 

底 39.2 18.2 14.1 外面口緑部～内面灰黄 岩盤直下黒色混礫
褐色。 土層
外面胴部はにぶい橙褐 にぶい橙褐色。砂粒微 口唇外端に 2本の沈線を施す。 せ-16

79 37.2 色黄。口唇上面と内面は 鐙。 暗褐色混礫土層

I--
灰褐色。

口 色両。面ともににぶい橙褐 橙色とにぶい橙色。 口唇端が張り出している。 せ遺構•そ5-713 80 28 
トー

81 33.6 
両面ともにぶい赤褐色。 にぶい赤褐色。 口唇上面に 1本、胴部に 3本の沈 て• と-11・12

線。 表採

82 区鉢 A 口～
45 20 20.5 両い面赤と褐も色にc暗褐色とに 暗褐色とにぶい赤褐色。 口唇上面に 1本の沈線を施す。 て-12

w 底 ぶ。 遺物集中部0-20

83 25 外面橙面色は。にぶい橙色。 内 灰外色側からにぶい橙色 ・ 簡状の鉢？胴部に 1本沈線。 た-14
．橙色。 黙色土層20-40

84 
↑ ロ 43.4 

両面ともにぶい橙色。 にぶい橙色。 口唇突帯直下に 2本の沈線。胴部に 1 せ-17
本 が付く。 黒色土層I 

鉢 外面灰褐色。内面灰色。 灰褐色。 口唇部縁は縄状、胴部の凸帯以外 せ-16
85 35.2 は貼付浮文。蔓と葉の図柄。 南側畦黒色土層

0-30 

86 底 10.5 
両面ともに橙色。 橙色c つ＿，

石段上黒色土層

伐
外面胴部は灰黄褐色。 灰赤褐色。 内面饒饉痕明瞭。底中央に穴。 た-14

87 底 21.8 外面底部と内面は灰赤 岩盤にへばりつい
褐色。 た黒色土層

外ぶい面黄灰褐黄色褐。色。 内面に 淡赤橙色
遺す-物18礫集中部黒色88 25 

A 口 土層20-40I 
外ぶい面黄灰褐暗色褐9色 。内面に 暗褐色。白色土が筋状 櫛目は12本。 闘89 24.8 

にみられる。

外面は にぶい 橙褐色と 櫛目は 9本。A 
にぶい橙色。 さ-17・18

90 ロ 33.2 灰黄褐色。内面はにぶ 崖部溝状追構黒色II 
い橙色。 混礫土陪第
両と黒面褐と色も。にぶい赤褐色 にぶいこ含赤ま褐れ色るに砂粒が 櫛目は12本。

遺ち-物14鮨中部0-20
69 91 

口～
31.2 13.5 11.9 底 微量1 。図

― 
はA 

両面ともに暗褐色。 暗褐色。白色土が筋状 櫛目は 7本。 す-15

闊92 
I 

ロ 28.4 にみられる 。砂粒が微 遺構30

一
屈に含まれる。

52 B 
褐両色面。と表も面には暗艶褐が色あとる黒。 暗-含赤ま褐れ色る。砂粒が微凪 ロ波唇文部上面櫛に緩はやかなカーブを描 贔-1593 I 口 28.6 

し。 く。 目 11本。 構30

一 両面ともに橙褐色。 橙褐色。 櫛目は 6本。 せ-1694 28 
黒色混礫土層

両面ともに淡黄褐色。 にぶい赤褐色。 櫛目は13本と思われる。
石ち＿段，上黒色土層95 A 口 34.4 II 

96 29 外面は面橙は色に。ぶい橙色、内 橙色。 胴部に凸目帯を作本ろうとした痕があ 表採
る。櫛は10 。

注：法塁の項「一」は測定不可、観察の項「一」は不明、出土地の項「＋」は接合、分類の項「A」は焼締、「B」は泥釉
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第25表沖縄産無釉陶器観察一覧 (4)

図番
号旦盈 部位 口径 器高 底径 器色 索地 観察事項 出土地

外面はにぶい橙色とに 橙色。 口唇上面に沈線が 1本。櫛目は10せ-18
97 28.4 ぶい赤褐色。内而は橙 か13本と思われる。底から 17縁に 石灰岩礫集中部黒

トー 口
色。 向かい斜めに櫛目が施される。 色土層

第 両面ともににぶい橙色。 にぶい橙色。 口唇上面に 2本の沈線。櫛目は13せ-15・16
69 98 26.8 本と恩われる 。 岩盤にへばりつい

図r― 屈仇 た黒色土層

版図← 99 25.3 9.3 両部而分ともに黒橙褐色色。口唇部が 橙色。 注ぎ口が残存する。口唇上而に沈線 す遺-1 8 12.l 的に 。 が1本C 構72

52 口～ 外面はにぶい橙色。内 にぶい橙色。 口唇ト一面に沈線が1本。櫛目は20本？ て-12

100 底 29.4 12.5 9.4 
面はにぶい橙色と一部 と思われる。
黒褐色で全体的に灰黄
色がかかる。

101 27 色外。面暗褐色。内面橙褐 橙少褐量色含。粗粒の白色粒 せ-18

ト― A 口 がむ。 茶褐色混り媒J..陪

102 
I 

18.8 
両面ともに橙褐色。 橙褐色。白色粒微屈。 せ-16

黒色土層0-20I 

lll'l 11.8 
両面ともに橙褐色。 橙褐^己色。白色粒が微屈 口緑に窓ができる。 す-18遺物礫集中

にまれる。 黒色土層20-40
I 

104 外色。面黒灰色。内 面暗褐 暗條褐色。 口緑・下部に煙り穴。 せ-17
黒色土層0-30ト―

A n 両面ともにII音褐色。 暗褐色。 外面胴部にヘラ描き文様。横耳が さ— 17岩盤凹地内
105 I] 10 付く。 地山直上瓦集中部

190-220 ト―
両面ともに昭桃褐色。 暗桃褐色。 煙出しあり 。u唇部と頸部に沈線 さ・し-17

106 21 あり。 岩盤にへばりつい

' 火 A 
た黒色士層

外色。面贔暗褐色。内面荼褐 荼褐色と黒灰色。 せ-15岩盤にへば107 炉 m 口 14.6 
りついた黒色土層

＇ 
108 A [l 両面ともに賠桃褐色。 暗桃褐色 胴部に煙り穴がある。 た-14

1'1 蹂躾中部

両面ともに橙褐色c 橙褐色。白色粒が少撮 逆くの字型?I I縁部・1、部にくし柚 せ-15・16
1伯 一胴 含まれる。 きの文様が描かれる。 岩盤にへばりつい

た黒色上恩ト―
A 両面ともに桃褐色。 茶褐色。 逆くの字型。横耳が付き、その下 さ• し17

110 II 底 14 に穿孔する。 岩盤にへばりつい
？ た黒色土層

＇ 向面ともに暗桃褐色。111 12.8 
暗桃褐色。 脚が付く。 そ-13

地LLI直J:

昴 ー底 両面ともに暗桃褐色で、 暗桃褐色。 脚が付く。 さ-17・18

,~1 
112 13.1 褐釉の釉匪れがある。 紺部石垣，1犬逍構上

黒色況礫土陪

闊113盃一撮み 外色。面暗褐色。内面荼褐 茶褐色。 益のつまみ部分か？ た-14
黒色土層0-20

53 

盈
内外面茶褐色。 茶褐色で砂粒を微拡含 せ-17黒色混礫土114 一把手 んでいる。 層90-110

llS 外褐色面。明灰褐色。内面橙 橙褐色。 図柄不明の線描き文様 せ-17黒色滉礫土

＇ 胴
層90-110

外橙褐面色に。ぶい褐色。 内面 橙褐色。 胴部に骨沈器線のと文字「・..四月-+ 13トレンチ東側116 
H」納 胴部か？,-

外色。面茶褐色。内面橙褐 橙含褐ま色。砂粒が微景に 揺り鉢の脚とも考えられる。 せ— 16黒褐色滉礫117 9.8 れる。 土層＋ち-9地山直上
I-

両面ともに茶褐色。 茶褐色。 揺り鈴の脚とも考えられる。 せそ17旧階段横
118 

不 脚
15.7 2列石列付近黒色

,__ 明― 混礫上層

両面ともに桃褐色の自 桃褐色 c 白色粒少旦含 揺り鉢の脚か？ せ—17
119 17.7 然釉？だが、全面の釉 む。 黒色混礫土野

← 
が黒色に変色している。 90-110 

120 口 15.4 
両面ともに灰褐色。 橙褐色。 蒸か?2本の波状文。 す— 18遺物礫集中

黒色上層20-40← 
外面は艶のある黒褐色。 茶褐色。 注口のような部分があり、直径約 す—15

121 胴 内面は黒褐色。 3 fllfllの孔が空けられている 。水滴 遺構30
の可能性がある。

須急 口～ 両面ともに暗茶褐色。 茶褐色。 外面泥釉。饒饂成形。外面泥釉を と-12
122 B 底 6.9 7.2 6.2 塗った上に、胴部と注I二lに白と音 逍物巣中部西側畦

で絵付け。図柄は花と蔓。

123 瓶 B 底 5.2 外褐色面。賠茶褐色。内面茶 茶褐色。 外文面泥釉。胴部に白色と青色で早 と-12
一仕； 3 遺物焦中部西側畦

124 蘭B 
口～

5.8 底 8.9 外褐色面Q暗茶褐色。内面茶 茶褐色。 外面は白色釉で絵付け。取手貼付。
黒せ-褐16色混礫土層

注：法量の項「一」は測定不可、観察の項「ー」は不明、出土地の項「＋」は接合、分類の項「A」は焼締、「B」は泥釉
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第20節陶質土器
陶質土器とは壺屋において Iアカモノ」などの名で呼ばれているもので、胎土は細かく、混入物に石灰質の砂

粒・赤色粒・黒色粒・雲母粒を含み、輔轄引き又は輪積みにより成形され、その多くは焼成が悪く触れると粉末

が付着し、器色は褐色を主体に橙褐色や黄褐色になる。鍋・火炉・急須・灯明皿のような火を受ける器種の口縁

部や底部には煤が付着しているのが特徴である。天界寺東で出土した陶質土器は、鍋・火炉・急須・皿・碗．鉢

などの器種が確認できた。又、不明品については、陶質土器の範疇から外れるものの、他の遺物と比較すると陶

質土器により近いということから、本項で取り扱った。各器種の詳細は下記の通りである。

鍋 蓋：皿に似るが外面を丁睾に仕上げ、やや外傾した高台状の撮みをつくるのが特徴である。今回出土した資

料からは、撮みから端部（皿でいう口唇部）まで緩やかなカーブで至るもの（第71図 1・3・4)、撮み

から端部まで直線的に至るもの（第71図 2)、撮みから端部へ至る途中に段を作るもの（第71図 5)が確

認できた。また、端部の細かな特徴を第27表の観察一覧に記した。

身：沖縄では「サーク」と呼ばれるもので、今回出土した資料は下記の 2種類に分類できた。

I類 口縁部を「く」の字に外反させて蓋受けをつくり、胴部には紐状の把手を貼付し、底部は丸底になる

もの（第71図6-11)。

II類 口緑部が直口して胴部に羽釜状の鍔をつけるもの（第71図12-15)。

火炉 沖縄では「ヒールー」と呼ばれるもので、火窓を設けて、口縁部の内側に器物を乗せる突起を貼付し、胴

部には有孔の把手を貼付するものである。また、器体の外面に白化粧土で文様を描く物もある。火炉は今回

出土した資料から下記のように 6種類に分類できた。

I類 底部から口縁部へ逆「ハ」の字状に外傾する器形（第72図 1・2)。

II類 底部から胴上部へ直線的に至り、口縁部付近で「く」の字状に折れ内傾する器形（第72図 3)。

皿類 底部から口縁部まで円柱状に直口する器形（第72図4-9)。

w類 胴部が膨らみ口縁部が外反する器形（第72図10-14)。

v類 底部から胴部までは膨らみをもって至るが、胴部からは垂直に立ち上がる器形（第72図15)。

VI類 胴部が球状に膨らみ口縁部が内傾する器形（第72図16-19)。胴部に「つくりもの」を貼付する物も

ある（第72図20・21・23・24)。

上記のほかにも第72図22の手焙りも出土しており、器体から 5個の穴が確認できた。また、第72図25は裏面

に煤が付着している事から今回は火炉として扱った。

急須 蓋：撮みをつけるタイプ（第73図 4) とつけないタイプ（第73図 3)がある。また、（第73図 1・2・5)

については、資料が細片の為詳細は不明である。

身：身は口縁部の形態から下記の 3種類に分類を行った。また、紐を通すと思われる外耳（第73図10・21)

や注口（第73図22・23)も出土している。

I類 口緑部を微弱に立ち上げて頸を短く成形するもの（第73図 6-8) で、壺屋古窯群 Iの分類では、対

応する球状に膨らむ胴部が確認されているが、今回の調査では確認できなかった。

II類 口縁部を立ち上げて頸部を長く成形するもの（第73図9-12)で、壺屋古窯群 Iの分類でいう対応

する屈曲した胴部（第73図13-17) も確認できた。

III類 口縁部を外反させて蓋受けをつくるもの（第73図18-20)で、今回分類した鍋 I類に近い器形だが、

鍋に比べ器厚も薄く、紐状の把手も確認できなかった為、今回は急須として扱った。

皿 ベタ底の底部から口縁部へ外傾しながら至る器形で、胴部に僅かな膨らみをもつもの（第73図24・25) と胴

部に膨らみを持たないもの（第73図26)が確認できた。器体の口縁に煤が付着している事から灯明具として使

われていたと考えられる。

碗 第73図27は高台を持つ碗である。全形が窺える資料が確認できたが、他の器種に比べ出土数が少ないため詳

細は不明である。

鉢 鉢は今回出土した資料から下記の 2種類に分類を行った。

I類 胴部が膨らみ口縁部が内傾する器形である 。表面に櫛掻き波状文と丸彫りの圏線を施しているものは

水鉢（ミジクブサー）と呼ばれるものである（第74図 1・2・4・6)。

II類 底部から口縁部まで直線的に至り、口縁を強く折り曲げた器形である 。揺鉢に類似する器形（第74図13

-15)ではあるが、今回は揺り目を持たないもの（第74図3・8-10) もII類の範疇に含めた。また、 I. 
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n類の器形をそれぞれ小さくしたものが幾つか出土しているが、鉢として使われていたかは不明である。

（第74図11・12)

不明 第74図16・17は鍋もしくは鉢の胴部と考えられる資料である。第74図19・20は小型製品である。

第74図18・22は焼き締めの甘い無釉陶器のようであるが今回は陶質として扱った。第74図21は小型の角鉢で

陶質的な素地に緑釉のようなものがかけられているのが特徴である。第74図23は口縁部の破片であるため詳細

は不明である。第74図25は器種が特定できない素焼きのような物である 。

以上、上記に挙げた資料は陶質土器の範疇から外れるものもあるが、今回は陶質の枠で不明品として扱った。
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叶令 nit 
1 I 3 ~2 1 12 

1 I 
I Iii :1 2 1 I ,1 I 12 

イ""
鼻祁 2 5 ~ 2 1 ？ 5 21 
沢江 1 I 2 

11 -~'I: I 

虚小If) 心"
IIは I I I 4 6 I 
鳥1;-,; 祁 IC :1、3,1~o 2,1 2 I < ， 

5·~ 13邸 '!> 3! 19! 37 07 5 ; ＇ヽ ? 20 I f 65 .1 、18、12
l'I: 陥 2 4 I ＇ 

3 12 1 25 
li!fll 胴祁 I 

呻和I・ II⑮ 2.111!71 7?. 91 117 2 3 !~I 31 61おI28 137 2 Iヽ I 197 IOI~~l,! 7 121 ,~ :1 I 32 3 6 125 5 2 27ii 107 

汀：第71-74図にある遺物は集計に含めていない（観察一覧表を参考）
：た・ち ・つ-12· 13·14黒色士陪 ・黒褐色滉媒七陪—茶褐色混礫土層 ・瓦程層
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第27表陶質土器観察一覧(1)
単位： cm 

図 番号 器種 部位 口径 益＂＂晶 底径 形態的特徴 器色 滉入物 出土地

I 6(t最径） 16(端径） 4(高さ） 端部：外反する 両函．褐色 臼黒白母色色粒粒・赤色粒 てー12上面に朱が塗られる
I 全形

白色粒
2 5 61捐径） l4.8(端径） 4.1 (高さ） 端部．直線的 両面：赤褐色

孟黒色母粒・赤色粒 13トレンチ東側索地；灰色
I 

鍋
白色粒

3 （器） 17,8(端径） 端部肥厚する 両面：灰褐色
里色粒・赤色粒

せー1516 
下面に輪積痕 紫地：褐色

芸母
岩俄上黒色土層

＇ 
上面：暗赤褐色 白色粒

4 端部 19_6(端径） 下面：赤褐色 黒色粒 て一12
索地：赤褐色 赤色粒

白色粒 てー12
5 22(端径） 両面：暗褐色 黒色粒赤色粒 俎物第中部

雲母 黒色土層

口唇：舌状
外面；柑色 白色粒

6 口～底 17.2 9.1 内索面：暗灰色 黒色粒・赤色粒 すせー18
外面に煤1寸精 地；灰色 揖母

乱色粒
第

口昏：方形 両而：暗橙色71 7 l7.8 
外面に楳9寸杓 索地：灰阻色 色粒赤色粒 て一12

図 I 口 笞母

闘 8 21,3 口唇舌状 索両面：明橙色 雲黒白母色色粒粒・赤色粒 て一16
鉢 I類 外面に煤付普 地：灰橙色

54 ＇ 
白色粒 すー18， 口～底 15.6 9.3 口昏舌状 両面明橙色 冥黒母色粒赤色粒 遺物躾'R中部

I 焦色土

lO l7 7 口昏舌状 両面．暗褐色
黒芸白母色色粒粒＿・赤色粒

と一12
外面に伐f寸莉 索地．灰椙色 遺物楳中部西m11畦

雰黒白母色色粒粒 赤色粒IJ n-底 18 8.4(推） 口唇 ：舌状 索両而， 0音褐色
て一12外面に煤付着 地．灰褐色

白色粒胴部 鍔をほぽ垂直に貼付する 両而：暗橙色 てー1312 
鍔から上は朱が塗られ、下は煤が付着 索地 ：灰橙色 黒四母色粒・赤色粒 迅物狛中部

口昏．丸い 白色粒 ちー1313 口 16 鍔を下向けに貼1寸する 両而：暗褐色 黒色粒・赤色粒
石垣襄込め内鍔から Kは朱を裕る 芯母I 絆ll類

口唇，丸い
黒雲白色母色粒粒・赤色粒14 口～底 l5.4 10 鍔．下向けに貼付する 両面暗褐色

て一12
鍔から上は朱が途られ、下は煤が付 索地：灰祖色

＇ 
白色粒

15 胴部 鍔茶 ’ほぼ垂直に貼Mする 両索面：灰色
箕黒母色粒・赤色粒

そー17
釜に器形が類似 地；灰色 撹乱土疫

外面：暗褐褐色色
赤芸白母色色粒粒I 24.8 -- 内面に煤付着 内紫面；灰 13トレンチ束側

火炉 J 口 地：灰色

外面：褐色 白色粒
てー122 23.8 内面に煤付着 索内面；灰褐色 赤雲色母粒 遺物集中部地：灰色

両索面：橙褐色 雲白赤母色色粒粒
すー18

3 火炉［】 ロー底 11.8 10.3 9.6 口昏丸い 遺物築中部
地：橙褐色

黒色土彫

口唇’方形 外而：褐色
白色粒 と一124 口 14.8 内索面：灰褐色 遺物集り1部西側畦内面に煉が付舒

地：灰色 雲母

白色粒
両索面：黄黄褐色 たー145 底 11 底部． 森台をつくる
地： 褐色 黒雲母色粒赤色粒 黒褐色滉蹂土層

I 

口唇方形
白色ド両面．赤褐色 つー96 口～底 17 14.4 17.4 胴部にこ「楳つがく付りもの」 を貼1寸 紫地 ．赤褐色 奎黒円色 ・赤色粒 石段上黒色土陪

I 火炉m 口緑部1 資

底部’尚台をつくる 外而： i淡茨褐灰色 赤白色粒 て一12
第 7 9.8 

外面に朱を登る 内索面： 褐色 色粒 遵物集中部72 I 地：淡灰色 丞母
図

口縁 断土面三角状
外而：黒褐色

黒雲白母色色粒粒赤色粒
16 I、レ ンチ東側8 20 

白化粧 で固線を描く 内面：橙褐色 岩上黒色土層閏 索地：赤褐色11 
塁外面：黄褐色

裳白黒色色母粒粒 赤色粒
55 ， 24.6 口唇＇浙面三角 !k 面：褐色 せー17

地；灰色 黒色土階

口唇．丸い 塁外面：褐色 白色粒
て一1210 口～底 16.6 10,3 8.6 把手．穴を穿つ 面：暗褐色 黒色粒，赤色粒

外面に朱を注る 地：褐色 冥母

口唇；舌状 塁外面：赤褐色 白色粒
11 口

内面に煤が付着 而：灰褐色 雲赤母色粒 表採
地：灰色

外面：褐色 白色粒
と一1212 火炉~! 口 口唇’丸く肥原 内素面：灰褐色 黒歪色m粒・赤色粒 遺物集巾部西側畦地：灰色

外而；暗橙祀色 白色粒把手穴を穿つ13 胴
白化粧で文様を描く、外面に朱を裕る 索内地ilfi: 灰r.fl色 黒赤色粒 てー12

：灰色 色粒
＇ 

外面：橙褐色 黒白色粒14 底 13.4 底部高台をつくる 素内而；賠褐色 色粒・赤色粒 と一12

地：灰色 雲母 遺物集中部西側畦

15 火炉＼’ 底部 l5.7 底部’高台をつくる
両面：褐色

雰黒白母色色粒粒・赤色粒 せー17
索地 ：灰色 黒色土唇

注：法品の項0) 「一」は測定不可、形態的特徴の項「一」特記すぺき事項なし
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第27表陶質土器観察一覧(2) 単位 .cm

l火l 番号 器種 部位 ni各 器高 底径 形態的特徴 器色 混人物 11',::L地

口唇：舌状
両面．阻橙褐色

白色粒
すー1816 口～底 14 10,8 8 把手：穴を穿つ 黒色粒・赤色粒

白化粧土で文様を描く 索地． 褐色
霜母

黒色土層
I 

外面：赤褐色口唇丸い
雲黒赤母色色粒粒 と一1217 12.8 

凹みOO線を二条に描く 内面；暗灰色
遺物統中部索地：橙色

両面；橙褐色
白色粒 さ・しー17

18 口 l8.8 口唇丸く肥厚 黒色粒・赤色粒 石敷直上瓦其中部
索地：灰褐色

雲母 息色根媒土屈
火炉11

外而：橙褐色 白色粒
19 13.6 

口唇．丸い
索内地面：灰褐色 黒色粒赤色粒

そー17
白化粧土で文様を描く 黒色混條土唱

第
：灰褐色 項母

外面：灰褐色 白色粒72 
20 胴 「つくりもの」に穴を穿つ 内面：橙褐色 玄黒母色粒・赤色粒

と一12
図 泥釉？が施釉

索地：灰褐色
遺物集中部

.' 
内外而：褐色 白色粒

鳳 「つくりもの」横から穴を穿つ た一1321 胴
泥釉？が施釉

面：暗褐色 黒赤色粒 地山直上55 素地：灰色 色粒

口唇．斬面三角状に肥阻胴に穴を穿
外面；暗灰褐色 白色粒 すー18

22 手焙り 口 9.2 内而：灰俎色 黒色粒，赤色粒 迫物船中部
つ

出地： l~i 色 芸母 黒色土層

白色粒 西ちー13
23 つくりものを ~61寸する 両而’灰色 黒色粒・赤色粒 側畦

火炉¥1 外耳 雲母 黒褐色媒滉り陪

つくりものを貼付する
白色粒 た一1424 

両面に煤が付着 両面．灰色 黒屯屈色粒・赤色粒 黒色土吊

火炉 底部．高台をつくる 両ilti i炎灰色
白色粒 15トレンチ東側25 その他 底 13 

内面に煤が付着 索地灰色
黒色粒 9赤色粒 黒色土屈
雰母

上面：暗褐色 白色粒
て一121 8,6(端） 滑り止め．高くつくる 下面：明褐色 黒色粒赤色粕
遺物枕中部索地：赤褐色 雲母

＇ 急頒蓋 端部

2 滑り止め＇高くつくる
両面：褐色

黒色粒
し一17

索地：灰氾色 佳部石灰岩娃陪

阻・ 無し 白色粒
せー153 急須蓋n 端部 5.4(端） 滑り止め，低くつくる 両面貨褐色 黒色粒，赤色粒
岩盤付近黒色土居~.iffrlこ圏線あり 実母

上面：暗褐色 白色粒 16 I、レンチ東側4 急須蓋 l 捐み 捐＇股頭 下面：褐色 黒滋色出粒赤色粒
索地：灰色 岩上悦乱思

上面：暗褐色 白色粒
せー165 急須蓋rr 端部 捐無し 下面：褐色 黒色粒・赤色粒
地山直上索地：灰色 芸母

口唇’丸 外i!ii: II針褐色 烈色粒 すー15
6 

索内地面：橙褐色 雰赤母色＿粒
遺構57

口殺’直立で短い
；坂褐色 地山直上

「J唇丸 外面：明橙褐色 黒色粒 そー18
7 急須 I 口 7.2 

口縁．直立で短い 内面：橙褐色 赤色杓 石敷遇構下
索地：灰褐色 霜母 地山瓜上I 

口唇丸 外面 ：橙褐色 白色粒
8 8 口縁 僅かに外反 内面： ii;, 灰褐色 雲焦母色粒赤色粒

つー13

内面に煤がi寸莉 索地： l:f_褐色 瓦隊居

口唇：丸 外面：赤出色 白色粒
せー18石灰岩條集中， 

ロー底 8,6 12 17.6 口籍：直立で長い 内面：暗赤褐色 裳黒色は粒赤色粒
外面に―条の圏掠、外面に煤が（寸行 索地：灰褐色

部黒色土培

口唇：平
外内面：哨暗灰褐色 白色粒

とー12第 10 8,4 口縁：直立で長い 面： 橙橙掲褐色 黒色粒赤色粒
73 外而に煤が付着 索地： 色 祖母

逍物使中部

図 口唇’丸
外面 ： 暗暗灰褐灰褐褐色色

白色粒 せー1711 口 8 口殺’直立 内面： 色 黒色粒・赤色粒 黒色混繰土吊闊 外面に煤が付着 素地： 祖母
口唇・丸 白色粒56 せー17

12 5.6 口殺：こ[U]直>i.で長し、 外面褐色 黒色粒・赤色粒 黒色土層
類部1 みあり 雲母

急須Il 口縁 Il類に対応する
外而：褐色 白色粒 すー15

13 内面；灰褐色 黒'.手：母色粒・赤色粒外面に二条の沈線、外面に煤が（寸稽
索地：灰色

遺構57
I 咲

外面：褐色 白色粒 遺す物ー18
14 口縁〇類煤に対応する 内面 ；灰褐色 祖黒母色粒・赤色粒 其中部

外面に が付着
索地：灰色 黒色土層I 

n;ga類I-対応する 外面；赤褐色
赤色粒 て一1215 外面に二～四条苔の凹線 内面：灰褐色
雲母 遺物娯中部外面に煤が1寸 素地；灰褐色

口殺n類1一対応する
外内而面 ：： 暗褐褐色色

h色粒
胴 せー1716 外面に三条の1着川線 黒雲色母粒・赤色粒 黒褐色滉蹂土層外而に煤が付 索地：灰褐色

着口付粁楼。内〇類に対応する、 両`面内に煤が付 索内外面：暗灰褐色 てー1617 面に一条の凹線 而に漆喰？ 面；暗色 雲母
暗褐色混蹂土府

地：灰褐色
口唇：丸

両面：橙祖色
白色粒 ちー1318 14.6 口殺．外反

索地 ：淡橙褐色
黒色粒・赤色粒

石垣殺込め内外面に煤が付着 雲母

黒赤包色粒粒19 急須III 口 14.6 口昏：丸 両面：橙色 すー15
口縁：外反 索地：灰橙色

芸母
地山直上

I 

20 l0.8 口唇丸 両面：橙色 赤色粒 せー17
口柑・外反 索地：灰橙色 雲母 黒色土層

外面：灰褐色 白色粒
せー1721 急須 耳 素内而 ＇橙色 赤色粒
暗褐色混蹂土層地；灰橙色 雲母

注：法量の項の「一」は測定不可、形態的特徴の項「一」特記すべき車項なし
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第27表 陶質土器観察一覧(3) 単位： cm 

図 番号 器種 部位 口径 器高 底径 形態的特徴 器色 混入物 IP, 土地

外面；灰氾色 白色粒
と一1222 外而に煤が付着

素内地面 ：：灰赤祀赤掲色色 え赤色阻粒 遺物集中部西側畦
I 急須 注口

外面：暗灰褐褐色 白色粒
せー1723 外面に煤が付着 内面：灰色 黒色粒赤色粒
黒褐色滉蹂土層索地：灰色 霊母

第 両面：橙褐色
白色和

と一1124 11.8 2.3 5.4 口唇：尖り 黒色粒・赤色粒73 索地： J灰色
裳母

黒色土層
因

営黒白色色困粒粒・赤色粒
灯ll)j皿 口～必 2.3 3,8 口昏尖り

両面褐色 て一11
図 25 11.4 

素地灰色 遺物集中部服

白色粒56 
両面：褐色 151、レンチ東磨側26 9.6 26 4,6 口唇．丸
索地：灰色 黒色粒・赤色粒

岩上黒色土
裳母

外而：貨匂色 白色粒 つー1127 碗 口～底 10.4 3.7 5 口昏：丸 内面：灰色 黒色粒・赤色粒 地山直上黒色士層
索地：灰褐色 雲母

両面：橙氾色
白色粒

と一1228 不1りj 底 ， 特になし
索地：灰褐色 黒雲母色粒赤色粒 遺物集中部西側畦

口唇舌状 両面 黄灰褐褐色
白色粒

と一12I 口～底 20.2 9.7 jQ_j 
文様＇外面は九条の波状線刻文 索地 色

黒色粒赤色粒
追物躾中部西側畦雲母I 鉢 l

士黒内色母色粒粒・赤色粒2 口 l7.6 口界舌状
両面．褐色 131、レンチ東側

文様．外而は四条の液状線亥JJ文

両面褐色 白色粒
3 袢 U 底 96 底．稜が明確

索地灰褐色 雰黒母色粒赤色粒 13トレンチ東側

口唇’舌状 外面：暗赤褐色 白包和
つー94 鉢］ 口 30 

文様： i皮v,稼刻文、 Iりの圏線 内面：橙褐色 黒色粒赤色粒
石段Jc黒色土焙索地：赤褐色 裳母

外面：灰褐色 白色粒 し 17
5 

鉢 I
口 7 口昏’舌状 内面：褐色 黒色粒赤色粒 岩舘凹地内（小型）

索地：灰色 雲母 黒色混蹂土吊

にl{i. 舌状に肥厚する 両面：出褐色
白色粒 せー17G 口 25 

文様．外面は三条の波状線刻文 紫地：灰色 黒宝母色粒赤色粒 黒褐色洸楳土層
I 鉢 I

白色粒 さー17
両面：暗褐色7 口 口唇 舌状に肥原する
索地：灰色

黒色粒・赤色粒 序部直下

雲母 黒色混礫土暦

両面：褐色 白色粒
ちー138 ロ 文様朱を登られる 索地；灰褐色 黒色粒・赤色粒
地1JJ直上

宍舟
＇ 体n

玄黒白色母色粒粒 赤色粒29 口唇方形 両面：橙祖色 せー1516 ， 
口

文様’ 二条の線刻文 素地：灰褐色 岩盤上黒色土層

文様 外面は六条の波状線刻文、表面
外面 ：暗褐色 白色粒

と一1210 鉾 胴
に朱が迩られる

内面： ll!褐色 黒色粒
遺物北中部西側畦素地：橙褐色 赤色粒

両面./.ll色
白色粒

第 11 LI―底 8.2 5,1 4-3 口唇 (l_J]みあり
素地灰褐色

黒色粒・赤色粒 て一12
74 

I 鉢n 雰母
図 （小型）

両面灰褐色
白色粒

て一1212 底 4.6 特になし
索地＇灰色 黒宝母色粒・赤色粒 遺物集中部闊
両面：橙褐橙色

白色粒 す遺ー1857 
13 口 26.6 11 すり目．密に刻む 黒色粒 物陳集中部

索地：灰祀色
赤色粒 黒色土層I 

白色粒鉢n 両面；祁色 すー1514 （橘鉢） 口 すり I~. 祖く刻む
索地：灰褐色

黒色粒
地山直上

赤色粒I 

白色粒I両面淡褐色 て一1215 底 12 すり目 密に刻む
素地灰色 黒色粒・赤色粒 地山直上

雲母

文様：口採外周に凹凸線、表面に煤附
外面．赤褐色 内色粒

16 胴 内面．褐色 黒毒母色粒・赤色粒 て一12'g 
索地暗祀色

白色粒文様 口緑に1川凸の圏線、表面に朱が 両面暗褐色 て一1217 胴 塗られる 索地’赤褐色
黒色粒・赤色粒

遺物集中部
芸母
白色粒

両面：褐色 すー1518 不明 口 17.8 表面に朱が塗られる
索地：灰色

黒色粒
地山直上赤色粒I 

白色粒外面 ：褐色 てー1319 胴～底 裏面に煤附着
内面：黒色

黒色粒赤色粒
遺物集中部

雲母I 

白色粒
た一1320 底 4,2 両面明褐色 黒色粒•赤色粒
黒色土層宍母

21 小鉢 口～底
形態：方形

両面赤褐色 赤色粒
すー15

文様：禄釉が表襄に注られる 遺楢57

両面 ：灰色 白色粒
16トレンチ東1月l22 ti> 口 l6.4 瓦質＿七器に類似

索地：暗灰色
黒色粒・赤色粒

岩上撹舌L陪裳母

両面．黒褐色
白色粒

せー1723 不明 口 沖沌産施釉陶器に類（以
索地・暗灰色 黒赤色色粒粒 黒色土居

両面：橙褐褐色
白色粒

つー1324 碗 底 7.2 底’高台をつくる
索地：灰色

黒色粒・赤色粒
黒色土層

雲母

．口唇’平 白色杓
すー1525 不明 U 13.4 索焼き？に類似 両面． 灰色 赤黒色仔粒粕 地山直上

注：法量の項の「一」 は測定不可、形牲的特徴の項「一」特記すぺき半項なし
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第21節瓦質土器
瓦質土器（第75・76図）は一般に還元焔で焼かれたものをいうが本項では、これらを 1類、酸化烙で焼かれた

ものを 1I類、 I類と同様に還元焔によると思われるが現在までに、沖縄諸島で未確認の薄い焼き物を皿類とし

て大別し、本項で扱う。分類については第 表の観察表「分類」の最初に記述する。 II類は一部に陶質土器で扱

われている iいが、厚みが有り、大振りな点で瓦質土器に近いと思われ、 m類は薄手で硬質であるが、類例が少な

く、詳細の検討は今後の資料の追加をまって検討したい。器種は鉢、揺鉢、火炉、他の種類がみられる。

鉢：大と小に分かれ、いずれも内彎に肥原する。図 7は大で口縁部に三条の波状の凸帯文を施し、図 lは小で

口縁部が内彎し、波状の凸帯文を二～三条、さらに胴下部に一条施し、その間に回転型押しの施文具,;)2で草花文

を施すが、その種類は 1の花と槃、茎が生えた形、 2・3・4・5・8のように大きな花と葉が絡んだ形である

が、 3と4では前者花弁が先端に大きくなるタイプ、後者花弁が細長いなど若干の違いがみられ、 8は花弁が菊

花状になるものなど意匠にバリエーションがみられる。

擢鉢：図10と図11であるが、前者は灰褐色、後者は赤褐色である。いずれも揺り目の間隔は大きく、輻も 1.9

mmである。

火炉：炉は肥原し、内部に突起をもつもの (A)、穿孔するもの (B)、赤色で外側に肥厚し、内部に突起を有

するもの (C)、空洞を有するもの (D)、方形で内側に突起を有するもの (E)、方形で空測になるもの (F)、

馬蹄形のもの (G) があり、さらにこれらは細分が可能である。また、 Bについては手あぶりの可能性も考えら

れる。

蓋：図12は撮みがあるかどうかは破損しているため、不明である。

その他：図14は筒状で中央を穿孔し、形状から土製錘の可能性が考えられるが浙定はできない。図13・16・17

は薄手で焼成がよく、軽い点で共通するが、図13は壺、図16は鉢、図17は不明である。本品の出自については今

後の資料の追加をまって検討するが、形態が瓦質に類似するためここで扱う。

＜註＞

註 1. 常銘由嗣• 他「料友名貝塚・慮友名クスクー宜野湾北中城（伊竹～酋天間）逍路改築'h業に/'I'う緊急発掘瀾在報告内」 (I) 「沖縄県文化

財調査報化書第134集」沖縄県教育委員会 1999.3 p131 

；「 2. 上原消乃• 他「湧且l古窯跡 (I¥「）一県民広場地下!lt車場建設に係る発掘潤査ー」 「沖縄l,r,¥文化財瀾牡報告書第136集』沖縄限教育委員

会 1999.3 plOO 

第28表瓦質土器出土状況

~ 
さ・し-17 す-18 せ—15-16 - 17

つ-13・14 た-11 ち9 て•と—

レl、 黒士色
地 岩盤凹地内器黒色

j謹l 
岩盤へば黒色 IR陪段 11・12・13 

直山 遺梢
地山 中層 ロ前面.混媒+. 

1—- っいIり 横2褐茶色土府 下の黒色 h下・色 灰層 黒色 黒褐色篠混 茶褐色 滉礫 悶 地

り悶 不 ／＼ 

；；翔
た_懸I: 列右下篠混~ 横石垣土陪 横黒垣混礫上層 層t cl層-_ 層I: 

闊 逍物駈 明 訃
上 I: 

一贔 中部
直上 層 上

層

U緑 1 2 1 4 
鉢 胴部 3 1 I 2 7 

底剖i 4 I I 6 

拙外？ l二1縁 I 1 

口稼 I 1 2 

揺鉢 胴部 1 1 1 3 

底部 I I 1 3 

化鉢 口縁 1 l 2 

口～底 I 2 3 

G 口縁 2 2 

火入部 胴部 1 1 2 

底部 2 1 3 

岱G炉部 底部 ! 4 

E 
口縁 2 2 

屁部 1 1 

不明
口緑 L I 2 

底部 I l 2 

その他
胴部 1 2 3 1 I l 1 10 

不明 l 1 

ムn弓ut I 3 2 2 16 1 l l I 1 2 1 I l 2 3 1 l l 1 13 5 60 

-145-



第29表瓦質土器観察一覧
!JI位： cm 

図 番
器種 部位 口径 窃ロロ古,..,― 底 径 (器mm厚) 分類 観察事項 出土地,に, 

1 44.2 14.6 
形態：口縁は内部肥l豆3文様：口緑に二条、胴下部に一条の波状文、その問に2種類の花文 すせー13
の型押しこ色調：暗灰色。混和材：黒褐色粒、砂細粒c器面調整：刷毛撫で，焼成：良好。 遺構41内
形態：口稼は内部に若千肥原。文様：口縁に二条の波状凸帯文、その下部に凸帯文、胴部

2 口 20.3 にIE文（牡丹文）の型押し，色調：暗灰色、内部は明灰色。混和材：茶褐色粒黒細粒。器面 てー12
調整：131]毛且焼成：QH. 
形態：口殺は内部にR~I恥文様：口殺部に三条の波j);凸搭文に型押して牡丹唐草文、花弁

しすー183 29.6 17.1 ぱ先端部が太くなり、."if.I本惑がある，色切：暗灰色、内部は黒灰色c混和材：砂粒混人，器面
I小 調整：内外面とも横刷毛目。焼成：やや良好 3

退構l内
I 

文様：胴下部にー条の波状凸帯文に型押しで牡丹店草文、花介は先端部が太く、菓は葉脈
4 lS.3 もみられ、立体惑がある濱と同一個体c色調：暗灰色、内部は黒灰色。浪和材：砂粒混人，器

せー17
面慎整：内外面とも横刷毛目 A焼成：やや良好し 荼褐色混蹂土層

I 鉢
5 胴 12.7 形態：一c文様花唐草文で立1本密色調：暗灰色，混和材：砂細粒；器面調整：憮で。焼成： 15トレンチ東側

やや良好＾ 岩上黒色土層

形態：一，文様：胴下部に凸帯文.Ji:唐草文で花弁は細長し、,.色調：外面は明仄色、内部は ちー136 12.7 
暗9火褐色混和材：褐色粒。器面講整：横撫でc焼成；やや不良c 地山直上

せー15岩盤直下の土第
7 25.3 I大

形態：口縁は内ll/肥l'l,,文様：口緑部に三条の波状凸帯文c色調：やや明灰色、中ぱ暗灰色
75 でサンドイ Jチ状，混和材：細粒c器面調整：外面ヘラ削り。焼成：やや不良c 演内昂卜部

図 口
形態：口縁は緩やかな内lit,文様：口縁部に波状凸帯文、菊唐浮文c色調：茶褐色，混和材：8 39.6 16.0 I小 し一15
細粒器面調整：憮で。焼成：やや良好c 地山直上

凰 ， 底 20.6 13.7 I小
形態：腰部は若干彫らむs文様：なし。色調：暗灰色，混和材：灰褐色lll.器面調整：外面の底 せー17
部近くはヘラ削り、fl.!ili刷毛H、内側Ii僚恒痕c焼成：やや良好:c 黒褐色）且媒土層

58 
形態：口緑は「く」字状に曲がる。器高は低l'-文様：内部に揺り且幅20mmて揺り目は間隔が ちー1410 口～底 36 11.7 21.2 13.3 I 30mm色謂：暗灰色、中は明灰色乱混和材：黒細粒。器面調整：刷毛目，焼成：やや良好。 黒色土陪I 揺針~

11 底 12.4 10.:1 II 
形態：底部の立ち上がりはストレー ト，文樟：内部にt~り目の幅21.5mm。色頃：赤褐色．中は明 た一13
灰色,)昆和材：金雲母、白色少呈c器面調整：器面剥落。焼成：やや良好c 地山直上逍構49

12 盗 旦 6,0 I 形態：掃みは不明、短い脚あり。文様：無文。色閥．灰色註毘和材：白 ・褐色f町立器面調整：軽 そー17
盤m.,焼成：良好， 撹』l:I:堀

13 字皿 頸 8.0 I 
形態：類部、肩部に稜線e文様：8mm大の1U甲文を型押しする｛色調：表は黒色、内部は明灰 西地区
色。混和材：砂、金雲母細粒。器面調整：刷→1;§ 焼成：やや良好。 M N-23表土

14 その他 9.9 I 
形態：商lie、内径12.5mm.外径29.limm。文様：なし，色関：灰色註昆和材：砂粒少星』器面調整： つ一11
削りc焼成：やや不良， 地111直上岩盤

15 火炉 口 16.4 7.6 IA 
形態：口柑は外反で突起の先端は円筒状。文様：なし、色調：外は灰色、巾は淡灰色。涅和 すー15
材：砂細粒少菰：器面調整：刷モ憮で。焼成：やや悪い， 地山直J.:遺構57

16 壺 22.2 6.0 Ill 
形態：口椋はり凹危うり形c文様：外面に径7,,,の小花を型とした文様の重オふ色調：外面は と一12

口 照灰色•. 混和材：石英，褐色粒少豆，器面調整：内而は刷モ目が縦位に朗著c 焼成：良好·。 追物秘巾部0-20
形態：段をなす。文様：外面は段をなし、上段は、知の足跡と浮文、下段は格子文0)糾み合わ

17 イ,I肝 胴 6.9 ill せc色調：外面は黒色、内部ば淡1汲色。混和材：石英、褐色粒少巖。器面調整：内面ぱ饒恒 12トレ,t東側
痕c焼成：良好。

形態：内山、穿孔(12.lmo)、!elif(22.2rm).文様：無文。色調：外面は色を途ったためか、暗灰
て一12

18 11.2 色、I付面は明灰色3混和材白色位器面調整：外而はヘラ磨き、内面1よ燎櫨痕。焼成：良好，
逍物躾中部

胴 I B 黒色土府

19 11.5 
形態：穿孔(9mm)が5個確認される｀片面からの穿孔、灰沼とし力＼文様：なし。色調：外而は朱 そー17
色かc混和材：砂f屯雲母点器面調整：外面ヘラ撫で｀内而横撫で。焼成：良好。 黒色混礫土層

形態：有穀33.6mm、内部に突起、炭が1寸若。文様：無文，色謂：外而はII行橙色｀内部は褐色。
15トレンチ束肌l

20 25.8 13.1 
混和材：砂粒少爵c器面調整：外面は横撫で。焼成：やや良い。

岩上黒色土磨

JIG 最上部I 

21 30.4 10.1 
形態：外反、内部に突起、炭が付醤。文様：無文c色調：外面は明橙色、内部は茶褐色註昆和 す・せー13
材：茶褐色粒、金雲母。器面調整：棲性痕c焼成：良好。 退構41内

＇ 
形態：1i形ふIt針郎は:lGm立ち.I:がり．伐-1~ 文様：なし 色閲：外i屈は!fl出色、JI怜IIはわず せー17北0111トレンf22 13.4 IIE 
かに灰色．混和材：金匁l!t.1'・1色粒を少且 器面謂蓋：外ffilは削I)がある 焼成：やや詑い 黒褐色混礫階段2I 

23 口 17.8 10.6 IlF 
形態：内唇部、突起、炭の1寸若。孔有り,n唇に接活のための櫛且文様：なしじ色調：赤褐色c て一12

I 混和材：砂粒、金雲母多蛍滉人。器面閲整：ヘラ磨き，焼成：良いc 遺物梨中部

24 l3.5 
形態：口縁は38.5mm立ち上がふ文様：なし，色調：表面は赤祖色、内部は褐色。混和材：細 せー17
粒。器面調整：届IJ毛侶で。焼成：かなり良好， 黒色土屈0-30

第 IlE 
形態：方形で口殺部は50ma立ち上がり、袋状。文様：なし。色調：外面は赤褐色、裏・内は茶 てー1276 25 16.5 
褐色。混和材：細粒。器面苫整：撫でと削り。焼成：かなり良いc 遺物巣巾部

堅l 形態：底部は楕円。文様：ない色調：明赤褐色註昆和材：金雲母少飛。器面閲整：外面は底 た一4026 底 23.5 10.4 IlG 部近くにヘラ削り．内面は粒餞痕が明II~ 。焼成：良好。 黒色土屈20-40

闊 火炉
151-レン4東側27 口 19.6 IIG 

形態：長方形、口繰「L」字、鍔幅4.15cm、内唇（ご炭が付若ら文様：なし。色調：暗橙色、内部
は褐色～灰褐色，混和材：籾殻、貝殻、白色細粒c器面調整：器面剥落。焼成：やや不良。 黒色：1:/i::l 59 
形態：長方形で、口縁は「L」字で、鍔蝠3.4cm。文様：なし。色調：暗橙色、内部は明灰色。混

と一1228 12.6 5.8 12.5 15.5 和材：白色、赤褐色細粒。器面調整：器面一部剥落c底部は糾めに削り、他は指撫で。焼成：
良好。 退物躾中部0-20

I 口～底 IG 
形態：底部は端が長方形で他端は惰円形で高くなる可能性ofLJ字の口縁は鍔状で角1ま張

29 16.9 5 17.5 13.4 るぷ｝幅4.4cm。文様：なし，色調：II音橙～橙色混和材：金雲母少旦虔器面調整：底部の殺は て一12
I ヘラ削り、内面は撫でA焼成：かなり良いc

30 底 14.7 IIE 
形態；方形、脚有り。文様：なしc色調：外面は暗灰色｀内部は明灰色c混和材：細粒。器面頷 たー14
整：外部はヘラ憮で、内部は指撫で，焼成：良い。 落込みJ:面

形態：方形(22.3cm)で2重口縁（内径17.Srm),文様；なしc色調：暗橙色，潟和材：金雲母、砂
て一12

31 口 22.3 12.2 IJF 黒褐色総琵り培粒細粒c器面調整：外面はヘラ咽き、内而撫で。焼成：かなり良い。
0-10 

32 薄手
形態：方形の可能性，脚か文様：なしr色調：外面は橙色，内面は明灰色。混和材：赤褐色

て一12粒、白粒。器面調整：雑な仕上げ。焼成：良好c

形態：方形、脚c文様：なしc色調：外面は茶褐色、内面は明褐色こ混和材：金雲母、砂粒c器
て一12

33 底 14.6 IIF 面調整：外面はヘラ磨き、内面は撫でc焼成：良好。
遺物巣中部

0-20 

I ＇ 34 11.9 形態：方形で空洞の脚，文様：なし．色調：fAJ外面とも赤褐色。混和材：砂粒、金雲母、多歪混 て一13
入 i器面調整：外面屯き。焼成：かなり良好： 項物揉中部

注：法鼠の項 「一」 は測定不可、観察の項「一」 は不明。
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第22節土器
今回扱った資料（第77図）は

第30表の観察表に詳細を記し、

その他の資料は第31表の出上状

況表に出上数を記した。第77図

23は沖縄貝塚時代前期の大山式

と考えられる土器片であるが、

細片のため詳細は不明である。

同図 1~5 は宮古式土器の壺で

あり、多量の砂粒や赤色粒を含

んでいるのが特徴である。同図

11・21は底部に脚を付け、口縁

部へ直線的に立ち上がる器物で

ある。部位別に特徴的なものを

挙げると口縁部は同図 7・8の

皿と考えられる内丹したもの、

同図 9の浙面L字のもの、同図

10の直□するもの、同図12の波

状のもの、胴部は同図13・15の

穴を開けたもの、同図14の波状

凸帯を貼付するもの、底部は同

図 6の胴部に膨らみを持つも

の、同図16の僅かに高台を作る

もの、同図17・18の上げ底で脚

をつくるもの、同図19のベタ底

のもの、同図20のほぼ垂直に立

ち上がるもの、同図22の厚みが

あるものなどが出土している。

第31表土器 出土 状況
卜 表 黒 黒

レ 採 色 色

ン 土 ：I比日
出土地 チ 撹 層 麻

乱 土

層

器種・分類

宮古式 口 緑 1 I 

壺 胴 部 I 1 

脚付
口 給 I 

胴 部
器 物

底 部 1 信；遅

I 

I 

口縁

不明
1 

地

山

直

上

2 

1 

胴 部 12 5 33,1 14 36 

底 部 2 1 

上げ底底部 I 

＾ ロ

計 1.7 7 38 16 39 

遺

構

1 

61 

62 

第30表土器観察一覧

図 番
号 叫部1立履 形態的特徴 器色 悶 器而項整

19.6 
表裏 ：； 賠褐褐色色 良好 表磨1 口唇．丸＼ヽ

展指樵
トー一 口 27.2 

表 暗褐色 良好 表磨2a 口悟 ：丸い
裏 褐色 衷指携

トー

2b 底 底・ 稜が明瞭 表 暗褐色 好良 表 磨

ISA 展 褐色 裏指樵
ト― 空~ 

3 口 Iゴ唇舌状 表褐色 良好 表 ：磨
裏暗褐色 裏 ：指捨

＇ がiぇ:,.. m・llt 
4 酌球状に膨らも｀ 表 ：暗褐色

且襄 ： 褐色 :!llll! 

5 胴 桐球状に膨らむ 表 褐暗色
褻 褐色 翡表箆!!!削

褒指
し

6 底稜が不明瞭
表黒褐色 ~ 指憮
裏褐色

7 口昏’尖 表裏：橙褐色 悪 指憔
し‘

口

8 口唇尖 表裏橙褐色 翡刷指毛憮目躾

16.'I 
表衷淡灰褐 且店， 口縁外反
色

ト―
152 

表淡橙褐色 〗閑lO 口 口笞平
裏灰色

第

一 で晶可』,~： •1暉JU77 
且霊図 11 口唇平

: "''° 
版図 1 2 表呉 淡橙褐灰色色 ~ 口 口緑波状 指憮-60 ＇ 

飼 孔を穿つ
表’暗褐色

且指樵13 良淡灰色

一14 胴 1貼,1付: 波状に凸帯を 公襄 ：暗褐色 仇 指携

盃
；哨灰色

15 胴・ 孔を穿つ 庭表 暗白褐褐色色 嘉指憔

且16 底高台を作る 表裏．暗褐色 指憔
12.,r 

17 船作心る 上げ底で脚を 牧裏暗灰色 眉箆削
13.2 

底

18 
依 ：上げ底で脚を 表：灰赤褐色

嘉指撫
H.S 作る 褻灰色

19 底．稜が不明瞭 表裏 赤灰褐褐色色 且悶

20 底稜が不明瞭 表裏褐色 ~ 指輪撫積痕

公A
底

21 底脚を付ける 表索地襄：暗褐色 嘉指憮
15.6 ．黒色

＇ 
I '1'Ti色斐引亮'". •里Rlli'-白!11 22 不明 器序がかなり厚tヽ 仇箆削l

＇ 
23 口 文様．押捺刻文 表衰黒褐色 棗指憮

注：法旦の項の「一」は測定不可、観察の項の「一」は特記すべき事項なし

こー17 さ・しー17 せ•そー15 · 16 · 17 た・ちー12・13・14

岩近 岩 岩土 黒 黒 1日横 旧黒 岩黒 石 石色 黒礫土

盤代 盤 盤層 色 色 階黒 階色 盤色 垣 積土 色 土 層

凹壊 凹 凹 土 混 段色 段混 に土 下 と層 土層・

地 地 地 層 礫 下土 横礫 ヘ層 瓦 岩 層・遺

内 内 内 土 の層 2土 ば 集 盤 ・ 茶 物

撹 瓦 黒 層 石 列層 り 中 の 黒褐集

乱 集 色 垣 右 つ 部 間 褐 色 中

層 中 ：／比ロ 北 列 し＼ 黒 色 混 部

部 暇 側 下 た 褐 混礫

J 

1 

I 

I 

1 

1 

I 3 I 

I ， 1 22 30 3 JO 』1 3 10 24 

I I 
l 

I ， I 25 34 3 ll lヽ 31 ul 28 

注：第77図にある遺物は集計に含めていない（観察一覧表を参考）

＊：有孔
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単位： こ

混入物 出土地 偏考

砂粒粒（多） せー15 宮土古器式
赤色 岩盤直下黒色土府

~Y~'";t) Iせ-16
赤色 炭居 (2陪）

宮土古器式

ゼ..てー17
赤砂粒色粒（多） 1恨)3階f.l段l;I憤2列石列 宮上古器式

砂赤粒色粒（多） せー13 宮古式
地山直上 上器

ゼー17
砂粒（多）

1閲東西色浪畦liJ: 駁2彩
宮土古器式

赤色粒

ゼー16・17
砂粒（多）

旧阻階e'.段ifl下珪石・十垣尺i描
宮土古器式

赤色粒

崖庄さよー部,,直1ロ7心l'. , . ... 白色粒 表に
赤色粒 煤1寸着

＃赤白母色色粒粒 1m~ 五e•.18 珪-I・集訊中部

赤白色粒 せー17
色粒 黒色土陪

せー17
白色粒
黒色粒 東里仕西畦涅ぽ↓臨り屈

黒加色粒 た一14
黒色土層認母

15トレンチ東側
白色粒

黒色上屡

たー14
赤色粒

焦色土層

ョ白赤色m色和粒 せー17
黒色土陪

せ旧111 階,•.,段そ,,横.. ーが21,7列,,ゆ石列幻付近
白色粒
黒色粒

黒砂白色杓色粒粒 遺'と"物f!IJI一●集1t2 中部

ちー13
白色粒

地上直J:.

赤白色色粒粒 すー15

箪且
撹乱層

公赤↓m色m・ 粒 l3トレンチ東開

缶黒白色m色粒粒 1岩思6缶盤r上十レ路ンチ窯開

赤雲白色母色粒粒 ちー12
黒色混珠土層

白色粒
たー13
茶褐色滉蹂土層

貝片 つー14
黒色粒 瓦珪階

砂粒 I不明

つ一 て•と一 不
14 11・12・13 明

瓦 遺

礫 物

層 集
合

中

部
計

1 5 

4 

l 

1 I 

I 3 

2 

3 

I 

1 

6 

l 4 35 319 

2 l 7 

2 

2 7 37 355 
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第23節
ほうろく

硬質土器（抱烙iい）
ここで扱う硬質上器（抱烙）とは、胎土

は精選され、砂粒・黒色粒・赤色粒・ 雲母

を混入し、庫創轄引きや指撫によって成形さ

れるもので、焼成は悪 く、触れると粉末が

指に付着する。器体表面は乳白色を基本と

し、灰色の素地をサンドウィッチ状に挟み

込むようになっている 。壺屋古窯跡 I印で

報告されている「フライパン状製品」や鹿

児島県の浜町遺跡いで報告 されている抱烙

（ほうろく）と器形が類似している 。平成

13年2月10・11日に開催された九州近世陶磁

学会にて今回出土した資料の所見を求めた

ところ 、学会に集ま った各都道府県の埋蔵

文化財関係者から抱烙であるという 意見を

頂いたので、用途は抱烙と考えられる。

あぷ

註 l砲烙とは索焼き上鍋の一種で物を抱るのに用い
ほうちのう<・

る庖尉具である。 また河内国埴田・筑前国柳河より
: "こた 1ようる＜

でるものは埴田抱烙といわれ茶器として賞用される。

荼の湯では炭手前に必要な道具で土鍋ともいい、炭

手前は風炉の灰を人れ、灰杓手の（寸屈品を添えて持

ち出すよう である （加藤唐九郎 編「厭色陶器大辞典」

株式会社淡交ネ11993年）

註 2島 弘 「壺屋古窯肝 I」那覇市教育委員会

1992年

註3.「浜町退跡J鹿児島県立埋蔵文化財セン ター

2000年

＜註＞

第32表硬質土器出土状況
さ・し 一 せ• そー た・ちー ら一

卜黒 窯 地 追 17 15・!6・17 12・13・14 II 
レ 色 色 山 栴 l~ 混 黒 黒 IH北 旧 F 宕い 煤混混中 北

出上地 ン J・ 沢 直 L..I~ 色 色 階側 陪尉 俄た 色和廂部 側
合

チ 10 ,t ト． ？土 I. 濯 段横 段色 に煤 七士土 叫：
土 前暦 ~ 蹂 下規 横混 ヘ色 形吊尽

柑 1碩
層

面崖 土 の色 u烹 ば土 ．． ． II 

黒部 培 石土 列 I: り層 黒茶迅
色 匝尼 bm つ 氾柑牝

列 色色比

口一底 I 1 
u;?. J I I I I ,1 l I I 12 

H 胴部 I 2 I I I I I 8 
且 2 2 

朕部 I I I I I 4 ， 
浅外

17粒 2 2 
訳部 I 1 

皿 Iコ枝 I :1 4 
I II~ I I 2 

小Iり1 朋部 3 ., I 2 I I l 11 
胚趾 I I 

合 ,t 2 7 4 ;; 2 I 6 R I I 3 12 1 S:l 

注 ：第78図にある遺物は集計表には含めていない（観察一覧を参考）

第33表硬質土器観察一覧

図 lfi沿 部 1、・(
rtjf 

沿而
名m 形態1M.'i依 沿 色 位1戊

関柁
成形 混人1勺 出 土 地

::) H! 底II
19 4 

表：黒紺色 黒色粒 せー17I 11-底 4 I lh.)L 
災：旧色．

鬼しし＼ 忙帖
赤色粒 賠・褐色混硬上附15 4 

トー *: 茶紺色 す―l5
2 i,'(c りさ：淡柑色 息¥P 栢幅 知色粒 地11111'1I. 

13 索地：淡1仮色 追柑57
＇ i:il J;.: 茶褐色 ~.\色粒 ちー12

78 3 II uu:'I' 
災．淡lU色

悪！ヽ 悦抱 、共屈 地1l1i1T」。
図←—

I泡 k必：淡褐色 指憮 砂粕 たー13• 4 
烙

剥
索地： I及色

悲い
箆痕

悦他
烈色粕 黒色 LE屈

111 ,-ー

柑i 5 衣 !,I. し紺色
脳 泄＼し 9 -忙幅 黒色粒 ちー12

61 りさ 淡柑色

＇ せ 15lo 
6 把f 把手 flを穿つ

よ災：淡褐色
悪い m色粕 柑烈J; 地：淡灰臼色

烈色土料
’― せー15・JG
7 把T・ 大裏乳白色

悪し 1 指圧
黒色粒

岩烈
索地．淡煎色 文i,,

田色土l:,J

単位 ：cm 

・t: 法呈の項の「一」は測定不可、観察の項「一」は不明

ヽ

ーーニニ
＼ 

1

-2
 

ーロ―□D冒ー／こ；ー()'
0 5cm 
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／． 、I

／ニニ:s._

第78図硬質土器
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第24節 類須恵器

須恵器の胴部破片が 7点出土し、その内の 5点を第79図に図示した。いずれも壺の破片で、肩部近く（図2・3)、

胴部（図1)、底部近く （図5) である。これらは白色の微細粒が多鼠混人し、「カムイヤキ」社］の特徴を示してい

る。資料はいずれも遺跡の南西端の崖部との境界から出土している。

註1a. 新東晃一• 青崎和憲 「カムイヤキ古窯跡群 I

＜註＞

昭和59年度重要迫跡確認調査l「伊仙町埋蔵文化財発掘調査報告書i3JJI升（山町教育

委員会 1971.9.30 

b. 新東晃ー・青崎和憲・中村耕治 「カムイヤキ古窯跡群Il ため池等整備事業（木乃又地区）に伴う発掘調査」 「伊仙町文化財調査

報告書(5)j 伊仙町教育委員会 1985.3 

第34表 類須恵器観察一覧

毯l
番

器種 部位 観 察事項 出土地方ロ

1 
器面調整：外面一叩き文。器色：明灰色。混入物：白色の微細粒 1mm前後が せー16 10-30 

第
I 

混入、割と多い。焼成良好。器厚： 5.3mm。

79 
2 

器面調整：内面一叩き文。器色：茶褐色と暗灰色のサンドイッチ状。混入物： せー17黒色混礫土層
図 僅少。焼成やや良好。器厚： 5.1mm。 0 -50 

図 3 罪-ch- 胴部
器面調整：内面一叩き文。器色：器表面は明灰色、内部は茶褐色のサンドイ せー17黒色上層
ッチ状。混入物：微細粒。少量混入。焼成やや良好。器厚： 5.3mm。

版
~ 

器面調整：外面一輔轄痕。内面一叩き文と輔輪痕。器色：器表面は灰色、内 つー14黒色士層
62 4 

部は暗茶色。混入物：白色の微細粒c 焼成やや良好。器厚： 6.0nun。底部近く 。

5 
器面調整：内面に叩き文。器色：器表面は明灰色。内部は暗灰色。白色の微 しー17
細粒混入。焼成やや良好。器厚： 6.5mm。外面に積み痕c 黒色混礫土層崖部

単位： cm 
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第25節円盤状製品
本製品は日常生活において使用したものを円形に打割調整した二次利用品である 。

天界寺東において167点出土した。 うち、完形率は52%であり 、完形品の直径 を計測したものが、第35表であ

る。やや小型のものと中型が多く見られ、素材と大 きさを相関関係を表したものが第81図である。本遺跡の円盤

状製品の大きさの主体は 2cm~4cm台である。周辺遺跡の首里城南殿では 2cm~3cm台、 首里城西側（下之御庭

より西側 mo)では 2cm~5cm台、御細工所跡は2)は 5cm台が製品の大きさの主体である 。

御細工所は生産遺跡であり本遺跡と性格が異なるが、首里城との中間地点に所在していることもあり、地理的

条件が同じであるため比較の対象とした。なお、御細工所跡の大きさの中心は 5cm台であり 、同じ生産遺跡の湧

田古窯跡や壺屋古窯跡（訃3)と同様に若干径が大きいものが主体となる。大きさの中心は首里城南殿が 2cm台、首

里城西側が 3cm台であることから、本遺跡は 3cm台を中心とする若干径が小さいものが主体となる平均的な遺跡

と思われる。

素材については、首里城などの近くであるという地理的条件から種類が豊富であり、小型の製品を製作するため

の材料となる碗類や小型の壺で器壁の薄いものが多い。

本遺跡から出土する各器種の底部を利用した円盤状製品は、 三つのタイプに分けられる。

底部 I類：他の遺跡にも見られる高台を残すタイ プ

底部II類：皿など比較的高台の直径が大きい器種は高台内を利用するタイプ

底部m類：高台をきれいに割り取るタイプ

底部III類が周辺の首里城等の遺跡に比べて多く出土した。

その他の部位の製作方法はほとんどが表面からの打割調整であり、他遺跡との違いはない。

出土状況については、調査区のほぽ全面から出土した。北東部と南西部の一部にまとまって出土したところが

ある。その製作や用途を考える上で参考になると思われる。ここでは、特徴的なものを図示した。

なお、第80図15は貝を利用した一次製品で、未調整の白碁石に類似するが、厚さ 3mmと碁石に成形するには薄い

ため、ここでは、円＜打割調整した製品として扱った。

付記：他に碁石が3個あり、 大きさは22mm (2個）、17nlJII(1個）で、てー13、た一14暗褐色土、せー19茶褐色混礫土層で出土した。

第35表 円盤状製品観察一覧

図
番

素材
長径 短径 厚さa 厚さb 直さ

使用部位
完

出 土 地
号 (cm) (cm) (cm) (cm) (g) 破

1 沖無 7.60 6.80 1.30 107.20 胴 完 そー11 撹乱土壊内

2 沖無 3.70 3.70 1.20 25.30 胴 完 てー12 遺物集中部

3 沖無 6.50 6.40 1.20 62.00 播針一胴 完 すー18 逍物礫集中部黒色土層 20-40

4 沖無 5.20 5.10 1.30 55.00 胴 完 す・せー18 黒色土層 0-30

5 沖無 3.30 3.20 1.20 18.70 胴 完 と一11 黒色土層 0-10

6 瓦 4.40 4.30 1.50 34.00 灰一平瓦 完 さー17 岩盤凹地内地山直上瓦集中部 190-220

第 7 タイ産褐釉 3.10 3.00 0.70 11.70 胴 完 さ--:-17 岩盤凹地内コーラル層

80 8 褐釉 2.30 2.10 0.90 7.00 胴 完 つー14 瓦礫層

図 9 沖施？ 3.40 3.20 0.60 9.60 胴ー黒釉 完 とー11 黒色土層 0-10

10 白磁 5.90 5.80 0.90 1.20 51.00 皿一底 完 黒色上層 80-90
図 11 白磁 3.60 3.40 0.90 1.20 13.90 小碗一底 完 て一11 岩盤上黒色士層
版

12 白磁 2.70 2.60 0.40 1.00 8.60 小碗一底 完 てー12 遺物集中部
63 

陶質13 4.10 4.10 0.40 11.20 胴 完 せー17 黒褐色混礫土層

14 陶質 2.40 2.30 0.40 2.80 胴 完 せー17 黒褐色混礫土層

15 貝 2.60 2.50 0.30 3.40 
ヤコウ ガイ

完 そー11 地山直上の 1本 陪

16 染付 3.60 3.50 0.40 7.90 胴 完 そー12 黒色土層 0-20

17 沖施 3.80 3.70 0.40 1.10 14.00 蓋 完 す・せー13 迫構41

18 染付 8.00 4.80 0.50 1.17 53.00 蓋 破 せ• そー13 逍構57

19 瓦 7.00 6.30 1.70 94.00 灰一平瓦 完 とー11 黒色土陪 0-10

20 沖施 6.80 6.50 1.46 119.00 底 完 てー12 遺物集中部
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＜註＞
註 1. 沖縄県教育委員会「円盤状製品」「首里城跡」南殿・北殿跡の遺構調査報告 1995年3月
註 2、島袋 春美「円盤状製品」 「御細工所跡j那覇市教育委員会 1991年 3月
註 3. 島袋 春美 「円盤状製品」「壺屋古窯群 I』那覇市教育委員会 1992年 3月

第36表 円盤状製品出土状況

出上地
レト 表採 誓里‘’‘‘ 地 贋

さ ・しー17 せー16・ 17 す ・せー18仔ー1]';-[4 うー13つー9 つー13・ 14 ~-i.:-11·1!-ll 
色

息
岩盤凹地内 岩盤 い

黒色 褐暗 黒色 地J/J 黒上色 迫物廂土黒色
撹 落 石 石

黒褐 岩遺構集 瓦礫
岩 迫

ン・ ± 贔 コ地瓦 た 乱 ち 垣 段
色 盤f,J 層

盤 物 不 合
チ 視 層

l 上山直集部中 に黒色 土層 色混 篠混 上直 土 込 裏 上 上 築
乱 土 層 梨鷹 粕 堀 み 込 黒 混 近 中 黒 中

層 ルラ ヘば上
礫土 土層 内 上 め 色 礫部 色 部 明 計

層 り層 面 内 土 土 土

大き さ(cm)・種類
つ 層 階 層 層

青磁 1 1 2 

1-1.!) 
本上産磁器 1 I 2 
碁石 I 1 2 
ガフ ス 1 1 
白磁 1 1 
染付 1 1 
褐釉陶器 1 1 
本土産磁器 1 1 2 

2-2.9 沖縄産施位掬器 I 1 1 1 4 
神縄産煎柚蘭盗 1 l 1 1 1 5 
陶質土器 2 2 
貝 1 I 
碁石 1 1 2 
＇勺磁 1 1 
染付 1 I 
褐釉陶器 1 1 

3-3.9 タイ狙し）釉闊器 1 1 
泊蹄施柚栂器 1 1 1 3 
沖縄爵無釉阻器 1 2 2 I 1 1 2 5 15 
瓦 1 1 
本十産賊器 1 1 
沖縄柑施釉副悶 1 1 

4-4.9 
沖縄産無柚似J器 I 2 2 1 1 2 3 12 
陶質上器 1 1 
士器 I 1 
且、 2 1 1 4 
白磁 I 1 

5-5.9 
本土産磁器 I 1 
本土産陶器 1 1 
沖縄産無釉阻器 2 1 1 4 
本土産陶諮 1 I 
褐釉陶器 1 1 

6-6.9 洲紺誼釉掬器 1 I 2 
沖乳爵無釉闊器 l I 2 
凡 1 1 2 

7-7.9 
沖縄産無釉饂 1 1 2 
瓦 1 1 

8-8.9 染付 I l 

合 ~,- 4 1 16 4 ， 2 1 I 2 2 1 7 1 I 5 1 1 1 1 1 1 1 3 19 2 88 

26 

20 

個 15

数 10

5
 

゜

匿鵬ガラス

一貝
臣声瓦

区空］碁石

凡例

一本土産陶器

巨本土産磁器

亡褐釉陶器

区タイ産褐釉陶器

ここ］土器 ■~染付

璽璽＇陶質土器 巨車白磁

こコ沖縄産無釉陶器 ■・青磁

皿皿］沖縄産施釉陶器
3~3.9 4~4.9 5~5.9 6~6.9 7~7.9 8~8.9 
大きさ (cm)

第81図 円盤状製品の大きさと素材の相関
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第26節煙管
天界寺東区で出土した煙管は29点である。出土状況は調査地区全体でみた場合、北東と南側から主に出土して

いる。て一12遺物集中部とすー15遺構30で数点、まとまった検出が見られ、共伴遺物の種類によっては時代背景
がみられると思う。

煙管の種類は、煙管に羅宇,uを挿して使用し、雁首と吸口がセットになるものもある「羅宇キセル」（第 82 
図 1-13) と、羅宇の要らない火皿から吸い口まで繋がっている「延ベキセル」（第82図14)がある。本遺跡で
は羅宇キセルが主流で、その内、最も多く得られているのは雁首にはパイプ型（図 5) と釣鐘型（図 1)の2種
がある。延ベキセルは僅か 2点であった。今回出土した資料の中で興味深いのは、釣鐘型キセルの製作途中と思
われる資料（第82図4)や、原材料と考えられる資料（同図 3) が得られたという点である。他遺跡から出土す
る釣鐘型キセルの類例は、石を加工したものが多いが、天界寺で出土したのはすべて瓦質で、図 3の原材料と考
えられる資料には、瓦の布目痕とみられる面が一部残っている。これは釣鐘型キセルが瓦の破損品などを加工し、
現地で製作されていたと推測させる資料である。

材質別に見ると内訳は羅宇キセルは、瓦質はすべて釣鐘型キセルで完形品 l点、原材料・製作途中資料 4点、
他は沖縄産無釉陶器が12点、沖縄産施釉陶器が 4点、青銅が 8点で、延ベキセルは青銅 1点、 真鎗 l点である。
出上した煙管の残存状況が良好な資料の中から、材質別に代表的な資料を数点図化した。詳細については第37表
にまとめて記載する。

＜註＞

註l 羅宇とはキセルの雁首と吸い口とをつなぐ竹の管のこと 。

く参考文献＞

「大辞林」 第二版 松村明「編」 三省堂

「きせるj たばこと塩の博物館財団法人たばこ産業弘済会 昭和63年3月
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第37表煙管観察一覧 単位： cm 

図
番 材

器種 火IDl
羅宇 吸い

高さ 長さ 素地 悶 観察事項 出土地
芍に 質 接続部 口

1 I 釣鐘型 1.8 2.8 1.7 内面は灰白 火皿外縁は使用のため摩滅する。紐を すー15地山直上

1.3 0.7 色、外面は 付けて使用するための直径0.3cmの小 遺構30

灰色 穴がある。

2 瓦質 釣鐘型 2.5 3.4 2.7 灰色 製作途中。火皿縁部を欠損。 不明
（未製品） 1.4 

3着釣鋒型 3.5 2.3 橙褐色 部分的に欠けている。釣鐘型の原材料 ちー14石積と岩盤

（未製品） と考えられる。 の間黒褐色土層

4 瓦質 釣鐘型 3.7 4.8 淡橙褐色と 製作途中のものと思われる c 図1(完形 すー18遺構 l内
1.7 0.6 灰色 の釣鐘型）と比較して、火皿と羅宇接

続音〖分を繋ぐと、火皿がもっと深くなり、
表面全体ももっと削る必要がある。

5旦雁首 1.6 1.2 1.5 3.7 暗褐色 胴部は8面に成形。欠損部分が少なく すー16地山直上
1.2 0.8 使用頻度が少ないものと考えられる。 黒色土層第

82 6塁雁首 1.7 1.3 3.6 内面は赤褐 形状は丸形。火皿縁の欠損、火皿外側 せー17黒色土層
1.1 色、外面は 下部は使用により摩滅していると思わ 60-80 

図
黒褐色 れる。

7闊雁首 1.5 1.5 1.9 2.6 白色 緑 部分的に釉剥がれ、石灰分の付着が見 せー17黒色混礫土
図 1.1 色 られる。火皿内面には煤けた部分が残 層 90-110

版 る。

64 
8 沖施 吸い口 1.6 0.8 1.6 2.9 白色 緑 羅宇接続部分の膨らみは、釉が剥がれ てー12遺物集中部

0.9 0.4 色 ており、横方向に幅1mm以下の刷毛目 0-20 
痕がある。吸い口部分は、指先でひね

るように成形されている。 7と対にな

ると思う。

， 
誓

吸い口 1.5 0.9 1.6 3.0 灰白色 透 羅宇接続部分は釉が掛かっておらず、 せー16

1.0 0.4 明 橙褐色に変色。釉は内面半分の所まで 暗褐色混礫土層

掛かる。

10 青 雁首 1.1 1.1 1.7 5.4 溶接部分に幅3mm長さ3.2cmの合金を張 てー12遺物集中部

銅 0.8 〇.8 り付けている。

11 青 吸い口 0.9 0.6 1.1 7.6 羅宇接続部分は六角形に成形c てー12遺物集中部
銅 0.8 0.4 0 -20 

12 青 雁首 0.6 0.8 1.1 6.6 丸く成形される。 すー15
銅 0.4 遺構30

13 千自 吸い口 1.0 0.9 3.5 12と一対かと思う。 すー15
銅 0.9 遺構30

14 
且

延べ 1.1 0.6 2.4 18 羅宇部分に線が人る。 てー13
キセル 0.9 0.4 遺物梨中部

沈：火llll・ 羅宇接続部・吸い口は上段：外径、下段：内径

砂心心心心心心心心心心心心心心心心らさ心心心心心心心心心心心心心心ぷゞ心心心心心心心心ぷゞ心心やや 心心~f g 蔽甘 くキセルの名称＞ 「キセル」たばこと塩の博物館1988年 F 
? J 
<'; 

1 . 火1IIl(ひざら） ： たばこを詰める椀形の部分。 ：A 
1'' c>. 2. 雁首（がんくび） ：広義では、きせるの頭部全体をいい「火1IIl」と「火皿 ；〉

<> 9 6 のつけ根から、羅宇と接合する部分」までをさす。狭義では、「火皿を除い ．．

り 唸
~ ~ ヽ ＄らヽ

た部分をさし 、「雁首」とい う名称は、この部分が渡り鳥の雁の首に似てい g
忍 ＼ 火Jlll ¥_峠 ‘ るので名付けられたといわれる。 g 

＼ 
<'; 

3. 肩（かた） ：初期のきせるの中には、羅宇を挿入する部分にひとまわり径 8
<> 

こくち：A 小口 の大きい管を接合している形のものがある。この管を肩と呼ぶ。 •• 
り

* ~-んくぴ 1. 小口（こくち） ：羅宇きせるの、雁首と吸口の羅宇に接する部分をさす g 
雁首 ゜?- 5. 胴（どう） ：羅宇きせるの場合、雁首の火皿と小口に挟まれた部分と、吸皇/. 

・イロの唇をつける口元と小口に挟まれた部分をさす。延べきせるの場合は、火皿と吸口の間の中間部分をさす。 9 
~?. Q 
/. <' 6. 吸口（すいくち） ：広義では、きせるの尾部全体をさし、狭義では、唇をつける口元の部分をさす。 ？； 

心心心宝ぷゞ心心心心心心心心心心心や宝ゞ心心心心心心心心ぷゞ心心心尽ゞ心心心心心心心心心心心心心心心心s遥
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第27節骨製品
歯ブラシ、箸、棒状、板状、ボタンなどの製品が出土した。

a. 歯ブラシ

ウシの四肢骨を約ll.4cm-13.5cmの棒状に加工し、頭部は植毛する為の小孔と柄部からなる。頭部は先端の形
がA:丸と B:角を為すものであり、植毛孔はイ： 3列と口： 4列、柄部は先端が① ：尖るもの、② ：丸味を持
つもの、③ ：角を持つもの、④ ：三角形になるものがある。これらは柄部の端部に孔を作り、青銅の棒を通した
例は12例中10個を数える。これらはすべて同位置に小孔を有することから推して、本品には標準に装備していた
ものと考えられる。また、頭部は第83図9に見られるように非常に細い銅線を縦に通し、その上に植毛していた
と考えられる。本品と同様の例が今までに首里城跡や、近世の遺跡からも報告がなされている。本品の出土して
いるグリットも、て・と一12・13の遺物集中部で出土していることから、近代のものと考えられる。

第38表歯ブラシ観察一覧
胆立；mru/g 

図 番 残
長さ 頭部輻X厚 重さ 観 察事項 出土地図版 芍Fコ 存

臀贔部 ll.6X4.3 A・ ロよ・①め込柄む部。表面に4条の沈線有り。先端は孔を施し青銅の金 と一121 132.5 5.8X5.8 8.3 具をl 遺物集中部10.8X5.8 
闘頭部 12.3X4.7 B曲・しロ、・和？部も柄他部に先比端べに太行く銅、骨のの金材.F-釦1.とし喉がを残はるめ。込む。全体的に粥 とー122 135.2 6.9X5.8 12.8 遺物集中部

完
14.1X6.9 0 -20 

闘頭部 9.3X4.4 A・ イfに・伊J潤有lり川柄。が先部あ端のるほぼ孔中を央施をし幅青3銅nunの、長金さ18nunには削めり、込そむの。中に英
と一123 123.8 5.1X4.3 7.6 字僅の は、 具と棒を 迫物集中部

I 形 ll.1X5.5 か ゜
第 贔雙部 10.8X4.7 Aの・棒イを•①通す研。湾磨曲は顕しな著がでら光も若沢干もあのるひ。ね柄り部も先ある端。は、孔を施し青銅 と一124 131.5 4.8X5.3 9.8 遺物集中部83 ll.7X6.8 0 -20 I 

図 顕蘭部鬱 8.6X4.1 A ・イ湾•②曲 研て磨いるは。顕最著も小。柄ぶ部りのほぼ中央に英字の銘有り。緩や と一125 114.5 4.6X4.0 6.2 かに し 。 逍物集中部
図

ll.3X4.6 0 -20 

頭頸柄部部部 計ll5測..63XX不47可..8 1 頭噂W部の欠針ffl釦感・<も残表る此而。は誌柄の形響1ご沿―って饂、沈級盆を施す訟。先端認は尖りこ、遺て物ー1集2中部版
6 7.0 

65 

柄 頭闘部計測不可 頭たは約確部認2欠cでm損のきな⑦3条いの。研rx¥は有顕凡著：先柄端部因の騒ほ随ぼ比中央てぃにる、両訊端青が銅湾の曲棒し遺と物一1集2中部7 部 6.0X4.6 8.3 
I 12.7X5.4 

8 頭頸柄部部部 計計12測.測7X不不6可可.3 4.4 郷と破し損たll側幻沈に贔か穿③孔並しぶた柄。艇閃心が表』見面はらに、れ孔4る条を。施のし沈胄線銅有のり条月"J縁と棒にを3本はめを込1単む位。退て物ー1集3中部

頭 頸疇柄罰nl 10.5X4.5 
A・イ柄部欠損。植毛のためと思われる細い銅線が見られる。 てー12， 

部 6.0X4.3 2.9 遺物集中部計測不可 0 -20 

b. 箸

第83図12は箸の先端と軸部で、横断面が3.9X3.lmmの長方形を示し、先端は四角錐状に尖る。軸部は最大幅
6.1X5.lmmの長方形で管骨の部分を用い、遺物集中部から出土した。
また、図版 4-2に示したようにアホウドリの骨で作ったお箸が、せー17ヤコウガイ蓋集中部の北西隅から出上
した。

c. 棒状製品

13はほぼ完形品で長さ 72.8mm、横径5.9nunを測る。表面に光沢があり、 一端の外径は5.9mmで内径3.0mm、奥行き
7.0mmの孔を施し、端部は青色に変色する。他端は珠形を呈し、その両端は二条の溝を精巧に施し、一端は完結
する。ちー13遺物巣中部出上で、用途は一端に錯が付着することから青銅の部品が装着していたと考えられる
が詳細は不明である。

d. 板状製品

第83図10はウシの骨を利用したもので、正面観は逆台形を呈する。全面研磨が施され、裏面は海綿組織が残存
する。長辺の長さは40.5mm、最大幅は13.1mm、最大岸2.5mmを測る。長辺から短辺にかけては弧状を描きその長辺
の部分は刃部に相当すると考えられる。た一11地山直上の出土である。本品と同様の報告例は勝連城跡註1、伊原
遺跡註2、宮古の住屋遺跡豆ティラフグ逍跡内古墓註4にある。
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同図14は四肢骨を幅3.ln皿の板状に加工したものであるが、下端は破損する。横断面は薄い三角形を呈する。
表は四面を形成し、裏面ば骨の剥離面が残る。全体に横、斜め、縦に研暦痕が顕著に見られる。先端に徐々に細
くなることから、鈷状の製品の可能性もある。とー12遺物集中部0-20cmの出土である。
同図15も板状で幅9.7mm、厚さ2.7mmで端部に細くなり、一角は隅丸になる。全面に研磨痕があり、横位にはし

る。た一14黒色土層の出土。

e. ボタン

図11は直径12mm、厚さ37.8nlill、孔の大きさは1.7mmである。孔は、 4孔が貫通し、中央の孔は未貫通である。裏
面に海面組織が露出している。 17トレンチ岩上撹乱層の出土である。

f. その他

管骨を半裁したもの（そー13・14石垣横の石列前面黒色土層40-60cm)やブタの大腿骨の骨体の両端に切り傷、
横キズ（図版84)の他に石灰の付着するもの（遺構30) が出土している。

＜註＞

註1. 上原 静・盛本 勲・内間 請「勝連城跡ー北貝塚、 二の郭および三の郭の追構調査一(1)」r勝連村の文化財」第11集勝連村教育委

員会 1990. 3 

註2. 島袋春美 他「伊原遺跡」「沖縄県文化財調査報告書」第73集 沖縄県教育委員会 1986. 3 

註 3.砂辺和正「住歴迫跡 平良市新庁舎建設に伴う記録保存の為の緊急発掘調査既報」「平良市文化財報告書」第 2集 平良市教育委員会

1992. 3 

註 4.砂辺利l正 「金属製鋲を伴う骨嬰品」「南島考古だより」第58号 沖縄考古学会 1997.10 

第28節貝製品
貝製品はホラガイやヤコウガイの製品が出上している。ヤコウガイは蓋の梨中部もあり、天界寺におけるヤコ

ウガイの在り方は興味深い。また、隣接する御細工所跡圧首里城豆孔子廟跡at7からも出土している。
6はホラガイの体層部の殻頂側の半分を用いたもので、殻頂は研磨加工を施し、体屠部は殻項に対して横位に

打割調整で平らにする。殻軸も若干、剥離調整で取り除く。長さ 135.1mm、径116.3mm、重さ273gを測る。殻頂は
31.9mmである。と一12遺物築中部西側畦の出上である。

図 1は頭部が8.5nunを測る半球状を呈し、軸部は直径4.3mn1の緩やかに湾曲する棒状の製品である。先端は破損
するが、頭部直下に巻貝の成長線が見られ、その状況からイトマキボラ科の巻貝の軸部を利用したものと思われ
る。し一17崖部前面黒色滉礫土層の出上である。本品と同様の例は今までに報告例はなく用途については今後の
資料の追加を待ちたい。

a. ャコウガイ

図3貝匙の柄の部分と考えられるものでヤコウガイの殻口を用いる。殻は風化気味で殻表は螺肋を研磨加工す
る。柄は最小幅36.8mm、柄の端部は42.4mm、厚さ7.2nimを測り、端部に緩やかにカーブする。柄の細かな加工は認
められない。つー14黒色土層の出土である。

図4も貝匙の柄の部分と考えられるもので、最小幅41.5mm、柄の端部の幅47.6Jrun、原さ3.2mmを測り、殻表は生
貝の青味を残し、肋部分は研磨し、平らに調整される。すー18遺構①内の出土である。

図 5はヤコウガイの切り取り残存部である。殻軸および謄部の部分を中心に残存し、残存部は打割調整が顕著
に見られる。貝匙を取ったあとのものと考えられる。せー18石敷遺構下黒色混礫土層の出土である。
図2は先端を尖らしたもので横断面径 4mmを測る。材質は貝か石と考えられるが後者の可能性が高い。遺物其

中部の出土である。

b. ヤコウガイの蓋集中部

ヤコウガイの蓋が完形25点、破損 9点、細片 1点出土した。詳細は貝類の項（第49表）に譲る。

＜註＞

註 1. 金武正紀• 島袋春美• 島 弘他「御細工所跡一城西小学校建設工事に伴う緊急発掘調査報告ー」 「那覇市文化財調査報告書」 第18集

那覇市教育委員会 1991. 3 

註 2.上原 静、「首里城出土の貝殻」「考古学ジャーナル」311ニュー・サイエンス社 1989. 2 

註 3. 上原 評•島袋洋「首里国学孔子廟」「文化課紀要」第 7 号 沖縄県教育文化課 1991.3 
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第29節銭貨
銭貨は総計80点出土している 。有文銭が約36%、無文銭が60%、近・現代銭が約 4%であり、出土数の31%で

ある25枚がせー17より出土している。

有文銭は29点出土している 。 その内寛永通賓が12点を占め、せ• そー16・17からの出土が多い。ほかに可能性
の高い銭貨として元豊通賓 ・元祐通賓 ・洪武通賓があり、元豊通賓がそー13地山直上の黒色土層、元祐通賣が、
ちー13石垣裏込め内より出土している。また、鉄銭が 1点出土しているが茶褐色の錆が銭全体に生じているた
め、銭種の判別は困難である。無文銭は48点出上している。銭貨名は「出土銭貨の分類と特徴」［嵩元 1983]に
拠り、径 2cmを甚準として 2cm以上を無文銭、 2cm以下を鳩目銭とした。分類は「国内出土のいわゆる「無文銭J
について」［是光 1993]に拠り下記の通りに分類を行った。

銭径 穿形
I : 方形を 用するもの
II : 円形に近いもの

穿と銭径の対比
1 : 穿が銭径約1/3程度

2 : 銭径の1/2以上を占める

A : 2.2cm-2.4cm程度
B : l.5cm-2.2cm程度

C : 1.5cm以下 m: 隅丸方形をしているもの 3 : 穿が極端に大きく輪部に接する状態のもの

銭種別の出土は無文銭・鳩目銭ともにせー17に巣中し、その点数は19点であり、全体の約40%を占める。郭穴
が極端に大きくて輪部に接する状態のタイプ「 3」はその70%である 6点が同グリットに集中して出土する。
近・現代銭はいずれも出土地点不明である。半銭硬貨は「明治10年」の銭文がある 。特徴ある銭貨の観察および
全銭貨の出土状況を第39・40表に記した。

参考文献
• 永井久美男 「 日本r'IU~銭総覧j 兵庫埋蔵銭濶森会 1996年
・洞元 政秀 「出土銭貨の分類と特徴」 『沖縄歴史地図く考占編＞」 柏書房株式会社 1983年
・是光 吉基 「l』内出土のいわゆる 「無文銭Jについて」 「考古論槌 一潮見 浩先牛退官記念論文崖ー」

潮見 浩先生退官記念卓業会 1993年

第39表銭貨出土状況

>i盆X麿 せー16 せー17
地 ↑ ~i ↑ ち ？ ↑ っ噂

畠! 合粛
暗褐色 1!'J 構191J也褐i， 茶色ll 

黒色 褐色茶階段旧 ，L 色H f,){ 
I 

11s 贔まIヽ 17 11 12 13 14 11', l:J也 レ 星鼎灼le 
況i，勺翌"' 忍 介ン 灼1-混礫二 蹂Ht 

閤 晶 石

贔彬 息
チ と

込閾 j 銭種 闊 慮士回列h,F,1 料J・ 贔はnn 

叫 ill・ 
内

の め
間 内

窃水通貨 (I期） ] 1 
襄永通賽 (3 Jgl) 1 1 l I ］ l 6 
窃永通l'I'II罪］イ"りl 1 1 1 I 1 5 
元骰通到？ 1 1 
;Wi逍t¥'?

l l 
洪武通t."{?

1 I 
鉄銭

1 I ぷI~} 1 2 2 l 1 1 5 13 
照文銭 B-[-1 4 1 l 2 8 
無文銭?A or B -I -I or 2 1 3 4 
無文銭?B-1-1 1 l 2 
鳩且銭 B-I or IT-2 1 1 
鳩 ~I 銭 B - 1 - 1 I 1 
閉目銭 B-I-2 .! 2 1 2 l 2 9 
鳩目銭 B-I-2' 3 l 1 5 
鳩且jJl B-I -3 3 1 ,J 
せJD銭 B-ID-1 1 l 
船目銭 B-Ill-2 2 3 5 
鳩日銭 C-I-2 1 l 梢目銭 C-I-3 l 1 
鳩且銭 C-IT―3 l 1 2 4 
旭U銭 c-川-2 l l 
鳩目銭 C-!ll-3 1 1 
半銭 （明治）

l 1 
1セント硬fi

1 I 
Hり硬!t J 1 

/ロ.>., ,ll' 11 l l 1 J 1 3 1 21 5 l l J 1 l 3 1 1 2 l 21 80 

-162-



2
 

,~ 誓[

4
 

‘
 

-

5

 

咎ヽ
J

ー后＞

6
 

7
 

8
 

、

9i
 

屠
躙
鴨

-

9

 
19
 

、息,x¥ 

13 

゜第85図銭貨（有文）
5cm 

第40表銭貨観察一覧 (1)

完／fl> 背文
11.m 外緑外1'、lff I外付（血椋-Ifil-nnl) '-/. ・ 

孔径 残存
岱サ 銭文 銭種

Illり／年代
凸(,!. 外粒径 栢X横 Cf,iii 観察，I• 氏i ii', 土地

km) 血皿1 （ヽ l

it□□ l¥' 、虹(永I通Jgj¥,J I i 6 LI J ; 6 楷占 計 「水」「追」が欠fふ銭文はやや沿れてしヽるものの、］削り）!., 徴（ス貝¥¥・襄足が接する） せー17
I r1, 不明 5.4 1,3 がはっきりしてlヽる¢ 開色」X1

〇水辿＼＼
窮I永:i通WJl'i) 

i.lr 附，＇｝ 2.3 1.0 61 「立」はf者により沿れて tヽる、 ,1,ィJ心こ囚ると忍われるイしが2個谷部にIIり<,;, り肉。 せー16
2 .,.c . 元 1697 1.7 0.7 6.3 2.2 II± 糾榊出色混姪

衣永l.!ll¥' ，虹（永llin ill' 楷~, 2.3 1.0 64 浅彫りだが,,文は1リl瞭」穿l村/<1部に枯近11.yのパリが残る そー17
3 3 Iii I 、9,じ. 照文 l697 1 9 08 64 2.5 黒色：~.);1

'l[.,i<逍l¥ ,（ rA<通II 1i」6:Fi97 倍;!! 2.4 1.0 6.5 没所蛇りで銭文は,fdlJJJ臥 「w」が；/lれる,・,坪にはμ,小）£に ll~ると忠われるlり1部が27 せー17
4 3期 1 .フ.. 無文 1-9 0.8 6.6 29 認められる — !!.)M 1色混珪」；

究ロロ利
宜(水3通期行） iIP 楷出 L2 6.2 「＊」「迎」知 ';L細柑こ「l'i」は鈴造時にii'iれたと思われる c 不明

5 戟 無文 1697 0.8 1,5 

・化水通l¥
窪(永:l通Jg[1¥) 江戸 附~I 2.3 0.6 6,9 博1J,Jで細椋タイプに含まれる c血・背とも,Jflfiされて＼ヽ ると忍われ 1究J「lY」が不りJI原 て一12

G 完 無文 169 7 1.9 0.5 6.7 20 特に背0)1)/店が!lilt.'で恰祁が谷部とほぼ水平になるまでなされて tヽる。枯m,1部1: )J'l物妬中部
鉤不足によると忠われる欠けがlヶ所認められる。

．舵氷通IY 'it. 永通w 江戸 楷む 2,3 慇 6、9 面側の袷VJ • 部に鋳llllが残るが、背「ぱ谷「部wの」一部までMltiがなされる'>反全体に糾:,; せー17
7 (3期） 、フ」じ・ 無文 1697 1,8 7.0 2.1 足による小さな凹部がみら れる。 ＇化」 にかけて、その背に$1;溜まりと思われる 黒色上店

凸部があるn

〇豊通l'I 几聘通行
北孔 晒 24 1,2 令1本に不均ll1W等のでl銭文はイ＜明瞭。面 ・背はm秤されていると考えられる ，そのi1fl人より北 そー13

8 ？ ） 阪 ぷ11/l I 0 1.8 0.7 6.0 23 宋の）じ1~)!1 •/能性ありまた校鈴銭の可能性ありこ 地山上直彫上
黒色

口祐泊w,rn通l¥'
1北0末86 

行習 2.5 1.6 全体が緑認白色と黒色0)絃こ柑われるc銭文は不明瞭だが、行内の 「通」「1¥1と思われ つー18
9 l 1 破 不明 1,9 0.9 6,3 2.9 る文字が められ、また第2文字が「がIii花」とし判流できると忠われることから、北宋の）じ 瓦卵荊

祐通wの可能性があるく背は枯谷・郭 く不明瞭である。
'l'7C) ~;"/1 不明 ,1;1り 1.3 仝f+を禄「l帖色の鍔に投われるごり~!Jl 部 l祈面がケロイド状に沿ける谷から帖にかけて錆 つー18

IO 破 ィ；明 0.9 11 ,11)があり、 側にはW¥'1から沼けた金屈が溢れたIf!が認められる ' j~ 沿'"~のイ；良品 fti褐f:lまり
の可能性がある。 黒色―L~

巨 UUIY 小明 DJ 不IJJJ イく1月 !'WI 1.0 5.2 0.9 訓柑c仝体を涌ioti:/:色の鉗でmうc各所にみ寸和）盛り上がI)が認められる。 迅柄134

II ？ 0.4 銭文は明瞭。第2文字が欠落するものの、 「元」の可能性あり。 0-30 
口亡Ol~

口武通こ 小明 不明 楷苔 1,6 4.6 削抒で「武、帖」の•谷能・郭性のあ各り部にV,llllが残る。"文は不明瞭 C 第2:i文字が投存し．第2文 小1りj
12 ？ 破 不明 ？ 0、7 1.7 字が 可 c 

半銭 半銭 大日本 楷忠 2.2 12 無 明と龍治0間)浮のき¥!(彫¥'11り,が表あにるI。'銭「銭文」は1.::.明百瞭I2姐免 回」、村に「大日本 1l)j治十'F・I/2SEK'J 不明

明治
L3 完

1年 3.6 

1/2SEN 

凡例 〇＝判読不可能口＝欠損
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第86図銭貨（無文）

第40表銭貨観察一覧 (2)

Ift号 銭貨名 完／破
1Wf •"Lif ＂．さ !Hi'紋

分類 殴察*泊 /1',l・J也(cm) km) (mm) (g) 

無文銭 届）緑部に結と谷0)境朴線とも考えられる浅いi者がみられる 3 淡緑褐 16トレンチ 東側
14 ヽ尤よ・ 2.1 0.7 0.9 2.1 13-1 -1 色であるし 岩上 黒色土層

1-10 

無文銭 を褐令認i色l<めをのる睛~n緑色の箔に覆われる，孔径は比較的小さし、。数ヶ所に賠茶 16トレンチ 東1ml
15 9ヽ'aじ• 2.1 0.7 0.7 1.6 B-1 -l 膨れが見られ,Wから外縁に向けて湯走りと思われる凸部 岩上 黒色土層

1-10 

鳩H銭 全体に綺肌が残る 。また全体に禄灰色0)箔が薄 く撹う。周柑部に欠 せー17
16 完 1.8 Q_9 0.5 0.6 B-1-2 けが認められるヘ 黒色滉践］土焙

120-130 

旭日銭 数ヶ所に緑白色の鈴が認められる c 店］緑部にパリ・欠けがあり、鉤彬 せー17 東西畦
17 完 1.6 0.8 0.7 0.8 B-1-2 れと思われる凸部がある。3判llが残る 3 黒色混繰土層

②層

旭□銭 暗禄色の錆に桜われる 。穿の角が丸くなっている こ せー17 束西畦18 完 1.6 0.9 0.3 0.5 B-1-3 
黒色混佳土居②陪

旭II銭 淡緑白色0)錯に洩われる，松I薄へ湯走りと忠われる凸部が認められる, せー17 東西畦19 完 1,7 0.8 0,3 0,6 B-ffi-1 絆肌と思われる細かい凹凸が見られる。 黒色混棟土陪②庖

鳩目銭 淡禄白色の鋳に複われる。表面が粗く凹凸が目 立つヮ周縁部および せー 1720 完 1.4 0.8 0.5 0.5 C-1-2 穿内にパリが残る 3 黒色混媒土居
110-120 

鳩目銭 淡緑白 色の錆に蔑われる ，銭形はやや楕円形を呈する。周緑部お せー1721 完 1,3 0.8 0.4 0.3 C-1-3 よび穿内にパリが残る 3 黒色況媒土層
110-120 

鳩目銭
約湯1/竿2残と存がするる部つ全体を淡褐色の 5材で投われる。 周縁部に鈴造時 15トレンチ22 破 0.9 0,2 0,2 C-U-3 の 繋 位と思われるパリが残る。 東側岩上黒色土際

鳩目銭 全体 が淡褐 色の錆に投われる c 穿形は 円に近い多角形をなす 二居］ 不明23 破 12 0.6 0.3 0.1 C-0-3 棧部にバリを残す＿

鳩目銭 淡禄白色の錆に覆われる。 t.J/月いが残る｀穿内の角の一つが明瞭で せー1724 完 l 5 0.8 0.3 0.4 c-m-z はなし、 黒色混礫土層
110-120 

旭目銭

0.4 I。.I 暗禄色の鋳の上に緑白色の第が生じる e 穿辺のうち2辺は方形、他 せー17 東西畦25 究 1.3 0.9 C-ITI-3 の2辺は円形となる c穿内および周柑部にパリが残る c 黒色混院土図②庖
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第30節青銅製品
1. 藝

薯及び髪飾り類は総数 17点出土した。これら出土資料は民俗事例及び型式により分類を行い、 I類から VIl類

までを設定した。以下その詳細を説明する。

I類…男性の本蒋である「髪差」。花・首・ムディ・竿部からなる。花部は花形の飾りで、ムディは首・竿よ

り細く、ねじり模様が施されている。竿は四角柱で先端にいくに従い太くなり、先端部は四角錐である。

II類…男性の副栢である「押差」。カブ・首・ムディ・竿からなる。カブは耳掻き状、首・竿は六角柱である。

竿は先端にいくに従い細くなる。ムディは I類とは異なり首一竿間の稜の交差点であり、双方の稜が互

いに交わるため、山形模様となる。

皿類…女性の本菩である「ジーファー」。カブ・首・ムディ・竿からなる。カブは匙状を呈し、首・ムディ

竿部は基本的に II類に準じる。竿は先端に行くに従い太くなり、先端部は六角錐となる。

w類…基本的に II類に準ずるが、カブの形状が匙状である型式。

v類…器形はW類に類似するが小型の型式。

VI類…上記の型式に分類できない薔様の資料。

Vll類…プラスチック製。

実測図を第87図、写真を図版68に、またその詳細を観察表（第41表）に記す。

I類（第87図 1)残存部はムディ・竿部で、ムディには不明瞭ながらねじり模様が確認できる。竿の全長は

3.76cmで通常の髪差の約1/2のサイズである。

II類（第87図 2-4) 2は完形であるが 2つに分かれ竿部で 2ヶ所屈曲する。稜が不明瞭でムディが判然とし

ない。 3はムディより欠損する。カブの背中央に稜が認められる。 4は竿部の中途より欠損しているが欠損部を

楔状に二次加工してある。カブは約90度内側に屈曲する。

m類（第87図 5) カブ・首の上部が欠損する。ムディはやや不明瞭だが交差部は確認できる。地金は黄銅色を

呈する 。

w類（第87図 6)完形。カブは匙状であるがジーファーのように厚くなく、押差のカブを匙状に広げた様な形

状。稜は首・竿共に明瞭で、ムディでは稜が互いに交差する。

II類或いはW類 (7・8) 2点ともカブが欠落する 。 7は竿部のみ残存する 。稜は明瞭で、先端部は極小。

8は首部の中途より上が欠落する。首に稜は見られずムディは不明瞭。

v類（第87図 9) 1点出土。器形はジーファー、 N類に類似するが全長が6.73cmと短い。カブの形状は匙状

で大きさは他の型式に比べ小さい。稜・ムディ共に明瞭。

VI類（第87図10-13)10は竿部のみ残存。断面形は扁平の六角形で先端部は極小。11は10程ではないが断面形

が扁平の六角形で、竿部のみ残存する。 12のカブは耳掻き状だが首は扁平の楕円形、竿は方形の扁平であり、

幅は竿の方が広く、厚みは首の方が太い。 13はカブ・首のみ残存する。

V1[類（第87図14・15) 14はI[[類の竿部に類似するがU字形にヘアピンの可能性を持つ。琥珀色で稜は見られ

ない。15は完形の U字形のヘアピンで、断面形は0.44cmと細い。14と同様に琥珀色のプラスチック製。

N類に関して、側差の「男の押差とやや似ているが、耳掻きの幅が広く、竿も 7cmぐらいの長さ」（沖縄大百

科事典 上巻）、「片側は耳掻き形、他の端は六角錐になっており、耳掻きの形のところから次第に太くなって

おり先端の太さはさしわたし 5mmくらいである。長さは個人の偏の大きさに比例するが、ふつう 10センチ内外で

ある。」「三寸ほどの側差」（沖縄文化史事典）の記述に共通する点が幾つかあり、 6は女性の副袢である「側差」

の可能性が高い。またV類に関して、「結髪できるようになる 5歳頃にはハーユー〔端結。総角のこと〕にする。

…薯も女籍（ジーファー）をさし、さし方によって男女の区別をする。」（沖縄大百科事典 上巻）、「…百姓の幼

少女はタンヤマージーファーと称する真鍮の細い粗薔…」「男子未成年の髪型で…薯も女薯と同じもの…」「少年

期の装束は…女偏を結い、女薯を…押し込んで差し…」（沖縄文化史事典）と、男女とも幼少時からジーファー

を使用していたことが記述されており、 8は形状がやや異なるが子供用の舒である可能性が考えられ、今後の資

料増加を期待したい。
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第41表薔観察一覧
単位： cm/ g 

カプ 首 ムデイ 竿

第図 分 器
残存 長軸 飛大輻 最大幅

出土地871坂 完・破 残存長
頂塁 短釉 展小輻

幅
棗小揉 観 察 事 項

図 68 類 種 深さ 長さ
妓さ

艮さ

I/ 0.16 0.29 花・首部が欠沼する。ムテ’ィにはやや不鮮明だがねじりが確
l I類 佐差 骰 5.13 1.9 1.37 0.22 認できる。竿部が直角に屈曲する。通常0)殷差に比ぺ長さ・大き 不明

ねじれ有 3.76 さ共に約1/2である。

2.17 029 0.27 O.:J2 完形→ 首部で折れ2つに分かれるし竿部は2ケ所で屈曲 すー18黒色
2 u類 押差 完 l6 52 6.2 0.48 0.21 0.26 0.18 する。各所で黄銅色の地金が露呈する。ムディ部は不明 :J・・磨20-40

3.72 9.99 瞭。 遺物痒鮨中部

161 0.34 カプ ・首部の み残存。 カプの背に不明瞭だが稜が認め ちー14
3 IJ類 押差 破 :l.74 2.5 0 58 0.23 られ、根本付近でほぼ直角に屈曲する。首部中途より欠損す 地山直上

3.02 る＇

1.64 0.29 0 29 0,29 ほぽ完形。カプの先端が叩きi貴されたように広がる。背には せー15
図なし rr類 押差 a; 玲 13.42 2.8 0 61 0.17 0,06 核はな＼ヽ。ムディが不明瞭であり、首・竿の稜・面が交差せず 方形遺構内

5.81 G.01 に繋がるっ竿先端の六角錐も不明瞭である。

118 0.27 0.27 0.25 
竿部が破損しているが、その先端が二次加工されてい ちー14石積と

4 Il類 押差 破 5.15 2.2 039 0立2 034 0.20 
る。カプは他の資料に比べやや小さ I'。ムディが不明瞭 岩盤の間

1.95 1.55 
で、一部首・竿の稜・面が交差するこカプの背に稜は見ら 焦褐色土屈
れな 1ヽ’‘

0.45 0,41 首の中途より上部が欠損している c ムディはやや不明瞭
5 UJ類 ジーファー 破 7,99 8.G 0 46 0,37 だが交差部は確認できる, I也金は贅銅色。竿先端の 六角 不明

6,17 錐部は稜が不明瞭となる，

1.0~ 0.25 028 0.28 
完形っ器形全体は n類の押差に相似しているが、カ さー17・18

6 ~· 類 側・差？ 完 12.35 3.7 0.72 0.16 0.15 0,14 
プの形状が異な る。カ プは押差の様に細長ではな くジ ーファ 崖部
ーに近い匙型をしている c 各部の楼は明瞭。竿先端の六角 溝状遵構内0.17 3.01 7 51 
錐は極小c 侃11差の可能性あり。

u類か 0.23 竿部のみ残存 C 先端部は半球状であり、原状を保ってい す・せー18
7 w類

押差か側差 破 5.77 2.0 0.18 るのか、欠損部の二次加工によるものなのかは判然としない。 黒色滉甜土居
5.77 聞曲するっ 100-110 

u類か 0.27 0.31 0.33 甘部中途より残存する。首 ・ムディは新面形が円形で竿は 161、レンチ
8 

W類
押差か阻IJ培 破 6.40 1.2 0,21 0.28 0.11 六角形を呈するため、山形は竿部のみに施される。竿先端 束側岩上

0.65 5,40 部は欠損する c 虎乱層

0,38 0.24 0,25 025 器形は I¥'類・ジーファーに似ている。カプが小さく匙型。 せー17， V類 不明 完 6.73 1.7 0.16 0.17 0.46 0.14 稜・ムディは明瞭。ムディにてやや屈曲する ，子供用の可 地山直上
0.71 1.64 3.93 能性ありし

.゚28 0.16 
稜は竿先端部まで交差することなく続き．首・ムディを区

図なし
11類 不明 はI!'え 9.72 1.5 0.14 0,ll 

分する特徴は見られない，カプの形状は扁平で先端は方
1-~JJ 形であり、竿に直角に付く。カプの角の一つは直角に欠け0.90 8.82 

るが原状を保っているかは判然としないc

0.27 竿部のみ残存c 断面形は長方形に近い六角形であり、ま せー17
10 ＼り類 'f,U)I 破 9,77 3 I 0.19 た断面の叢大輻と最小幅の差があまりない，稜は明瞭。先 黒色土層

9,77 端の六角錐は極小。屈曲する。 80-90 

0 26 
竿部のみ残存。浙面形は正バ角形ではなくやや細長を呈

せー15
11 11類 不ll)j 破 6.86 3.0 0.22 

する。また断面の昂大枇と最小幅の差がほとんどなく先端
岩領に張り付く

6.86 
部へのびる。稜は明瞭だが六角鉗への移行は明確ではないc

黒色土陪屈曲するe

0.40 0.32 0.36 0.36 器形は首が扁平な楕f'-1形で竿は屈平な方形であり、竿は てー12
l2 11類 不明 完 6.49 1.7 0.34 0,13 0.73 0.02 首の半分以下の薄さ。カプは耳掻き状，首は細く竿で広く 遺物集中部

0.92 1.93 3,66 なる。

0.45 0-32 カプ・首部のみ残存。カプの背は首との境界が不明瞭。カ と一11
13 ¥q類 不明 破 4.17 2.0 0.32 0.23 プは円柱のはしを削り取ったような形状。首部の稜は不明 黒色土陪

200 2 l7 瞭であり判然としないs 首欠損部で屈曲する。 0-10 

0.44 
琥珀色のプラスチ y ク製つ中央部より先端部に欠けて白く

14 冊類 不明 破 10 29 l,2 0.33 
濁る。稜はなく円柱形で先端部は円錐形を呈する c 形状と

不明してはジーファーの竿部に類似するが U字形のヘアピンの10.29 
可能性も考えられる。

0.19 U字形のヘアビン。琥珀色のプラスチック製。稜はなく円
15 珊類 不明 完 15.13 0.5 0.17 柱形で先端部は円錐形を呈する。 不明

l5.13 
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第87図青銅製品（菩）

2. その他

かんざし以外の青銅製品は出土総数52点でその内訳は第42表に示した。

第88図 lは上部が傘状に尖り、中央に棒を装着するもので、全体に錯が付着する。最大径 2.4cm、棒状の径 0.3

cmを測る。形状から梵鐘の突起の可能性が考えられる。せー14地山直上の出土。

2は長さ 9.1cmの頭部に幅 1.8cmの筒状に作り、径 0.8cmの孔を開ける。て一 12黒褐色礫土層 0- 10 cmの出

土。錆も少なく、他の遺物と考えあわせると近代遺物の可能性が高い。

3、4は青銅製の釘で、前者は頒部が丸く、長さ 3.2cm、頭部径 0.8cmで、せー17黒色混礫土層の出土。後者

は角釘で、長さ 3.8cm、頭部 0.65cm、せー17黒色混礫土層 120-130cmの出士である。

6は幅 3.8cm、厚さ 1.5mmの青銅の板状製品で破損部近くに径 7Illlllの孔の痕がみられる。て一12遺物集中部の

出土である。

7は原さ 1.8cmの板状の製品であるが、破片のため全体形は不明である。

9は青銅製の鈴で、径 1.0cmの小振りであるが、全面に細い沈線で、魚文様を彫る。せー171日階段横の黒色混

礫土層からの出土である。

5は最大輻 0.5cm、横断面が厚さ 0.4cmの正方形をなす製品で、て一12遺物集中部の出土。

8は裁縫用具の指抜きで、厚さ 1.5cmの銅板を輪状に曲げ、幅 8mmの楕円部分に 1mm弱のくぼみを 5列施す。

その他にサイフの金具、時計の文字盤、裁縫用の指ぬき、釘、金槌、鍋つるし（図版69)等がて・ と一11・12

の遺物集中部から出士している。

これらの青銅製品は天界寺の時期のものと近代～現代の時期のものに大きく分かれる。
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第42表 青銅製品（その他）出土状況

~ 
15・17 さー17しー17せー14せー16・17せー17 せー て•とー12・13た一8 た一13・14つー13 不 ムロ
トレンチ 黒色 混礫 地山 黒色混礫 黒色土層・ 18 遺物巣中部 石垣下 西側崩壊 瓦礫層

土層 土層 直上 土層 地山直上 土中 明 計

梵鐘突起？ 1 1 
板状 1 1 3 6 2 2 3 18 
棒状 1 1 1 2 5 

棒状I耳掻き 1 1 1 3 
燭台 1 1 
金具 1 1 

円盤有孔 1 1 
蝶番 1 1 2 

リングI近 代 1 4 5 
現代 1 1 

鍋釣り具 1 1 
ボタン 1 1 
針金 1 1 1 1 4 

サイフ金具 1 1 
ピンセット 1 1 
手櫂弾破片 3 1 4 

塊 1 l 
不明 1 1 
合計 6 1 2 1 5 5 1 17 4 3 2 5 52 

第31節鉄製品
鉄製品は釘、包丁、鎌の 3点が得られた。

第88図12は完形の角釘である。頭部は短冊状をなす。身の方は腐蝕が著しく、銹が膨れあがり縦へのひび割れ
が生じている。身の断面は方形状をなす。頭部 1.1X 0.5 cm、全長 8.1cmを測る。つー10地山直上の出土。

同図10は包丁と思われる資料で、刃部は腐蝕が著しく、板状に剥離も見られる。また、刃先の半分と差し込み
部から刃部へ延びる基部のところが欠失しているため、全体の長さは不明であるが、刃の背はまっすぐに伸びる
ようである。基部は長方形で、比較的腐蝕が少ない。柄 7.3cm、刃部中央の幅 3.9cm、厚さ 3皿をなす。 12トレ
ンチ東側出土。

同図11は鉄製の鎌で全形が窺える資料である。柄から刃先へほぼ直角にカーブを描き、逆L字状を呈している。
刃身は大分使っていたためか腐蝕し刃こぼれが著しいが、刃先と柄の部分は比較的腐蝕が少ない。刃先の断面は
両刃を呈している。背の部分には銹汗と砂などが混じり合ってしまったためか、砂や小石が付着している。柄断
面は厚さ約 4mmの方形をなす。刃の中央部 3.5cm欠損する。使用痕と思われる。刃部の長さ 11.3cm、刃の厚さ 4
nun、柄 5.8cmをなす。て一12遺物集中部出土。

第32節ガラス玉
第88図13・14で径 4nlillと7mn1で色は青緑色を呈する。後者は練りガラスの製法が窺える。いずれも、て一12遺

物集中部、 15トレンチ東側、岩上黒色土層10-20cmである。

第33節均渦
第88図16は口径 4.0cm、17は口径 5.3cmで前者は直口、後者は内彎気味で、かなり火を受けていて、軽い。黒

色で気泡が多い。いずれも、とー12遺物集中部から出土。

第34節陶板
第88図18は幅 7.7cm、厚さ 1.1cm、残存長 7.0cmを測る。「三河陶器同業組合員杉浦浅次郎」の銘がある。胎土

は10-15mmの石英・砂粒、 5mm前後の金雲母を少鼠混入し、焼成は良好である 。陶器に比べて混人物が多い。
と一 12遺物集中部 0-20 cmの出土である。
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第35節石器・石製品 第43表石球計測一覧 単位cm/g

硯、石球、板状、棒状、石斧、叩き石、砥石、

臼、建築材が出上している。その出土状況は第

44表に示したとおりである。硯は26点出土した

が、て・と一11・12・13で12点ともっとも多い。

石球は 6点得られ、計測は第43表に示した。サ

ンゴ礫が主で、図 2はサイズも大きく、石質も

緑色片岩で調整も異なることから別の用途の可

能性もある。また、すー15遺構 30から出土し

計測 石質 残存 縦 横 重さ 出土地

1 サンゴ石灰岩 完 3.5 3.9 35 ち-11北側畦

2 サンゴ石灰岩 完 2.6 2.4 10 す—15 0-20遺構30

3 サンゴ石灰岩 完 3.2 3.4 30 せ-17東西畦黒色混礫上層

4 サンゴ石灰岩 完 5 4.8 80 し17崖部石垣溝状遺構上

5 サンゴ石灰岩 完 3 2.6 15 そ12地山直上

6 緑色片岩 完 8.9 8.8 900 す-15遺構30

注 ：第90図 1(計測5)、2(計測6)と同じ
附認校正中に緑色片岩(230g)、サンゴ石灰岩(30、40、80g)が追加された。

ていることから用途を考える上で好資料であろう。石斧は 2点出土 したが、形状から先史時代のものと思われ、
大山式土器（第77図23) も出土していることから遺跡が存在していたと考えられる。第90図9は礎石の一部と思
われ、同様なものは御細工所跡からも報告されている。同図 8は臼の破片である。これらは天界寺の時期のもの
と近代遺構（て・と一11・12・13の遺物集中部）に分けられる。

第44表 石器・石製品・硯出土状況

ご
12・14 しー17 すー15すー18 せー16・17 そー12せー16 たちー14 ちー9 つー13・14 と一11 て•と一 ちー11トレンチ 11・12・13 

柑部石垣 逍樅 礫楳 黒土色混礫茶褐色滉 地山
茶褐色 石和と岩盤

黒色 黒褐色混 撹乱 黒色 盃靡東側 滉礫士 の間暗黄褐 石段上 遺物集中部溝状逍構 30 巾部 層 陳土層 直上 陪 色土層 上陪 礫土層 層 土層
再岩 I 1 I 1 1 I 4 1 1 12 
赤頁岩 1 I 

硯 粘板岩 1 I 2 4 
涸灰岩 1 1 6 J g 
!]ヽ計 2 2 I 2 1 l 1 1 12 I 2 26 /if.:, 1 2 I I I 6 

板!)く 1 I 1 3 
枠状 l I 2 
石斧 I I 2 
叩き石 1 I 2 
砥五 1 1 Iこ1 I l 
紐築材 I 1 2 
合，11' 2 J 2 I 3 2 2 I 3 2 4 1 l 14 2 4 45 

第45表石器・石製品観察一覧

図
番

器種 観察事項 出土地ーヴに

1 石球 サンゴ石灰岩、研磨のために複数の調整面がみられる。 そー12 地山直上
2 石球 緑色片岩、敲打による調整。 すー15 遺構30内
3 棒状 泥岩ノジュール。棒状の両端に敲打の痕。 不明

4 叩き石 緑色片岩。凸部に敲打の痕があるc
せー16・17
旧階段下石后横黒色滉礫土層

第 5 板状 粘板岩。 つー14 黒色土層
90 6 砥石 ？岩。両面ともかなり研磨される。 つー14 黒色土磨
図

7 その他 砂岩（島尻階）。両而に研磨痕。 さー17・18
岩盤凹地内石敷遺構一部

図 8 臼 砂岩（島尻階）。皿状に加工、表面は研磨し、裏面は敲打の調整。 せー17 黒色土層 30-50 
版 ， 基石

閃緑岩、中央に孔がある。建物の礎石の一部か、
石穣み一部71 御細工所跡の出土か。

10 その他 砂岩（島尻階） 。大きな剥離が複数みられる。
さー18 崖部滞状遺構直上
黒色混礫土層

緑色片岩。石斧だが、胴中部で棒状に細くなる。
11 石斧 刃は破損するが、握惑があり両刃の可能性も考えられる。 不明

先史時代の遺物と考えられる。

12 石斧 緑色片岩。 すー18 礫集中部黒色土層 40-50
13 その他 砂岩（嘉陽層）。礫を利用、自然の剥離の可能性もあり。 しー17 地山直上， 石製品

メノウ、不定形、 2面に研磨の痕があり、径2mmの孔の痕がみられ
ちー13 黒色土層 30-40 第89図 る。用途は不明であるが、同様の材質は湧田古窯跡で煙管が出土。

図版70 粘板岩、板状であるが、打割により、円形になる。
てー12 遺物集中部10 有孔製品

ほぼ中央に6.lcmX4.9cmの孔を片面から施す。
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第46表硯観察一覧 単位：cm 

図 I:j_竺」竺」見 1 観察事項 1 出土地

i -- --- ------・--1--・ -・ 一ー·-—·--- --·-- •一ー一墨受け部破損。表面5X2.5の削り面。使用痕か。側面に「二用」 l

ロ：口？贔誓ど~n虐戸は雪雪宣□:'. つーさーーらI~ Iで 12遺物集中部
． 墨受け部欠損。縁に「又吉□仁」、中央に「裳間石」の銘有、裏

-iー.・・-・・・--・- . ―・-•..••. 一..— 

2 11.1 2.2 7.2 面の中央は3.8X 8.2、深さ2.5mmにくぼむ。輝緑疑灰岩（シャール
1たー14石積と岩盤の間

［旦三戸イこ~~;;;:~三:~三ニーニ＿ー；ー：置一一
-l A ..」 部分的に畢が残る。側面・裏面は禿げる。疑灰岩。-- -

70 I ,... ・r r 長径の端が破損。表面は丁寧に研磨、側面は横斜位に研磨痕2.5 8 
がはしる。頁岩。 Iて一12
--. . --・. --- . --- -. 

表面は三面の削り面があるが浅い。上部は破損する。裏面は斜
1.3 I 5. 7 Iめに幅4.8mm、深さ3mmの「V」字の溝。側面は片側に節理面があ Iと一12遺物集中部

る。疑灰岩。
- - -• ------ • I - -

o.8 I 3.5 I―面のみ研磨、他は破損、砥石かもしれない。粘板岩。
つ— 13北側畦
黒褐色混礫土層
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第36節瓦
瓦は破片総数6,600個で、高麗瓦と明式瓦と大和瓦に大別できる。

1 . 高麗瓦

破片が遺構48・49と表土層下部で各 1個出土している。いずれも淡灰色である。

2. 大和瓦

第93図11は細い凸帯文を用いて、鱗と鳥の嘴に似る文様を施し、裏面は指痕がみられる。厚さ15mm、胎土は白

色細粒を含み、灰褐色を呈し焼成はややもろい。形状から瓦の可能性が考えられる。せー17地山直上の出土。第

93図10は残存部が47.1mm (垂れ長）、厚さ21.6mmで、無文の軒瓦で大和瓦系と考えられる。外面ぱ燻しのために暗

灰色を呈し、胎土に白色細粒を少景含み、焼成はやや良い。ちー12池山直上の出土。類例は御細工所跡all第51図

7に酷似する。その他に25点の破片が出土している。

3. 明式瓦

明式瓦は軒瓦と瓦があり、これらはそれぞれ丸瓦と平瓦に分けられる。

軒瓦の丸• 平は意匠から細分が可能である。分類のために模式図（第91図）を示し、名称を付した。以下、図の

名称を元にあわせてそれぞれの分類について記述する。

A. 軒丸瓦

文様は花の種類から大きく 5種類に分けられ、また花弁、花芯、薬、蔓、茎などの形状からさらに、細分が可

能である。花弁は I-ill類は花が上方に開き、 N-V類は瓦当全体に広がるタイプである。

I類：凸帯文で表現するタイプで、花弁一左右に 1枚、花芯ー 3本、第は下位に扇状に 4枚配す。

a (第92図 1)全休形は割と整い、花芯は上端に太くなる。珠文も径7.6mmと若干太く、間隔19.9mmである。

灰褐色で焼成はややもろい。類例は那覇市天界寺跡,1・2第57図6がある。

b (第92図 2)全体形は aが崩れた感じで、花弁、花芯の区別が不明瞭でaより凸帯文が細い。花芯も同

様に細く長くなり、花弁との区別は、はっきりしない。珠文の径は9.4mm、間隔は10.4-22.4mmと不揃いである。

灰褐色で焼成はややもろい惑を受ける。せー17黒色混礫土層。類例は御細工所跡.. I.I第50図2にある。

II類：花弁は左右に各 1枚で外縁がわずかにくびれ、花芯はほぼ隅丸方形、茎は 2本で真っ直ぐにのびる。

a (第92図 3) は全体に形が整い、立体的である。花弁の縁は外側に盛り上がり、上方に緩やかにくびれ

外反する。花芯は隅丸の格子文で、菓は左右に各 2枚、さらに下部に蔓状の文様を呈し、二叉になる。茎は破損

のため不明。暗灰褐色を呈し、焼成はややもろい。珠文は破損しているため、大きさおよび間隔は不明である。

つー14瓦礫層の出上。類例は那覇市天界寺跡号窮57図2、湧田古窯跡(Iい第96図 2首里城奉神門第52図 9にある。

b (第92図 4) は表面が剥落するが、外縁に盛り上がる。花芯は輻25.3mmを測る。葉は 2枚、蔓ははっき

りしない。珠文径11.0mm、間隔9.8mm-12.3mmと不揃いである。色調は橙色で焼成はややもろい。第 2層の出土。

m類：（第92図5) は花弁が二枚で花弁の内側に二段、外側に一段のくびれがみられ、花弁全体に丸味がある。花

芯は円形で「V」字に刻印し、 3つに分割する。築は下部に銀杏葉に似た莱を左右に各 2枚、扇状に配す。蔓は

花と葉の界から左右各一本出て、茎は二条の凸体で左に彎曲する。文様内区は10.2cm、珠文径4.3mm、間隔11.8mm。

暗灰褐色を呈する、類例は天界寺跡壮2第57図 3首里城奉神門第52図6にある。

w類：（第92図6) は花弁、花芯がm類と酷似するが、茎のくびれる方向、薬の枚数 (3枚あるいは 1枚）蔓が二

本で先端で二叉になり、異なるため分けた。色調は明灰褐色を呈し、焼成もやや悪い。文様内区8.15cm、珠文径

4.7mm、間隔11.3mmを測る。せー16[8階段下石垣横の黒色土層出土。類例は天界寺跡12第57図4・5、御細工所跡口J.l第

50図2にある。

v類：花弁が 6枚以上

を有するタイプであ

る。以下、花弁の先端

や茎、葉の状況で細分

できる。

a (第92図 7) 全体

形は不明であるが、花

弁の枚数からここに分

類できる。模様内区の

ー

文
様
内
区
ー
—
↓

第91図

おしべ

茎
茎

明式軒丸・軒平模式図
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花は小振りで、花弁脇から蔓が出る。珠文径は 5mm、間隔20mmを測る。模様は中央が盛り上がり、立体的である。
暗灰褐色、焼成はもろい。て一12遺物集中部の出上。

b (第92図 8)花弁は左右に各 3枚、下部に 1枚で先端は凸状を呈し、花芯は子房は径31.1mmX 19.6mmの横楕
円で餞頭形。柱頭は二叉に割れる。葉は左右に 2枚で羽状複薬。茎は縦に直線状に 1本。珠文径4.6mm、間隔17.9
mmである。出土地不明。類例は湧田古窯跡 (I)atJ第96図6がある。

C (第92図 9)花弁は左右に 4枚、下部は尊と思われるものがある。花芯は子房径39.9mmX 25.8mmの横楕円で
下部は縦位に短沈線状の模様がみられる。第は左右に 2枚、複薬である。花、 葉とも bより一回り大きくなる。
珠文径4.1mm、間隔21.6mmを測る。明灰色、焼成良好。せー16黒色混礫土層、炭層上からの出土。

d (第92図 10) 花弁は前者より大きく、先端が内にくびれる。花芯は小さく、茎は「く」字に曲がり、葉は
細くなる。珠文径3.5mm、つー14瓦礫層の出上。御細工所跡；ti第50図5・6・7天界寺跡計―:2第58、湧田古窯跡 (I)北3

第96図10がある。

e (第92図 11)花弁はさらに大きくなり、 茎は短く、横にわずかにみられる。花芯は摩滅するが、格子状を呈
する。珠文径4.5mm、間隔23.4mm、と一12遺物集中部の出土。

f (第92図 12)花弁の占める割合がさらに大きくなる。茎は摩滅で不明、葉は略化が進む。花芯は格子文で表
す。同図11より略化が進む。しー17岩盤凹地、中層の出土。

VI類：（第92図 13)花は牡丹状で花脈を凸帯文で表現。下半分に半円状に葉を配置。花芯は27.7mm、縦長の楕円
である。三本の凸帯文で表現、珠文径7.1mm、間隔38.5mm焼成もかなり良い。せー17黒色上層の出土。
B. 軒平瓦

文様は大きく 5種類に分けられ、軒丸同様に花弁、花芯、華、茎などの形により細分することができる。
I類（第93図 1・2)花弁は二枚で先端は各々 3つに割れる。花芯はやや正円で格子状。茎は破損の為不明で
あるが、他の例からすると緩やかに彎曲する。築は左右各 3枚で最上部は複策で面を構成し、立体的。15トレン
チ東側岩上黒色土層0-lOcm。類例は天界寺跡.t2第59図3にある。首里城奉神門荘4第53図12
Il類 a (第93図 3)花弁は 4枚で構成し花芯は横長の楕円の格子文。策は 6枚、最上部は複葉。茎は縦位に構
成。周縁は幅14.6mmを測る。器面はしっかり残り、文様も明瞭である。首里城奉神門ぶ第52図9
Il類 b (第93図 2)花弁は 2枚、花芯は楕円状、薬は 6枚で最上部は複葉。茎は縦位に 2本平行に伸びる。周
縁は幅16.1mmを測る。器面が剥落し、文様は明瞭でないが花・ 業は面的である。せー16黒色混礫土層炭圏上の出
土。

皿類（第93図 6)花は上部に半円形に広がり、蔓が縁に向かってのびる。薬の枚数は不明であるが、最上部の薬
は複葉で葉脈は明瞭である。花芯は破損の為不明。周縁は幅30mmを測る。類例は天界寺跡,t2第59図1がある。

第47表軒瓦出土状況
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第48表 瓦出土状況
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N類（第93図5)破損の為、花弁、槃は不明。花芯は24.8mmを測り、やや正円で中央が窪む。茎は右に栂曲する。
つー13・14岩盤付近遺構集中部の出土。類例は天界寺跡社2第59図2。首里城奉神門;14第53図15がある。
v類 a (第93図 8)花弁は放射状に 6枚、花芯は径26.0mmの横楕円で餞頭型を呈する。莱の枚数は破損して
いるため不明であるが、最上部は複葉である。文様は面になり、立体的である。茎は破損しているため不明。
縁は幅13.7mmを測る。せー15岩盤付近黒色土層の出土。

v類 b (第93図 7)完形で、逆三角形で 3段の弧状を描きながら下に尖る。花弁は 5枚、花芯は25.7mm餞頭型、
葉は 2枚で複葉になる。全体に平面的で内部の葉脈は認められない。茎は下にやや 1V」字状になる。全体に面
的であるが具象性にかける。てー11遺物集中部0~20cmの出土。類例は天界寺跡叶2第59図4・5がある。
V[類（第93図 9)破損の為、全体形は不明。文様全体が槃脈を強調し、抽象する。花は 5枚と推定され、花芯
の縦楕円 (2.3cm)の格子文、第は格子文でかなり略化し、複葉がわずかにみられる。 VI類の最も新しいタイプ。
ちー13遺物築中部0~20cmの出土。類例は天界寺跡.t2第59図6~9、湧田占窯跡 (If13第98図22、首里城奉神門il:4

第53図4がある。

C. 平・丸瓦

丸瓦ー1,543個、平瓦ー4,455個が出土している。出土状況（第48表）をみると特に多い所は、ち．つー13・14瓦
礫層 (434個）、た一13·14の石積みと岩盤黒色・黒褐色混礫土層 (678個）、せ• そー16・17(700個）、さ・し一
17・18の瓦集中部・黒色混礫上層 (211個）、遺構内 (1,743個）である。いずれも琉球石灰岩の岩盤が基盤とな
り、柱穴などのはっきりした遺構は確認できない。しかし、遺構に関係する瓦がまとまってみられることからこ
れらの場所に建物の跡が想定される。

丸• 平の瓦は下のような例を図及び図版に示した。

図版14は丸瓦のほぼ完形品で、縁部に斜めに 2本の沈線が施される。幅13.5cm、長さ 17.5cmを測り、橙褐色を呈
し、焼成はかなり良い。 16トレンチ東側岩上の出土。

また、丸瓦の胴中ほどに釘穴を有するものがあり、明褐色で焼成はよい。遺構134(すー15)、丸瓦が出土。
第93図13は平瓦の一種であるが、外面に線刻模様が施されているのでここに報告する。文様は横に 3本の沈線

文と中位に「口」と縦に 2本の短沈線を施す。焼成・胎土は、灰褐色で厚さは1.6cmを測る。つー14瓦礫層の出
土。
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第37節硝
圃は正方形、長方形、 三角形があるが、完形品は少なく、縁破片が多い。正方形は468点、長方形は 2点、 三

角形は 6点で瓦に比べて出土星は少ない。主に遺構内で出土している詳細は第48表に示した。
第38節獅子

第92図14は陶製のシーサーで、頭部と胴下部は欠損、顔は口から舌を出す。後頭部は幅9mmの粘土帯を五条貼
り付け、更に叉状のエ具で施文し、獣毛を表す。ほかに足、胴部にも施される。 墨で部分的に彩色、焼成非常に
良好、橙褐色を呈し、せー12遺物槃中部の出土である。第93図12は表に短沈線の線刻文と単ベラの施文があり、
検討の結果、前者の左上顎に接合できた。とー12遺物集中部 0-20cmであることから近代の遺物と考えられる。
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第39節 自然遺物
1. 貝類

巻貝（腹足綱） 22科57種、 二枚貝（斧足綱） 17科40種である。出土状況をみるとオキナワヤマタニシが943個
体、海に生息するカンギク61個体、マガキガイ 60個体、チョウセンサザエ54個体、オハグロガイ 35個体（うち21
個体は、て一12・13)出土している。ハナビラダカラは 8個でうち、 7個体が完形で出土している。

二枚貝はウラッキガイ 214個体、アラスジケマンガイ 81個体、シレナシジミ 4個体などが出土し、ウラッキガ

イの個体数の多さが目に付く月1ついでアラスジケマンガイ註？が多い。

出土地別にみると、せー15・16・17・18の旧階段下黒色混礫層でオキナワヤマタニシや他の陸産貝が多く出土

し、全体の遺構内でも陸産貝が他に比べて多いことから穴や樹下に落ちて自然死したものと考えられる。

ち．つー13・14ではカンギク54個体出土している。 し・すー17・18の方形状遺構でウラッキガイ 68個体出土

している。近代遺物の多い、て・とー12・13の遺物集中部ではオハグロガイ・マガキガイ・チョウセンサザエが

多いが、特にオハグロガイの完形の出土が目立つ。ウラッキガイ 48個体、ハマグリ、オキシジミなど近代の食生

活を想像させる。オハグロガイは隣接する御細工所跡紆3からも出土している。

・ヤコウガイ

ヤコウガイの殻と蓋は他に比べて出土量が抜き出ており、殻の出土総数は175個、蓋は170個でほぼ同数である。

その出土地は主にせ• そー15・16・17に集中する。蓋．殻の残存別の出上状況は第95・96図に示した。これによ

ると殻は体層の破片が最も多いが、発掘・整理時の破損を考えると Ieや皿 aもIaの破損として考えられ、そ

れから察すると殻の有効利用が想定される。また、ヤコウガイ蓋集中部（す・せー18・19) で蓋が34個出土し、

9割が完形で（巻首図版2一⑩）、これらの大きさ・破損状況を第51表に示した。これによると大きさは 2つの大

きさのグループ（第94図）がある。蓋の剥離及び破損部は模式図（第97図）の③～④の部分に集中し、蓋を打撃

するのに一定の方向性が認められる。これは殻の利用或いは採肉のための痕跡と捉えられ、第 1打撃の位置と考

えられる。ヤコウガイは首里城iuや御細工所跡、孔子廟跡社5、湧田古窯跡叩では他の貝殻に比べて大量に出土す

る。第84図3・4の板状の製品、有孔、「切り取り残存部」（第97図）など、この時期の遺跡に共通してみられる。

琉球王府時代の「交易」の貰重な遺物町である。

＜註＞

註 1. アマモに生息し、大変美味。（久保弘文・黒住耐二「沖縄の洵の貝・陸の貝J沖縄出版 1995)

註 2. 内湾・干潟に生息し、おつゆ用（久保弘文・黒住耐二「沖縄の海の貝・陸の貝」沖縄出版 1995)

註 3.金武正紀•島袋春美• 島 弘「御細工所跡一城西小学校建設工事に伴う緊急発掘調査報告ー」 「那覇市文化財調査報告書」第18梨

那覇市教育委員会 1991.3 (て・と 一遺物築中部は城西小学校のチリ捨て場だったという話もある 。）

註 4. 上原 静 「首里城出土の貝殻」「考古学ジャーナル」 311ニュー・サイエンス社 1989

註 5. 上原 評•島袋 洋「国学・孔子廟の調査」「文化課紀要」第 7号 1994

註 6. 金城 透・仲座久宜・上原清乃「湧田古窯跡 (JV) 一県民広場地下駐車場建設に係る発掘調査ー」 「沖縄県文化財調在報告書第136梨」

沖縄県教育委員会 1999.3

註 7. 真栄平房昭「第10章 琉球王国における海産物貿易」「海人の世界」 同文餓出版 1998

第49表 ヤコウガイ蓋集中部観察一覧単位cm

薔号 残存 剥離状況 縦 横 番号 残存 桑lj離状況 縦 横

゜
完形 3にひび 7.2 8 18 完形 4-5 7.1 7.8 

1 完形 無 7.4 8.3 19 完形 7.5-8.5 6.7 7.6 
2 虹ク 無 6.5 7.4 20 完形 2.5にひび 6.4 7.3 
3 完形 4にひび 7.3 8.1 21 完形 無 6.2 7.1 
5 鱈 無 7. ヽI7.3 22 2-10上 破損 7.6 

0.5-2、
6 完形 3-4 6.7 7.6 23 4-51こひび 8 
7 2-3欠 6-7 6.4 7.1 24 完形 3にひび 7.2 8.1 
8 完形 3-4 6.5 7.5 25 4-9上 破損 6.1 6.8 ， 完形 3-4 7.4 8.2 26 7-12上 破損 5.4 6.1 
10 完形 3-4 5.6 5.9 27 2-91:. 破損 5.5 
11 完形 4-5 7 7.9 28 15-9上 破損 6.6 
12 3 -8 I: 破損 7.8 29 完形 剥離 7.3 8 

2.5-9、
13 完形 14-16 7.8 8.3 30 完形 無 5.2 5.9 
14 完形 3.5-6 7.7 8.5 31 3-13上 破損 7.4 
15 完形 無 6.6 7. Iヽ 32 16-2上 破損

16 完形 無 6.5 7.5 33 完形 狙ヽ・~£ヽ 7.1 8.3 
17 1-2欠 破損 6.8 7.8 34 16-9 t. I 破捐 7.2 
注：「一」は計測不可

横
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ヤコウガイ殻の残存部
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第96図 ヤコウガイ蓋の残存部
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第52表貝類出土状況(1)巻貝
出土地 さ・しー17 す ・せー18 せー15・16・ 17・18 ち ・つー14 て・と一

個トレンチ 表採 ・撹乱 黒色土層 遺構 岩盤凹地 溝状遺構内 石垣直上 18階段下の石垣 旧階段横2列右 旧階段石列下 石積みと岩盤の 11・12・13 不明 合計
体黒色混礫土層 黒色混礫土層

黒色混礫土暦
黒色混礫土陪 北側横黒色土層 列下魚骨集中部 灰集中部

黒色土屈 黒色滉礫土磨 地山直上
間黒褐色土層

瓦礫吊
追物集巾部

完形i殻項破片 完形殻項；破片 完形；殻頂：破片 完形殻項破片 完形殻頂破片 完形殻項．破片 完形殻頂破片・ 完形殻頂破片 完形：殻頂破片 完形殻頂破片 完形殻頂：破片 先形殻項破片 完形湘殻頂；破片 完形殻頂破片 完形殻項破片完形殻頂破片 完形殻頂破片
数

番号 科名 貝種名 生息地 完形殻項．破片 完形殻頂．破片
1 ムラ サキウス・ I -3-a 1 I j 

1, o: 0 1 ベニシ リダカ
！ 

I I I 
I 

T 

0' 0: I △ 

2 I-4-a 
T 

I 
I 1 ! I 

I 
I ' ： 

I 
I ヽ I 

l ＇ 
I 

I 

ニシキウズ科
！ i 

I ， I ． 
I 

3 ギンタカハマ 1-4-a I 
＇ i 0: 1: 0 1 

I 

i I 
I 

I 4 サラサバテイラ I -4 -a ' 11 4 I 2 I 1 I 1 1 I' 4 I 
I 1, 6， j 11 7 I 5 チョウセンサザ I I -3-a I 2 1 ！ 1, 2 3 2 1 3 3 3 I i j 21 I 2 4: 5 1 l 1 2 5 1 7 2 3 2 3 I ! 1, 2 2 2 l 27; 27: 18 54 

！ 
； 6 リュウテン科 チョウセ ンサザ Iの蓋 I -3-a l 1 I 5 1 3' 1 2 ＇ 1 ； 2 3' 1 1' I 21, 2, 0 23 7 カンギク ll-1-b 2 l ！ 

I i l' I 1 1 l 29: 25: l 33: 28, 2 61 8 オオマルアマオプネ I-1-a ， 
l ， 

' 
I ' 

； i 

！ 1; 0'0 1 ' ！ 
！ 

； ： I ！ I 
2: o: 0 2 

， アマオプネ科 アマオプネ I-1 -b I I ; 』

I I ， 
i I 10 アマオブネ科不明 1 

l 2, Q, 0 2 11 ヤマクニシ科 オキナワヤマタニシ V-8 I I 3 3 l 47, 9 Iヽ ti 12; 2; 3 10, ， 4 I 204;335 2 I 221 401 18 19: 1 24: 2' 544:399; 26 943 12 タニ シ科 ヒメタニシ I¥'一6-c ； 
1 I ; 1 

゜゚
I 13 オニノツノガイ 1-2-c ＇ 3 1 ！ I 

＇ 2' ， ． 
o: 6'o  6 I 

I 
冨I I 

I 
I I I 14 オニノツ ノガイ科 ウミニナカニモリ

2 l 1 1, 

I 
I I ， ］ 1 l. ， 

I 
3, 4: 0 7 

I ； 

！ 
I 

j 

i I 
15 クワノミカニモリ I-1-a 

＇ l l ！ l しヽ l ． 1 I 1, 2; 0 3 16 スグカワニナ
I 

j 
1 I 

I 
， ； 

I I 
I ' l 0: 0 1 

トウガタカワニナ科 I 
1 I 17 クイワンカ ワニナ ! 

I 
＇ 

I I I I 

゜
2 18 ヘナクリ ！ 

I ； ＇ I I I' I I I 3 1 4 
ウミ ニナ科

I 
I. 19 ウミニナ I 

t r ！ 1 I l I 

゜
2 

I I ! I 
' 20 オハグロガイ 11-2-c ： 4, 

I 1; 1 5 21 l 33 2 

゜
35 

I 1, ： 21 I 

I I 

I ！ 10 50 

゜
60 

21 マガキガイ 1-2-c 3 I 4 1 
l ！ 

1 
I 

6 i 5 3 
! 

7: 5: j, ソデポ ラ科
， 

I 
22 クモガイ 1 

1 1, ; 1 I I 2 2 f ＇ I 

＇ 
23 ラク ダガイ I -1-c l t I I i 

゜
l 

゜
1 24 ナツメモドキ I-2-a I 

ヽ

＇ 

I 
I I l I I 

： 
I 1 I o; o 1 I I ！ ； 

＇ 
i ； 25 ヤク ジマダカラ I -2-a 

I 

I I 
＇ 

曼

＇ 
， 

i I ! . s 1' i ゜
L o 1 t I . 

I I I ！ 

I 
． 

I 

I 
I 

26 コモンダカ ラ 1-2-a 

I 
I I I I :1 ,i 

l l 
！ 

I I 
2 o: 0 2 t ． ！ t 

； I 

I I 
i 27 ハナマルユキ I -3 -a 1 I I 1 1 ， 

2 4[ 1 6 
タカラガイ科

ti ＇ 

I 
l ！ I I l 

［ I 
＇ ， I I 

28 ハナピラダカ ラ 1-1-a I 2 

I 
l 

I I 
,1 I ！ 1 

I 
7 1, 0 8 

J I 
＇ ↑ ， 29 ホシダカラ I-2-c 

｀ I 
i 

I 
I 

I 
I 

I 

. 
I I 

' 1 ． ， 
I ゜

o: 1 △ I 
， 

！ ! ： J I 
30 ホシキヌタ I-2-a I 

t 1. I o, 0 1 
， 

＇ ' 31 タカ ラガイ科不明 1 I 
I 

i 
！ i ＇ I 1 1 1 

゜
I 2 1 

; ; ． 

32 ミッカドポラ 1-2-a ＇ I ; 

＇ I I ！ ＇ 1 1 l 1 i o: 2 1 
アヤポラ科

ホラガイ I I ＇ 自l l i I 
I ！ l l Qi 1 3 1 

33 I-4-a 
[ 1 I 1 I 34 トウカムリ科 トウカムリ ？ i 

: I ， 
1 o: o, 1 △ 35 オキニシ科 オキーシ J-3-a ' i f ， i ！ 全 1 

゜
l' 0 l 36 ガンゼキポラ・ J -4 -a ， 

！ ' I ！ 
i 1 I 0' 0 1 i : 

I I 
37 ツノレイ シガイ 1-3-a ! 

! ！ ； I 
1 I 

i 
I 

I 
， ， 

~ 

l l I I I I l ！ 
I 

3 

゜゚
3 

アクキガイ科

I l I ： I 
＇ I ’ I I I I ： 

I 1 I 

゜゚
1 

38 シラクモガイ I -3-a 
， 39 レイ シガイ ; 

! 
j 

I: 

゜
1 

゜
1 40 オリイレヨ フパイ科 イポヨ 7バイ 11-1-c I j 1 l ； I .I : ~ ; 

j I 

゜
I 1 41 エゾバイ 科 シマペッコウパイ U-1-c 1 

I 1 I I 

' 
3 o; o 3 42 イトマキポラ I -2-a 1 I I I' I ； 2; I 5 1 

゜
6 I ＇ I I I 43 イトマキポラ科 ナガイトマキポラ 1-2-a I I 

I ＇ 
! 

： 
; I 

l 0, 0 1 △ I j ' 
合

0'1 1'j 0 
． 

！ : 44 ヒメイトマキポラ I -I -a ; 
1 1 45 マダライモ I-1-a I 

i l I ＇ 
! ~ i I 

］ 
2・ 0 

゜
2 サヤガタイモ ' 1 1 I 0 ゜
1 

46 I-1-a 

I 
I I • I ： ！ 

I 
I I 

I I I 1 I J 
i 

， 

l ！ ! 
I 

I 
I 

; 47 イモガイ科 ヤキイモ I-2-c I d ； I ！ 
， ' I ！ i I I 

I 

I 1 0 

゜
1 ＇ 

｀ 

I I I 
I I i 48 キヌカツギ I -2-a 1: ヽ

' 
I 

I 
． ヽ t I 

I 
I f I ， 

2 

゜゚
2 il , [' i ， 

j 49 イモガイ科不明 I i ！ ！ ’ 

゜
1 

゜
1 50 キ七ルガイ科 ツヤギセル V-8 I こ l ； 2 1 I 2 1 2 3 51 カサマイマイ科 イト マンマイマイ ； I 

2'l ； 
I l 31 2 

゜
5 52 ナンバンマイ マイ科 シュリマイ マイ V-8 3 I 3 ！ I ； 1 j ； 2, 1 l 3 2 1 8: 3: 7 11 53 シュ リケマイマイ

； l ； ： 3， , 5, 3! 5' 0 8 
オナジマイマイ科

; ; ： ： ) 

4i 9[ 0 

54 オキナワウ スカワマイマイ V-9 j 2 I 1; 1 3 5i l 
＇ ’ 13 55 A ！ • ' ！ 1 I I 1 

゜
1 1 I i ' 戸

！ 
56 巻貝不明 B I I I 

2 1 I r 3 

゜゚
3 I I I 

＇ I 57 C 

' 3 ！ 3 

゜゚
3 ＾ ロ

計 5: 10, 41 3: 2, 21 25: 30! 3 63, 2s: 12 7, 1 i 2 0' I 1 2 3 1 14 2 5 17c 11: 1 2; o, 0 221 351 4 11; 15'2 240; 59 29 38, 13 6 54[ 27[ 1 2 2 0 41'9: 10 J 3; 0 H6 567 83 
1313 rw体数 15 I 5 I 55 91 8 1 5 16 28 2 572 26 299 I 51 81 4 50 4 1313 

_ 101_ 
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第53表貝類出土状況 (2)二枚貝
出土地 さー17 しー17 し・ すー18 す・せー18 せー15・16・17 そー17 たー 8 た一14 てー12 ち・ と一11・12

個
表採．撹乱 忠色土暦 逍構 岩盤凹地内中 陸部前而黒色 黒色土層 IB階段下の石垣 旧階段横2列右 石垣下 石積と岩盤の問 不明 合計

体方形遺構1村 熊色i昆礫土層 石垣襄込め内 地山直上 黒色土屈 黒褐色混礫土層 茶褐色混楼土層 黒褐色礫混り呂 黒色土層 遺物集中部
陪瓦集中部 漏媒土層 遺物集中部 北側横黒色土陪 列下瓦集中部 黒色混礫土層 黒褐色土層

数
完形 殻頂

J絨t完形
殻頂 泌片•・完形 殻頂 殴完形 殻頂 。完形 殻r月破片 完形 殻頂i倣完形 殻頂 破完形 殻頂 般 完形 殻頂 穀完形 殻頂 蔚完形 殻頂 破 完形 殻頂 叫翌形 殻頂 殷 完形 殻頂 破完形 殻項 ＂がた形 殻項 阪完形 殻頂 問完形 殻頂 骰完形 殻頂 lit完形 殻項 悶完形 殻項 破完形 殻頂破

番号絹名 科名 貝種名 生息地 LR  LR  LR LH J. R LR 片 L R L fl 片 LRLR LR  LR  片 LR LR 片 LRLR 片 LRLR  片.LR LR  
, .• I. L R 

LR 片 LRLR 片 LRLR  J'1・ LR  LR  I' 1LR LR  vI・ L R LR  片 LR LR  LR  LR  9ヤLR  LR I'1・LR  LR  LR  LR  片 I. R L R 片

1 エガイ I -1 -a I I l I I 0 0 I 1 
フネガイ科

2 リュウキュウサルポウ ll-2-c 1 I 1 I I l I 2 2 3 0 0 4 3 

3 ミドリアオリガイ I- 1-a l I 1 0 0 0 I 1 
ウク・イスガイ科

し クロチョウガイ I -4 -a 1 1 0 0 0 1 I I 

5 カキの一種(A) I I I l 1 0 1 0 

゜
2 

ベノコウガキ科
6 カキの一種(B) l 0 0 0 1 

゜
1 

I 

7 ツキヒガイ 1 0 0 0 1 

゜
1 

8 イタヤガイ科 イタヤガイ I-1-c 2 I I 2 1 4 2 0 0 0 0 l3 △ ， ホタテガイ？ I 0 0 0 0 l △ 
I 

I rn ウミギク科 メンガイ r -2-a I 1 I I I I 2 I I I l 3 

11 ネズミノテガイ科 モグラノテガイ 1 I l 1 0 0 

゜
1 

I 

12 ウラキッキガイ IIー 2-c l :i 1 3 2 I I 1 1 f>(i邸 2 2 2 4 2 I 2119 2 I I 44 45 4 3 2 1 5 l l 1 4 2 I 3 5 l <18 48 3 195 202 l2 10 5 214 
ツキガイt1

旦 ヒメッキガイ ll-2-c I I 1 2 I 0 0 

゜
2 

14 シロザ｝し I -2-a I 0 1 0 0 

゜
I 

キクザ｝叶I
15 キクザルガイヤ1イ-'91 I 0 1 0 0 

゜
1 

I 

16 リュウキュウザルガイ Il-2-c 1 0 0 0 0 I △ 
ザルガイH

＂ 
カワラガイ I 2 0 3 0 0 

゜
3 

18 シラナミ 1-2-a 2 0 2 0 0 

゜
2 

19 シャコガイ科 ヒレジャコ I -2-c 2 3 l l 3 l I 2 I 2 2 I l O 0 I 2 18 2 

20 

｀ 
ヒメジャコ I -2-a l I I 1 I I I 2 0 0 4 2 

21 バカガイ科 リュウキュウバカガイ 0-2-c 1 2 I 2 0 0 

゜
2 

I 

主 チドリマスオガイ科 イソハマグリ [-[ -c I l 2 2 I 2 I 2 1113 5 S 18 16 7 5 

゜
25 

23 ニッコウガイ ]]ー 2-c I 0 1 0 0 

゜
1 

24 ヒメニッコウガイ U-2 -c 1 1 0 0 0 

゜
1 . 

25 ニッコウ If イ~1 リュウキュウシラトリ Ilー 1-c I J I 1 0 0 

゜
1 

26 サメザラ I -2-c I 1 0 0 0 0 2 △ 

27 モチツキザラ 1-2-c 1 0 0 0 0 1 △ 
I 

28 マスオガイ "―・I -c I I 1 l I 1 2 1 1 

゜
3 

シオサザナミ科
29 リュウキュウマスオガイ llー 1-c 2 I 1 1 1 1 1 0 2 2 

30 シレナシジミ ill-0-c I 1 I I I I I I I 1 I 2 3 1 0 5 4 
シジミ，M

31 タイワンシジミ 1 I 0 0 0 

゜
1 

32 ヌノメガイ "― 1-c 2 1 l J 2 I 1 I I 4 2 2 1 l 5 6 1 2 7 8 

33 ボノスジイナミガイ I]- ] -c 2 1 1 I l 1 !, I 5・2 I 0 l 6 

34 アラスジケマンガイ Ill―l -c 3 2 I 3 S 4 7 I 2 2 4 4 I I I 2 1 1 1 1612 5 5 I 3 5 2 I 2 3 1 2 2 1 I I 2 9 6 2 l 10:12 3 2 7 I I I 1 60 62 18 19 11 81 

35 ユウカゲハマグリ 11-1-c .I 0 1 0 0 

゜
1 

36 マルスグレガイ利 サラサガイ I 1 I I 2 0 0 

゜
2 

37 オイノカガミ II-1-c 1 I 0 0 0 

゜
1 

38 スダレハマグリ Il―l -c 1 0 0 0 1 

゜
1 

39 ハマグリ n- 1 -c I I I 2 2 I 2 2 I 1 I I I 1 I 1 14 6 l'2 16 8 6 9 4 25 

40 オキシジミ I -c I I 1 1 I 1 I I l I 2 I 2 I 1 I I 5 ., 1 7 6 7 4 5 14 

41 

｀ 
科不明 イカ 1 0 0 0'0 1 △ 

42 オウムガイ科 オウムガイ I 0 0 0 0 l 6 

43 ウニ損 ナガウニ科 パイプウニ J 0 0 0 0 1 △ 

合 計 6 s 2 ol 9 I 1 I 0 0 1115 I013jto 3 31 I 0 0 0 1 0 0 06765 2 2 2 8 S I 4 4 4 2 0 0 2222112 I I O J o al 2 6863 ll 12 15 612 3 2 57i221叶45 2 2 3 1 I o, C 0 3 3 l 0 4 0 ti 0 0 01110 2 1 5 23,32110, 11110 81 71 8 6 G I l 0 I I 327'33 I 58 57 91 420 
個体数 8 2 28 4 I 69 12 4 24 I 80 15 I ， 7 1 4 4 13 43 89 2 389 

注 合計と個体数は必ずしも一致しない（完形と殻頂それぞれの多い方を合計し個体数とした）



2■ 魚、鳥、獣類遺体
(1). はじめに 金子浩昌

天界寺跡ー東地区における動物遺体は近世における肉食の文化の一端をよく示している。それらと併せて論ず

べきこともあろう。報告に当たり、沖縄県立埋蔵文化財センターの島袋洋氏並びに瑞慶覧尚美氏、玉城恵美利氏、

島袋春美氏には大変にお世話になった。厚く御礼申し上げたい。

(2). 動物遺存体種名一覧

軟骨魚綱 Class Chondrichthyes 

サメ目 Order Lamniformes 

ネズミザメ科 Family Lamnidae 

属・種不明 Gen.et sp.indet. 

メジロザメ科 Family Carcharhinidae 

属・種不明 Gen.et sp.indet. 

硬骨魚綱 Class Osteichthyes 

ボラ目 Order Mugilida 

カマス科 Family Sphyraenidae 

ダツ目 Order Belonida 

ダツ科 Family Belonidae 

ダツ属の一種 Storongylura sp. 

スズキ目 Order Perciformes 

サバ科 Family Scombridae 

マグロ類 Thunnus sp. 

イシダイ科 Family Oplegnathidae 

属・種不明 Gen.et sp.indet. 

タイ科 Family Sparidae 

クロダイ屎の一種 Acanthopagrus sp. 

マダイ属? Pagrus? 

種不明 sp.indet. 

イサキ科 Family Pomadasyidae 

コロダイ Plectrorhynchus pictus 

フエダイ科 Family Lutjanidae 

属・種不明 Gen.et sp.indet. 

フエフキダイ科 Family Lethrinidae 

ハマフエフキ Lethrinus nebulosus 

屈・種不明 Gen.et sp.indet. 

ベラ科 Family Labrdae 

コフダイ Semicossyphus reticulatus 

タキベラ Bodianus perditio 

ブダイ科 Family Scaridae 

ナガブダイ S cams rubrov10Jaceus 

イロブダイ Bolbometopom bicolor 

ナンヨウブダイ Scams gibbus 

属・種不明 Gen.et sp.indet 

ハタ科 Family Serranidae. 

属・種不明 Gen.et sp.indet. 
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フグ目 Order Tetraodontiformes 

モンガラカワハギ科 Family Balistidae 

カワハギ類 Bolistidae gen.et sp.indet. 

ハリセンボン科 Family Diodontidae 

ハリセンボン Diodon holacanthus Linne 

爬虫綱 Class Reptilia 

有隣目（ヘビ亜日） Order Ophidia 

科・属不明 Fam.et gen.indet 

鳥綱 Class Aves 

キジ目 Order Galliformes 

キジ科 Family Phasianidae 

ニワトリ Gallus gallus var. domesticus 

ガンカモ目 Order Anseriformes 

ガンカモ科 Family Auatidae 

属・種不明 Gen.et sp.indet. 

哺乳綱 Class Mammalia 

霊長目 Order Primates 

ヒト科 Family Hominidae 

ヒト Home sap1ens 

悩歯目 Order Rodentia 

ネズミ科 Family Muridae 

属・種不明 Gen.et sp.indet. 

食肉目 Order Carnivora 

イヌ科 Family Canidae 

イヌ C . ams fam1J1ans 

海牛§ Order Sirennia 

ジュゴン科 Family Dugongidae 

ジュゴン Dugongdugong 

寄蹄目 Order Perissodactyla 

ウマ科 Family Equidae 

ウマ Equus caballus 

偶蹄目 Order Artiodactyla 

イノシシ科 Family Suidae 

フタ S us scrota var. domest1cus 

ウシ科 Family Bovidae 

ウシ

ヤギ

Bos taurus 

Capura hirucus 



(3)動物遺体の記載

魚類

サメ類：ネズミザメ類、メジロザメ類の椎体が出土している。

カマス：歯骨1点が検出されているのみである。完存する標本ではないが、大形個体である。

ダツ類：歯骨1点があったのみである。

ハタ類：標本はやや多いが、フエダイ科の標本とまぎらわしいものもある。

クロダイ類：検出数は2点で少なかった。前上顎骨長22.0n皿の標本がある 。

マダイ？：沖縄での検出は稀であるが、ここではクロダイと同様に出土していたことが注目された。前上顎骨
長28.0卿、歯骨全長44.lmni、骨体が13.0mmと厚い標本である 。

フエダイ類：確認された標本はごく少なかったが、ハタ類との違いが明かでない標本もあり、 実際はさらに多か
ったことも考えられる。歯骨全長70.0mmに達する標本があった。

フエフキダイ科：ハマフエフキダイは多くの標本があり、 主体種である。大小の個体があり、前上顎骨長40.0mm
台が左右で4点、 30.0mni台が4点、他は20.0mm台で9点であった。

ベラ科：コブダイは咽頭骨が検出されていないが、大型の前上顎骨長があり、これらはおそらくコブダイのもの
と思われる。歯骨全長35.0岡 -40.0mmに達している。タキベラは咽頭骨が1点があったのみである。

ブダイ科：ナガブダイ、イロブダイ、ナンヨウブダイが知られている。標本数はいずれも少ない。ナガフダイの
下咽頭骨は縦に半分に切断されていた。歯の部分の幅30.0mm位になる標本である 。ナンヨウブダイの下咽頭骨1
点は歯幅13.3mn1である。

ハタ類／フエダイ類：やや多く検出されている 。計測可能の標本は少ないが前上顎骨長45.0mni、歯骨長60.0mmと
大型標本が多い。

カワハギ類：前J::.顎骨長30.0n皿になる標本1点がある。

鳥類

カモ類：上腕骨・腟骨が出土 し、後者は輪切りにするよ

うな切痕がある。いずれも、て・と一12・13遺物集中部

から出土。

ニワトリ：検出が圧倒的に多い。烏口骨、肩甲骨、指趾

骨の検出は少なかったが、これらは解体時に破損される

率が高かったこと、発掘時に回収できなかったことなど

が関係するであろう。ただし、他の骨格も完存標本が少

ないのは、鳥骨故に止む得ないことであ った。第73表に

計測値を示した。

尺骨：標本は小さい。ちー11遺構134の遠位骨端には骨

端外側を斜めに切った切痕がみられた。

大腿骨：と一12遺物躾中部西畦出土のものは大形にな

る。せー17黒色混礫土層90-llOcmの標本も大きい。小

型はせー16岩盤直下土堀内炭集中部、せー17黒色混礫土

層の標本がある。

匪骨：せー16炭層の標本は小さい。若しくはこれよりも

少し大きい標本もある。

中足骨：せー16黒色混礫土層炭層上、そー13遺構54から

出土したのは小さい方で、て一12遺物集中部、近位骨端

未骨化標本がある 。

哺乳類

イヌ： 一個体分出土 しているが、頭骨は頭蓋部分がなく、

胴骨の一部と主要四肢骨は確認されている。主にたー11
地山直上から出土していることから、おそらく当初は一

個体の埋葬があったのであろうが、後に撹乱を受けて骨
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第54表
i ,'I', t. 地
： と一 1 2;n初如I• 肖IO-20 
：つー II黒色 I:層10-20
：て一 13遺物集中部
： とー 12逍物集中部 0-20 

とー 12遺物駈中部 0-20 
・せー 17黒色況廂土局110-120

第55表 イヌ出土一覧
部 位 Ii/If. /ii土地

下顎骨，＇犬 f!l . ・左I .. i .... ·たと···ーー· ·11·21• ·遺地··・物山・槌・直・上中部：破片・

：9 ● 怜甜9 突椎● し● ● 9 ●9 

椎体 i' _ ... .. ．．．．．．．．．． た一11地山直上

．：巖破．． ．椎片． ． ． ． ． ． ． ． ．． ． ヽ. .. 

n 
たー1 1 地地地-~・・山山山1・8• •直遺直直．・. ・. ・.構上上上•. •. .・1 • . 

肋骨 し・す
"H● ● ＿． 

,-r.. . たー11 .... ..... . 
たーII

~, 「11.,•~ i:i! 位端 右 つーL-l!Al色J.珀
上腕1't完(T 右 た一II地山直l.
撓骨 完(t 右 た一II地山直上
尺骨 骨体～遠位部 布 た -II地山直- ~

屈腸竹竹部部一坐骨 i-突骨 た一11地山直上.坐..骨. ... 
左

底淫遠.i:位(堕f・rt.溢-,--遠の-. み位-邸 .. -1・・・ たー11地山直上
大腿骨

••••oa-••• -左... .ゼ...ー..13ー・遺・構・44・・
!;t1'l' 元存 右 た一11地山直上

11完存 .. . . . . 
・ ［・・・・

中手骨
. 111v. 近近.. . 位.位.. 端端. た一11地山直上

排骨 . 骨遠近-位位（-本,部部ー・・.. . . .. .. . _ _ .・. 
・..i左.. . た一11地山直上

・・・社左.... 

究●●応wV＼'・『・完近完●近.存i仔'遠位.近沿"ー達端...-遠..
中足骨 ＇ 右 たー11地山直上

. l．ti． 部 悶..
.... 

左'ぢー10地山直上

せ-ーt1 77 lf l 閉閉Il l 段紅段..＇横捐.I: 2初911J /F万g1l:杓rt即11!劇1! 1 /¥ll I 基節骨
たそー・.. .. 地1(1 部. -11 

凡例 （）：幼

個豹

-----I -I 
3 
4 
4 

I 
3 

....I . 

. 33 .. :1 ... 

I 
I 
l 
I 
I 

"、 I• 
I 
I 
I 
I 
I 
1 ....... i. 
．1 ． 

．．， I ． 

．．．．．．．！．． 
I 
I 
!.. 
I 

● ● ● ヽI● ● • 

I 
I 
•I 

.... I 
l 



が散逸などしているものと思われる。下顎骨、上腕骨、桃骨、寛骨、大腿骨、胚骨などが一部破損しながらも大

体の形状を残していた。計測値は第74表に示した。

ブタ：各地点から出土し、全体の出土鼠は多い。と一11の遺物集中地点で多く、近世遺物と考えられる。

椎骨：分散して出土しているが、軸椎から第7頚椎までの一括出上標本が 第56表 ウマ出土一覧

ある。しかし、各椎骨は切り離された状態であった。類例のない解体の方 i 口，ャ ，、ー『d • し 』..● 

法である。環椎が中央で左右に二分されている例もあった。

歯牙； M3の萌出している標本はない。

上腕骨：骨体部を残す標本が大部分である。遠位骨端を欠き、骨体部は打

ち割られている。滑車上孔は開口していない。

撓骨：完存する標本はない。近位骨端と骨体部を残す標本が多い。近位骨端骨

の化骨は不完全である。大小さまざまである。骨体は、ほぼ中央で刃物で切断

されたり、打ち割られている。

尺骨：近位部から骨体部を残す標本があり、これにも大小の標本をみる。近位

骨端はすべて外れる。完存する標本がないので、全体の形態が窺えないが、現

代ブタよりも骨体の湾曲は嗚い。しかし、滑車切痕の形状にはイノシシと異な

り、幅広く、骨稜など鈍い。

寛骨：寛骨臼部を残して、腸骨、恥骨、坐骨部を切断。大形標本が多い。

大腿骨：多くは破損している。イノシシにみる外側稜は弱くなる傾向がみられ

る。

胆骨：遠位骨端を残し、骨端骨の化骨した例をみる。大小の標本をみる。

遠位骨端に近い内側に金属刃物による切痕をみる。

距骨：大きさの違いをみる。また踵骨との関節面にみる骨溝の形状などイノシ

シとの相違点が大きい。

踵骨、距骨との関節面にイノシシにはみられない形質がみられた。

ウ シ：出土量は少ない。頭骨、椎骨の一部、四肢骨も上腕骨、撓骨は各1点、

尺骨、大腿骨、胚骨が2-3点という数である。頭骨では後頭骨を縦に割った例

が1点あり、尺骨では近位骨端を残す2点があった。

第57表 ウマ出土量

ヤ ギ：出士鼠は少ない。

出土地た一12
馬の頭骨付近
地山直上

部 位 ；左：不明

上顎骨 ；IJ-M3 1 : ' 
i"t1::'."ji::'.pf這 ..・・・ ・了"""j"(・・・・・ 

下顎骨 !IJ-C.P4 1 : : ................ ,., .....、,.• +● , . 
! 11-C ; 1; 

：類椎 ; : I ．． 
椎体 ：仙骨-------・・・・・・・・・・・・・.. ・-・・・・・・・,・・・・・・・:--・・・・・ . ! 3 f胸椎 .......... . ● 

...... 
： ; .......................... ;. J. _11. 

：腰椎 ， ； 6 

肋骨 ；近位- 16 : 12 : 汲崩．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ャ・訟・・j● ● , ....  

肩甲骨 ；骨体～遠位端 It i 
上腕骨；完存.................................. ;._.t .. j. ...... 

：近位端 1; : 
昭it 完存 I : l : 

尺骨 ；完存 I; I: 

i懲姜工熊見．….....U ... J .. 1 
！第3手根骨 1: I: 
濯汀椒骨.. .. I)'. ・ベ'..'

手根骨 i撓側手根骨
., . ·••· · ...... <・・・ .. ;, ..... 

1 : I: 
. . ● 9● ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・"・・・、..............、
!. 聾旺．根焦—●●...... .!. ! .. ..! .L .... . 
：尺側手根骨 1 ! I : , ......  , ..  ., ● .,  ● ..  

：副手根骨
,.. ...... ........ .. 

: I: 
, ,, 手・rr, 完存 1 : l i 
寛骨 ：腸骨部～坐骨 1 : l : 

大腿骨 ；完存 1: I: 
膝蓋骨：完存 I: 1: 
痙骨 ：完存 1; ; , ............. ー....一....、,.. rー・i・-r-・・・・・

！近位端
朋骨 ： ： 1 

距骨 I. : 
足根骨 ！中心足骨 1: : 
中足骨：完存 I: I 

：近位部～遠位端 I: 
碁節骨 2 I 2 : 
中節骨 4 i 3 : 
末節骨 2 』 2 ; 

種子 ： : 10 

合計 44 : 48 i 32 

くウマの埋葬遺体＞
性：雄

年齢：右上顎骨臼歯の計測された数値のうち、頬側の値を参考にすると 6-7

才位と推定される。いわば青年期の個休で若年齢であったと推定される。

ウマの骨格：完存する四肢のうち右側胚骨について計測した。全長320.2mmであ

る（第99図）。日本の中型の小の在来馬である御崎馬よりも小さく、 トカラ馬と

の中間の大きさになる。日本の古代から中、近世ま
第58表 ウマ歯根部分岐点の高さで含めて、もっとも一般的な馬の大きさは、在来馬

と比較すると、御崎馬か、その小型になる。本標本

は、南島の産であることから、本土産のウマよりも
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なお、計測した腔骨には深い切痕があった。内側の中央やや下部に V字状に切り込まれた打撃切痕で、その目
的、意図について知ることができない。筆者がこれまでにみてきた本土のウマ

の埋葬例にこうした切痕をもつような例をみることはなかった。

・ウマの埋葬について

遺体は右側臥の姿勢で、肩、肘、股、膝の関節はほとんど曲げず、手根、足

根部のみを強く曲げていた。頭胴は伸展させていた。このような姿勢は、ウマ

の埋葬としてはやや特殊のように思われる。

ウマの埋葬に当たって、頭胴を伸展させ、側臥の状態をとるのは、ごく自然

といえよう 。本土での中世くらいまでの埋葬例では、おおよそこうした姿勢が

とられているのではないかと思われる。この時期の埋葬は単体でもあり、埋粋

地の広さにあまり限られることがなかったことにもよると思われる 。しかし、

四肢は肩、肘、膝の関節部で折り曲げることが多く、自然の姿勢であろう 。肘、

膝関節が曲がれば、 手根、足根も曲がるのが自然である。しかし、天界寺例は、

手根、足根の曲げのみが強く、不自然な惑じがする。土堀の大きさに合わせる

ように、手（根）首、足（根）首部分を折り曲げたのであろう 。このウマが死亡し

たのが、この場所であったかどうか不明であるが、若し別の場所で死んだとす

れば、ここまで運んでこなければならず、その場合には前、後肢を結んで、つ

り下げるようにして運び、そのまま横にすると、前、後肢が交差した状態にな

る。そのような姿勢の出土例もある。天界寺例は、そのような足の交差がない

から、この場所に近い所で自然死したものであろう 。もともと、足を伸ばした

かたちで埋葬するつもりが、土渡が狭く 手根、足根以下を折り曲げたのか、あ

るいは、この部分に何か意図があ って曲げるということがあ ったかも知れない

なお、別にのべているように右胚骨に切り込みがあり、こうした点については
° 第99図

今後のウマの埋葬後の追加と検討を待って考察しなければならない。

0 10cm 
I I I 

ウマ右腟骨
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第11図 ウマ埋葬模式図（想定） 第10図 ウマ埋葬遺構
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第59表 サメ脊椎骨出土一覧
螂 計測L 計測厚 出土地

25 9.7 そ18石敷遺構下地山直上
16.5 6.2 そ11地山直上

砲1 7.8. 

20.4 7.6 た-14. . -. . . 
20.4 7.8 岩盤にへばりついた．．．． 
20.4 7.9 黒色土陪

20.7 7.8 

20.3 7.7 た14黒色土層

ーた14茶褐色混礫土層

ー ち-12地山直上

18.7 8.8 ち13石垣涎込め内... 
26.3 10.1 

22.9 10.4 つ-14黒色土暦

20.1 9.5 

21.6 8.6 

22 82 
メ 28 16 ..... 

ジ 28.8 18.6 

3.8 6.9 .. 
ロ 16.5 7.1 て-12遺物集中部

ザ 214 9.2 

22.9 9.5 
メ '

... . . -... 
18.4 . ．． ．8． .8 

類 19.4 9.4 

20.2 8.2 

··•• 2··0·.7 - 10.2 

23 8.4 て-13遺物集中部... ...... 
7.5 

18.2 7.5 と11黒色土層

19.3 7.7 ．． 
19.8 9.3 

. 2・・2・.4 ・・・ .. ..8.. .7 と12迫物集中部

24.1 8.7 

. ...2.6..1 . 15.5 

22.9 8.5 と12遺物集中部西側畦

24.5 9.6 

魚骨集中部

不明

ネ 12トレ ンチ東側

30.8 13 
ズ

．．．．．3．．1.l ．．．． 、14.9 て-12追物集中部

ミ .. 35.4 14.7 

12.1 
ザ

. . ..3. 1 12.1 と12遺物集中部

メ

類 ， 24.9 12.3 と12遺物集中部西側畦

30.2 14.3 

第60表 ジュゴン出土一覧
部位 出土地

肋骨 Iす・せ-18黒色混礫土層100-110

第61表種不明出土一覧
種類 部位 右／左 出土地

ウシ 肋 l破 不 と12遺物集中部.~ ー・ l鳳ー・・・・・--+ ••••••••• - • - •••• • ● ● ● - - . . - . - . 

or 骨 i片 明 つ-10遺構184

ウマ 棘突起 表採

種
肋 左 と12遺物集中部

.. ● ● ● ● ● ・・・ ・・・・・・・・・・・ -・・  ー・ー・・・........・.. 
骨 と12遺物集中部

不
破 せ-17黒色滉礫土層90-110

明 . --' . -ー・・・・・・・ー・・-.......... 雫..........
片 っ-11黒色土層10-20

凡例 o: キズ有り

個数

1 

l 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

5 

l 

I 

1 

I 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 . . . . . 
1 

1 

令● ー・1_
1 

2 

l 

1 

I 

1 

1 

1 

1 

1 

5 

....1 . 
I 

2 

I 

I 

1 

1 

1 

1 

l 

l 

I 

1 

個数

1 

個数

l 

1 

I 

2 

1 

① 

① 

第62表 ウシ出土一覧
部位 右／左 出土地 個数

；後頭顆 右ち-12黒色土陪 l 
・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・............  ● ● , 

頭蓋骨：耳骨 ち—12黒色土層 I ·· ··········· ······· •· ··········· ·· ... ........ ......... ... ....... , ......、..........·· ···• · 
：舌骨 不明と-12西側畦遺物集中部 l 

環椎？ 不明 ち-12黒色土府

肋骨 不明て-12遺物集中部 1 

上腕骨：骨体 左不明 (1) 

撓骨 ：破片 不明せ17黒色土陪 1 

：近位骨端はずれ つ-12地山直上 1 , ........... . 
尺骨 ：近位部 右す ・せ-18黒色土層 1 .. ··•··• ·········-- ·····... . , ..... 

：骨体 ち-10地山直上 1 

：骨頭のみ 不明そ-13地山直上: .......... , ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・} 
大腿骨 ：骨頭のみ

> 
せ.15・16黒色土陪 1 ..... →．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．． 

：遠位骨端はずれ 右 ち・14黒色土層 1 

腟骨 ；遠位部 右す・18遺物集中部黒色土層 I , ...................... •• ··••·.... ···•·..... .... ........... ....... 

゜：破片 左 せ—17 黒色土層 I 

距骨 左す ・せ・18黒色土層 ① 

踵骨 ；．柁饒登績使了が・-:-遠位端 ．． 左． し：!7岩盤凹地内由層瓦集中部 ・1.
：近位端 右し・18地山直上黒色土層 l 

破片 不明せ•17暗褐色混礫土層 ① ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
し•17 地山直上 ① 

凡例＜＞：半欠、〇：キス有り

第63表 ウシ歯出土一覧
部位 右／左 出土地 個数

上顎骨 i M2 左 不明 1 

下顎骨 ： ＇ , ..P.2 .. 左 .1 .. 5..ト...レ..ン...チ..東..側...レ....ス...ト.ハ...ウ..ス横岩上..北,..側..撹, ..  乱-層・・ → ..... l 

[ M2 右 せ-17黒色混礫土層 I 

圏 i破片 不明 せ-17黒色土層 I 

第64表 ネズミ出土一覧

部位 右／左 出土地 1 個数

窃骨 左 と-12遺物集中部

大腿骨 左 た 11地山直上

第65表 ヘビ出土一覧
部位 右／左 出土地 個数

脊椎骨 不明 そ-17旧階段横2列右列下灰集中部 5 

第66表 ヒト出土一覧
部位 右／左 出土地 個数

頭蓋骨 不明 と12遺物集中部0-20 4 

第67表ヤギ歯出土一覧

部位 右／左 出土地 個数
． 

上顎骨 ： M2 左 I 1sトレンチ東側岩上黒色土層 1 
● . . ...  . ...... ...  ...  ..  ...  . ...  ·•··· . ... .l. ...... . 

i : :I 左Ji:,; ここそ~~:;色土層1: 
下顎骨 ： dm3.4 Ml.2 

、・・・・・・・・・・・・・・・・・--・-----
せ-17黒褐色混礫土惑 I 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・I・・・・・・・・ 

［塁...................j 右 f·~·~·~· ど~:'..粟鳳翌占聾廣↑. •.. •.• 1、.....~. 

せ• そ-13遺構57
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第68表 ニワトリ出土量
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第69表 ブタ歯出土状況
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第73表 ニワトリ計測一覧 第75表 カモ類計測一覧
部位 左右 計測部位 計測値 出士地 部位 左fl fit測部位 Rt測飢 /Jl土地

GL 79 hu(上腕竹） li Bp 25 と-12ll'llll嬰中部0-20

左 Bd 16.7 と12遺物集中部西側畦

Ba 17.7 
hu(上腕骨）

左 ち-14黒色土屈0~20Bp 18,8 

76表 ウシ計測一覧
部位 左右 計測部位 計測値 出土地

右 Ba 17.7 ち-12畦 右 SDO 53,2 す・せ-18黒色土層 0-30

右 Ba 16.8 せ-1718階段横2列右列下茶褐色滉礫土層

右 Bp 13.1 せ-16岩盤直下大土壌内炭集中部

ul(尺骨）
右

SDO 64 
つ-12地山直上

DPA 762 

Sd 82 
右 せ-17黒色混繰土暦 110-120

Ba 17.3 

tib(厄骨） I右 Sd 35.3 す-18遺物採集中部黒色土層 20-40

右 Sd 9.4 せ-17黒色混楼土層 90~110 第77表ヤギ計測一覧
fe(大腿骨） 右 Sd 8.9 せ-16遺構190 部位 左右 計測部位 計測値 出土地

左 Sd 7.6 つー14黒色土層

左 Bp 14.1 せ-17黒色滉礫土層 110-120

Sd 12.2 
す・せ-13迫構41hu(上腕骨） 左

Bd 24 

Bp 20.2 
と-12遺物集中部西側畦左

Bd 22 

fe (大腿骨） 左 Sd 13.4 す・せ-13遺構41

tib(胚骨） 左 Sd 12 せー13遺措44

右 Ba 12.4 せ-16旧陛段下の石垣北側横地山直上 scap(/r1甲骨） 右 SLC 12.5 せ-15岩盤にへぱりついた黒色土層

GL 107.7 

tib(胚骨） 左 GLC 104.4 と12遺物集中部西側畦
右

Bp 24.7 
で12遺物集中部

rad (撓骨） CD 14.2 

Bp 18,5 左 Bd 22.7 ち・131也山直上

右 GL 86.5 せ-16炭層

右 GL 53 5士 す-16遺構55
右

SDO 18.8 
ul(尺骨） 12トレンチ東偶

DPA 21.3 

烏口骨 右 GL 49 し・す18追構I me(中手骨） 右 Bp 19.6 す・せ-13遺構41

左 GL 40 せ-15・16岩盤直下大土壊内 炭槃中部

ul(尺骨） 左 GL 60土 せー17黒色滉礫土層 120-130

左 Bp 16.1 で12遺物集中部 0-20
mt(中足骨）

右 ち-13地山直上Bd 17.8 

GL 58.9 

右 Bp 14.2 せ-16黒色混礫土母炭層上

mt(中足竹） Ba 13.1 部位 l左右I~t測部位 I計測（直 /:ll土地

左 GL 64.2 そ-13迫構54

左 Bp 18 で12遺物集中部

:; 三王ti臼I0:: 1223~2~ ~2~-3 1:;_:! ~;: ft近地山直上

第74表 イヌ計測一覧 第79表 ブタ計測一覧
部位 左右 計測部位 計測値 出土地 部位 左右 計測部位 計測1直 出土地

GL 135.3 右 Sd 17.1 で11遺物集中部0-20

Bp 14.9 hu(上腕骨） 左 Sd 17 せ-16黒褐色混雑土層

rad (撓件） 右 Bd 20.5 た11地山直上 左 Sd 16 で11東側畦

中央径 11.2 

前後 7.5 
左

GLI 40.1 
せ-17東西畦ピット①内

Bd 23.9 

GL 150.1 
距付

左
GLI 36 1 

せ-16暗褐色混礫土層
Bp 29.7 Bd 21.2 

tib(腔骨） 右 Bd 19 3 た・11地山直上

中央径 11.9 
右

SLC 22.0土
つ-14黒色土層

scap(屈甲骨） GLP 28.3-

前後 10.5 右 SLC 27.4 そ-13・14壁面の漆喰のある方形遺構内

GL 150.7 

GL(骨頭まで） 149 9 

SC 22.6 
pel(寛骨） 右 で13遺物集中部

LS 34 

Bp 32.3 
fe (大腿1!1') 右 た11地山直上

Bd 26.7 

右 Sd 15 す-18石灰岩礫集中部黒色土層 50-70

fe (大腿骨） 左 Sd 12.8 15トレンチ寛側岩上黒色土層 0-10

中央径 11.9 左 Sd 16 せ-17黒褐色混礫土層

前後 12.2 右 Bd 30.l ち-9石段上黒色土層

右
輻 16.2 

pel(寛骨）
厚

たII地山直上
8.9 

右
Sd 12.6 

せ-17黒色土層 0-30
Bd 22 

scap(届甲骨） 右 幅 25.5X16 2 つ-14黒色土層
tib(座骨）

右 Sd 18.1 せ-17黒色土層 0-30

GL 137.6 左 Sd 15.8 せ-17黒褐色混繰土層 90-100

hu(上腕件） 右 中央左右径 12 た11地山直上 左 Sd 12 せ-13岩盤上黒色土吊

前後 15,2 右 Sd 17.8 せ17黒褐色混礫土層

枝高 45.7 左 Bp 31.5 不明

md(下!Jift) 右 咬筋窓深 7.4 た11地山直上 rad (撓骨） 左 Bp 26,2 せ-17黒色滉荘土層 90-110

C(犬園） 9.4X6.0 
左

Bp 23.5 
し17地山直上黒色土層

Sd 12.5 

右
SDO 29.2 

せ-17黒色混礫土層 90-110
ul(尺骨） DPA 31 

右 DPA 32.7 せー17暗褐色混礫土層
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第40節ガラス製品
本遺跡出土のガラス製品 （図版85) は111点で、 完形は54点で、 青、茶、透明、白などの色がある。これらは

底部の形を主に分類 し、さらに高さ、頸の長さなどからA:アンプル瓶、 B:小瓶、c:イン ク瓶、 o:底が正
方形、E:底が円形、 F:底が楕円形、 G:底が楕円で口唇が太い「味の素」の銘、 H:底を円の両端をカ ット
したもの I: インク瓶に大きく 分類 し、詳細は第 表の観察一覧に示した。なかには、 底面や側面に銘があるも
のがあり、これから年代を求める参考となる。その例としては12の「精綺水」、 13の側面に「水虫液 25 g」、
「陸軍衛生材料」、 14の「k-4533」、 15は「元・素」、 41は「墨の元」などがある。そのほとんどが近世の遺物集中
部から出土している。

第80表 ガラス計測一覧 単位： mm

番号 口径 高さ 底径 色 観察事項 出 土 地

I 6.5 37.6 透叫 アンプル、序さ6.9、形・丸。分類 'A て一12
2 8 43.1 透明 アンフル、 f'/-さ8.6。分類： A て一12
3 21.3 52,6 23.8 青 小瓶 4 分類 'B4 と一11 黒色土陪0-lOcm
1 23.9 41.8 51.1 奇 薬品瓶？底形：円形。分類： C蓋 て一12
5 25.7 62.1 41.2 責 底形：正方形。分類： D つー12 煕褐色礫砒り層
6 24.3 131 41.1 茶 底形：正方形。分類： D 藁瓶 撹乱
7 25.8 79.8 29.8 茶 底形： 1E方形。分類： D 撹乱
8 24.4 54,3 36.8 透明 底形：正方形。分類： D て一12 遭物集中部， 23.9 57.9 40.2 透明 底形正方形。分類： 0 たー13 黒色土層40-SOcm
10 34.1 63,3 43.2 透明 底形：正方形。分類： D て一13 遺物集中部
11 20 42,9 30.5 透明 底形 :.iE方形。分類： D ・c-13 迅l"!l訓 9部
12 l3.B 66.6 25.5 透明 底形：正方形。分類 'D と一12 遺物集中部

13 15,3 77.8 22 透明
口唇はネジ式、側面は胴上部は丸、下部は角、側面［水虫液 25 g」、対面「陸軍衛生材 て一12 遺物集中部黒色土陪
料」。底形：長方形。分類： E 

14 22,1 98.2 46.3 透明 側面胴上部丸、下部は角、口唇ネジ式、光沢｀化粧水か。底形：長方形。分類： E て一12
15 17.6 94.5 28.4 透明 長類、側面方形、口唇は幅広。底形：長方形。底面りじ・素」。分類： E ごー17 岩梨押111!!1/.f
16 24.8 95.4 46.4 透明 長頚、側面方形、口唇は幅広。底形・長方形。底面「冗・索」＾分類： E と一12 遺物集中部
17 20.6 53.4 33.7 透明 底形’円形。分類： F て一12
18 22.l 91.9 32.1 透明 光沢がある。口唇太い。底形：円形。底面不安定。分類： F と一12 遺物集中部
19 42.8 79.1 44.9 透明 厚手。マミ一の瓶？。底形：円形。分類： F そー17 撹乱土濱
20 41.3 43.4 45.8 召 口昏が太くなる。ネジ式。底形：円形。底面不安定。分類 .F て一12
21 37.3 77.6 50.2 透明 口唇はネジ式。筒状、光沢。底形：円形。分類： F て一13 遺物集中部
22 38.4 51.4 50 斉 口笞太くなる。ネジ式。底形 ’円形。分類： F て一13 遺物集中部
23 26 68.1 33.7 l'f 縦に型を合わせた線が見られる。底形：円形。分類： F てー12 遺物集中部
24 23.6 64 46 胄 底部と肩部が尖る。底形：円形。分類： F と-12 遺物集巾部0-20cm
25 19.1 71.2 20.2 透明 筒状、光沢がある。口唇の断面一丸。底形’円形。分類： F て一12 遺物集中部
26 27.2 84.6 35.9 茶 菜品瓶か。底形：円形。分類： F と一12 遭物集中部
27 26.6 50.5 35.6 系 薬品瓶か。底形：円形。分類： F て一13 遺物集中部
28 17.9 93 4"5.9 透明 底形：楕円。目盛りあり、分類： G て一13 遺物集中部

” 
21.2 85.8 28-3 透明 底形．楕円。口縁はネジ式、光沢がある。平面形は口縁し細くなる。化粧品の瓶か。分類： G ちー 9 石段上瓜色土附

30 19.6 99.6 38.7 透明 口唇が太い。胴上部に幅広くなる。底形．楕円。底面「味の素」 。分類 .H ちー13 黒褐色礫混り層0-lOcm
31 l3.3 382 15.5 透明 小瓶 1 分類： B I て一13 遺物集中部
32 14.2 51.7 16 計 小瓶 2 分類： B 2 と一12 遺物集中部0-20cm
33 9.4 48 12.9 透明 小瓶 2 分類： B 2 と一12 遺物絡中部
34 12.2 50.7 14.7 透Iリj 小版 2 分類： B 2 て一13 遺物集中部
35 22.7 40.9 44.7 責 小瓶 3 分類 ：B 3 て一12
36 14.5 52.5 18.5 透明 小瓶 3 分類： B 3 てー13 遺物集中部
37 14.9 548 19.l 透IJI 小瓶 3 分類： B 3 と一12 遺物集中部0-20cm
38 15.2 51,4 22.1 透明 小/Iii4 光沢。分類： B 4 と一12 遺物集中部0-20cm
39 22.3 3&.3 54.4 透11/l インク瓶。分類 ・c て一13 遺物集中部
40 22.8 40.2 40.2 斉 底形：円形の両側をカット。底面「品の元」。分類： I て一12
41 25.6 』12.8 47.3 育 底形：円形の両側をカット。底面「爆の冗」。分類：］ とー12 遺物集中部0-20Clll

42 40.4 膏
下部は磨りへり面が複数みられる 。分類：蓋 16トレンチ 岩上撹乱層

東側
43 27.5 30.9 透明 下の磨りへりなし。分類’壺 と一12 遺物集中部0-20呵

“ 
20.6 57.6 39 透明 若干高くなる。底形：円形。下のすり減り磨りなし。分類’蓋 てー12

45 43.9 召
底形：縦長。下部は磨りへり面が複数。分類・蓋 16トレンチ 岩上 黒色土届

東側
46 透明 頭・ 長方形。分類：盤 と一12 遺物集中部

第81表 ガラス出土状況

~ 色

喜
地山 こー17 ちー 9

て一12・13 と一11・12
盃

ムに
トレンチ

直上 近代土濱
さー17・18 せー17 そー13・14 石段上 ちー12 ちー13 つー12

遺物集中部 表採 計黒色土層

透明 3 6 5 4 6 5 6 2 I 38 
青 2 2 I I 6 l2 
茶 l 2 3 4 2 I 13 
白 15 3 I 2 I I(タイル） 4 5 2 2 35 
緑 I I 3 2 l 8 
紫 I I 2 
黄 I 

1 
黒 I I 2 
合計 22 I 15 1 1 II 4 I 8 13 I 23 6 4 Ill 
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第71表 ブヲ出土量

"トU 叫蝿 |空1..-17 St付，ー，am17地 選品目 | 民H町ぷ列・眠中F川. 
し" L す車 拍

喧"世げ ち自 |骨t日f剛M!A且4柑... 邑1留 ")-13・" τー" τ 輯と u 
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第82表染付出土状況

t喜 地遺構
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第VI章総括

今回の調査成果について、前章までに略述した。ここでは今一度成果のまとめを行うとともに、若干の課題
点についてふれてみたい。

今回の調査地域は文献資料などからすると天界寺の寺域の東側一帯にあたる。今回の発掘調査対象地域は、平
成 7年に那覇市教育委員会が実施した調査範囲の東側である（第 4図）。発掘調査の結果、調査範囲のほぼ中央

から南側にかけて琉球石灰岩岩盤が隆起しており、調査範囲の北側に空間的な広がりがみられる。検出された遺
構や遺物からすると、 16世紀頃からこの一帯が利用され始めたものとみられ、文献にみる創建 (1450-56年）～
廃寺（明治末期頃）という天界寺の歴史からすると、新しい時期の頃の様子をみせる地域として把握されよう。

隆起してみられる琉球石灰岩岩盤を境に、北側と南側では堆積層の状況や検出された遺構に違いがみられた。

北側地区は上面を覆っていた造成層を除去した段階で、東側は岩盤が露出した。岩盤は西側へ階段状に低くなっ
ており、未撹乱の遺物包含層は西側に厚く堆積している。遺物包含層は本地区のほぼ全面にみられるが、石垣擁

壁内で途切れ、以西には認められなかった。層厚は原く残ったところで約60cmを測り、ジャリの混人具合（上部
の約50cmはジャリが多く、下部の約10cmはジャリの混人が少ない）により 2層に分けられる。しかしながら、出
土遺物（青磁、白磁、染付、本土産陶磁器、沖縄産施釉・無釉陶器など）にはほとんど変化はみられなかった。
包含層の下は直接琉球石灰岩岩盤になるが、包含層のみられなかった西側は赤土（マージ）が露出する（第19図）。
遺構は土堀 (3基）、ウマの埋葬遺構、石垣、石囲い遺構、石積み遺構、ピット群などが検出された。土城は

3碁とも岩盤を掘り込んでおり、基本的には平面形が長方形状を呈す（第13図）。北側の 2基は壁面に石積み化
粧を施したものは注意される。いずれの土壊も16-17世紀頃の遺物が主体で、備前焼の揺り鉢が出土している。

ウマの埋葬遺構は約l.6mX約0.9mの大きさの長方形状を呈し、検出された（第19図）。本土産の馬よりもや

や小型のようで、埋葬方法を知るひとつの手がかりとなろう。また、上屋がかかっていたものとみられ（第10
図）、その近くから16世紀前半～中頃の染付皿（第30図14)が得られている。

石垣は幅が約1.2mで、北側地区を広く囲っていた可能性も考えられる。前述の土壊よりは後出のものである。
石囲い遺構は石垣西端部の南側に接して検出（第 9図）され、漆喰を施す部分も見受けられる（第 9図）。時期
的には石垣遺構とほぼ同じかとみられるが、機能面などは不明である。

石積み遺構は天界寺の境内と綾門大道との境をなす石垣のようである。南接して検出された、ほぼ同じ方向

に延びる石積みは境内の施設の一部をなすとみられるが、詳細は掴めない。ピット群は詳細な状況は掴めなか
ったが、主要な出土遺物にそれほどの時間差はみられなかった（第 1表）。
次ぎに南側地区の状況についてみる。本地区も石垣擁壁の内側と外側で状況が異なり、擁壁内側（東側）は比較

的新しい時期までの造成庖や遺構が確認され、擁壁外側（西側）は未撹乱の遺物包含層はみられず、基盤の琉球石

灰岩岩盤を利用した遺構や地山の赤土を掘り込んだ遺構が直接表土下に検出された。また、南西側では南側を遮る・
岩盤の下方に向かう敷石遺構が検出され、その周辺では岩盤の凹部を塞ぐように埋めた状況なども確認できた。

まず、石積み擁壁及び造成土を除去した段階で石敷遺構とジャリ敷遺構、石列遺構、階段状遺構が検出され
た。状況的にはほとんど同時期の遺構かとみられ、関連性も想定できるが、詳細な把握はできなかった。これ

らの遺構の北側に階段状遺構が、西側に石列遺構が確認されている（第15図 1)。階段状遺構は中央の突出した
岩盤の上に向かうようであり、当時は岩盤の上部もなんらかの形で利用されていたものと推察される。石列遺
構は南北方向に延びるもので、自然のままの石灰岩小礫 (10cm-20cm) を利用している。階段状遺構の西側ま

で延びており、この場所と西側の地域を画す意味合いのものかもしれない。

階段状遺構の部分は掘り下げると旧階段、それを切るように石垣遺構が重複して確認され、この場所が重要
な位置を占めていたものと考えられる（第15図）。この部分にだけみられる小範囲の土層が堆積しており、この

場所を選んで造成がなされたものとみられる。旧階段が積み上げられている土層からは17世紀後半頃の陶磁器
類が比較的多いことから、その頃に造成されたものと考えられる。また、旧階段や石垣遺構を覆っている土層
からは沖縄産陶器が目立ち、 18世紀頃に埋められたもののようである。それからすると、前述の階段状遺構や

ジャリ敷遺構、石敷遺構、石列遺構などは18世紀以降につくられた可能性が高く、天界寺の終末に近い頃のも
のかと推察される。

西側（石垣擁壁の外側）では南北方向に延びる溝状遺構、その南端部をなすとみられる舛状遺構、舛状遺構
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の南東側及び北側（溝状遺構の西側）に土猥、後者の土城の南側一帯（溝状遺構の西側）にピット群が検出さ

れている（第17図）。また、東側の琉球石灰岩岩盤に近接して楕円形状に岩盤を掘り込んだ土堀が確認されてい

る。これらの遺構は検出された状況からすると、関連し合うものとして把握されよう。

ヤコウガイの蓋集中部は東側の突出した岩盤に近接して検出されている（第18図）。岩盤露出レベルで確認さ

れており、この場所の初期の利用状況を窺わせている。ヤコウガイの蓋は縦方向になっており、ピットや石列

部なども考え合わせると、何らかの意図された空間であったかと推察される。その北側に検出されている土堀

（突出した岩盤に接する）も、この空間の一部をなすものかもしれない（第19図）。敷石遺構は今回の調査区の

南西隅で検出され（第16図）、あまり人目につかないような配慮をした場所であったかとみられる。

今回の調査では那覇市教育委員会の報告荘 lにあるような古い時期の遺構や造成土などの確認はできなかった。

天界寺境内の場所による利用の在り方などについても、今後、検討していく必要があろう。

次ぎに出土遺物についてみよう。 14世紀後半～近代の幅広い時期の遺物が得られている。陶磁器類は中国産、

タイ産、ベトナム産、本土産、沖縄産のものがみられ、その他にタイ産半練土器、陶質土器、瓦質土器、土器、

硬質土器、類須恵器、円盤状製品、煙管、骨製品、貝製品、銭貨、青銅製品、鉄製品、ガラス玉、 :f:廿禍、陶板、

石器・石製品、瓦、碍、獅子、自然遺物（貝・骨）、ガラス製品など多種多様なものが得られている。

南北両地区の遺構からの主要な出土遺物（第100図）からすると、この地域一帯は16世紀頃以降に利用された

ものと解され、各遺構の形成はある時期オーバーラップしながら、利用場所を広げていったものと想定される。

これらの遺構とは別に、北側区域の北東隅（て．と一11・12)で遺物梨中部が検出された。出土した遺物が白化

粧を施した呉須絵付けの沖縄産施釉陶器が目立ち、その他にも近・現代の遺物が主体であった。名前の彫られた

硯なども得られている。時期的にはかなり新しくなるものの、その時期の様相を窺わせるものと思料される。

各遺物についてみると、注意されるものも少なくない。青磁では第23図14の鍔縁の鉢、第25図18・19のすか

しの香炉、白磁では定形化した灯明皿（第26図26-28)がある。翡翠釉の皿、黄釉磁器の鉢（第37図17)、小碗

（第37図18) なども、あまり例をみないものである。天目は鼠的に少なかったものの、瀬戸天目かとみられるも

の（第35図 8・10)が注意されよう。

これらの中国産以外に、ベトナム産のものかとみられる青磁蓮弁文碗の底部（第34図 1)、翡翠釉の皿（第34

図2)、タイ産の白褐釉人物水滴の破片資料（第41図15) なども注意される。特に、後者の遺物はこれまでに報

告例をきかないもので、タイ産陶磁器も比較的種類が多かったことを窺わせている。天界寺のような特殊な場

所に限られるものなのか、資料の増加を待って検討する必要があろう。

本土産磁器は17・18世紀頃の肥前系のものが主流をなし、器種も豊富で、南側区域を中心に出土している。

近代以降の型紙刷りなどは北側区城の遺物集中部（て・と一11・12)から多く得られている。本土産陶器では

備前焼の揺り鉢が北側区域の下部遺構から主に出土している。沖縄産の施釉・無釉陶器、陶質土器、瓦質土器

は多種多様で量も豊富である。出土状況は本土産磁器と似通っており、南側区域と北側区域の遺物集中部に偏

る傾向がみられた。湧田古窯計八壺屋古窯れ3の成果などもあり、詳細な検討を加える時期にきているのかもし

れない。また、硬質土器としたものは素地や成形法が特徴的で、鹿児島県浜町遺跡；いの抱烙と類似し、また、

壺屋古窯のフライパン状製品とも類似する。

煙管では釣鐘型の雁首がすべて瓦質であり、制作行程をおもわせる資料（第82図 3-4)の出土は注目され

る。また、銭貨は無文銭が多く、有文銭は寛永通宝が主体で、いずれも南側区域に集中していることが注意さ

れよう。ヤコウガイは匙製品だけでなく、蓋の集中部もあり、また、近接する御細工所跡11:5孔子廟印からも多

くのヤコウガイが報告されていることなどを考え合わせると興味深い。石器では石球やメノウ製品などが注意

される。大量に得られている瓦のほとんどは明式瓦であり、軒丸瓦・軒乎瓦の瓦当文様は湧田古窯や首里城如

などから報告されているものの範疇に含まれる。

＜註＞

註1. 金武正紀•島 弘「天界寺跡」 「那覇市文化財調在報告書第43集」那覇市教育委員会 2000.3

註 2.大城惹・金城 亀信「湧田古窯跡 (I)」「沖縄県文化財調査報告書第111梨」 沖縄県教育委員会 1993.3 

註3.島 弘「壺屋古窯群 I」r那覇市文化財調査報告書第23集』那覇市教育委員会 1992.3 

註 4. 「浜町遺跡」鹿児島県立埋蔵文化財センター 2000 

註5.金武正紀• 島 弘「御細工所跡」 「那覇市文化財調査報告書第18集」那覇市教育委員会 1991.3 

註6. 「首里国学孔子廟」 「文化課紀要」第7号 沖縄県教育委員会 1991.3 
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図版



図版 1 上：調査地区全景 下：調査地区南側
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図版 2 遺構検出状況A 1a.b. 石積み遺構 （ち・つー 9) 2. 石囲い遺構 （た一14) 3. 黒色土層 （つー111Il璧l
4. 土嘱 （ちー11・12) 5. ウマ埋葬遺構 （た一12) 6a.b. 石垣 （た ・ちー14)
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図版11 白磁 (2)
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主上顎骨

下

1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0

タイ科クロダイ 右前上顎骨

タイ科クロダイ 左歯骨

タイ科クロダイ 左主上顎骨

タイ科マダイ 左前上顎骨

タイ科マダイ左歯骨

タイ科マダイ左角骨

タイ科背鰭棘（第 2)

タイ科臀鰭血管間棘

フエフキダイ科 ハマフエフキ

フエフキダイ科 ハマフエフキ

フエフキダイ科 ハマフエフキ

フエフキダイ科 ハマフエフキ

フエフキダイ科 ハマフエフキ

フエフキダイ科 ハマフエフキ

フエフキダイ科 ハマフエフキ

フエフキダイ科ハマフエフキ

右

左

右

右

右

右

左

左

前上顎骨

歯骨

主上顎骨

口蓋骨

方骨

舌顎

前鯉蓋骨

角骨
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図版77 骨(1)上・下：サカナ
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図版78 上：サカナ・下：ニワトリ・カモ類

上：サカナ

31. ベラ科コプダイ 左前上顎骨

32. ベラ科コブダイ 左薗骨

33. ベラ科コブダイ 下咽頭骨

34. ベラ科 タキベラ 下咽頭骨

35. ベラ科右角骨

36. プダイ科ナンヨウブダイ 左上咽頭骨

37. ブダイ科ナンヨウブダイ 下咽頭骨

38. ブダイ科左前上顎骨

39. ブダイ科右歯骨

40. モンガラカワハギ科左前上顎骨

41. 種不明第 2臀鰭棘

下：ニワトリ・カモ類

ニワトリ

1. 右烏口骨

2. 右肩甲骨

3. 左上腕骨

4. 右上腕骨

完存

遠位端

近位端～遠位部

近位部～遠位端

5. 左尺骨 完存

6. 左大腿骨

7. 右大腿骨

8. 右大腿骨

9. 右腟骨

10. 左中足骨

11. 右中足骨

カモ類

完存

近位部～遠位端

近位部～遠位端

完存

早完存

含完存

12. 右上腕骨近位端

13. 左尺骨 遠位端

14. 左胚骨 骨体キズあり
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図版78 骨(2)上：サカナ、下：ニワトリ・カモ類
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図版79 上・下： イヌ

上

1. 右下顎骨犬園

2. 胸椎

3. 腰椎

4-6. 左肋骨

7~9. 右肋骨

10. 右上腕骨 完存

11. 右椀骨 完存

12. 右尺骨 骨（本一遠（立部

下

13. 右中手骨 II 完存

14. 左中手骨皿近位端

15. 左中手骨 v 近位端

16. 左寛骨 腸骨部

17. 右寛骨 腸骨部～坐骨

18. 右大腿骨完存

19. 左大腿骨近位部～遠位部

20. 右腟骨 完存

21. 左排骨 遠位部

22. 左中足骨 III 完存

23. 左 中足骨 w 近位端～遠位部

24. 右中足骨 V 完存
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図版79 骨(3)上・下：イヌ
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図版80 上・下：ウマ(1)

上

1. 左上顎骨 I1
2. 左上顎骨 12

3. 左上顎骨 13

4. 左上顎骨犬歯

5. 右上顎骨 I1
6, 右上顎骨 I2

7. 右上顎骨 13

8. 右上顎骨犬歯

9. 左下顎骨 L

10. 左下顎骨 I2

11. 左下顎骨 fa

12. 左下顎骨犬歯

13. 右下顎骨 Ii

14. 右下顎骨 I2

15. 右下顎骨 J3

16. 右下顎骨犬歯

下

17. 右上顎骨 F
18. 右上顎骨 F
19. 右上顎骨 F
20, 右上顎骨 M'

21. 右上顎骨 M2

22. 右上顎骨 M3

23. 左上顎骨 F
24. 左上顎骨 M3

25, 右下顎骨 p4
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図版80 骨 (4)上・下：ウマ (1)
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図版81 ウマ(2)

26-36. 胸椎 1-11

37-42. 腰椎 1-6

43. 仙骨

44. 右肩甲骨骨体～遠位端

45. 左上腕骨完存

46. 右桃骨•尺骨完存

47. 左撓骨・尺骨完存

48. 右第2手根骨

49. 右第 3手根骨

50. 右第4手根骨

51. 右椀側手根骨

52. 右中間手根骨

53. 右尺側手根骨

54. 左副手根骨

55. 右中手骨完存

56. 左中手骨完存
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図版82 ウマ(3}

57. 右寛骨 腸骨部～坐骨

58. 左寛骨 腸骨部～坐骨

59. 右大腿骨完存

60. 左大腿骨完存

61. 右膝蓋骨

62. 左膝蓋骨

63、右脱骨 完存

64. 左腟骨 近位端

65, 右排骨 近位端

66. 右距骨

67. 右中心足根骨

68. 右中足骨完存

69. 左中足骨近位部～遠位端

70. 右甚節骨

71. 左碁節骨

72. 右中節骨

73. 左中節骨

74. 右末節骨

75. 左末節骨
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図版83 上・下：ブタ

上

1. 頭蓋骨右

2. 左上顎骨
3. 下顎骨含

4. 右下顎骨

5. 右下顎骨

6. 腰椎

7. 右肩甲骨

8. 左上腕骨

9. 右上腕骨

前頭骨

p4 M 1-3 (前出）歯欠損

キズあり［左 a.L b. iz c. I2 g. dm 2. ぃ M1
右 d.L e. iz f. C g. dm 3, 4 M,. 2c半欠）

M<3> 

下顎角

遠位端

骨体～遠位部

遠位骨端はずれ

右

左

右

左

左

左

右

右

右

右

右

右

左

左

左

右

右

下

1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6

撓骨

椀骨

尺骨

尺骨

中手骨

中手骨

中手骨

寛骨

大腿骨

大腿骨

胚骨

腔骨

踵骨

踵骨

距骨

中足骨皿完存

中足骨 V 近位端～遠位骨端はずれ

骨体キズあり

近位端～遠位骨端はずれ

近位骨端はずれ～遠位部 キズあり

近位骨端はずれ～骨体

皿 近位端～遠位骨端はずれ

III 近位端～遠位骨端はずれ

v 近位端～遠位骨端はずれ

腸骨部

遠位骨端はずれ キズあり

近位骨端はずれ～遠位部

骨体

骨体～遠位端 キズあり
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図版84 上： ヤギ ・下 ：ウシ

上：ヤギ

1. ii且蓋骨 角突起

2. le 上':Jflfl'M'
3. 右下9則ft dmJ.1 Mロ

4. l.i 下りfl'!'「Ml 
5. 右盾甲竹遠位部

6. 左」；腕骨近位部～述拉端キズあり

7. 右撓廿 近位端～述位部

8. ii: 杉を「/・ J坦1立夕淵
9. 右尺竹 近位部

10. れ巾手骨近位端～述位部

11. ii 大腿I'/" Fi~i端はずれ キズあり

12. 左 J罠竹 近f立竹端はずれ~1:l"f本
13. 左中足骨近椋端

14. む中足竹述位端

下：ウシ

1. 頭益骨右 後頭顆

2. li: 上りlHl・ M2 
3. { j 下1Ji骨
4. 右尺骨

5. ., i 尺-~t

6. -;(j 大腿骨

7. { i JI笹骨

8. 1-i: 踵1・1・

Mi 

近位i'I・端はずれ

近位部

遠位骨端はずれ

遠位部キズあり
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図版84 骨 (8)上：ヤギ、下：ウシ
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Ill I: 地

表は、注記 1-1065の番号と対照する出土地一覧である。ただし、

遺構の注記は「迫構000(数字）」とし、グリットや層序につい

ては、本文中のグリット設定と層序を参照。

・1066以降の番号は天界寺西地区の資料整理の際出てきた、東地区

のものである。1066以前の番号で西地区より出土の物は（西地区）

と表記した。

・番号が菫複するも のは迫物の集計では不明として扱った。

第86表 ナンバーリング：出土地対照一覧
.... ヽ 9《

Ill ;I: Jl!l 

贔
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6
-〗-9
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＿
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第86表 ナンバーリング：出土地対照一覧
ナンバ-

出土地 調査B
ナンパー

出 土 地 調査日
リング リング
173 た-13表採 96.07.09 260 

せ這14ー1ト7:レ茶iン赳霊チ色東混側三［―;土.I こ3陪） 96.11.02 
175 ち-14瓦礫層 96.08.15 261 96.08.05 
176 つ-14瓦礫層 96.07.30 262 96.08.02 
177 ちー12畔 96.08.06 263 96.06.04 
178 撹乱層 !)6.07.26 264 す-18石垣消拙より崩土巾より出土 96.07.03 
179 つ-9石mJ:黒色上陪 96.07.23 265 ちー9石段下黒色上陪 96.07.24 
180 とー立逍物集中部 (0-20レベル） 96.06.28 266 と12遺物集中部 96.07.01 
181 つー14瓦礫層 96.08.14 267 96.08.01 
182 で13遺物集中部 96.08.07 268 96.09.04 
183 せ-16・ 17旧楷段 I、b垣横黒色洪籾：!:Ill! 96.11.05 270 ::1ち6・:i11、4烹レ紐ン應誓チ,,東部讐側岩彗上黒晶色土言層層(二0-盆10レ⑳ペレヘル） 96.09.13 
184 た13黒色土暦 (30-40レベル） 96.07.11 271 ル） 96.06.06 
185 15 トレンチ ~I.色＋．層 96.06.06 272 

16!:....!:::_麟12 ユ物集呵小 巴西軋11饂畦ー 焙
96.06.05 

186 せ• そーIHI階段横 2列石gl)f・）近[II(,:;漏親土附 96.11.05 273 と 96.08.16 
187 すー16岩盤上の上面 96.07.22 274 て・ 96.06.27 
189 せ-18石灰岩礫其中部黒色土層 96.09.17 275 13トレンチ班佃 96.06.04 
190 し•15地111 直上 96.08.08 276 ち・14],[辣陪 96.08.14 
191 つ-13瓦礫層 96.08.09 277 た-14、 湿東側墜~知~ 96.09.06 
192 て-12遺物集中部 (0-20レベル） 96.06.28 278 15トレンチ 遺托i土層1,l:上部 96.06.04 
193 ち•14遺物集中部 (20-40 レベル） 96.07.04 279 っ-13m色i屈発土彫 (20-30レベルl 96.09.10 
194 そ—13·14石囲い遺構内 96.0724 280 15トレンチ黒色土附 96.06.06 
195 せ-16灰陪⑫際） 96.11.06 281 せ•l倣財稽虹下土殷l勾炭部絡中
196 し-17岩盤世1地内中隋瓦集中部 282 表採 96.09.18 
197 

さ・レしし山-ン17直チ炊上東B側直岩上上規撹色乱滉層紐中上層
96.10.09 283 せ・17茶褐色ii碑 士l8i (31i"1) 96.11.01 

198 16 Iヽ 96.06.04 284 と-12遺物集中部 (0-20レベル） 96,07,01 
199 ぢ9地 96.1L20 285 と-12迎物絡ll部 (0ー20レベル） 96.07.01 
200 

喝器-ll誓地醤山温醤貞上悶暉霜

96.10.31 286 
て-トn14レm取ンm箕iチ畦屑東

96.08.16 
201 た層 96.lQ.24-287 

つ13— O~I 
96.08.15 

202 つ (10-20レベルl 96.09.06 289 96.06.04 
203 つっ (10-20レベル） 96.09.06 290 つ-13瓦既彬 96.07.30 
204 96.10.30 291 そ-17IE!J・1僅6段石槌垣2列右ダりljつ下灰い絡た虫黒並色 96.ll.Ol 
205 せ-1別7東1階西畦段堕2列石列炭入り土城雨上 96.11.14 292 せ-15 にへば 土層 96.07.04 
206 せ-1 茶褐色混礫土層 (3層） 96.J 1.01 293 て-11追物船11名i(0-20レベル） 96.07.01 
207 て—12黒褐色礫況り層 C0-10 レベル） 96.09.05 294 せ-)6・17石坦周辺のri雑iiの際/('r:l:1{11:1:中より 96.07.03 
208 ち-13地山直上 96.10.29 295 表採 96.08.05 
209 と-11黒色土附 (0-10レベル） 96.07.03 297 ち-13'!'.I物m,,部 (20-40レベル） 96.07.04 
211 ちー12黒色土彫 (20-30レベル） 96.07.11 298 表採 96.07.24 
212 せ-16行垣展込め内 96.11.JII 299 て-12遺物船''部 96.06.28 
213 ち-12地山直,_ 96.09.11 300 15トレンチJl(ODJ岩」・'.m色土防 (0-10レベル） 96.06.05 
214 ち-13黒褐色礫混り層 96.09.05 301 と・12瑣物秘II部 96.07.01 
215 し・ 17佑滋[!!)J也）~q舟瓦紐q,部 96.11.27 302 17トレンチ凍m岩l:悦乱層 96.06.05 
216 て-12黒褐色沿和庖 96.09.05 303 15トレンチ東軋 岩上黒色上層 (0-10レベル） 96.06.06 
217 て-12遺物集中部 (0-20レベル） 96.06. 笙05 30'1 15トレンチ東恨 岩l:煤色上層 (20-30レベル） 96.06.06 
218 た 13茶褐色混礫土層 96.09. 306 151、レンチ東佃 ＂上黒色 jこ附 (0-10レベル） 96.06.05 
219 て-12黒褐色礫混り 層 (0-10レベルJ 96.09.05 307 せ-rn階j斐一部
220 て-12黒褐色礫混り層 (0-10レベル） 96.09.05 308 てーll'＇珈 j!I I部 [0-20レベル） 96.06.28 
221 せ-16上階段の下部 96.09.25 309 て-12'！物J,,'部 96.08.0S 
222 た 14岩盤にへばりついた黒色土層 96.09.06 310 と12'物鮨91部 (0-20レベル） 96.07.01 
223 ち.J..2j也山直上 96.09.11 311 せ-17凡色汎 ._[: 府 {120-130レベル） 96.10.17 
224 15トレンチ束側岩上黒色土層 (0-10レベル） 96.06.06 312 せー17訣色土J..'r! 60-80レベル） 96.08-07 
225 

し・l窃7崖拉部陣1ril地下石内灰上岩層際層
96.11.27 313 表採 96.09.18 

226 さ・l 96.10.16 314 と・12追物集中部 96.08.16 
227 つ-141、：甜I曽 96.08.14 315 

16トレンチ東:.12測黒哀m岩I色色乳上混il環黒礫色土土土陪層h'1 （ <0-10レベルJ
96.06.06 

228 つ-13]礫層 96.08.09 316 せ-17東西酎 2培） 96.10.31 
229 せ.)6月 11,, 泄錢：I:. 陀 96.09.06 317 そ-18酉11111則 96.10.11 
230 と-12i! 糾さ中部 (0-20レベル） 96.07.01 318 て ・と11. 96.07.11 
230 と12遺 均中部 (0-20レベル） 96.06.28 319 て-LL迫物巣''部 (0-20レベル） 96.06.28 
231 つ-14瓦 !J 96.08.14 320 し-17岩盤凹地l勾il幽土層 (30-40レベルl 96.10.l'J_ 
232 さ-17岩 tllll!也内地山盾上瓦集中部 (190-220レベル） 96.10.31 321 せー15黒色土陪 96.08.15 
233 つ-Ill軒001畦共i色混礫上層 96.09.12 322 せー17東西畦出匈潤吐陪 (2附） 96.10.28 
234 さ・し—17岩摂にへばりついた黒色土層中 96.10.09 323 し •17岩盤I.ill地内黒釦阻紀：府 (0-20レベル ） 96.10.17 
235 さ-17岩盤凹地 (60-80レベル） 96.10.18 324 し-17岩盤凹地内黒色混礫上層 (30~40 レベル） 96.10.17 
236 ち-13遺物集中音 (0-20レベル） 96.07.03 325 つ-14瓦礫刈 96.08.14 
237 

て且薗闘啜
I (0-20レベルJ 96.06.27 326 て-12遺物集Ii部 (0-20レベル） 96.06.21 

238 た・ (0-20レベル） 96.07 01 327 て-12 96.06.28 
239 つ・13・14岩俎(、f近遺構媒中部 96.07.29 327 ら・14碩染ヽ 1811 96.08.01 
240 つ-14瓦礫層 96.08.1~ 328 て-12 96.06.28 
241 て-12' (0-20レベル） 96.06.28 329 12 I・レンチ東 IP! 96.06.04 
242 15トレン 96.06.06 330 す-14瓦陛層 96.08.15 
243 15トレン 上黒色上層 (0-10レベル） 96.06.05 331 て-12 96.06.28 
244 さ—17岩 山直上瓦集中部 (190-220レベル） 96.10.31 332 と-l2i り紐 ~I部 (0-20 レベル ） 96.07.01 
245 た-13石 部 96.11.19 334 て-JI,. i集中部 (0-20レベル） 96.06.28 
246 と-12' 96.07.01 335 て-lJi 叫じl'I部 (0-20レベル） 96.06.28 
247 15トレン 卜揮"''』廣 96.06.05 336 て・11' 染,,,部 (0-20レベルl 96.0628 
248 て-12退物製 I • 土層 96.08.09 337 つ-14~― ポり 96.08.14 
2•18 せー16晶色況践 炭層J: 96.11.01 338 て・11逍 9集,,部 (0~20 レベル） 96.06.28 
249 ちー14遺物集中部 (0-20レベル） 96.07.03 338 つー14-瓦 ski! 96.08.14 
250 て-11岩椴 1-mr,,十粉 96.07.01 339 15 I・ レンチ煎側岩上撹乱駁 96.06.05 
251 16トレンチ東側岩盤上黒色土層 96.06.05 341 せ-12追物比中部 (0-20レベJし） 96.06.27 
252 し・すー18方形遺構内最上部 96.07.25 342 つ-14瓦蹂培 96.08.14 
253 と12追物集中部 C0-20レベル） 96.07.01 343 15トレンチ煎01レストハウス横岩目街乱府 96.06.04 
254 と・'12遥物集中部 (0-20レベル） 96.07.01 344 さ17岩盤l!!IJ也コーラル附 96.10.30 
255 と-12遺物集中部 (0-20レベル） 96.07.01 345 ち-13石垣裏込め内 96.10.25 
256 16トレンチ東佃岩上黒色土層最上部 96.06.04 345 て-13週物染1―1部 (0-20レベル） 96.08.07 
258 てー12遺物集中部 96.08.08 346 15トレンチ東fill岩上覗色士悩 (0-10レベル.) 96.06.06 
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第86表 ナンバーリング：出土地対照一覧
tン」f-

出土地 閥j"I'! 
t;,,<-

出 J: 地 閥l'i:IJリング リング
347 せ-17瓜色illぼ I:府 (120-130レペル） 96.10.15 44-1 せ-161□陪段下の石垣北佃l横地山11'.J'.」こ 96.10.02 
349 た-14石hみと岩骰のIll!凩褐色 I澤 9G.08.02 、145 せ•l7J也山 il'r I: 96.10.JB 
350 せ•17東 1 畦屈色in紅ti!り 96.11.02 、MG 15トレンチ東圃レス 1・ハウス1貢心上.ltmll視乱杓 96.06.04 
35L っ-14瓦6消9 !)6.08.15 q、17 っ-10地山直」； 96.08.02 
352 

翌温心詈翌型臼匹のある：）方：匹褐I匂訥府 (J彫）

96.07.24 448 地TLL直上 96.08.06 
353 96.06.28 449 せ・17!.¥I褐色ii蹄土約 (90-100レペル） 9G.09.l8 
354 96.07.24 450 せ-17黒褐色況紐 l•IM 96.09.07 
355 郎.l 1.14 451 つ-1'1瓦麻附 96.08.1'1 
356 !J(l.11.01 452 n上はざのI深に担乱砂I•より瓦I¥秘 Iii部 96.05.05 
356 96.07.01 453 

攣っと--1120俎地物1.l.111＋集1.1I: 1部

96.09.07 
358 と-12迫物l~L I 部西Ill!員Jr 96.08.16 454 96.08.14 
359 っ-14JH免JI 96.08.14 ,155 96.08.16 
362 と12追物J`中部1Llf間畦 96.08.16 •156 !JG.08.02 
3Ci3 し・17が濁lI Jl!!.i/~111節 I.f 瓜 l判l 96.11.27 457 つ・l3淋色上M 96.08.09 
3糾

言睦:ペル9

96.07.05 458 

せ-17疇7壮.'.I,¥盤褐J1色IIIJ混L!~『内iJl:•K-'~"1ii.J; i[(l集叫oo中~部1。30どレ勾ベ二ル芍）は 96.10.18 
365 と-1 96.08.16 459 し4 ル） 96.J 1.08 
366 し-1 部 96.11.27 -160 さ-1 96.10.15 
367 せ・I 色洪ぼJ:/M !lfi.11.05 1ヽ60 し-1 96.11.27 
367 と・1 96.08.16 461 そ — 1 7悦，~l上堀 96.08.07 
368 て-12迅物J,., ,g」I

!l(J6G..00G9..218 1 463 
し-17似恨l!!J地(l,Jlli(,灌杭月 1:IMc20-10レペル） 96.10.16 

370 ち-13J也JIil(.I: 463 せ-17黒色ill楳 I:府 (0~50レベル） 96. 
371 ち-11/1¥色―国 (10-20レペル） 96.07.05 4印

せ・1蟹3fi璽州］サ醐凶吐,1,ii雌 K附 (2切J
96.10.28 

372 せ-16!J.I褐色ii渇M・.m 叩.09.06 465 し-1 形 !J6.ll.27 
373 つ-1.3地llrn'tI~ ● 96.11.19 467 た・I 部 96.1 L.19 
:~74 つー121!¥褐色iW箕M 00-20レペJし） 96.09.06 467 せー17黒色l:m侶0-90レペル） 96.08.08 
375 た-14!-AI褐色iJ拉房 t駁 96.09.06 468 で11'1:隙内 96.08.07 
376 せ-17痛!1,I'j色jJill沿正惰I:橙 {110-120レペル） 96.10.15 469 つ・13[1.¥色J.:M 96.08.09 
377 せ-1 96.0'J.20 -170 て・12 !)6.06.28 
378 ち 121!.¥色 I:府 (10-20レベル） 96.07.09 471 せ-1611.I階段下の石用t1Yi'の焼 I:の炭即,,部より 96.09.26 
~79 せ・17.'JA色、［・脳 (30-50レペ）しl 96.07.01 472 せー17lllr1りI''..!'ドの、:fjJtJI衛の煉 l:O)jぶ.!f¥tjt部より (110-130レペル 9Ci.O!l.2G 
380 す」81/..I@I: 附 96.08.19 473 し-11n僚JIii地 1J,J ~!\釦It籾 l:Y.1 <20~30レペ）しJ 96.10.17 
391 そー16糾色：U,'i (0-20レペルJ 9<i.07.0I -174 せ-17Jl!!1lr11'fI: 96.10.18 
392 た・14黒色J:J..'1(20-<IOレペル） 96.07.05 475 し-177黒俗1色1混?Wl)ifrliiI: M附I 色ill籾 l:R洲猪I• 96.10.11 
394 て-12 96_06.27 476 せ-I (120-130レベル） 9(i.l0.17 
394 せ- I7~tOW.t,\色黒色il枝f, I: 斯 (100-110レペル） 96.09.20 ,177 せ.J隈t ll! 褐色fli籾 1戎り 96.09.25 
395 つ・11地1J11i(I:冶紐 96.08.01 478 せ-1s1;11<~'.,'紐低, , 部，＇，I，1色J:IW(50-70レベル） 96.09.19 
396 す・せ.)$'}.¥色洪9名I:附 ll00-110レペル） !>6.09.20 479 せ-17llff褐色im楚1・.m 96.08.23 
397 せ-16"/-'i項前面地1hflt:I: 96.09.20 480 せ-18石灰店籾ll~• I • 部黒色J:彬 (40-50レペル） 96.09.JO 
398 す・せ- J G~\ .色l:lrり(0-30レベル） 96.08.09 481 つ・ 14)-if蛉~"i 96.08.H 
399 つ-14/AI色i:m ¥lG.08.15 、182 ち-1,l[i栢みと ¥!澤のlllll-f.l褐色-1-W 96.08.02 
400 せ-171訓 Ii/(I:

!l96S . .J -091..0Z.6 1 4811 し-!6表.I: 96.06.20 
401 

せ噂-11861(.¥¥也亭1釦111暉.LI:饂土(~1130(レ110-120レベルl
485 で12·~物服I • 部 (0-20レペルJ 96.06.27 

402 96.09.19 ~86 て・11'l'l物即l―1部 96.07.01 
403 せ• 96.09.19 487 

工必そさ・-」1l:97·~1~ ・呻18褐敷色叫色if石/:追J:~舟構・l上上lll面0-120レペル）

96.06.10 
、104 す• ペル以下） !JG.O!l.2<1 488 96.09.24 
-105 た-12地11!11'.C: 東fill] 06.08.01 489 96.08.21 
406 た」3J卸 111'[I: !)6.11.29 、190 ！、u色澁庄土陪11~~1; 96. ↓ 0.11 
407 竹盤世1地内'"附瓦槌,.,,部 96.11.27 1191 

つ且-14丘落阻込上み臥色I:附 96.07.23 
Iヽ⑱ し.m:滉 l!!JJ也内lflJ¥'直 )llq.,部 96.ll. 切 492 た bfti瓦秘,11部 96.09.19 
•I09 し -17がrn:i 1111地fl~• 1M瓦恥q,部 9(i. l J.27_ 493 て-12迅稔兆q,部 96.06.28 
HI つー12地tl1HI: !!6.11.W 4114 た-111紹込み」'.I而 96.09.19 
412 し •17岩盤l即郎」舟 96.11.27 -195 

且芦肩唸蝙~!磁芹は鍔ふと70レレペペル.. l , 

96.09.19 
413 せ・17黒色ill籾ーL: (JI0-120レベル） 96.10.15 4!J(i 96.09.05 
41'1 そ-IS伍救迫 情F 山ft'LIこ 96.10.16 497 96.09.19 
,115 す ・せ-l8'M;,;;,、l -1•1!,f C!OO-JJOレベル） 96.09.20 498 06.LO.J I 
1(16 

そ・品繭翡乳
在す： 499 96.09.10 

417 ち・ 渭； 0-20レペル） 郎.07.04 500 !)6.10.01 
418 

と醤讚置摺~· 96.08.16 502 

た饂111477'./:黒紹i込灰色みii紐*戸上附,,t面li:t~部"1 (90 

96.09.19 
、ll9 と・ 96、07.01 503 っ． 96.09.05 
,120 っ． 96.08.16 504 せ— -100レペル） 96.09.0~ 
421 し・ 96.11.27 505 し 96.10.11 
422 て・ 96.07.01 506 せ- l9茶褐色i~媒粕 96.08.21 
423 

せ-15嘔m·(1色1紺6岩iJl1~l:JI~紐祖りmにJ(・.3へ附e0渾ぱ-(瑳71り02塩0つレゴいペた患色上灼

96.07.0-1 507 て-JI府烈上黒色 I・脳 96.07.01 
42,1 せ•17 30レベル） 96.10.JS sos ち-12黒色i!H怜l渇り (20-30レベル） 96.09.10 
425 せ-17 CJI0-120レペル） 95.09.20 509 た・Jヽ,n烈にへばりついた黒色：t附 96.09.06 
426 せ・」7 jレ） 96.06.2S 510 つー12 1Ii 褐色籾il~I),:,) 96.09.06 
427 

疇せせ-1167黒1□色階.i段)~{贔ヽ危のl:k1打瞳JA『芦1の謳硬J.:府I• 06.09.26 511 さ ・ し・ 17が盤にへぱりつ，•、た黒色上附 ,i, 96.10.09 
428 96.10.17 512 つ・121し1褐色和混り料 96.09、06
•129 土培rn部 96.10.ll 513 せ-15府盤にへばりついた1).1色土射 96.07.05 
430 96.10.15 514 そ・18地tll!([上西側畦 96.10.ll 
•131 そ-JS行敷追1,1!-FI也1J1直上 96.ID.l6 515 せ 17・18黒且,,消槌II紐,~~
432 せ-161胆LI直 I・ 96.10.07 516 て-13追物Jr, 96.08.09 
433 せ.17f).¥色浪 見上m <100-110レペル） 96.09.18 518 せ-15黒色上附 96.08.15 
•134 し -1 7地1 1直 — 96.10.08 5l9 さ - 17府盤l!!J地 JJ,J瓦 lli•f•部黒色ii拉名土附 (80-100レペル） 96.10.18 
,135 と-11黙色土 I (0-10レペル） 96.07.01 521 ず 15地illU'(ヒ 96.07.25 
436 

し・言璽冒讐

96. 10.15 522 た-1:3地111酎［上 96.08.05 
437 し・l (20-70レペル） 96.10.16 523 せ・17/,I.I色l:li-l 96.06.27 
-138 し-1 96.10.15 5211 た・13!しし色 1:m <40-soレベル） 96.0825 
439 し・1 レJ 96.10.16 525 そ - 1 2!J.\色 ~1: 1"1 (0-20レペル） 96.07.04 
440 せ-1 96.11.01 526 せ-15・16岩盤にへばりつI!!い一た色瓜上層色l:府 96.07.0,1 
440 す ・せ.1がIIか IH狐 1・RI!(90 100レベル） 9G.0920 527 せ-15岩I□煎附段にへ1脅2ぱ刀IJついた 96.07.04 
4-11 せ-18石敷遺、li¥?rヽ，精色混荘土lr1(0 10レペル） 96.10.17 528 せ-17 I)石列下僚件絡中部 !)6.11.13 
牡2せ-17地山直 L 郎.10.15 529 そ-171.U色 l:k、lC0-30レベル） 96.07.04 
4'13 せ・16上階段の下部 !16.09.25 530 ち-9地1l1i¥'tI: 96.08.06 
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第86表 ナンバーリング：出土地対照一覧
ナンパー

出土地 閾査日
tンバー

出土地 祁査日I/ング リング
531 た-13想色上府 (40-50レペル） 96.08.02 615 せ-16地山直」こ 9ll.10.28 
532 ち-I~黒色l:kり(0-20レベル） 96.07.0•1 616 地11,直上 96.07.26 
533 そ13地山直上 96.07.23 617 た-WJ.色 l:m (20-40レペル）
534 そ-13地山直上 !)6.08.06 fi18 そ.JJ悦乱土吸l内 96.08.07 
535 ち-9)也Lll直.I: 96.08.05 619 せ-111111褐色混礫土肘 96.08.22 
536 す-15撹舌LIi-i 96.07.08 620 す-18限色」犬り 96.08.22 
537 て・12 96.06.27 621 せ-13\~甜I・.の閲色-t.l¥'?(多少炭あり） 96.07 26 
538 せ-15柑盤にへばりついた出≪土附 96.07.05 622 せ-13地山m:_t 96.07.26 
539 せ-17東 茶褐色枇媒 l:培 (3M) 96.ll.02 623 せ-17黒色illぼ l・lt!l(120-130レペル］ 96.10.15 
540 と-l21 ,., 部祁i側畦 96.08.16 624 せ-13府祖1:の関色-t.t,;,l
541 ち・14 ''部 (0-20レペル） 96.07.04 625 そ-l罹署K 96.07.24 
542 ち-11北側畦 96.08.14 626 せ-I 1'-1 (30-50レペルJ 96.07.03 
543 せ-17黒色土層 96.06.27 627 せ-17黒色l:fl(60-80レベル） 96.08.07 
544 そ—11地山直上 96.08.06 628 て・と - 11·12県色l:h~1 W-10レベル） 96.07.04 
545 て・ と11・12表採 96.07.01 629 ち・JI/.[¥色土層 (30-40レベル） 96.07.25 
546 と11黒色土陥 (0-10レベル） 96.07.02 630 せ- 1 6暗褐色混窮」•陪 96.08.23 
547 せ-16黒色土層 C0-20レベル） 96.07.04 631 せ-16哨褐色沢籾七府 96.08.23 
548 せ-16黒褐色滉楼土層 96.09.12 632 た•l ヽW.\.色 t."'1(0-20レペル） 96.07.04 
549 と11黒色土層 (0-10レベル） 96.07.0Z 633 た・13地山nLL'.ぷ'l屈,1,採l[l! 96.09.13 
550 ど11黒色 -(:~fo-10 レペル） 96.07.02 634 せ•15岩稲M近 'll@.1 ·.~'1 96.07.09 
551 つ-ll黒色 l・脳 110-20レベル） 96.07.02 635 せ・17黒色irH退・I:附 (110-120レベル） 96.10.15 
552 せ・14地11i11'LI: 96.07.25 636 つ-10!也1,『Cr.汁IM'i1 96.08.02 
553 と-13遺物躾中部 96.08.07 637 せ 15・16府舘にへばI)ついた瓜色 1:ll-1 96.07.04 
554 せ-1 7ffl色」・陪 96.06.27 638 を 12地Il1fi(I. 96.08.0S 
555 ち.IIJ也山1/il: 96.08.07 639 つ-14-!Al色土m 96.08.05 
556 つ・11黒色土層 (20-30レベル） 96.07.03 640 た- 1 4黒色—l:Jiili (20-40レベル） 96.07.08 
557 そ-17黒色j琵礫土層 96.09.10 6-11 そ-131也11『[l・ 96.07.23 
558 て-13逍物紐中部 96.08.07 6位 ち・12J即lilt(上 96.08.01 
559 せ-17黒色 l:m (80-90レベル） 96.08.08 643 せ-17黒色十:~(30-50 レベル） 96.06.28 
560 せ-17現色l:料 (50-70レペル） 96.07.04 644 っ-W.Hヽ J-."i'l 96.08.01 
561 せ•17馬色ーl:kり (30-50 レベル） 96.07.03 645 す- 18迫物楳集 • I •部黒色I沿り (20-40レペル） !!6.09.09 
562 せ-13地山直 I: 96.10邸 646 た・1 4-fi積みと岩盤の111!!~1 褐色，：層 96.08.02 
563 せ-16(0-30レベル） 96.07.04 647 ちー14石mみとWI祖のIHJlfl'i黄褐色 I:駁 96.08.02 
564 Iす-18黒色・ヒ層 96.08.22 648 た・1'1荼褐色if{籾 1:1;,1 96.09.06 
565 す・14岩舘 I:慰色士層 96.07.09 649 た・14fi閉みと岩盤の間暗I 褐伝士昂 96.08.02 
566 せ-14岩盤1-0)黒色土層 96.07.26 650 す-18追物礫集中部川色I: (20-40レベル） 96.09.09 
567 せ-17暗褐色混礫上N 96.08.22 651 せ-薗i7Jlr西畔＿黒釦It楳 1:1 (2/iifl 96.10.31 
568 せ-15・16岩盈 にへばりついた黒色土層 96.07.04 652 し・ 9<U0.31 
569 そ-11撹舌LI: 城内 96.08.06 653 そ・ 96.08.02 
570 せ・15・16岩低 にへばりついた黒色土層 96.07.04 654 ぢ9石段上，拭叫i(内 '.I'~上粧 96.08.02 
571 せ・17黒色」：阿 (60-80レベル） 96. ⑱ .07 655 っ-9地11ilf[Iこ 96.08.02 
572 せ-17関"I: 層 (0-30レベル） 96.06.27 656 せ-16'A4色 I:附 (0-20レペル） 96.07.03 
573 で16/1]1出色混礫土層 96.08.22 657 つ-141,し1色 I:附 96.08.H 
574 せ-J5宕 Hにへ1ぶりついた黒色土層 96.07.09 658 

す・叫76せ黒地・色ti18llll!混rむ冗JJヽ」色こ」 /;I.Iは:I~色1 (0-30レベル）
96.08.09 

575 す-17表妥 96.07.24 659 せ-l 土肘 96.10.28 
576 

た1l函14地黒山色直 L
96.08.05 660 せ-1 (120-130レペル） 96.10.01 

577 す- ,-. 層 (20-40レベル） 96.09.09 661 す-1 96.07.24 
578 つー 土彫 96.08.15 662 し-17岩盤!!!I地内黒色ig和 u,i(60-soレベル） 96.10.18 
579 た-13荼褐色牒溜りM 96.09.05 663 せー17地山直 I: 96.10.18 
580 す ・せ-18黒色滉礫上層 96.09.20 664 す-16地IIJ『［上!H色 H'1 96.07.23 
581 た12地山直．ヒ西側 郎.08.01 665 ち.IIJ胆l1ft'.CL. 96.07.26 
582 96.0726 666 っー10地111直 I:消掃中 96.07.25 
583 96.08.01 667 つー11焦色J:州 (10-20レベル） 96.07,03 
5S4 96.08.20 668 せ-IG)、U色 ~I•.~W-20レベル） 96.07.03 
585 96.08.09 669 て-10地1l111'i.上 96.07.24 
586 96.08.08 670 

しー1L73地石11坦1[下1'(IllI:.黒色i門li'.督lL:kり
96.07.23 

587 96.010.2ヽ 671 t.:- 96.10.24 
588 ~6.08.14 672 た-VI焦色 I:附 (20-40レベル） 96.07.09 
589 96.08.14 673 ぢ 13黒色混礫＋層 (20-30レベル） 96.09.10 
590 た-12地I111'1: I: 96.08.14 674 せ-16地1I直 l: 96.10.28 
591 せ・17黒色混礫土層 (110-120レベルJ 96.10.03 675 そ-14地1J1iaJ:黒色J:/o!'う巾 96.07.23 
592 ち13黒色土居 (20-30レベル） 96.09.09 676 せー12撹乱彫 96.07.26 
593 そ-13・14石垣横の石列前面黒色土層 [40-60レベル） 96.07.24 677 せ-17、1、しし色 1:府 (60-70レベル） 96.08.06 
594 せー17黒色士if1{80-90レベル） 96.08.08 678 ち-131(¥色土li・I(30-40レベル） 96.09.09 
595 せ-17!A1色恨綬土層 96.11.19 679 つ-12.l.l!i,l色滉礫層 (10-20レペルl 96.09.09 
596 せ-17'1.l色浪籾土層 (0-50レペル） 680 せ-17池山f~C I: 96.10.24 
597 

噌譴""膨色!~,.,？"也叫コ(Oー~ラIOルレ石一ペ灰ル岩）環

96.08.15 681 た-12地11111'!'.l-. 96.11.19 
598 さ-1 思 (120-190レペル） 96.10.31 682 た 11地11Ju'r上 96.10.30 
599 し-I 96.11.27 683 ち11地山nLJ-. 96.I0.30 
600 せ4 96.09.06 684 っー12黒(fd・)R(20-30レベル） 96.09.09 
以）1 と1 96.07.0l 685 ち-13石如下！．し！色混蹂1こM 96.10.25 
602 

ぢち912石地段山J:直黒主色百土百層― 
96.07.23 686 と11撹乱府 96.08.29 

603 96.08.01 687 た12地11111'(上 96.10.30 
604 せ • そー17旧階段横2ダlj石列付近黒色混礫土暗 96.11.05 688 つ-13[[1a+.~ 96.08.08 
605 ち1霞3石垣下地山直L 96.10.28 689 す-16表采 96.07.24 
606 ち•I 96.07.09 690 た-14石 nみと岩般の間II閻輝追 l澤 96.08.12 
607 つ-1 96.09.09 691 こ-17近 だ土埒 96.10.31 
608 た・1 96.08.01 692 せ-18石灰岩礫巣中部上面黒色土層 (40-50レベル） 96.09.09 
609 て-I 96.08.20 693 つ-14石瓦森層 96.08.09 
610 ち1 96.07.26 694 ち.lJJ也山直l. 96.10.29 
611 せー17地山 I・ 96.10. 認 695 15トレ ンチ東仰）岩上黒色上粉 (0-10レベル） 96.06.05 
612 せ-17黒色 庖 (80-90レベル） 96.08.08 696 15トレ ンチ東側岩山
613 ち—13石垣 黒色混礫上層 96.10.28 697 せ-15岩俎11'[I'lj!(-1, ーI・悩 96.10.28 
614 せ-17黒色混礫土層 (90-130レペル） 96.10.17 698 た-12地Llrii'f.I; 馬凩色i:府rj-1 96.08.01 
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第86表 ナンバーリング：出土地対照一覧
" .' 

Ill 士 Jl!J Ill .:l: 地

(10-20レペル）

!!16.07.()! 

亜
96.06.06 
96.06.05 
%.08.01 
96.07.23 
96.08.15 
96.07以08
96.08.0!l 
96.06.06 
96.06.06 
—、- ----

:0-10レベル）

E
1
6

盆
塁
0506

翌
11
堡
161518
11
絞

1
7
J
l
m
1
7
1
8

囃
＿oslo02
翡
"
1
8
1
3
0
6

混
翡
020618

翌
27

は
2806
応
釘

m
2
5
0
1
郎

0404051109

竺竺饂麟麟
＿麟
＿鱈
鱈
鰻
96-96-96

齊
喜
＿肩
麗
鳳
麟
鱈
麟
96

麟直
＿麟
＿
96-

冒
＿麟
＿
96

麟＿”
96.11.27 
9611 24 .. 
96.11.24 
96.11 25 
96.l0.04 

~ ~ 

塑彗
96.09.18 
96.l0.07 
96.09.13 
96.07.25 
96.09.13 
96.09.05 
I 
96.10.28 
96 06.05 
96.11.29 
96.12.01 
96.10.01 
96.12.01 
96.09.18 
96.09.13 
96.09.¥8 
96.10.16 
96.01.05 
96 . .10.18 
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第86表 ナンバーリング：出土地対照一覧
tン/l-

出 l: 地 潤ttll
ナンバー

111 土地 潤森LIリング リング
臨 し・す-18迅柏II勺 96.J0.07 987 121・ レンチ東m, 96.0G.O,l 
904 し- 17が遠辿1地JI叫1色il~i妥土11'1 (40 60レベル） 96.10.l7 988 と12迫物集11部 ((I 20レペルl

9966..0077 .. 010 1 905 せ-17地山直上 96.10.18 989 た-131(誠 ・I::~IO-!Oレベル）
906 せ・16(祁 i麻以めl大 96.11.14 990 

ち遭：-温12瓜麟脳色土品附： （"/公;;:～"レペ~,
96.06.27 

007 ち-13'.H色況籾上刷 (30-40レペル） 96.0'J.IO 991 96.08.16 
908 せ・17地I111([.f: 96.11.08 992 96.07.04 
909 し・立i7黒社盤褐j色~ 地JI,,J o悩瓦絡• I •部 96.11.27 993 て 20レペルl 96.06.28 
910 せ. il~il l」-~lcl 96.09.12 991I ち 30レペル） 96.07.10 
911 1中 17焦色.i:m 60-70レペル） 96.08.06 的5た14訊色」:~'1 120-40レペル） 96.07.05 
912 

渭涵芦訂誓壻忍百
!l6.0G.2S 996 た・IヽI黒色.I:約 (20ー40レペル） 96.07.08 

913 そ• 96.07.25 9<J7 ち・},I近而面,,部 (0-20レペル） 96.07.0~ 
91'1 16 u-10レベル1 96.0G.06 叩8 ち・12地11111'(I・ 96.07.29 
915 つ・ レペル） 96.09.06 999 ち・14II色；I: 附 (20-40レペルl 96.07.05 
916 せ. Jk?) 96.10. 蹄 1000 と-1繍8地麟1liu1I• 部 10-20レベル） 96.0G.28 
917 そ 13迫l1'1iS<1 9G,09.IS 1001 しI I・. 黒色上枡 96.07.211 
918 し•1 5追構28~ 96.10.0il 1002 せ-16追情 190 96.11.29 
919 し・す-1亙凶卵 9G.J0.28 1003 ち— l 9ヽ黒 i」••凶 10-20レペル） 96.07.011 
920 つ-m•.I色if~紐・I:悩 110-20レペル） ・96.09.JO 1004 と・12・ 叫晴部洒墜Ii 96.08.16 
92) せ-12地1l11i(I 9G.07.26 1005 て-12'勿梨II 96.06.28 
922 

虞ち・11地Il111'(: 蟹国I:妍園

96.09.lS 1006 せ-16'色:l:M(0-20レペル） 96.07.02 
923 96.IJ.IヽI1007 ち・13'色J:R?(30-40レペルl 96.07.IO 
924 96.09.10 1008 15 I・ レンチ東側レストハウス横 約 I・.北側撹乱附r)I 96 06.0•1 
925 96.l0.29 1009 た-13'.(I色1:11'1―r,0-20レペル） 96.07.10 
926 す・せ-13i!'.II荷41 96.IO.O,I 1010 氾物低I•部 (6-20レペル） 96.07.01 
927 し，す・18迫構11勾 96.10.07 1011 ち・11!.I.¥色 1:1<1{I0-20レペル） 96.07.08 
928 す・1悶5追h雷lf30昇(20悶レはペル-) 96.09.18 l012 た・1411ll褐色 I:附 (40-.~{) レペ）し］ 96.07.05 
9在 つ・I CJ0-20レペル） 96.09.06 1013 ち.9迫l,'1/17ヽI 96.11.29 
930 つ-I (l0-20レペル） 96.09.06 1014 さ-l7・18迅l,'1/196 9G.ll.Z9 
931 l必採 96.09.13 1015 

"遁.'屑J◄199 撻座，'"' 
932 さ-17'.l¥色訳ぼ l:f1(0-50レペル） 郎.10.151016 96.11.29 
933 さ・171.1.¥色槌浪毬籾」I;./ii: 培 (0-5()レベル） 96.10.15 1017 
934 さ-17;り.¥色 (0-50レペル） 96.J0.15 1018 
935 .:1'11.¥'el94 96.11.27 1019 96.11.28 
936 せ 17追l惰 . iiJi;'/小籾附 96.11.27 1020 ち・II迫構134111(1) 96.、11.28
937 せ-1mし色 (110-120レベルy 96.10.0l 1021 ち-11迎叩34(2/{i!) 96.11.28 
938 つ-1' (30-40レベル） 96.o<J.10 1022 追樅lGO

器 て-1 渭fl 96.08.07 1023 つ-10迂ll,Yi184 96.11.28 
.J (20レベル～） 96.09.18 102,1 迫構131

飢 lさ・1 1025 ち・13迎1惰167 96.11.29 
942 さ・ ・1 1026 た.g追惜157-a
引3 し・I:., 28 !JG.12.0,1 1027 ち.9過構176
94•1 さ-16]・w邪6 1028 ;m,'1'tl9S 96.11.29 
945 さ-16)1描59 l029 逍構200
946 さ・16'tf;I祁2 10:iO せ• そ・14逍，9昴18・49 96.11.28 
947 

せ ・疇J1叫4(j黒迫澤色僻叶4戊8~: !('of 証•t~(1I物0~(0り2-50中2レ0部ペレ
96.09.18 1031 追構'169

948 ち•
9696塁.07.0i1 

1032 ち•l導5柑盤囮I契~ 9,19 と・ ペル） 1033 せ-1 へばりついた黒色土h'1 96.07,05 
950 せ・ ルJ 96.07.01 1034 ち・M!H色J:/{1120-,10レペル） 96.07.05 
951 す.J疇S・り1色上.,to-⑳レペル｝ 96.07.05 1035 15トレンチ 9moo府J・.黒色上~•l IO-LOレペル） 96.06.06 
952 す・ 96.09.18 1036 

15薗iu,色 t翔藝(2-0-30□レベル）

96.0G.07 
9!i:{ し・ 郎.I1.27 1037 と・ 96.08.16 
95.1 Iすし・ -40レペル） 96.09.09 1038 と・ ） 96.07.02 
955 96.10.07 1039 と 96.08.16 
956 し・ 籾・1:M 9G.IO.ll 10.10 ち． 96.07.10 
957 つ-10氾！184 96.11.29 1041 た 13黒色」:m (30-•IOレペル） 96.07.10 
958 

喜ば1屈墨塁伐層'i'

00.12.06 1042 せ-1S黒色 f;妍 96.08.16 
959 せ・ 96.12.01 1043 せ-16~!.{~-J:焙 <o-20レベル） 96.07.02 
900 15 .,1,\色 I:~'! 0-10レペルl 96.06.05 1044 l白せ•l6'1\色 t熟 C0-20レペルl 96.07.01 
961 Iす・ ル～） 96.09.18 J1O0i!4S 6 96.06.04 
962 せ• 96.12.01 96.()8.16 
963 た・ 1!16.11.27 1糾7 たヽ黒色土Kり 96.07.04 
9&1 つ-I5Oi.Q岩盤liり直184F思(a邑粉）血 96.12.01 10-18 96,08.16 
!)G5 せ4 96.l0.28 1049 た-131!¥色 l:h'<lro-10レペル） 9G.07.10 
9的 96.1).27 1050 16トレンチ東仰l店 1淋.I色1:1!り 96.06.07 

曇
.Jr. '-b 96.l0.07 1051 せ-16瓜色」••陪 (0-20レベル） 96.07.02 

せ ・ 濶構57-C 96.12.01 1052 つ-um色 l·.~'1 (0-10レペルl 96.07.02 
()(r.) た.(,lfi みと冶般の1r.1m褐色」激 96.08.02 1053 

Mてぢ--24ll12黒追ll¥物色色上i必l!1 ,1!,, . 部{・. 翔0-10レペル）
96.07.04 

970 つ.J ）剖 (11,71) 96.12.04 105-1 （西地区） 96.08.19 
!Jill.. 1-2 !II褐色 l:R-lC20-30レベル）匹地区 1055 96.07.08 

頃 し 逍構J 96.10.04 1056 ち-128.色 t層 (0-10レペル） 96.07.08 
さ・ '(ド6灰府統料 96.LO.lG 1057 て-12氾I物~"部 96.07.08 

国迅 96.11.27 1058 
せ-18?.荼'ii色騨ill嘩籾如I:射：附 96.08.lG 

975 ち-1 姐笹 96.11.24 1059 せ・18 96.08.16 
9"76 し・I. ー盤物盟比塊中り，ふ111f,;1J, 国 11,"Ji 96.11.27 1060 し-18地Ll1il1J.:烈色 I'.拗 96.07.24 
977 て-Lg遺 96.06.27 1061 と-12追物集,i_,部西庫J: 96.08.16 
978 と・12追加研部 (0~20レベル） 96.06.28 1062 せ-13地ll.1ii'fl: 96.07.26 
979 て12遺物應"部 96.07.08 1063 て・Ill令i側畦 96.08.16 
980 せ・16黒色-!・.陪 (0-20レベル） 96.07.01 106tl と・薗"' 色I濁 o-ねレペル） 一 96.07.02 
981 と・12泣物染巾部 co-20レペル） !l6.07.0l 1065 と 96.08.IG 
982 た13烈色:l'.層 CO-JOレペル） 96.07.10 1629 し・ り追IA!) 96.l0.15 
983 た-1ヽI船（がl:m(20-,10レペル） 96.07.0,1 2207 し・ 70レペルl西地区より氾加 96.10.16 
9&1 で11料盤上規色こ:府 96.07.01 5115 た・ 96.07.29 
985 た-1111!!111直J: 96.07.29 5117 ぢ IZ黒色1:ffl(0-10レペル）西地IKより追l』1 96.07.08 
986 151・レンチ東罷lい卜訊色土府 (10-20レペル） 96.06.06 5.118 た14黒色士料 (20-40レペル）西地区より氾JAi 96.0i.05 
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